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飯田市座光寺の国道153号は、飯田市街地への北の玄関日のひとつ として朝夕の交通渋滞は並の

ものではなく、10数年来の懸案 としてバイパスの建設があり、建設省 。県教育委員会などと協

議 を進める中で、建設工事着工以前に、発掘調査 し、記録保存を計ることとなり飯田市教育委

員会により実施 した。

飯田市座光寺地区は古 くから古墳をはじめとする文化遺産、特に埋蔵文化財包蔵地の密集す

る地域 として注目されていた。中でも、先覚の業績により、古代における伊那郡の中心 〈伊那

郡衛也L〉 の推定地のひとつに比定され、定額寺院の寂光寺存在の有無 も合わせ、周辺の埋文調

査 にかける期待は一通 りのものではなかった。

今回の調査は国道バイパス建設にかかわるもので、遺跡群の重要性にかんがみれば、学術的

・総合的に目的を持った調査をなされるのが本来の姿といえるが、交通網整備 という今 日的課

題の中で必要不可欠な開発であり、やむをえずの調査 となった。

原因はともかく、遺跡そのものの重要性は変ることなく、その調査実施にあたっては、慎重を

期したわけであり、その結果として、当初の予想どおり、弥生時代から現代に至るまで連続す

る集落として当地方における各時代の中心的な位置づけがなされ、特に奈良時代を中心とする

律令制度の中で地方官衛の存在はほぼ断定でき得る資料が提供され、伊那谷はモ)と より、長野

県、更には日本的な視点で考究すべき新事実のいくつかが明らかとなった。

また、調査進行に伴い、遺跡保存運動もおこり、遺跡そのものの重要性は内外ともに認めら

れるに至った。バイパス用地内調査終了後に文化庁・県教育委員会の指導と協力により周辺の

範囲確認調査を数年次で計画実施中であり、その保護策を検討する段階となっており、この間

の関係各位のご協力 。ご努力に対 し、深 く感謝する次第である。

本報告書の刊行にあたり、発掘調査及びその後の整理作業に深いご理解をいただいた建設省

中部地方建設局 。同飯田国道工事々務所、惜しみないご協力をいただいた元地権者をはじめと

する地元の各位、長期間にわたり言葉につ くせないご努力をいただいた調査団各位に対し心よ

り感謝申し上げる次第であります。

日召禾口60ピ午 3月

飯田市教育委員会教育長

福 島 稔



例    言

1 本報告書は一般国道153号座光寺バイパス建設に伴う恒川遺跡群他の発掘調査報告書であり、

遺構編 。遺物編 1・ 同 2。 図版編の 4冊 と付図からなり、本書はその第 1分冊である。

2 発掘調査は飯田市教育委員会が建設省中部地方建設局飯田国道工事々務所より委託を受け行

なったものである。

3 発掘調査は昭和52年 1月 から昭和57年 3月 までの 6年度にわたり、整理報告書の作成は昭和

57年度から59年度まで 3箇年をかけ飯田市考古資料館において行なった。

4 本報告書にかかわる調査実施遺跡は下記のとおりで、調査・整理作業等併記の略号によって

実施 し、本報告書内の記述も原則として略号によった。

流田遺跡―一NAR  欠野遺跡一一KAK  恒川遺跡田中地籍一一TAN  恒川遺跡

倉垣外地籍一―KUR  恒川遺跡恒川A地籍一―GOA  恒川遺跡恒川B地籍一―GO

B  阿弥陀垣外遺跡一― AMD  新屋敷遺跡一― ARY  新井原遺跡一― ARB

新井原11号～14号古墳――A R B Kll～ 14  高森町新井原遺跡――TARB

5 本報告書は多くの学識経験者 。市民 。関係諸機関諸氏の協力によったもので、特に下記の諸

氏からはそれぞれの立場でご指導 。ご助言をいただいた。

奈良国立文化財研究所  工楽善通、山中敏史、沢田正昭、秋山隆保

地質 。岩石  松島信幸、伊里道彦   植物種子  粉川昭平

6 遺構毎の記載順については、原則として時代順とした。時期の異なる遺構の重複する図は、

主体 となる遺構に含めた。

7 整理作業は佐々木嘉和・山下誠一 。宮下秀広 。佐合英治・桜井弘人・小林正春を主体に、本

文中記載の整理協力者が復元から図版組まで行なった。

8 本報告書は佐々木・山下 0佐合・桜井・小林が分担執筆し、それぞれの分担は文末に記した。

9 本報告書の編集は執筆者の協議により行ない、小林が総括した。

10 本報告書関連の遺物・図面類等は飯田市教育委員会が管理し、飯田市上川路飯田市考古資料

館で保管している。
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I経 過

調査に至るまで

飯田市座光寺地区は、飯田市街地の北方約 5 kmに あり、北の玄関口にあたる。

近年の自動車社会の急激な発達 と周辺地域の道路整備が進む中で、座光寺地区を通過する国

道153号は旧来の道路状態が続き、朝夕の交通渋滞は大きな問題であり、その解消のためバイパ

スの建設が各方面から要望されていた。

それに対し、国・県・市等により建設に関する協議を進める中で、具体的な計画の第 1段階

として、昭和46年 10月 予定路線の発表がなされた。

同年12月 建設省中部地方建設局飯田国道工事々務所から長野県教育委員会へ、関連遺跡の保護

協議依頼があり、それに対して県教委から関連遺跡の状況を示す資料が国道工事々務所宛に送

付された。

一方、建設計画が進む中で、同年12月 下伊那考古学会・下伊那遺跡を守る会により、予定路

線内の既出遺物等に基づき遺跡の重要性を再認識し、路線変更を訴える保存運動が展開された。

当初、県教委においても、遺跡の状況から路線変更が望ましい旨の判断であったが、国道工事

事務所と検討の結果、計画変更は不可能の結論が示され、相方の協議により、完全なる発掘調

査の実施 と、調査の状況により再協議を行なって対応する旨の方向づけがなされた。

昭和47年 5月 に、上記協議を受け県教委宛分布調査の依頼が国道工事々務所からあり、同年 6

月に県教委が分布調査を実施 した。その調査結果に基づき路線内遺跡の取扱いにつき具体的な

協議を行なった。

その後、国道工事々務所による事務的な作業として、昭和51年 3月 までに用地の約 8割 を買

収 し、同年 7月 に発掘調査の具体的な検討がなされた。国道工事々務所 。県教委・市教委によ

ぅ協議により、飯田市教育委員会が発掘調査を実施することとなり、細部にわたる協議を経て、

昭和51年 12月 4日 建設省中部地方建設局長と飯田市長との間で、初年度の発掘調査にかかわる

業務委託の契約が締結された。

それに基づき、飯田市教育委員会では直接発掘調査を実施する体制の確保が困難のため、一

般国道153号座光寺バイパス埋蔵文化財発掘調査会及び同調査団を組織し、実際の業務に当るこ

ととした。
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沢柳 俊夫 (  〃  ) 51～ 59    山下 舜平 (   〃   )54～ 56

大田中一郎 (  〃  )53～ 59    竹村 宗丘 (   〃   )57・ 58

松島 勝郎 (  〃  )53～ 59    塩沢 正司 (   〃   )59

福井  実 (市教育次長) 57

事務局 。事務局長

相津  実 (社会教育課長)51～ 53    竹村 宗丘 (社会教育課長)57・ 58

山下 舜平 (  〃  )54～ 56    塩沢 正司 (  〃  )59・

事務局員

山下 舜平 (社会教育課長補佐)51～ 53  竹村 宗丘 (社会教育文化係長)54055

牛木  繁 (    〃  )54～ 59  塩沢 正司 (   〃   )56
池田 明人 (社会教育課文化係長)57～ 59 林  貞子 (市教委庶務課)  51
代田 ―行 (社会教育課文化係)54・ 55  熊谷理恵子 (  〃  )  52～ 55

小林 正春 (   〃   )55～ 59  家田 昌子 (  〃  )  56・ 57

吉川  豊 (   〃   )59    新井 智子 (  〃  ) 58◆ 59

2) 調査団

団 長  大沢 和夫 51～ 59

調査員  佐藤 甦信 51・ 52  宮沢 恒之 51・ 52  今村 正次 51。 52  塩沢 仁治

51～ 55  佐々木嘉和 51～59  市沢 英利 51・ 52  郷道 哲章 51‐・52

山下 誠- 53～ 59  佐合 英治 54～59  宮下 秀広 54～ 59  北原  昇

56  桜井 弘人 59  小林 正春 51～ 59

調査補助員  山下 誠- 51・ 52  清水セツ子 51  佐合 英治 52・ 53  宮下 秀広

-2-



53    Jヒ涙武  夢弔  55

発掘作業協力者  中平 兼茂 51～ 53  福島 明夫 51～ 54・ 56  北村 重実 51～ 53。

56  今村 式部 51～56  吉川 正実 51～ 56  吉沢 徳男 51～ 53・ 55・ 56

原 正 51～ 53 松 村 定蔵 51～ 54 今 村 忠 治 51～ 56 竹 中 寿 夫

51～ 56  柘植 勝次 51・ 52・ 54～ 56  内山 順- 51・ 52  藤本 徳男 51・

52  柳沢 君恵 51～53  佐々木育子 51～ 56  池田 幸子 51～56  佐々

木八代 51～ 55 棚田恵美子 51052  棚田ミチ子 51～53  西尾 節子 51・

52  正木 睦子 51～56  木下恵美子 51  塩沢 美代 51052  今村 倶

栄 51～ 56宮 沢 福子 51・ 52 北原 喜代 51・ 52 氏井 信子 51052

市瀬ひさ子 51・ 52  小林 茂人 51  今村 善紀 51～53  小林 茂 51・

52 村松寿美子 51 代田 利子 51 伊藤 よし子 51  久保田文子 51

鈴木 道子 51 加 藤 里子 51 中崎美代 子 51 牧 野 内 泉 51・ 52

鈴木 敬三 51。 52 島岡 俊文 51・ 52 関島 斉 51・ 52 宮沢 正夫

51・ 52  矢沢 節子 51・ 52  木下久美子 51～54  牧内 浩道 51・ 52  秦

卓幸 51052  小林 佳弘 51052  飯島 洋- 51  松沢 吉朗 51  吉

川 正- 51  塚原 和子 51  今井 和利 51  今村 尚美 51～ 54  飯

島 佳代 51・52  田村 正幸 51 片山 寛子 51・ 52  林 二郎 52  井

崎美代 司 52 佐々木 清 52 今村 春-52～ 56 木下 辰雄 52～ 56

大山 徹郎 52  原田 富子 52  林 兼+ 52～ 54  霞 正- 52  今村

勝子 52～ 56  池田 頼正 52  仲村 茂樹 52  林 裕二 52  宮沢 豊

52 渡辺 健司 52 原田 秀文 52 片桐 武夫 53 内山 芳美 53

池田 知優 53～ 55 棚 田 智子 54～ 56 佐々木啓 54～56 熊谷 義人

54 知 野 聡 54 中平 英 樹 54 安 野 賢 二 54 杉 浦 英 樹 54

宮沢 英明 54 吉村 崇 54 棚田 俊雄 54 松枝永利子 54 北原

昇 54  山田 治郎 54055  中島 鉄也 54055  北原 昇- 54  北原

透 54 今村 和貴 54 畠山 和男 54・ 55 福沢 弘子 55 北原 礼子

55・ 56 村松 宣彦 55 平岩 陽-55 市村 恭-55 桐 山 亨大

55 岩 崎 克 幸 55 笹 岡 基 志 55 林 敏 昭 55 小 林 祐 治 55

長谷部金治 55  木下 秀樹 55  伊野 浩樹 55  片桐 義文 55  河野

勝 55 塩沢 秀人 55 宮脇 文彦 55 小林 健治 55 今井 邦乃

55  原田喜美子 55。 56  赤羽目友子 56  赤羽目はる子 56  湯沢美和子

56 北 原 陽 子 56 半 坂 義 雄 56 大 島 利 男 56 伊 藤 浩 56

北原 清 56  松下 徹

恵 56 片桐かほる 56

56  今村 梨香 56  正木 直子 56  前田 理

赤 羽 ふ み子 56 戸 崎 耐 子 56 向 田 一雄
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52～ 56  細井 光代 52～ 56  森 章 52～56  正木実重子 52～56  和田

彦九郎 52・ 53  寺沢 二郎 52・ 53  古田八重子 52～ 54  園原 あき 52・

53  平沢 博 52・ 53  知久 倭夫 52・ 53  宮沢 和広 52  堀木 誠 52

桜井 敬子 52  今井寿美子 52  後藤 聡 52  筒井 弘 52  下平 正

利 52  椎谷 裕子 52  福沢 秀志 52  林 大三 52  林 登美人 52

松村 全二 52  小林昭治 52  市瀬 洋吉 52  古村 仁± 52  松沢

英男 52 梅村金彦 52 浅井 合人 52 林 三男 52 松永 淳 52

久保田正男 52  櫛原 洋治 52  北原 千歳 52

整理作業協力者  吉川紀美子 57～ 59  池田 幸子 57～ 59  宮沢 智子 57～ 59  宮

沢ナナ子 57～ 59 橋本 博子 57～ 59 木下 恒子 57～ 59 小平不二子

57～ 59 山田富美子 57～ 59 山 口や す子 57～ 59 代 田 幸 子 57～ 59

北原 重子 57～ 59  兼子 暢子 57～ 59  岡田 紀子 57・ 58  小林 千枝

57・ 58  櫛原 勝子 57  柳沢 君恵 58・ 59  斉藤 徳子 58・ 59  宮下

明子 58  小池 貴子 58  山本 桂子 58  高島 亜矢子 58・ 59  米山

綾子 58  村松 宣彦 58  佐々木いさ子 59

調査の経過

昭和51年 12月 4日 の委託契約締結を受け、現地での作業着手の準備作業を行い、52年 1月 20日

欠野遺跡において鍬入式を行い実際の作業開始 となった。

その後、流田・欠野遺跡の調査は若干の資料 を検出したのみで終えたが、田中・倉垣外地籍の

調査進行にともない当初の予想をはかるに上回る遺構 。遺物が続出し、内容的にも極めて重要度

の高いものが多 く、当初計画は大きく変更せ ざるをえず、年度途中での契約変更を何回か行ない、

なお、年度毎の契約前に再三にわたり協議 を行なったため、年度当初からの作業開始ができない

ことも単年度にとどまらなかった。そのため、実質的には調査期間の中で約 1年分の空白が生 じ、

同一遺跡の調査が半年あるいは 1年以上の間を置いて行なわざるをえないこともあった。

また、整理作業は現地調査終了後、 3ヶ 年で作業実施の協定書を取 り交 し、57年度から59年度

までの 3年度にわた り実施 した。

調査指導・見学者

文化庁  小林 達雄

奈良国立文化財研究所

河原 糸屯之

坪井 清足  田中 琢  工楽 善通

正昭  秋山 隆保  木下 正史  金子
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年度別調査面積

名
号

跡遺
記

用地内面積 調 査 実 施

総面積 m2

年 度 別 調 査 面 積

514手 524「 53`F 544F 55年 56年

田
ＲＡ

流

Ｎ
4,200

野
ＫＡ

欠
Ｋ

1,710

中
T A N
田

1,700 1,612 1,612

外
Ｒ

垣
Ｕ

倉
Ｋ

2,080 2,914 1,390

Ａ

Ａ

川

Ｏ

恒

Ｇ
1,800 3,208 1,728

Ｂ

Ｂ

川

０

巨

Ｇ
2,100 2,910 2,910

外
Ｄ

垣陀
Ｍ

弥阿
Ａ

1,440 1.857 1,157 700

敷
Ｙ

屋
Ｒ

新
Ａ

3.900 3,564 1,050 1,014 1.500

原
Ｂ

井
Ｒ

新
Ａ

墳
ｎ

聘
Ｋ抑ＲＢ

新
Ａ

新井原12号墳
A R B K12

原
Ｂ

井
Ｒ締Ａ

高
Ｔ

1,320 440

22,150 18.830 3,051 5,325 2,854 3,110 3,090 1,400

年度別契約期間と契約金額

年度 契 約 期 間 契約金額 調 査 対 象 遺 跡 備考

51

52

53

54

55

56

57

58

59

51.12. 4´ -52. 3.26

52. 4.27-53. 3.20

53. 5。 13-54. 3.20

54. 6.27-55。  3.20

55. 6. 5-56. 3.20

56. 8. 1‐-57. 2.20

57.10. 1-18. 3.31

58. 4. 1-59. 3.31

59. 4. 1-60. 3.20

10,000,000

20,000,000

14.880.000

17,220,000

181540,000

13,958,000

15,030,000

20,380,000

9,590,000

NAR.KAK.TAN.KUR
KUR.GOA.AMD.ARY
KUR.GOA.ARY.ARB.ARBKll・ 12.TARB

ARY.ARB.ARBKll・ 12.TARB.

KUR.GOB
GOA.AMD.

*1

*2
*2
*2

139,598,000

*1 当初契約 ¥13,020,000 3月 6日 変更契約

*2 整理作業
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県教委文化課  樋 口 昇一  今村 善興  丸山 故一郎  関 孝一  日田 武正

小林 字  郷道 哲章

研究者  会田 進  青沼 博之  赤羽 義洋  赤羽 一郎  浅輪 俊行  飯塚

政美  池田 啓三  石岡 憲雄  石川日出志  石黒 立人  石部 正志

一志 茂樹  井上喜久男  岩崎 孝治  岩崎 卓也  岩野 見司  江崎

武  遠藤 令仁  小穴 喜一  大橋 康二  岡田 正彦  小 口 妙子

加納 俊介  片山 徹  神村 透  川江 秀孝  北村 亮  木下平八郎

木下 政利  桐原 健  窪寺 勝則  黒坂 周平  気賀沢 進  小池 孝

粉川 昭平  小平 和夫  小林 秀夫  小林 公明  小林 康男  小

林 深志  小松原義人  五味 一郎  斎藤 孝正  酒井 幸則  笹岡 秀

郎  笹沢  浩  佐藤 信之  佐藤 明人  柴 田 稔  下條 信行

遮那藤麻 呂  白石太一郎  鋤柄 俊雄  鈴木 敏則  高桑 俊雄  高根

信和  高見 俊樹  田口 昭二  竹内 稔  竹内 一徳  竹田 輝雄

竹村 庄平  千村喜万男  土屋 積  友野 良一  直井 雅尚  長崎

元広  楢崎 彰一  西口 徹  西野 秀和  花岡 弘  林 茂樹  林

幸彦  林 麻里子  原田秀文  伴 信夫  坂野 和信  樋口 昇一

福沢 幸一  藤沢 良裕  藤下 典之  藤本 正行  藤森 美枝  堀 知

哉  前角 和夫  前田 潮  松井 一 明  松浦宥一郎  松島 信幸

松永 満夫  丸茂 武重  丸山 弥生  御堂島 正  宮坂 直子  宮

坂 光昭  宮下 健司  宮下 操  百瀬 新 治  百 瀬 長 秀  森 鳴

稔  森 田 稔  森 田 健 一  八木 光 則  矢口 忠良  矢島 宏雄

山下 泰男  山田 瑞穂  山田 鉱一  吉永 陽三  米沢 義光  米山

一政  若尾 正成  和田 博秋  渡辺 重義

団体等  橋北老人学級  下伊那教育会考古学委員会  座光寺小学校 3年生 。6年生

下久堅婦人会  竜江成人学級  市会総務文教委員会  飯島小学校 6年生

飯田あるこう会  岡谷考古学友の会  座光寺史学会  伊那史学会

報道関係 信濃毎日  中日  南信州  信州 日報  サンケイ  毎日  朝日  読売

SBC  NHK  NBS

5 調査の実施 と方法

調査実施にあたり、既出遺物等からみていくつかの遺跡群の持つ重要性を指摘されていたが、

つきつめるとばく然としたもので、かなり重要な何かが出るだろう程度のもので、具体的な問題

点解明に向けての調査はできにくいものがあった。
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しかし、発掘調査自体が、基本的には遺跡の破壊そのものであることを常に認識し、できる限

りの記録をし、後世に残すことに努めたが、一方では期間等の制約もあり、調査範囲内で極力効

率的な作業を心がけて実施した。

なお、遺跡及び地籍毎に略号を与え、遺物注記等についてはすべて略号とした。

1)流田遺跡 NAR(第 1図 )

事前の表面採集でも、わずかの遺物があっただけで、遺跡の実態は全 く不明であり、かつ、路

線内の延長が200mを 越えるため、 2m四方のグリッドを設定し、 6～ 8m間隔に試掘を行ない、

全体の状況把握に努め、その結果一部の拡張をしたにとどまった。

路線計画上の中心杭NQ 5を 基準に路線中心線の右 (南)佃Jを 50ラ インとし、左右を2ケ タの数

字で現わし、基準杭を基`点
に西から東へA～ Yま での50m・ 25グ リッドを一区とし、順次A～ E区

とした。

なお、A区 とB区の境で路線が曲るため、B区以降はグリッドの方向を移動して設定した。

2)欠野遺跡 KAK(第 1図 )

NARと 同様に中心杭NQ18を 基準にA～ CttJグ リッドまでを設定した。

調査前の表面採集により、若千の遺物が採集され、NARよ り試掘坑の密度を高め調査した。結

果はNAR同様に遺構等の検出はなく、試掘調査のみで終了した。

3)恒川遺跡田中地籍 TAN 同倉垣外地籍 KUR(第 2図 )

路線中心杭NQ24を 基準にNQ29ま でをTANA・ B区 とし、NQ29～ 36ま でをKURA～ C区 とした。本

来同一遺跡であるが、調査前の区分及び契約等の関連で、グリッドの呼称は別々にしたが、遺構

名等については一連番号を付した。

TANAIま では試掘を行ったのみであるが、TANAJか らKURCPま で道路敷部を除き路線内全

面を調査 した。

なお、C区の後半と北接するGOAは既存道路の付け替えのため、路線形が不規則となり、グリ

ッド設定上重複地
`点

が生じ、図上ではGOAの A区 に調査地′点を記載し、GOAAB44か らA134の 調

査坑は、小段丘上にあり、KURに属する。

4)恒川遺跡恒川A地籍 GOA(第 2図 )

中心杭NQ36を AAと し、BKま で設定した。また、AAのKUR佃 Jを Y区 としたが、実質的には、現

道下がほとんどであり、一部道路を付け替えてYJ82～ YY57ま での間を断続的に調査 したにとど

まった。

GOBと は一連の遺跡であるが、便宜的に道路により地籍を分け、遺構番号もGOAの みで付 し
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た。調査はできなかったが、両地籍境の道路下はグリッド設定上重複する部分がある。

KUR寄 りのA区前半は、湿地帯であり、遺構 としての把握が難 しく、各グリッド毎での記録、

遺物取 り上げを行った。

用水路 。道路が用地内にあり、極力全面調査するよう努めたが、面積の割に排土量が多く、狭

い範囲で土を移動 しながらの調査 となり、結果 として不規則な調査範囲 となり、GOB境の道路敷

下の他にも未調査部が生 じてしまった。

5)恒川遺跡恒川 B地籍 GOB(第 2図 )

路線は本地籍内で大きく曲がるが、中心杭NQ39と NQ40を 結んだ線を基準方向とし、NQ39を 基点

としてC区 までグリッド設定し、道路及び水路部分を除いて全面調査した。先述のとおり、A区の

一部がGOAと 重複するとともに、反対側の本来本地籍D区 にあたる部分 もAMDと 重複する。

AMDと GOB相方の位置関係が不明確であり、AMDA区 として調査 したが、最終整理段階の遺構

番号は、GOBで統一した。

6)阿弥陀垣外遺跡 AMD(第 3図 )

過去に建物の礎石が出たと伝えられ、地名からもある程度の規模を持つ建物llLの 存在が指摘さ

れていたため、他遺跡の調査区設定に路線方向を基準としたのと異なり、南北にA～ Yの アルファ

ベ ン`トを、東西に50を 基準とする 2ケ タの数字を用いグリッドを設定した。

南接のGOB、 北接のARYと は本来同一遺跡であり、調査前に本遺跡の範囲を明確にはできず、

南側GOBと は道路によって区切 り、北側ARYと は中心杭NQ50を 基準として、北側をARYA区 、南

側をAMDB区 とした。AMD、 ARYの 区画設定が便宜的であるため、両遺跡にかかっての遺構検

出という状況が当然生じ、調査進行に合わせいずれかの遺跡に該当させた。

路線内のほぼ全域を調査 し、前述の礎石関連の遺構把握に努めたが、中世以降の南大島川氾濫

による礫石の堆積である可能性が強く、上下層 2回 にわたる調査となった。

7)新 屋敷遺跡 ARY(第 3図 )

AMDと の接点をA区の基準とし、A区のみAMDと 同一方向でグリッド設定した。市道をはさ

み、中心杭NQ53を 基準として路線方向に合わせ、北側へC～ E区 を設け、南側をB区 とした。その

ため、B区の範囲はごくわずかとなった。

道路 。水路部を除き、全面を複数年度にわたり調査した。

8)新 井 原 遺 跡 ARB新 井 原11号 古 墳 ARBKll新 井 原12号 古 墳

ARBK12(第 3図 )

-13-



中心杭NQ62を 基準とし、路線方向に合わせグリッドを設定した。グリッド設定は、ARBKl10

12の 範囲も遺跡に合わせ一連のものとした。

ARBKllの範囲はBA～ BNの東半部が路線内で、主体は用地外にあたる。ARBK12は C・ D区の

ほぼ全域にわたる。

A区 は、南大島川旧河道部の凹地 にあたるため、ARBKllの 前庭部 の可能性 のあった

A050～AV53に かけて拡張調査を行ったが、他の部分については 6～ 8m置 きに試掘調査を実施

したにとどめた。

B区は、全面を調査 し、ARBKllが中。近世の経塚 として再利用されていたため、古墳の調査と

下層縄文期を含め 3回 にわたった。

CoD区は国鉄飯田線敷地部及び現国道153号敷地部の調査は不可能であり、道路そのものが高架

のため橋脚部以外の破壊されない箇所を調査対象外 としたため全面にわたる調査 とはならなかっ

た。

なお、DRま でが段丘面上に連続し、その先は南大島川による氾濫原となり、10m～ 8m間隔で

現道両側を試掘調査 したが、遺構遺物が出土せず拡張しての調査は行なわれなかった。

9)高森町新井原遺跡 TARB(第 4図 )

現国道153号 とバイパスの接続部にあたり、現道の両側が調査対象であった。調査可能範囲が狭

いため、中心杭NQ76を 基準としてグリッド設定後、路線方向に合わせ トレンチにより調査した。

トレンチ調査の状況により拡張等の検討をすることとしたが、拡張しての調査は不要と判断して

調査を終えた。 (小林正春 )

丁ARB
A

0              40m

第 4図 TARB 調査区域図及びグリット図
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Ⅱ 遺跡群の立地 と環境

座光寺地区の概要

飯田市座光寺は、市街地の中心から約 5 km北方にあり、南を下伊那郡上郷町、北を同高森町に

はさまれ、行政区画上は飛地となっている。

座光寺地区は、東は天竜川 。西は中央アルプス・南は土曽川。北は南大島川により区切られた、

旧座光寺村である。

天竜川河成段丘を基本に数段の階段状に遺跡が立地する。微地形は、南大島川・土曽川を始め

とする小沢川により、浸食や扇状地の形成等によリー様ではない。

最上段の山裾部から高位段丘上段は、弥生時代後期の小規模な集落がある他は、縄文時代の遺

跡が主体 となる。縄文時代中期の大集落と予想される大門原遺跡は古 くから知られ、高位段丘上

の代表的な遺跡である。

高位段丘下段は微地形の変化が著 しく、上段寄 りおよび段丘中央部付近は、小沢の開析が始ま

り、一部に湧水もみられる。縄文時代の遺跡は上段に比べ減少傾向にあり、湧水を基調として中

規模な弥生時代後期の集落が形成され、座光寺原 。中島の両遺跡は当地方の土器編年上の標式遺

跡となっている。段丘先端部は、比高差50m前後で急傾斜で下位段丘に至 り、中世末期の山城が

造営されている。

中位段丘は、小規模なもので段丘面上における遺跡の実態はほとんど不明であるが、南端部に

下位段丘からの斜面を利用した奈良時代の金井原瓦窯址、名刹元善光寺などがある。北側南大島

川寄 りの段丘端部に畦地古墳群が形成されている。

低位段丘は、今次調査の対象となった恒川遺跡群の立地する面で、南大島川による扇状地や、

段丘面がそのまま残存する部分など微地形は各所で変化がみられる。段丘面中央付近に確認でき

る比高差 2～ 5mの小段丘があり、北半の南大島川寄 りは、扇状地となり現形は連続する面とな

っている。

中位段丘崖下及び中央部小段丘崖下に湧水帯が連続してあり、各時代を通 じて安定した給水地

に活用されていたと考えられる。特に小段丘と扇状地の接点に「恒川清水」があり、今回の道路

建設により枯渇問題も生じてはいるが、つい最近まで周辺住民の生活水 として活用されていたも

ので、恒川遺跡群における生活拠点のひとつともいえる湧水である。

恒川遺跡群の範囲は地形等によりほぼ四囲を区切ることができ、本段丘面の北半部を占める。

東西は段丘崖により区切られ、北は南大島川旧河道の凹地があり、明瞭に画することができる。

南側は、現地形では連続する面であるが、今回の調査等により、西側段丘崖下から湿地帯がほぼ

―- 15 -―
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東西方向に存在することが確認され、旧地形における南端部を示す。

恒川遺跡群内にある遺跡名を列挙すると、恒川遺跡 (恒川A地籍、恒川B地籍、田中 。倉垣外

地籍、池田地籍)、 阿弥陀恒外遺跡、薬師垣外遺跡、新屋敷遺跡、古瀬平遺跡がある。

一応の遺跡群範囲は前述のとおりであるが周辺遺跡も当然本遺跡群と深い関連があるわけで、

特に西及び北方に分布する高岡。新井原の古墳群は密接なつながりのあることはいうまでもない。

高岡 1号古墳 (高岡の森)の北に分布する新井原古墳群及び新井原遺跡は、南大島川の浸食、

堆積により尾根状の微地形を成し、縄文時代中期後半の集落を構成する。また、古墳の他にも火

葬墓等もあり、弥生時代から中世に至る墓域として位置づけられる。

今回の調査において、流田・欠野の両遺跡は、わずかの遺構・遺物を検出したのみであるが、

流田遺跡の西方に位置する正泉寺遺跡は、弥生時代中期末の好資料が出土している。

本段丘の下段は基本的には天竜川の氾濫原であるが、一部に中間小段丘があり、弥生時代から

平安時代の遺跡が立地する。段丘直下は、湧水が連続的にあり、湿地帯を形成しており、恒川遺

跡群の主たる生産基盤と思われる。

恒川遺跡群周辺の状況としては、北接する高森町下市田の同一段丘面上に、中谷遺跡をはじめ

とする弥生時代中期から中世に至る遺跡群があり、南接する座光寺中羽場地区、更に土曽川をは

さむ上郷町飯沼地区の遺跡群も弥生時代中期以降連続する状況を示し、広範囲にわたり弥生時代

中期以降における当地方の中心的な地帯であり、中でも恒川遺跡群がその中核を成していること

は明らかである。

2 流田・欠野遺跡

流田遺跡は南接する上郷町境の土曽川から約300m北の、現国道153号 とバイパスが接続する付

近に位置し、元善光寺から南へ約400m隔てた所である。

西隣 りに弥生時代中期末の好資料を出土した正泉寺遺跡が、北は同じくバイパス用地内となる

欠野遺跡の北西端に連続する。

微地形をみると、西側現国道付近をピークとして東方向にゆるく傾斜 し、土曽川による扇状地

の一画を成している。

欠野遺跡は、流田遺跡に連続してあり、中心となる範囲はバイパス路線より南東側の段丘先端

寄 りであり、調査地点は遺跡の北端部にあたる。

土曽川による扇状地の終る付近から、段丘面にかけての遺跡で、南東側は段丘端まで至 り天竜

川氾濫原を臨む。また、東側は欠野沢というガヽ河川により地形を区切られ、1亘り|1遺跡群へと続く。
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恒川遺跡田中 0倉垣外地籍

恒川遺跡群 として把えた範囲のうち南西部にあたる。

低位段丘面上の小段丘先端部に位置し、東及び南側はその段丘崖によって一旦区切られ、恒川

A地籍へと続いている。現地形でみると西側は、わずかの凹地があるが欠野遺跡からほぼ連続す

る。しかし、今回の調査により、約20m幅の凹地部分に、古い流路が認められ遺跡群の西端を示

している。現在その付近を欠野沢という井水が流れており、本来自然の小河川であったものを、

中世もしくは近世において改修したものと判断される。

北及び西側は中位段丘崖下まで連続する面を成し、恒川遺跡池田地籍・薬師垣外遺跡・古瀬平

遺跡へと遺跡そのものも連続している。

結局、田中・倉垣外地籍は、西方の凹地及び東方段丘崖下に湧水による湿地帯を控えた、小段

丘尖端の舌状台地上に立地する遺跡である。

4 恒川遺跡恒川AO恒川B地籍、阿弥陀垣外 0新屋敷遺跡

恒川遺跡群の北東部分のかなり広範囲にわたる地帯で、恒川清水を範囲内に含み、恒川Aか ら

北東方向へ恒川B・ 阿弥陀垣外・新屋敷へと連続している。

先述の倉垣外地籍東端の小段丘崖が、遺跡群ほぼ中央辺の恒川清水で終 り、その北方一帯は連

続する面となる。本来、小段丘面が北方まで連続していたと考えられるが、南大島川による氾濫

が段丘面を覆い、扇状地を成している。恒川清水付近が扇端部に、阿弥陀垣外 。新屋敷遺跡が扇

央部にあたる。恒川清水が、イヽ段丘と扇端部の接′点にあり、一連の湧水の北端を成している。

恒川清水から南に続 く湧水帯の南東側に恒川A地籍が位置し、基本的には低位段丘の下段小段

丘面上に立地し、湧水ぎわの湿地帯利用の生産地と、それに立脚した集落址の存在が考えられる。

恒川A地籍の北側に連続して、恒川B地籍 。阿弥陀垣外遺跡があり、南面した緩傾斜の扇状地

の扇央から扇端部にあたり、比較的乾燥した地域である。

扇央部の阿弥陀垣外遺跡の西側は薬師垣外遺跡に連続し、微地形でみると尾根状に高まりをみ

せる所である。

恒川遺跡群の北端部は新屋敷遺跡で、北側は南大島川の旧河道と考えられる凹地があり、地形

的に北側の新井原遺跡と区切られる。阿弥陀垣外遺跡等と同様に乾燥した範囲であり、北西方向

には高岡 1号墳を中心とする古墳群が分布する。

なお、恒川A地籍から新屋敷遺跡にかけての東側は段丘端まで至 り、段丘崖下は天竜川氾濫原

となっている。新屋敷遺跡の北半部の段丘崖下は、氾濫原との中間に小段丘面があり、弥生時代

中期から中世にかけての遺跡がある。
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5 新井原遺跡 0新井原古墳群

新屋敷遺跡の北側に位置し、調査地点は南大島川め現河道と旧河道にはさまれた舌状台地先端

部である。

西側は、段丘面が西方に広がり、石行遺跡に連続しているが、南大島川の氾濫土砂に覆われ、

東面する緩傾斜を成している。

高岡 1号古墳の北側一帯は、現存 。湮滅を含め30数基の古墳があり、今回の調査範囲内に新井

原11号及び12号の 2古墳がある。なお、かつて平安時代の火葬墓が発見され、今次調査において

も弥生時代末もしくは古墳時代前期の方形周溝墓などが検出され、かなり長期にわたって、南方

に分布する恒川遺跡群の墓域的性格の強い遺跡である。

6 高森町新井原遺跡

新井原遺跡の北側南大島川をはさんだ地区は、行政区画上は下伊那郡高森町下市田にあたる。

南大島川をはさみ両側の小字名が新井原であり、いずれも新井原遺跡である。

地形的にはいずれも、同標高の天竜川河成段丘上にあり、共通する点が多いが、微地形では若

千の差がある。いずれも南大島川の影響を受けているが、高森側によりその傾向が強く、段丘面

を南大島川の氾濫による土砂が覆い、東面した連続する傾斜地となっている。

バイパスと現国道が接続する付近は、南大島川の氾濫によるかなり厚い堆積があるが、その東

方の段丘端部付近は、弥生時代中期から平安時代にかけての大規模な集落の存在が予想される。

なお、この北東に続 く中谷遺跡は、南大島川による氾濫等の被害のあまりない所で、縄文時代

中期・弥生時代中期・古墳時代後期・平安時代などの集落が重複 した地帯である。

7 各遺跡の土層 (第 7図 )

調査対象の路線延長が約1500mあ り、同一段丘面上にすべての遺跡が立地し、基本的な土層状態

は共通する点が多い。しかし、前述のとおり各遺跡毎の微地形同様に、土層状態も変化がある。

1)NAR・ KAK

NARは全体 として黄色砂礫土を基盤に順次 4～ 5層の堆積があり、いずれも砂及び礫を内包す

る土質で、土曽川あるいは上位の段丘崖からの氾濫による堆積が考えられ、A区にその傾向が強

く、基盤から地表面までの堆積はかなり厚い。DOE区については砂層の堆積が少なく、全体的に

粘質土の割合が高 くなる。
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第 7図 恒川遺跡群基本土層柱状図
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KAKは黄色土が基盤となり、NARE区 と共通し、全体に粘質傾向が強い。基盤上の堆積はあま

り厚 くなく、灰色粘質土の上がす ぐ耕土となる。

NARE区、KAKの粘質の強い灰色土は近世から近代において、瓦用土として用いられたことも

あった。

なお、黄色上の下部は、青灰色の粘質砂礫土で、天竜川による堆積である。

2)TAN・ KUR

TAN西端部は、凹地部分で土層変化が著 しく、自然凹地が埋没しており、自然か人為的かの判

断は難しい。凹地の最深部は天竜川堆積面まで至っている。

TANか らKURに かけての基盤は黄色砂土で、その上に 4～ 5層の堆積が観察された。遺構のほ

とんどは基盤の黄色砂土面で検出し、上層の面での検出は困難であった。

KURC区は東方段丘崖に向って傾斜し、A・ B区等の基盤であった黄色砂土はほとんど認められ

ず、段丘を形成する天竜川の堆積による砂礫層が基盤となり、遺構もこの面で検出した。

3)GOA

KURの段丘崖下に湿地帯があり、この部分の土層は複雑な様相を示す。段丘崖下は急激に落ち

込み、基盤は段丘を形成する天竜川による堆積の砂礫層で、南大島川による扇状地を成す黄色砂

土がそれを覆い、東方GOB寄 りに徐々にその堆積が厚 くなる。

湿地部は、段丘崖下から20数mの幅であり、基盤からは15～ 20cmの砂・泥・砂礫が互層となり堆

積 している。地表下 lm余で、黒色土及び青灰色砂土の水平を成す面があり、古い耕作面と考えら

れる。それより下部は、各層において自然水流痕があり、上層が下層をえぐり込んだりして、複

雑な土層状況となっている。

旧耕作面から上は、礫を相当量含み、礫間に空白部もあり、人為的に埋めた土と判断され、伴

出する遺物からみて中世以降に造成されたと考えられる。

GOB寄 りの箇所は、扇状地を成す黄色砂土を基盤として、その上層に lm程の砂質土が 5層程

堆積 している。周囲に比べ若干低 くなった箇所への自然堆積がかなりあったと考えられる。

この付近における遺構検出面は、黄色砂土上面である。

4)GOB、 AMD

基盤となる層は黄色砂土であり、その下層の調査は行わなかったが、掘 り込みの深い遺構底部

にも天竜川による砂礫の面は確認できず、2mを越す堆積があったと考えられる。全体的にはほと

, んど単純な砂土であるが、同層内に花商岩礫が帯状に入る箇所があり、基盤上面での微地形は単

純な平面とはならず、凹凸がみられる。

GOB、 AMDと もに部分的であるが、基盤上に茶褐色土の層があり、縄文時代晩期包含層である。
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遺構検出面は、茶褐色土上面か黄色砂土上面である。

AMDを中心としてほぼ全域の耕土直下に、基盤黄色砂土に類似 し、若千粒の粗い黄色砂土があ

り、江戸時代に大水害のあったことを物語る可能性が強い。なお、黄色砂土下層の上面は、畑う

ね状の凹凸が認められる箇所があり、旧耕作面を示している。

基盤と上層の黄色砂土の間に、 2～ 4層 の堆積があり、縄文時代中期から平安時代の遺物を包

含している。

5)ARY

黄色砂土を基盤とし、この上面が遺構検出面である。

AMD同様耕土直下に黄色砂土があるが、その厚さは半分以下である。その下層の基盤までは 4

～ 5層 の堆積が確認された。地表面から基盤までの深さは lm前後と、GOAか ら続 く一連の面と

しては最も浅い。

C・ D区の一部の基盤上面に、ローム状の赤褐色土が分布 し、縄文時代早期の包含層である。

GOB・ AMD同様に花商岩礫が帯状に基盤黄色砂土中に認められ、微地形に変化がみられる。

6)ARB

尾根中央付近で、耕土下にAMD同様新 しい黄色砂土の堆積があり、その下層に褐色土をはさ

み、基盤の黄色砂土となる。

地表から基盤までは、深い部分でも50cmと 全体に浅 く、特にARY寄 りの斜面は直接基盤の黄色

土となる。

なお、ARBK12盛土下部に、厚さ10～ 15cmの 黒色土層があり、本来尾根上全体に黒色土が覆っ

ていたと考えられる。

7)TARB

基盤は、対岸座光寺地区と同様の黄色砂土で、この上部に1.5m前後の堆積があり、いずれも南

大島川の氾濫によるものと考えられる。耕土も含め、すべて砂、砂礫土であり、各層がいずれも

一気に堆積 したものである。                         (小 林正春)
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III

流田遺跡・欠野遺跡

1)溝 址

溝址 1(第 8図 )

NAR、 KAK両遺跡を通じて唯一の遺構である。NARの東端寄 りDE48～ DH54に かけて検出され

た。バイパス路線方向とほぼ直交し、溝の方向はN30°Wを示す。確認延長は14mで、幅は 1～ 0。

5mO深 さ20～ 10cmを 測る。調査範囲内では、西側から東側に徐々に深 くなり、 2箇所で段を持っ

て落ち込み、基盤の黄色砂土に掘 り込まれる。覆土中に砂利層が認められ、壁・底面に砂が入 り込

んで乱れた箇所もあり、かなりの水流があったと考えられる。覆土中から古墳時代後期の土師器

高不片が出土しており、該期遺構の可能性もあるが、用地を横断する道路ぎわに検出され、それ

に沿って現在使用中の井水があり、それと関連する近世の新 しい施設 とも考えられ、時期の決

定はできない。 (佐 々木嘉和 )

1.耕土
D… 2.黄色土 (本占質土混 り)

用
地
外

Ｃ
一

0        2m

:|

8.

9.

10.

11.

第 8図 NAR 溝址

::藝贋こ]TIす曇藻ふ強咄知
5.哨褐色土

灰色土

灰色砂土 (こ まかい砂・小礫を含 )

灰褐色土 (本占質土 )

灰色砂土(7よ り綱かい砂 )

黒褐色土 (本占質土 )

赤褐色砂土
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恒川遺跡 田中・倉垣外地籍

1)住居址

① 弥生時代中期

本時期の住居址は、田中地籍から倉垣外地籍にかけて10軒が散在する。調査範囲内での傾向と

しては、田中地籍の西側に集中するといえる。

1号住居址 (第 9図 )

遺構 TAN:の ほぼ中央にあり、 平安時代の 3号住居址、建物址 2に切られる。 5.8× 4。 7m

の隅丸長方形の竪穴住居址で、主軸方向N133° Eを示す。壁高は20～ 10cmを 測る。床面はたたき状

の堅 い良好 な もの

で、中央部に向かい

全体 が 凹地状 にな

り、床面上に若干の

炭化物がみられた。

床面上に小規模な穴

が認められたが主柱

穴 と確定されるもの

はなかった。炉址は、

南東壁寄 りのほぼ中

央に地床炉がある。

30× 25clnの不整形に

浅い凹地内に焼土が

検出されたが 3号住

居址 に切 られ るた

め、原形等は不明で

ある。

1号 03号住居址

―- 26 -―
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遺物 遺物は相当量出土 している。3号住居址に切 られるため、かなりの攪舌しがあり、本来の遺

物内容 を示さないが、切 り合い部以外の床面上からは、ほぼ完形の壺・台付甕など 3個体が出土

している。攪舌L部 も含め、弥生時代中期壺・甕、打製石斧 。磨製石斧 。磨製石鏃 。同未成品があ

る。遺物から弥生時代中期恒川Ⅱ期の代表的な住居址である。 (小林正春 )

9号住居址 (第 10図 )

遺構 TANBU46を 中心に検出された。南東壁を2号住居址に切られ、北西側は用地外となる。

調査範囲は最長6.6× 4.4m、 主柱穴等による想定規模は8× 4.4mの 隅丸長方形の竪穴住居址で、

主軸方向はN48.5°Wを示す。確認部における壁高は10～ 5 cmで垂直に近い立ち上 り状態である。

床面は平坦で比較的堅い。主柱穴はPl～ P3の 3本を確認し、未調査部の 1本 を含め 4本主柱

穴と考えられる。炉址は 2箇所に確認された。 1つは北西側の主柱穴間のやや住居址中央部寄 り

にあり、壺胴部を用いた土器埋設炉である。焼土は土器内部より外側に多くみられ、炉址の掘 り

方は15cmを 測る。他の 1つは東南側主柱穴P2・ P3の ほぼ中央にあり、深さ 8 cmの地床炉と考

o Soct
ffi

1.焼 土

2.黒 土

3.褐色土

／
い
③

O
lu lo

A

上
①

鐸;10〔コ TAN o KUR 9号住居址、建物址 5
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えられるが、炉址覆土中全体に塊状の焼土が認められ、人為的に埋められている可能性もある。

遺物 出土量は少ないが覆土下層と床面から壺。甕・鉢の破片が出土し、他に打製石斧・磨製石

斧・横刃型石庖丁・磨製石鏃未成品 。砥石・台石がある。

遺物等から弥生時代中期恒川H期の住居址である。 (佐合英治 )

13号住居址 (第■図)

遺構 建物址 4・ 7を 調査中、弥生時代中期遺物が集中して出土し、TANBJ52に 土器埋設炉を

検出した。 8号 。10号住居址、建物址 4・ 7、 溝址 6に切られ、残存部はわずかの範囲で、炉址が

確認されなければ、住居址としての把握も不可能であったといえる。該期他住居址と同じく竪穴

住居址 と思われる。壁の確認ができず、規模主軸方向など不明である。床面は明確に把握できな

かったが、炉址の北側に甕・壺片がつぶれた状態で出土し、床面上にはり付いていたものと推定

できる。甕の上半分を埋めた土器埋設炉は、甕の外側の土が焼けており、かなり使用されたと推

測される。

遺物 第11図 の一点鎖線が遺物出土範囲であるが、出土量は少ない。壺◆甕、打製石斧。磨製石

鏃未成品等がある。

遺物から弥生時代中期恒川 H期である。 (佐々木嘉和 )

1.黒色土(焼土・炭・灰混 り)

2.黒色土

3.黒褐色土(焼土混 り)

4.焼土 (地山の焼け )

0       2m

丁AN・ KUR 13f封主層計J止
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19号住居址 (第 12図 )

遺構 TANBF52を 中心にして検出された。囲溝址 2・ 溝址12・ 建物址13に切られる。他遺構と

の重複によリー部確認できない箇所もあるが、5.8× 5。 lmを 測る隅丸長方形の竪穴住居址で、主

軸方向はN130°Wを示す。検出面からの壁高は、最高でも10cm弱 とあまり深 くない。北東壁の約

80cmの 内側に幅・深さともに10cm程の小溝が断続的に認められ、壁ぎわを長方形に区切ってお

り、間仕切 りあるいは棚的な施設の存在が考えられる。主柱穴は検出に極力努めたが、把握でき

なかった。床面はほぼ平坦で、住居址中央部を中心に堅 く良好であり、周辺部は部分的に良好な

他は比較的軟 かい。覆土は、壁ぎわの一部が褐色で、他は全体に黒褐色を呈し、ほぼ単一で、

全体にわずかであるが炭粒を含む。覆土全体に礫が散在 し、一部は床面に密着しているが、 住居

廃絶後の投棄が考えられる。住居址ほぼ中央部に甕胴部を用いた土器埋設炉を検出した。土器外

周及び土器内部に相当量の焼土が認められ、かなり使用したものと推測される。床面上に穴及び

浅い掘り込みがあるが性格等は不明である。

遺物 炉址の甕の他に壺 。甕の破片、打製石斧・横刃型石庖丁・磨製石鏃 。同未成品・祗石があ

り、炉甕をはじめとする出土遺物から弥生時代中期恒川Ⅱ期に位置づけられる。 (小林正春)

| |

「b
0      50cm

-

l.黒色土(炭・焼土粒混 り)

2.焼  土

3.黒褐色土

4.黄色砂土

0         2m

第12図 TAN・ KUR 19号住居址

建 13

―- 29 -―



20号住居址 (第 13図 )

遺構 TANBI・ BJの 48・ 49か ら、弥生時代中期土器片が出土し、周辺遺構の調査後検出作業を行

なった。10号住居址、建物址 4・ 7・ 8に切られ、調査範囲はごくわずかである。壁は断続的に残

りほぼ全体プランを推定した。規模は6.7× 4.5mの不整長方形の竪穴住居址で、長軸方向はN62°

Wを示す。残存部の壁高は検出面から20cm弱 あり、弥生時代中期の住居址としては、比較的明確

つ

なもの といえる。床

面は軟か く、土器片

がは りついた状態の

面 を床面 ととらえ

た。炉址・柱穴等床

面施設は他遺構に切

られていたため、把

握できなかった。

遺物 出土量はわ

ずかで、壺・甕の底

部片、磨製石鏃未成

品などである。

時期を確定できる

遺物 の 出土 は ない

が、遺構の位置・形

態等から恒川H～Ⅲ

期 と思われる。

(佐々木嘉和 )

10住

0       2m

第13図 TAN・ KUR 20号住居址

33号住居址 (第 14図 )

遺構 TANと KURの境で両地籍にかか り、 KURAA53が中心の住居址で、南側が用地外に延

びている。31号・32号住居址、土坑nに切 られ、調査範囲はあまり広 くないが、不整長方形の竪

穴住居址 と思われる。なお、床面上の 2箇の穴も本址を切るものである。調査面積は5× 3.8mで

全体の半分程 と推定される。主軸方向は残存壁 と炉址の位置からN7° Eである。壁の残っている

部分はわずかであるが、高さは検出面から20cmである。床面は軟か く、黄色砂質土の上面を床 と

した。炉址は調査範囲内のほぼ中央に位置する。炉縁石を持つ地床炉であり、焼土・炭の入る範

囲は60× 50cmで、深さは 5 cmで ある。底部が少 し焼けてお り炭が少量混入 していた。

遺物 床に密着 した状態で壺の口頸部が出ている。他に、土器片 と打製石斧・横刃型石器・敲打

器がある。床面に直径30～ 20cmの石が 2個あり、台石と思われる。

遺物から恒川Ⅲ期である。

―- 30 -―
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1.黒褐色土(や 砂ゝ質 )

2.黒色砂土 (こ まかな砂 )

3.茶褐色粘質土

4.黒褐色土 (黄色砂土混 り)

5.黄色砂土(黒褐色土混 り)

TAN・ KUR 33号住居址、

0          2m

6。 黄色砂土

7.黒色土(黄色土混 り)

8.黒色土(鉄分沈澱有 り)

9.黒色砂土

土坑 11第14図

59号住居址 (第 15図 )

遺構 KURAX51を 中心に弥生時代中期土器底部等が出土し、住居址とした。23号・56号住居址、

方形周溝墓 2、 時期不明の穴に切られる。床面は、黄色砂質土上面で比較的堅 く床と確認できた

が、プラン・規模 。主軸方向など把握できず、図中の穴は、本住居址に付 くものもあると思われ

るが確定はできなかった。

遺物 ほとんどが床面からの出土で、量はわずかであり、土器底部、打製石斧 。砥石がある。

遺物から弥生時代中期恒川H～ Ⅲ期であろう。               (佐 々木嘉和)

77号住居址 (第31図 )

遺構 22号住居址の壁上、KURBG51に検出された。西側を22号住居址。東側を60号住居址。南

側を76号住居址に切られ、近世攪舌Lも あり、プランの推定はできない。壁・床・柱穴等炉址以外

の施設は一切不明である。炉llLは 床面を30cm程の円形に掘 り凹め、壺の胴部片 2個体分を埋めて
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方周2

第15図 丁AN・ KUR 59号住居址

いる。北西側%く らいを22号住居址に切られている。

遺物 残存部分がほとんどなく、出土遺物はごく少量である。壺 。甕、打製石斧等がある。

遺物から弥生時代中期恒川H期に比定できる。               (山 下誠一 )

88号住居址 (第51図 )

遺構 KURBP47を 中心に検出された。80号・86号住居址、近世集石 7、 近世の墓に切 られ、残

存部分が2.0× 1.2m程 の範囲であるため、プラン・住居址諸施設等は一切不明である。床面は部

分的に把握 したのみであるが、やや堅い状態で検出された。

遺物 打製石斧・磨製石鏃がある。遺物等から弥生時代中期恒川 H～ Ⅲ期に位置づ くと思われ

るが、決め手となる遺物に欠け断定できない。 (山 下誠一 )

96号住居址 (第86図)   1

遺構 TAN・ KURの ほぼ中央を横断する道路を移動しての調査部分で、42号 。105号住居址の間

に炉址のみを確認した。溝址21に 中央部分を切られている。溝址21は 確認した深さ 5 cm程で、そ

の両壁に甕がはり付いた状態で出土し、焼土を伴っている。本住居址の床面・壁は全 く不明で、
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柱穴も周辺に数多くの穴があり確認できなかった。

弥生時代中期恒川Ⅲ期の甕を使った土器埋設炉である。 (佐合英治 )

② 弥生時代後期から古墳時代前期

弥生時代後期の遺構は、ほとんど後半のもので、前半に位置づけられるものは、KURC区の方

形周溝墓が 1基のみである。遺物もほとんどが後半のもので、前半に位置づけられる遺物は遺構

外にもほとんどみられない。遺構の内容 としては、住居址が主体で、溝址・溝状遺構・方形周溝

墓の他に、囲溝址も該期に位置づけられる可能性が強い。遺構のほとんどはTANに分布しKURに

は溝址等わずかの遺構があるのみで、遺物も遺構同様に、ほとんどがTANか らの出土である。

古墳時代前期は、調査範囲内全域に分布するが、主体はKURである。TANに は溝址があるのみ

で、弥生時代後期の様相とは対称的である。なお、時期的には前期後半が主体である。

(小林正春)

5号住居址 (第 16図 )

遺構 TANB048を 中心に検出された。6号住居址に上部を切られるが、ほぼ全体の調査ができ

た。4× 3.8mを 測る方形の竪穴住居址で、主軸方向はN47.5°Wを 示す。壁高は40cm前後を測り、

ほぼ垂直の壁面を成す。主柱穴Pl～ P4を確認し、Plが楕円形、P2～ P4は 細長い長方形

を成し、割 り材使用の柱が考えられる。炉址はPl・ P2の間にあり、底部を欠 く甕を用い炉縁

石を持つ土器埋設炉である。径40cmの ほぼ円形に掘 り凹められた中央部に甕を埋め、その住居址

中央部寄 りに半裁した自然礫の割った面を上にして置 く。甕内に焼土は少なく、甕外側に焼土が

多く認められた。床面は全体に良好で、各柱穴間の住居址中央部が特に堅 く良好であった。炉址

から南東壁側に 2本の浅い穴が直列し、間仕切 りあるいは支柱の存在が考えられる。

北隅から北東壁東半と西隅から南西半の壁下にも浅い穴がみられいずれも支柱穴の可能性があ

る。西隅の穴は壁内にあ り、内部から石器が出土し、道具を置 く簡易施設であったとも考えられ

る。南端は全体に浅い凹みとなり、その北端部には若千の土手状縁部も認められ、主柱P3以外

にも何箇所かの穴があり、入口部施設の可能性が強い。 また、 P3の南側には赤色顔料の付着し

た偏平の石と壺転用の器台、ひさご壺の口縁部を欠 くものが出土している。床面上に炭化材 。焼

土が分布し火事の住居址と考えられ、総体 として弥生時代後期の典型的住居址である。

遺物 出土遺物の量は多くないが、住居址形態同様後期の典型を成している。ほとんどが覆土下

層及び床面直上の出土で、一括性が高い。土器は炉甕の他に壺 。甕・ひさご壺 。高不 。手づ くね、

打製石斧 0有肩扇状形石器・扶入打製石庖丁・敲打器・砥石・台石などがあり、弥生時代後期恒

川V期に比定される。
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7号住居址 (第 17図 )

遺構 TANBV51を 中心に検出した。2号住居址の南に接 し、建物址 3、 溝址 3・ 5に切られる

がほぼ完掘できた。隅丸方形の竪穴住居址で、規模は4.7× 5m、 主軸に直交する方向がやや長い。

主軸方向はN140° Eを示す。壁高は検出面から30cm前 後で、ほぼ垂直の壁面を成す。床面は堅 く該

期の他住居址と同様である。主柱穴は 4本で、平面は楕円形で小さく、割 り材使用の柱が考えら

れる。主柱穴 4本の中央に深さ14cmの 穴があり、間仕切 りもしくは上屋をささえる施設の存在 も

推測される。南西壁下に不整形の穴が 2個あり、入口部施設と思われる。床面上に石が散在 し、

P4の周囲に 7個あり、その内の 1個が 5号住居址の炉縁石 と接合 した。炉址は南東主柱穴間中

央にあり、炉縁石を持つ土器埋設炉で甕を埋めている。甕は炉縁石側が約半分残るが、他は壊れて

炉址内に散在 した。焼土はごく少量確認されたのみである。 P3と P4の間でP4寄 りに、25cm

の円形で深さが10cmの穴があり、底に炭があり壁が少し焼けていて、副炉址的なものと考えられ

る。

1.暗褐色土

2.黄褐色土

3.黄色土

4.黄褐色土(炭混 り)

］
３‐

一
　

一
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遺物 出土量は比較的多いが覆土中がほとんどで、床面上の出土はわずかであった。床面上に

散在していた石のうち3個が接合し、これらの石は住居廃絶後の投棄というよりは使用時の用途

を考える必要があると思われる。壺 。甕 。高不、快入打製・扶入磨製横刃型石庖丁・磨製石鏃 。

同未成品・環状石器未成品などが出ている。

遺物から弥生時代後期恒川V期であろう。 (佐々木嘉和 )

8号住居址 (第 18図 )

遺構 TANBL53を 中心に位置し、上層の溝址 6・ 土坑 1の調査終了後、黄色土層面で落ち込み

を確認し、比較的明瞭に検出された。東北隅を14号住居址、南 。西壁の一部を建物址 7に切られ

る。西壁上には13号住居址の炉址があり、同址を切る。東南隅は用地外のため、調査できなかっ

た。5。 2× 4.5mの隅丸方形の竪穴住居址で、主軸方向はN l13° Eを示す。壁高は55～ 35cmを 測 り、

壁面は垂直を成す。東壁ぎわに床面から10cm前後高い30～ 8 cm幅の平坦面を有する。床面は全面

たたき状のきわめて堅いもので、新◆旧 2回の床面が認められた。主柱穴はPl～ P4で、いずれ

も北東方向に細長い平面形で、割 り材使用の柱が考えられる。南西隅壁直下に床面から20品の深
'さ

の穴があり、入口部施設と思われる。 P2・ P4の中間やや内側の床面上に台石がある。

C―
1  1  -

0      50cm

ー

l.褐色土(焼土混 り)

2.褐色土(炭混 り)

3.褐色土

4.炭 (褐 色土混 り)

2m
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主軸線上に深さ10cm前後の穴があり、間仕切 り施設が考えられる。炉址は東側主柱穴間中央に位

置し内側に 2個の炉縁石を持つ土器埋設炉で、床面を径50cm程の円形に掘 り込み、ほぼ完形の甕

を埋めている。床面の状況 。東壁などから1回の増築が考えられる。

遺物 遺物の出土は比較的多く、覆土上層から下層にかけてまんべんなくあるが、大きな破片は

下層 0床面の出土となる。土器は壺・甕が主体で、わずかに外来系の壺・高不が出土している。

石器は打製石斧 0有肩扇状型石器・扶入打製石庖丁・横刃型石器 。磨製石鏃未成品 。環状石器が

あり、環状石器は12号住居址のものと接合 した。

上・下層で明確な時期差は認められず、一部弥生時代中期のまぎれこみを除き、弥生時代後期

恒川V期に比定できる。                            (山 下誠一)

12号住居址 (第 19図 )

遺構 TANBL48を 中心に位置し、溝址 4調査中に検出した。 6号住居址、建物址 4・ 7、 溝址

4に切られるがほぼ完掘できた。隅丸方形の竪穴住居址で、規模は4.3× 4.4m、 主軸方向はN68.

5° Eを示す。検出面でわずかに黒土の落ち込みがわかる程度で、溝址 4調査中に壁と床面を確認し

て住居址と判明した。壁高は検出面から約40cmである。床面は堅 く極めて良好であった。主柱穴

は 4本で、平面は楕円形で小さく割 り材使用の柱が考えられる。 Pl・ P3線上に浅い穴が 3箇

―
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0      50Cm

-

1.黒色土(焼土。炭混り)

2.黒褐色土

3。 暗褐色土

4.暗褐色土(炭混 り)

5。 焼 土
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(13～ 3 cm)あ り、間仕切 り施設が考えられる。床面中央の穴は深さ17cmと 14cmで 、上屋をささ

える施設の可能性もある。南西隅に穴が集中し、入口部と思われる。炉址は主柱穴Pl・ P2の

中間に位置し、土器埋設炉で底部を欠 く甕を埋めている。甕を挟んで 2個の炉縁石を有する。

遺物 出土量は少ない。甕 1個体が床面上につぶれて出土した。環状石器があり、 8号住居址出

土のものと接合した。

遺物から弥生時代後期恒川V期であろう。

17号住居址 (第20図 )

遺構 建物址 7調査時に確認され、TANBK46が 中心の住居址である。4号住居址、建物址 1・

7、 溝址 4に切られる。北西隅は用地外のため、完掘できなかった。3.8× 3.8mの 隅丸方形の竪

穴住居址で、主軸方向はN29° Eを示す。壁高は検出面から30cmあ り、ほぼ垂直である。床面は堅

くたたき状になっており、ほぼ平坦である。主柱穴は未調査部の 1本 を除き3本確認した。いず

れも掘 り方平面は楕円形で小さく割 り材使用の柱が考えられる。主軸線上に小穴が 3個並び間仕

切 りの施設と考えられる。南壁下に浅い穴が 2個あり、縁部が土手状にわずか高 くなり、入口部

施設と思われる。炉址は北壁側の主柱穴中間にあり、土器埋設炉である。底部を欠く甕を埋め、

中央側に炉縁石を有する。焼土は甕の外側に多く認められた。炉址掘 り方覆土中に、土器片・炭・

焼土など混入しており、炉址を造り直している可能性がある。炉址・柱穴 。入口施設等の状況か

(佐々木嘉和 )

3

…

Cm

l.暗褐色土 (炭 混 り)

2.焼土 (わ ずか褐色土混 り)

3.褐色土(黄色土と暗褐色混 り)

4.〃 (黄色土。炭少々混 り)

5.〃 (住居址覆土 )

―
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ら建て替えも考えられる。

遺物 出土量は少ない。覆土中層より床面にかけて出土し、特筆する出土状態はない。壺・甕、

有肩扇状形石器が出ている。

遺物から弥生時代後期恒川V期であろう。                (佐 々木嘉和)

16号住居址 (第21図 )

遺構 KURA148を 中心に検出された。掘 り込みが比較的浅い上、北東壁を40号住居址及び土坑

17・ 18に 、西隅を土坑 7・ 8に切られ、北隅が未調査のため、部分的に残る北西 。南西壁をたよ

りに、全体形を把握した。また、方形周溝墓 1の溝上面に床面があり、これを切っている。6。 7×
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7mの隅丸方形の竪穴住居址である。壁は残存部分で20～ 10cmを 測る。床面はたたき状の堅い良

好なものである。床面直上には、焼土 。炭化物が散乱していた。主柱穴は北東側のP10P2を

確認した。 4本主柱穴と考えられるが、南側の 2本は他遺構 との切 り合いのため把握できなかっ

た。床面上には大小の穴があり、住居址を切っているものが多く、本住居址付属 として把握でき

たものはほとんどない。そのうちP3は本址の施設で高不など遺物が多出し、貯蔵穴的な性格が

考えられる。時期的に炉址の存在が考えられるが、炉址ないしカマ ドの確認はできなかった。炭・

焼土から火事の住居址である。

遺物 土器・石器・石製模造品がある。ほとんど床面ないしその直上からの出土である。特に、

西南壁寄 りの住居l」L中央部に高杯の完形品を中心に遺物が集中していた。土師器壺・甕・高不、

打製石斧・磨製石斧・加工された礫、自玉がある。この中で、磨製石斧などは先行する時代の遺

物がまぎれ込んだと考えられる。

遺物から古墳時代前期恒川 X期に比定できる。 (山 下誠一 )

23号住居址 (第 22・ 23図 )

遺構 KURAV53を 中心に検出された。住居址中央部が用地内を横断する幅 4mの道路下にあ

たり、南西側と北東側部分が時期を置いての調査となった。南隅は北東側と同時期の調査であっ

たが、65号・69号住居址に切られており、南西壁のほとんどは確認できなかった。しかし、65号住

居址調査中に確認した炭は本住居址のものであり、南側の範囲はほぼ把握できた。道路を移動し

ての調査であったため中央部に未調査部が生じて全容を把握できなかったが、規模は6.7× 6.9m、

主軸方向はN35°Wを示す、ほぼ正方形の竪穴住居址である。火事の住居址で床面全体に焼土・炭

が確認された。炭化材は床面よりわずか浮いているものがほとんどで、南東側に比べ北西壁に近

いものほど残存状態が良好である。長さは不明であるが幅 5 cln前後のものが多くみられた。炉址

の南側には0.5× lmの範囲に簿板状の炭化物が床面に密着して出土した。また、炭化材と同層に

径20～ 10cmの礫が10数個点在 し、出土状態から考えて、焼失時またはその直後に入り込んだもので

あろう。壁高は北西側で30cm、 南東側の確認部分で16clnを 測 り、いずれもほぼ垂直に立ち上がっ

ている。床面は平坦で壁ぎわまできわめて堅いたたき状のものである。主柱穴は 3本確認し、 4

本主柱穴と考えられる。P10P2は 掘 り方の途中に段を持ち、P3は P7・ P8を 掘 り上げた

後検出された。P70P8は それぞれ深さ 7 clnと 19cIInで 粘質黄色土混りの覆土を持ち、P3も 同

様であり、同時期に埋められた可能性が強い。また、これら穴の南側に床面より地山が約10cm高

く掘 り残された箇所 と、径30～ 20cmの礫を4個上部に置いた深さ15cmの P9があるが、未調査部

分にかかるため、範囲・性格等は不明である。 P4・ P5。 P6は それぞれ深さ34・ 40・ 31cmで、

出土遺物から本住居l■ に伴い、他の穴は本住居址より新しいも
っ

と思われる。また、西隅部分

に深さ 9～ 3 cmの凹部があり、上面にははり床が確認された。炉■はPl・ P2を結ぶ線上のP
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1寄 りに検出された。深さ10cmの浅い地床炉で炉縁石を南東側に持っている。火事のため周辺一

帯の床面上に焼土が広がり、炉址関連と焼失時焼土との区別は不可能であった。

遺物 出土量は比較的多く、ほとんどが床面密着で、炉址周辺と北壁ぎわに集中している。特に、

高杯は脚部・不部のみのものも合わせると30個体を越え、一般住居址に比べかなり多い。他に、土師

器壺・甕 。鉢がある。また、臼玉・管玉・ガラス玉等が北東側床面及び覆土水洗により150個出土

Ｂ
一

■  13   上

2    2

1.黒 色土(焼土。炭混 り)

2.焼 土

3.黄色土
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している。他に、打製石斧・磨製石鏃未成品・横刃型石器、

遺物等から古墳時代前期恒川X期の住居址と考えられる。
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75号住居址 (第 24・ 25図 )

遺構 KURBM46を 中心に検出された。切り合い関係が著しく、29号・74号 082号住居址、近世集

石に切られる。北側半分は用地外にあり、調査面積は約 8m2である。方形の竪穴住居址と考えられ

るが、規模・主軸方向は不明である。壁高は検出面か らは り床面まで20cmあ る。壁下から50cm位

内側に幅 lm前後の溝状 (一部穴状)に掘 り凹めた上にはり床がなされ、中央付近及び壁下は、

掘 り下げ時のままの床面であり、全体にやや軟かであった。主柱穴は、エレベーションABの通

る大きな穴と思われるが、はり床との関連把握が不十分で明確に判断できなかった。はり床下に

連続する溝状の掘 り込みは住居址壁と方向が一致し、住居址そのもの、あるいは住居建設時に関

連する施設と思われる。穴の深さは50～ 30cmであり、溝になる部分は約20cmで ある。覆土には遺

物が混っており、意図的に埋めもどした上面をはり床としていた。

遺物 出土量は調査面積の割に多い。検出面から床まで浅いので、ほとんどが床面と床直上の

出土である。編物石が20個余出土したが、はり床上のほぼ 3箇所に集中していた。硬砂岩及び花

同岩の礫である。Cの集中部分には 2個ずつまとまっているものがあり、使用形態を示していると

用地外

lm

1.焼 土

2.暗褐色土(焼土混り)

3. 〃 (焼土・黄色土混り)

4.暗褐色土(黄色土混 り)

5.黄色砂質土

6。 暗褐色土

0        2m

第24図  TAN・ KUR 75号・ 82号住居址
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思われる。他に、土師器壺・甕・高不、刀子、

遺物から古墳時代前期恒川X期であろう。

ガラス玉・管玉・土玉 臼玉 な どが出ている。

(佐々木嘉和 )
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第25図 TAN・ KUR 75号住居址編物石出土状態

90号住居址 (第26図 )

遺構 KURBV49を 中心に検出された。84号・89号住居址および多数の穴に切られ、かつ、耕作

の攪舌Lも あり、壁を把握 した箇所はわずかである。確認した部分から想定して5。 2× 5.2mの 隅丸

方形の竪穴住居址である。主軸方向は炉址等が所在不明のため判断不可能であり、東西軸 N76°W
を示す。壁高は確認部で18～ 12clnを 測る。床面は切 り合いが著しく、軟かで凹凸があり、中央部

分に比べ壁ぎわでは 7 cln前 後低 くなる。主柱穴はPl～ P4の 4本 を確認した。いずれも各隅寄

りにあるが、若千ゆがみのある配置を成す。Plは 当初84号住居址に付属すると考えたものであ

るが、出土した土師器甕 1個体から本l」Lの主柱穴となった。また覆土中には焼土が混入していた。

いずれの壁にもカマドのあった痕跡は認められず、Pl・ P4の中間に焼土がわずか確認され炉
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址の残骸の可能性がある。

遺物 出土量は少なく、土師器壺・甕・高杯。手づ くね、磨製石斧・打製石斧、自玉。十干ヵちる。

遺物から古墳時代前期恒川 X期の住居址に比定される。           (佐 合英治)

2m

―

―

―

ゝ

Ｊ

√

‐

101号住居址 (第27図 )

遺構 KURCK52を 中心に検出された。検出時に壺が半個体出土し、その落込みを当住居址にし

た。段丘崖に近 く地表から地山の黄色砂礫土まで30cm前 後で、耕作による攪舌しが著 しい。隅丸方

形の竪穴住居址と考えられるが、規模 。主軸方向は不明である。床面直上まで耕土であった。壁

は北西隅で地山に約10cmの段差を確認した。床面は一音陶こ堅い面が残っており、焼土 (30× 30cm)

があった。床に検出した穴はすべて20cm前後 と浅い。

遺物 床面上の土師器壺約半個体 と、他に図化できない破片 1′点である。

遺物から古墳時代前期恒川 X期であろう。                 (佐 々木嘉和)

P4-

第26図

|

TAN・ KUR 90号住居址
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③ 古墳時代後期

・本時期の遺構分布概要は、前時期 までが、比較的その分布範囲が限定された状況を示すのと異

なり、台地上ほぼ全域に分布する。時期把握の時間的な幅が他時期より若干あり、細部における

利用形態の変化はあるが、総体 として台地上全体が同様の利用空間として位置づけられる。

西端部の自然凹地寄 りに遺構分布は少なく、TANoKURの 境付近に住居址。祭祀址等を認めその

東方一帯に住居址群が広が り、東端はGOA境の段丘崖上端部まで住居址が検出された。

調査範囲内のみの傾向であるが、該期全体 を通 じ、台地上のほぼ全体が居住空間にあたるが、

TANの西端部のみが別用途の空間と考えられる。なお、細分 しての時期把握が不十分で、各小期

における遺構分布状態は不明確であるが、総体の傾向に近い分布状況 と考えられる。

(小林正春 )

4号住居址 (第28図 )

遺構 TANBM45が 中心の住居址である。17号住居址を切 り、建物址 7・ 溝址 4に切 られる。

北側は用地外にかか り6.6× 3mの約半分 を調査 した。隅丸方形の竪穴住居址 と思われるが、規

模 。主軸方向は確認できない。壁

高は検出面から20cmを 測 り、壁面

はほぼ垂直に近い。床面は中央部

がやや堅 く、周辺部は軟かい。特

に、建物址 7に切 られるあた りか

ら床面が確認できず、一部掘 り過

ぎた箇所 もある。主柱穴は 1本の

み確認 し、掘 り方は浅 く途中に段

が付 く。

遺物 覆土中からの出土がほ と

んどであり、量は少ない。土師器

甕 ◆不 。高不の破片である。

遺物は古墳時代後期であるが、

時期決定材料 として少なく即断は

できない。
第28図 TAN e KUR 4号住居址

(佐々木嘉和 )

6号住居址 (第29図 )

遺構 TANBN50を 中心に検出された。 5号 。12号住居址、溝址 4を切 る。

一- 47 -―
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0              1m

第29図 TAN・ KUR 6号住居址

居址である可能性も若千ある。 (小林正春 )

21号住居址 (第 30図 )

遺構 56号住居址の東側KURBC51を 中心に検出された。上面に中世以降の攪舌しが多く、南。西

側のプラン確認は容易ではなかった。西隅を56号住居址に切られ、南隅は46号住居址と重複 し、

一応当住居址が切っていると判断したが、確定はできなかった。5× 4.3mの 隅丸方形の竪穴

居址で、主軸方向はN47.5°Wを示す。壁は56号住居址に切られる西隅以外は確認され、北西壁は

面があり、床面も重複す

る他遺構の覆土中にある

ため、南西壁 。南隅 。東

隅及びカマ ドによりその

範囲を把握 した。 4× 4.

5mを 測る隅丸方形の竪

穴住居址で、主軸方向N

49°Wを 示す。壁高も10cm

以下とわずかである。床

面はほとんどが黒色土で

あるが、部分的に堅 く、

良好な箇所があり、一部

に焼土も認められた。柱

穴等の床面上施設は不明

である。カマ ドは北西壁

ほぼ中央にあり、石芯粘

土カマ ドである。左右両

袖に 2個ずつの石を用い

ているが、支脚は不明で

ある。たき口部にはかな

りの焼土を認めた。

遺物 土 師 器 甕・高

不・不等が出土している。

遺物から古墳時代後期

と考えられるが、住居址

形態など新しい時期の住

0         2m

.黒色土(焼土混 り)

.焼 土

.黄褐色砂質粘土

.暗褐色土

10 1同  lt｀   OI

Ａ
一
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30cm前後を測り比較的良好であるが、他は20～ 10cmで状態は悪い。床面は全面黄色砂土まで掘

られるが軟かい。東隅には、床から7～ 5 cm立 ち上がる90× 60cmの 方形のテラス状施設がある。

主柱穴は不明である。カマ ド東側に70× 60cm楕 円形で深さ10cmの穴があり、灰だめ的な性格のも

のと思われる。カマ ドは北西壁中央やや西寄 りに位置し、一部を56号住居址に切られる。かなり

破壊が進み、焼土がわずかに残るだけで、構造等の把握はできなかった。

遺物 土器。石製模造品が出土している。出土量は少なく、完形またはそれに近いものは床面な

いしその直上からの出土である。土師器甕・不、須恵器壺 (堤瓶 ?)・ 坑、自玉がある。

遺物から古墳時代後期後半に位置づけられる。 (山下誠一 )

1.黄色砂質土粘土

2.褐色砂質土(焼土混 り)

3.黒褐色土(焼土混 り)

第30図 TAN・ KUR 21号住居址

22号住居址 (第31図 )

遺構 KURBF51を 中心に検出された。北東 0南東壁は比較的容易に把握できたが、南隅は近世

の攪舌しにより確認できなかった。北西壁は61号住居址のはり床下に落ち込みがあり、範囲を把握

した。61号住居址に西側上面を切られ、南隅は穴に切られる。また、南東壁外に77号住居址の炉址

があり、この住居址を切っている。3.6× 3.4mの 隅丸方形の竪穴住居址で、主軸方向はN153°Wを

示す。壁は南隅の一部以外は確認でき、60～ 15cmを 測る。床面は黄色砂土まで掘られるが軟かい。

主柱穴は不明であり、床面上にいくつかの穴があるが、いずれも性格等不明である。南東壁東寄

く
|01
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りに焼土が残 り、カマ ドの残骸と考えられる。近世の攪乱等により破壊された結果であり、構造

等は不明である。

遺物 土師器甕・不 。高不 。鉢、自玉が出土している。しかし、その量は少ない。

遺物から古墳時代後期前半に位置づけられる。                (山 下誠―)

221T. h -? F'

ElF

G, , H-+
2\l

lT{E P

| 21J
€

32

1.焼 土

2.黒色土(焼土混 り)

1.黒色土 (焼土混 り)

2.焼 土

3.黒色土

第31図 TAN・ KUR 22号 077号住居址

26号住居址 (第32図 )

遺構 KURBE47を 中心に検出された。61号 。95号住居址を切 り、24号・25号住居址に切られ、

98号住居址と重複する。住居址の重複が著 しい地区で相互の新旧関係について明らかに時代差の

あるものは問題ないが、ほぼ同時期のものは調査時′点及び最終整理段階において再三検討したが、

前後関係不明のものもある。北西側は用地外にかかり、北壁と東壁及び主柱穴の位置から規模を

想定した。7.8× 7.7mを 測り、西壁にカマ ドの存在が予想され、主軸方向N48°Wを 示す。確認で

きた壁も重複のため壁高は10cln未満と低い。南東隅部に幅40cm。 深さ10cm位 の浅い溝状部があり、

周溝的な施設の一部 と考えられる。主柱穴はPl～ P3を確認し、未調査部の北西端に 1本 ある

と推測される。Pl～ P3い ずれも掘 り方が不整形で、柱を抜き取った可能性もある。床面は比

較的良好であるが新しい時期の穴が床面下まで達 しており、不鮮明部が多い。

遺物 重複が著しいため、本址に伴う遺物は少ない。土師器甕・不・高不◆甑、須恵器高杯 。高

不蓋 。琺・甕・蓋杯、不明鉄器などがある。

撹乱
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出土遺物及び住居址形態などから古墳時代後期に位置づけられる。 (小林正春 )

0         2m

第32図  TANeKUR 26号 ・ 95‐稚 居址

30号住居址 (第33034図 )

遺構 KURB052を 中心に検出された。東隅が71号住居址に、南西壁は72号住居址、北西壁は72

号住居址により上部が切られ、北西壁の一部が近世集石に、北東壁の一部が建物址10に切られる。

また、床面の一部は耕作による攪乱を受けている。南隅は用地外のため調査できなかった。7.5× 7.

8mの隅丸方形の竪穴住居址で、主軸方向はN53.5°Wを示す。壁高は30～20cmを 測り、他住居址と

-51-



切 り合 う部分では若干浅 くなる。床面は黄色砂土まで掘られ、東隅のP3よ り外側を除き堅いも

のである。西隅に2.3～ 2m幅で他の床面より10cm前後低 くなる部分がある。主柱穴はPl～ P3

で、南隅柱穴が未調査範囲に位置する4本の主柱穴と考えられる。 Pl・ P2は柱穴の重複がみら

れる。 P4。 P5は いずれも深く、上屋構造に関連もしくは間仕切 り的な性格が考えられる。カ

マ ド南脇には160× 60cmの楕円形を呈し深さ45clnの穴があり、貯蔵穴的な性格が考えられる。カマ

ドは北西壁ほぼ中央に位置する粘土カマ ドである。粘土で構築された壁が焼け固まり、天丼部を

o       2m

第33図 TAN・ KUR 30号住居址
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除いて良好な残存状態であった。両壁はやや内傾 し、最大幅は40cmを 測る。壁の焼け具合に比し

たき口部の焼土は少ない。煙道は長 く壁外80cmま で確認したが、その先は近世集石 2に切られて、

完全には把握できなかった。主柱穴のP10P2、 西・北隅の状態から建て替えが考えられる。

新旧規模の把握はきわめて難しいが、当初 7m四方程度のものが若千北側に移動して7.5m四 方程

度にしたもの、あるいは北側部分のみ拡張して、先記7.5× 7.8mの ものが考えられる。南から北

への移動 (拡張)は P4か らP5への移動も推定材料の 1つ といえる。

遺物 出土量は比較的多い。床面や覆土下層からの出土がほとんどである。主柱穴のP2か ら完

形の土師器の甕が出土した。土師器・須恵器 。玉類・砥石等が出土している。土師器甕 。甑・不・

高不、須恵器蓋不・聴、自玉・管玉が出土 している。他に、かすがい状の鉄器が上層から出土

しているが、本住居址に属するものか断定しがたい。

遺物から古墳時代後期前半に位置づけられる。 (山 下誠一 )

1.焼 土

2.黒色土(焼土混 り)

3.黒色土(黄色混 り)

4.焼土(黄色粘上の焼 )

5.黄色粘土

6.黒色土

7.黄色土(黒色土混 り)

8。 黄色粘土(黒 色土混 り)

9.撹 乱

10。 黄色土(焼土混 り)

第34図 TANOKUR 30号住居址カマド

31号住居址 (第 35・ 36図)                          ′

遺構 TANと KURに かかって検出し、KURAB51が中心の住居址である。33号住居址を切 り、

32号 035号住居址、道路址 1、 溝址17に切られる。隅丸方形の竪穴住居址であり、規模は7.2× 7.

4mの大形の住居址で、主軸方向はN53°Wを示す。覆土はほぼ 3層 に分かれ中心部に向ってレンズ

状堆積が認められた。壁高は検出面から40～ 30cmで、壁面はほぼ垂直である。壁下に周溝があり、

幅15cm O深 さ10cmで カマ ド部とその反対側の一部を除きほぼ全周している。床面は大きな凹凸が

％
Ｐ

）
つ
【
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あるが、堅 く良好であった。主柱穴は 4本確認 し、掘 り方平面は不整方形で、深さは40～ 30cmで

ある。床面には大小の穴があり、ほ とん どの穴はは り床 されていた。カマ ドとP2の間の穴は

深さが40cmあ り、土師器の甕片が多数入 り、貯蔵穴に壊れた土器を意図的に入れたと思われる。

南東壁下P3横の穴は縁部を土手状にわずか盛 り上げ、掘 り方は方形で深さは50cmあ り、覆土中

から若干の遺物が出土しており、貯蔵穴もしくは入田部施設と考えられる。東隅近 くの穴2個は、

深さ10cmで あるが、P4を通ってくの字状に曲がる溝とともに入口部施設もしくは間仕切 り施設

と考えられる。 Pl・ P3間の床面上に焼土があ り、何らかの火使用施設の存在が推測され、住

居空間利用検討材料 となる。カマ ドは北西壁中央にあり、両袖先端にのみ石を入れた石芯粘土カ

マ ドである。たき口部前床上に長さ70cmの焼けた石があり、天丼石の転落と考えられる。燃焼部

中央に長さ20cmの石を直立して支脚としている。

_″ m̈

第35図 TAN・ KUR 31号住居址
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遺物 床面直上を主体に出土量は多く、完形になるものもある。カマ ド右袖横に、土師器甑片が

積重なり、左袖横には土師器鉢が、北隅から土師器高不 2個が出土した。支脚の奥に土師器不が

2個重なっており、カマ ド上に置かれたものが落ち込んだと思われる。P3の横に偏平な石が 2個

あり、その西北 lmの所に粘土塊 (10× 10× 7 cm)が確認され、この石が土器製作の台の可能性 も

ある。北東壁中央下の床面から、石製模造品の有孔円板 2個・勾玉 1個 。丹が集中して出土し、

屋内祭祀も推測される。なお、自玉。土玉の集中出土地点の確認はできなかったが、床面上10～ 5

cmの覆土を水洗して110個 を得た。南壁下から銹化の進んだ鉄塊が出土し、馬具 と思われる。この

他、土師器堆、須恵器蓋 。杯、管玉 。ガラス玉などもある。

遺物から古墳時代後期前半の馬飼育等に関連した人の住居 と推測される。 (佐々木嘉和 )

1.褐色土

2.黄色砂質土(褐 色土混 り)

3.褐色土(焼土。炭混 り)

4.焼  土

5。 黄色粘質土

6。 暗褐色土(黄色土混 り)

" |∪

2  4

Ｂ
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υ             lm

第36図 TANOKUR 31号住居址カマ ド

32号住居址 (第37図 )

遺構 TANBY52に ある。31号 033号住居址を切 り、穴に切られる。3.2× 3mの隅丸方形の竪

穴住居址で、壁は検出面から20～ 5 cmと 浅い。床面は軟かく中央付近がやや凹んでいる。主柱穴・

焼土など確認できず、規模も小さいことから普通の住居址 とは異なった性格が推測できる。

遺物 検出時覆土上部から須恵器砲、西壁ぎわの穴から須恵器壺の口縁が出土している。他に、

土師器甕・杯などの破片が出ているが、実測不可能である。

０
　
ぃ
　

【1国

Ⅸ
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0         2m

第37図 TAN・ KUR 32号住居址

遺物から古墳時代後期の

住居址 と推定 した。

(佐々木嘉和 )

35号住居址 (第 38図 )

遺構 KURAE52を 中心

に検出された。遺構重複の

多い場所であり、31号住居

址を切 り、34号住居址・道

路址 1・ 複数の穴に切られ

る。切 り合い部分が多いた

め、調査範囲は住居址全体

の半分程である。

繹鴨81コ  TAN・ KUR 341号・ 35,号葡ヒリ舌址
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4.8× 4.8mの隅丸方形の竪穴住居址で、その主軸方向はN57.5°Eを 示す。壁高は検出面から20

cm弱であり、確認部分は少ない。床は堅 く良好である。カマ ドは残存状態が悪 く断定はできない

が、東壁下に焼土が集中した火床状の箇所があり、位置判断はできるが構造等不明である。

遺物 出土量は比較的少なく、かつ破片のみである。土師器甕が焼土右側の浅い穴にほぼ 1個体

入っていた。他に、土師器不、須恵器不 。蓋がある。

遺物から古墳時代後期後半 と思われる。 (佐々木嘉和 )

37号住居址 (第 39図 )

遺構 36号住居址の南側KURAJ53を 中心とした暗褐色土層に床面があり、遺物の出土状況に

よって遺構の存在を確認した。壁は他遺構との重複のためほとんど不明であり、高さ 8 cmの北西

壁を約 lm確認したのみである。南側のほとんどが用地外 となり、規模等は不明である。床面は遺

物が出土しなければ見落すほど軟かなものであり、北側は床面も認められず遺物の出土状況によ

って範囲を想定した。

遺物 出土量は極めて少なく破片のみである。土師器甕・不、須恵器蓋などである。

1.焼土(炭混 り)

2.黄色土(黒色土混 り)

3.黒褐色土

A

0

第39図 TANOKUR 36号 037号住居址
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遺物から古墳時代後期最終末の竪穴住居址 と考えられるが、床面の状態などから住居址 とは異

なる遺構の可能性 もある。 (佐合英治)

45号住居址 (第40図 )

遺構 KURA049に カマ ドを検出した。和同開称銀銭の出土した44号住居址の北に位置する。44

号・67号住居址、土坑14、 穴に切られ、溝址18を切る。重複が著しく、調査範囲は1.5× 5mでカ

マ ド周辺に限られる。方形の竪穴住居址と思われるが、規模等は不明である。カマ ドの方位はほ

け
済
〓

//｀ 、`

|■
|

2L5

繹:401コ  TAN・ KUR

1 .黒   土

2.黒土(焼土・炭混 り)

3.黒褐色土

4.黒褐色土(焼土・炭混 り)

5。 焼 土

6。 米占  」ヒ

7.黄色砂質土

θ
,ヽ   隋

|

B

45号住居址、土坑14
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ぼ北で住居址主軸方向もこれに準ずると考えられる。壁高は検出面からほぼ20cmを測るが、カマ

ドの左右 2mずつ確認したのみである。調査範囲における床面の状態は軟かい。カマ ドは北壁に位

置し、石芯粘土カマ ドである。左袖石の下まで焼土の混入がみられ、カマドの造り直しが考えら

れる。

遺物 カマ ド周辺から土師器甕が 2個体出土 している。

遺物から古墳時代後期終末であろう。 (佐 々木嘉和 )

47号住居址 (第41図 )

遺構 KURB148を 中心に検出された。重複の著 しい場所であり、74号住居址を切 り、48号住居

址。工房址 1に切られる。隅丸方形の竪穴住居址で、規模は主柱穴の位置などから5.5× 5.7mであ

る。主軸方向はN61.5°Wを示す。壁高は検出面から20～ 10cmを 測る。床面は軟かく、平面での把

握ができなかったが、土層調査により、74号住居址の床面上 5 Cmの高さにはり床の面が確認され

′
′́′´‐~´

~~‐ ヽヽ ―― /1
工房址 1     1A

1.暗褐色土

2.暗褐色土(黄色土混 り)

3.黄色砂質土(小礫混 り)

4.焼 土

5。 黄色粘質土

6.褐色土(焼土混 り)

7.黄色土(褐色土混 り)

Ｌ

Ｉ

ン
Ｄ

．
５

:D

II

鐸;41[コ  TAN e KUR 47号住居址、工房址 1
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た。主柱穴は 4本確認し、平面は不整長方形であり、P3・ P4は 48号住居址の主柱穴と重複 して

いる。カマ ドは工房址 1にほとんど破壊されていたが、西壁中央に火床を確認し位置と規模の把

握はできた。構造等詳細は不明である。

遺物 出土量は比較的多いが他遺構の遺物が混在するとみられる。47号住居址遺物 と確認でき

るものは、カマ ド中及び他遺構と切 り合いのない部分からの出土遺物で、土師器甕・内面黒色不、

須恵器杯、自玉などである。

遺物から古墳時代後期後半 と思われる。 (佐々木嘉和 )

50号住居址 (第42図 )

遺構 KURAW48を 中心に検出された。検出時には住居址以外の施設と考えたが、カマ ドが確

認され住居址とした。隅丸方形の竪穴住居址で、規模は2× 2mのごく小さな住居址である。主軸

方向はN51.5°Eを 示す。壁高は検出面から20cmあ り、ほぼ垂直の壁面を成す。床面ははり床で堅 く

良好であった。壁から30～ 10cmの 内側を、さらに掘 り込んだ後20～ 10cmの厚さではり床している。

東・西隅に穴があるが、住居址周辺に時期不明の多数の穴が認められ、本住居址に付属する施設

か否かは不明である。カマ ドは住居址の規模同様小形のもので北東壁の北隅寄 りに位置し、両袖

先端のみを石芯としている。支脚は長さ18clnの 石をカマ ド中央部に直立させている。煙道は壁外

40clnま で確認できた。火床と確認できる程の焼土はなく、使用度は少なかったと思われる。

遺物 出土量は少なく、土師器甕 。高不脚の破片、自玉がある。

Ｄ
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第42図 TAN・ KUR 50号住居址
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1.褐色土(暗褐色混 り)

2.〃 (〃  。
黄色土混 り)

3.黒褐色土

4.黄色砂質土(撹乱か )

5。 暗褐色土(炭 。焼土混 り)

6. 〃 (褐色土混 り)

7.黄色砂質土(褐 色混 り)

8。 褐色粘質土
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遺物から古墳時代後期の住居址と思われるが、非常に小規模なことから、特殊な機能を持った

一般住居址とは性格の異なる遺構といえる。                 (佐 々木嘉和)

52号住居址 (第43図 )

遺構 KURAM41を 中心にバイパスを横断する地下歩道の用地に検出された。53号住居址・穴

に切られる。用地が限定され、3× 2mを調査 したのみで、竪穴住居址ではあるが規模。主軸方向

等不明である。壁は1.2m確認し、壁高30Cmを 測る。床面は調査範囲において、壁下40～ 20cm内側

を10cm前後掘 り込みはり床しており、堅 く良好である。本住居址床面上10cmの高さにはり床状の

堅い面があり、上面に炭 ◆焼土が認められ、別住居址存在の可能性もある。

遺物 調査面積のわりに出土量は多く、ほとんどが覆土中からで、土師器甕・杯、須恵器甕・蓋

不、フイゴ羽口などの破片が出ている。

遺物から古墳時代後期が考えられるが、覆土中のはり床状部分の存在から混在も検討する必要

がある。                                    (佐 々木嘉和)

53号住居址 (第43図 )

遺構 KURAL41を 中心に検出され、52号住居址を切 り、穴に切られる。調査面積は4× 1.5m

TAN・ KUR 52号・ 53号住居址
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と狭 く、隅丸方形の竪穴住居址と推測されるが、規模主軸方向など不明である:壁は南東隅をL字

状に確認し、検出面からの壁高は40cmを 測る。壁下に幅20cm・ 深さ7～ 2 cmの周溝が確認された。

壁下から70～ 40cmの 範囲は一旦掘 り込んだ後にはり床している。壁下はり床部分は軟かで他の部

分は比較的堅い状態であった。なお、周溝底部ははり床前の掘 り込み面より浅い状態であった。

主柱穴は市道下の未調査部にかかる2本が若千浅いが該当すると思われる。

遺物 調査面積の狭いわりに出土量が多かったが、ほとんど覆土中から出土し、破片である。

土師器甕・杯、須恵器壷・杯など出ている。

遺物から古墳時代後期の住居址であろう。 (佐々木嘉和 )

57号住居址 (第44図 )

ヾ

1.焼 土

2.褐色土(焼土混 り)

3.褐色土

4.黄色砂質土(焼土混 り)

5。 暗褐色土

6.黄色砂質土

7. 〃 (褐色土 混 り)

8.褐色土 (日音褐色土混 り)

遺構 KURAX46を

中心に検出され、73号

住居に切 られる。北側

が用地 外 にかか り約

÷ を調 査 した。隅 丸

方形の竪穴住居址で、

調査規模は3.5× 4.2m

で あ る。主 軸 方 向 は

N145° Eを 示す。黄色砂

土 (地 山)上層の褐色

土から掘 り込まれてお

り、覆土 も暗褐 色 土

で壁 内外の判 断が難

しく、平面形把握のた

め何回も削らざるを得

ず、確認できた壁高は

20～ 10cmで ある。床面

は壁 ぎわの1.5mの 範

囲を一旦掘 り込んだ上

にはり床し、その部分

は軟かである。はり床

部より内側の中心部付

近は堅 く良好であっ57号・73号住居址
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た。主柱穴は確認できなかったが、PloP2の どちらかが位置的にその可能性がある。カマ ドは

東隅に位置する。石芯粘土カマ ドであるが残存状態が悪 く、周囲にカマ ド用材と思われる石が散

乱する。たき口部の焼土は良く残っていた。中央部やや壁寄 りに長さ約16cmの石を直立させ支脚

としている。P3の中には炭と焼けた石が入っており、住居址内におけるカマ ド以外の火使用施設

の存在も考えられる。

遺物 出土量は比較的少ない。ほとんどが床面直上の出土であり、土師器甕・不、須恵器甕。壺

などの破片が出ている。なお、覆土上層で灰釉陶器、フイゴ羽口、鉄滓が出土したが、平安時代の

生活面からの混入であろう。

出土遺物から古墳時代後期終末と思われる。 (佐々木嘉和 )

58号住居址 (第45図 )

遺構 KURBB48を 中心に検出された。遺構の多数重複する地′点の 1つで、98号住居址を切 り、

24号・26号・56号住居址、いくつかの穴に切られる。そのため遺構範囲と考えられる全体を精査

したが壁・床面等把握できた所は少ない。方形の竪穴住居址で、規模は5× 5mと 判断される。主

軸方向はN45°Wを示す。切 り合いが著しく、東南壁と、西隅そばのわずかに残存する壁高は、検

出面から10cmで ある。床面は他時期の穴による攪乱が多く、黄色砂質上の混じる面を一応それと

し、土層断面による検討の結果、黄色土の入る堅い面が 3層確認でき、はり床とした。中央から

東南壁にかけては床 (地山)が一段高 く、この面が下から2層 目のはり床と同レベルである。ま

た、この高い部分にも5 cm上 にはり床が確められた。地山面に沢山の穴を検出したが、切 り合い

関係の判断ができず、主柱穴の把握もできなかった。カマ ドは北西壁中央にあるが、残存状態が

悪 く、火床と袖の粘土のみを確認した。石を使わない形態と思われる。はり床・複数の柱穴など

から建て替えも考えられる住居址である。

遺物 出土量は多い。カマ ド左1員1の 穴ははり床され、そこに土師器甕 3個体がつぶれていた。そ

のうちの 1個体の底部が土師器不に入っており、甕を立てるのに不を使っていた可能性がある。

完形の土師器甕が南隅の穴の上から直立して出土したが、床面から20cm上であり、何らかの施設

があったと思われる。他に、土師器甑・不 。高不、須恵器杯 。高杯、土製紡錘車、臼玉・土玉、

鉄器片、鉄滓、炭化米が出ている。

遺物から古墳時代後期中頃の住居址であろう。 (佐々木嘉和 )

61号住居址 (第46図 )

遺構 KURBE49を 中心に検出された。検出面からの掘 り込みが浅 く、他遺構との重複も著 しい

ため、新旧関係の把握は容易でなかったが、22号・95号住居址を切 り、26号住居址に切られる。

―- 63 -―



(4。 3)× 4。 3mの隅丸方形の竪穴住居址で、推定主軸方向はN41°Wを 示す。壁は他住居址 との重

複や耕作の攪舌L等により把握できない箇所があるが、確認部での壁高は18～ 10cmを測る。床面は

黄色砂土まで掘られ、22号住居址覆土中も含めはり床されるが、状態はあまり良くない。主柱穴

98イ主カマ ド

@
ンfι

58住カマ ド

1.焼 土

2.暗褐色土(焼土混 り)

3。 暗褐色土

(黄 色砂質土混 り)

4.撹 乱

5.暗褐色砂質土

(表面に焼土散乱 )

0        2m

.焼 土

.暗褐色土(黄色砂質土混 り)

.褐色粘質土

.褐色土(黄色砂質土混 り)

。暗褐色土(炭・焼土混 り)

。黄色砂質土(褐色土混 り)

。褐色土

.黄色砂質土
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等は確認できなかった。カマ ドは

北西壁ほぼ中央部床面に焼土が残

存し、位置のみ確認したが、全体

が26号住居址に切られ破壊されて

おり、構造等の把握はできなかっ

た。

遺物 出土量は少ない。ほぼ完

形の土師器甕の他に、土師器甕 。

鉢 0内面黒色不、鉄釘等がある。

遺物から古墳時代後期中頃に位

置づけられる。   (小林正春)

第46図 丁AN・ KUR 61号住居址

62号住居址 (第49図 )

遺構 TAN・ KURのほIF中 央

を横断する道路の南側地下歩道用地の調査で幅が3.8mと 狭い範囲に住居址の北西壁の一部のみ

を検出した。壁の東側は用地外へ延びており、西側は63号住居址に切られている。当初住居址 2

軒の単純な切 り合いと考えたが、調査の進行に伴って南側に 3軒の切 り合いが確認され、規模・

主軸方向等は不明である。確認した壁高は20～ 15cmで 、比較的緩やかな壁面を成す。床面は南へ

傾斜しており、66号 。70号住居址の上部を切って両住居址覆土上を床面とし、64号住居址に西側

を切られている。床面状態はきわめて軟か く南側用地境付近では床が確認できず、本住居址の範

囲はこの部分まで達 していないことも考えられる。

遺物 切 り合い関係が多く、本住居址に伴うか若千疑間はあるが、土師器壺・甕・高不、須恵器

不がある。

これら遺物から古墳時代後期後半の住居址と考えられる。 (佐合英治 )

63号住居址 (第49図 )

遺構 TANOKURの ほぼ中央を横切る地下歩道用地部分に検出された。西側のほとんどが用地

外になり、62号住居址、溝址19と の重複のため、規模・主軸方向は不明である。方位N44°Wの北東

壁3.4mと 床面を部分的に確認したのみである。残存部壁高は北西壁14cm。 北東壁25cmを 測り、ほ

ぼ垂直な壁面を成す。南東壁は62号住居址を切って覆土中に造られていたことを用地境土層観察

時に確認したが、調査部分は溝址19に ほとんど切られていた。床面も溝址19と 後世の比較的大き

な穴に切られ、南西用地境にわずか確認したがきわめて軟かなものであった。床と同レベルで焼
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土を認めたが本住居址に伴うものかは不明である。

遺物 床面密着遺物はなく、東壁と溝址19の 壁とが重複 していたため、溝址19プ ラン確認が住居

址掘り下げ後になり、溝址19の 遺物が含まれていると考えられる。出土した遺物は土師器壺・甕・

不、内面黒色高不 。杯、須恵器壺 。甕、山茶碗系の鉢がある。

溝址19の 時期を奈良時代以降とすれば、古墳時代後期後半の住居址と考えられる。

(佐合英治)

67号住居址 (第47図 )

遺構 KURA052を 中心に検出された。38号・39号 。44号・45号住居址に切られ、68号住居址と

重複する。重複により西壁は不明であるが、ほぼ2/3を調査 した。主軸方向は不明であるが南北 7

mを測り、東壁の方向はN16°Wを示す隅丸方形の竪穴住居址である。壁は褐色土層中にあり、そ

の把握が不明確で小さな歪みを生じた。壁高は南東隅の一部が20cmで緩やかな傾斜を持ち、他は

15～ 8 cmを 測 り、ほぼ垂直の壁面を成す。床面は北半部のみはり床され、全体にほぼ平坦で堅い

たたき状である。はり床下、住居址ほぼ中央の1.4m程の範囲に自玉が集中して出土した。この部

分から北壁方向に1.8m幅 の広い範囲と北東隅の部分に焼土が検出された。はり床除去後は床面か

ら10cm前後の凹地となり、別遺構のあった可能性もあるが断定できない。主柱穴はPl・ P2の 2

本を確認し、P2はやや浅いが両方とも内側に傾斜する掘 り方である。はり床面で検出し覆土等

から本住居址に伴なうと考えた。P3・ P4は方形の掘 り方で深さはそれぞれ37。 46cmを 測り、P

4か ら骨片と打製石斧が出土した。他の穴はほとんどのものが住居址プラン検出面で確認されて

おり本住居t■Lよ り、後世のものである。

遺物 出土量は比較的多いが、はり床面密着遺物はほとんどなく、覆土上層及びはり床中のもの

で、上層のほとんどは本住居址に伴なわない平安時代の遺物であり、上面に別の遺構があったと

考えられる。はり床中には高不が多く、全体 としては、土師器甕・高不・不 。内面黒色の不、須

恵器平瓶・蓋・不 。高台付不・蓋不、灰釉陶器坑、鉄釘、自玉・管玉・ガラス玉などがある。

確実に本住居址に伴うと考えられる出土層位の遺物から古墳時代後期前半の住居址と考えられ

(佐合英治 )

68号住居址 (第47図 )

遺構 KURAP53を 中心に検出した。褐色土層を掘 り下げた住居址で他遺構検出のさいにほと

んど壊 してしまい、38号・39号住居址に切られ、67号住居址と重複し、南側は用地外で北東隅に

数cmの壁ときわめて軟かな床面を部分的に確認したのみである。プラン・規模等は不明であるが、

用地境土層の観察により褐色土層を20cm前 後掘 り下げた竪穴住居址である。

遺物 出土遺物には、土師器甕・小形甕。壺・高不・不、須恵器甕 。蓋不があ る。他に、羽口

る。
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の破片が出土している。ほとんど住居址把握以前に出土したもので、混入品が あると思ゎれる。

遺物から古墳

時代後期前半の

住居址 と考えら

れる。

(佐合英治)

用地外

0        2m

第47図 TAN・ KUR 67号・68号住居址

69号住居址 (第48図 )

遺構 KURAS53を 中心に検出された。南隅は用地外 となり、東側%は 65号住居址に切られてい

るが床面までは達 しておらず、全体をほぼ確認した。南側は褐色土層中にあるため、壁と床の把

握が困難であり、プラン全体に若千の問題がある。規模は5× 4.8mで、長軸方向N50°Wの隅丸方形

の竪穴住居址である。壁高は65号住居址に切られた北東壁が12clnで、それ以外は25～ 20cmを 測り、

ほぼ垂直の壁面を成すが西と東の隅は少し緩やかなものである。周溝は北東壁下の一部に 2m程

検出し、幅10cm・ 深さ12cmを測る。床面は凹凸はあるがきわめて堅い。床面上に多数の穴を検出し

たが、どの穴も20～ 10cln程の浅いもので、主柱穴と考えられる穴は確認できなかった。また中心

部より東へ1.7mの所に焼土を認めたが性格は不明である。南西壁用地境付近に住居址の内側へ10
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cmのマウンド状に張 り出す部

分があるが、これも性格等は

不明である。

遺物 出土量は少なく、一

部65号住居址はり床中のもの

も含まれている。土師器甕・

高不 。手づ くね 。内面黒色の

不、須恵器甕・瓶・蓋などが

ある。

本住居址にはカマ ドの存在

した痕跡がなく、出土した遺

物中に古墳時代前期のものも

含まれているが、一応古墳時

代後期前半の住居址と把握し

た 。 (佐合英治 )

70号住居址 (第49図 )

遺構 KURを横断する道路の南側地下歩道用地の南端AW57・ 58に住居址の北西隅を検出し

た。66号住居址を切 り、62号・64号住居址に上部を切られているが、掘 り込みが深 く確認した部

分は良好な状態で残っている。大半が用地外であるが、規模・プランはカマ ドが壁のほぼ中央部

にあると仮定して一辺 5m程の隅丸方形の竪穴住居址である。主軸方向は調査範囲が狭 く断定は

できないがN37°Wを示す。北壁は66号住居址床面より16cln、 西壁は64号住居址床面より13clnを 測

り、ほぼ垂直の壁面を成す。周溝は西壁の一部で途切れているが、壁直下に巡っており、幅15cm。 深

さ11～ 4 clnを 測る。床面は平坦できわめて堅いたたき状である。主柱穴は確認できなかったが、

P10P2は 本住居址に伴 うと考えた。性格は不明であるが、それぞれの深さは39。 21cmを 測る。

カマ ドは東壁用地外土層の調査中に、左袖の先端に使われている石の一部 と粘土を確認した。焼

土は後世の穴に切られているが、カマ ド左袖周辺の床面上に認めた。全容は不明であるが、袖先

端のみに石を持つ石芯粘土カマ ドと考えられる。また、西壁下床面上に焼土があるが、後世の穴

に切られ性格等は不明である。

遺物 土師器の大形壺がP2南側の床面が 5 cm程凹んだ所から出土した。他に、土師器甕。高不・

須恵器高不、自玉がある。出土量は少ないが須恵器高ネを除いて床面密着遺物である。

遺物か ら古墳時代後期前半の住居址 と考 えられ る。
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第49図  TAN・ KUR 62号・63号・64号 066号 。70号住居址

74号住居址 (第 73図 )

遺構 KURBL49を 中心に検出された。切 り合い関係が著しく、29号・47号・48号 。78号住居址

に切られる。確認できた範囲はわずかである。隅丸方形の竪穴住居址で、7.2× 7.4mの 規模を推定

できる。主軸方向はN53.5°Wを示す。壁高は北隅で20cmあ る。床面は約半分残 り、堅 く良好であ

った。主柱穴は 4本で、平面は不整楕円形を成し、Plは段が付いている。P3は 48号住居址主柱

穴と切 り合 う。P2と 西壁の間に、貯蔵穴と思われる平面がほぼ方形で深さ50Cmの 穴がある。

縁部が約10cm高 く土手状になっており、内側全面に青灰色の粘土が塗られていた。カマ ドは西壁

中央下に焼土が広がっていたが、47号住居址に破壊されており、構造等不明である。なお、この部

分は軟かく、床面から約20cm掘 り下げられており、カマ ド構築作業に関連する可能性がある。

遺物 切り合い関係のため、74号住居址と確認できる遺物は少ない。北隅の壁下から、須恵器を模

倣した透しのある土師器高不脚と、石製模造品の自玉 4個が出土した。P2の覆土中から、管玉 1

個 と土師器高不脚が出ている。

遺物から古墳時代後期の住居址である。
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79号住居址 (第50図 )

遺構 KURB153を 中心に検出された。60号住居址と重複しその調査時にも本住居址の存在が予

想され、その後建物址 9の調査時にわずかに残る壁を確認し、住居址とした。60号住居址・建物

址 9に切られている。 4.1× 4.8mの隅丸方形の竪穴住居址で、主軸方向はN50.5°Wを示す。壁は

切られる部分が多く、残存部分で高さ30～ 10cmを 測る。黄色砂土を床面ととらえたが軟かく、そ

の上に生活面があった可能性もある。主柱穴はPl～ P4である。カマ ドは北西壁やや北寄りに設

けられる。 右ネ由に粘土

の痕跡がわずかに認め

られた。左袖は60号 住

居址に切 られる。

ほとんど遺物の出土

がなく、具体的な時期

決定ができず、奈良時

代以前で古墳時代後期

の可能性が強い。

(山下誠一)

第50図 TAN・ KUR 79号住居址

80号住居址 (第51図 )

遺構 KURBQ48を 中心に検出された。85号・88号住居址と重複関係にあるため、プラン把握は

容易でなかった。最終的にはすべての住居址を床面まで掘 り下げ、その残存状態により新旧を判

断した。本住居址は85号住居址に切られ、88号住居址を切っている。他に、建物址10に切られて

いる。5。 4× 5.5mの隅丸方形の竪穴住居址で、主軸方向はN44°Wと 考えられる。壁は近世集石 7・

85号住居址に切られる部分を除いてほぼ全面確かめられ、85号住居址と切 り合 う北東壁も、同址

のはり床下に一部認められた。確認壁高は15～ 10cmを測る。床面は85号住居址に切られる北側半

分以外は、黄色土の堅いはり床が検出された。床面上には細かい炭と焼土の散布がみられた。主

柱穴は南側のPl・ P2があり、 4本主柱穴と思われるが、北側の 2本は意図的に精査 したにもか

かわらず、確認できなかった。Plの埋土には焼土がかなり混っていた。P3は底近 くから土師器

甕の口縁部と高杯の脚部が出土し、高杯はP3北側床面上の杯部と接合する。貯蔵穴的な性格を

Pl-31
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持つものと思われる。P4は 90× 60cmの楕円形を呈し、20cmの 所に段を持ち、深さ37cmを 測る。85

号住居址のはり床下に検出され、焼土に黄褐色土が混じる覆上で、貯蔵穴ないし灰だめの用途が考

えられる。北西壁中央やや北寄 りに焼土が多く、カマ ドの残骸と考えられる。なお、床面上や穴

にみられる焼± 0炭の様子から火事の住居址である。

遺物 土師器 0須恵器・玉類がある。床面ないし覆土下層からの出土である。そのうち、P3の

遺物のあり方は注目される。土師器甕・不 0高不 。鉢、須恵器蓋不、自玉・管玉がある。

遺物から古墳時代後期前半に位置づけられる。 (山 下誠一 )

82号住居址 (第24図 )

遺構 KURBK46にカマ ドのかかる住居址である。 75号住居址を切 り、47号 。74号住居址に切

られる。切 り合い部分が多く調査範囲は3× 2mである。方形の竪穴住居址と思われるが、規模等

は不明である。主軸方向はN48°Wを示す。壁の残存する所はわずかであり、検出面から20cmを 測

る。床面は堅 く良好であった。カマ ドは北西壁にあるが、耕作による攪乱のため、÷残っていた。

地山掘 り残しか粘土カマ ドと推測され、残存した左袖は良く焼けていた。

遺物 出土量はごくわずかである。床面とカマ ドを切る攪乱の穴からの出土がほとんどで、土師

器甕、自玉・土玉等である。

遺物から古墳時代後期の住居址であろう。 (佐々木嘉和 )

84号住居址 (第52図 )

遺構 KURBV47を 中心に検出した。北東隅は81号住居址と重複 し、建物址11の 柱掘 り方に切ら

れている。住居址の中心部から西南隅の部分は90号住居址を切っている。北東隅を除いて全体が

調査でき.5× 4.7mの隅丸方形の竪穴住居址で、主軸方向はN38°Wを示す。壁高は30～ 20cmを 測

るが、90号住居址を切る部分は 6 cm程 しか確認できなかった。壁は西隅がやや傾斜をもつが、他

はほぼ垂直である。周溝は北西壁と南東壁の直下に、幅15cm・ 深さ10～ 8 cmの ものが検出された

が、90号住居址を切っているため把握できない所もある。床面は平坦できわめて堅 く、90号住居

址を切っている部分はたたき状のはり床がなされている。主柱穴は 3本確認し、Pl～ P3は それ

ぞれの隅寄 りにあり、本来 4本主柱穴と考えられ、他の 1本は建物址11の 柱掘 り方に切られ把握

できなかった。 P4は出土遺物から本住居址に伴 う穴であるが、 性格等は不明である。P2の北

側の焼土は、住居址プラン検出面から長径20cm程の輝緑凝灰岩を含む石 4個 とともに確認され床

面に達 していたもので、集石等別遺構の可能性が強い。本住居址は火を受けたと考えられ、カマ

ド前に炭化材を確認した。すべて床面より数cm浮いており、良く燃えたものらしく残存状態は極

めて悪 く、住居址南側では原形をとどめるものはほとんどない。
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カマ ドは北西壁の中央部にあり、両袖の先端に自然石を使った石芯粘土カマ ドで、石を直立さ

せた支脚と天丼石をもつ。焼土は内部だけでなく外側にも認められ、火事のためと考えられるが、

袖右を被っている土の中にもプロック状の焼土があり、同じ位置でカマ ドを造 り直している可能性

もある。また、P5か らは古墳時代前期の甕が出土し、後に90号住居址の主柱穴となった。

遺物 全体の出土量は少ないが、土師器の小形甕と甑が完形でカマ ド右側から出土した。同じく

カマ ド右側床面に自玉 ◆土玉、剣形石製品が集中して出土した。また、南東壁のほぼ中央から台

石が出土した。他に、土師器甕 。高杯・不などがある。

これら遺物から古墳時代後期後半の住居址と考えられる。 (佐合英治 )

85号住居址 (第51図 )

遺構 KURBS48を 中心に検出された。80号 ・88号 。97号住居址 と重複し、近世の墓による破

壊や耕作による攪乱を受けているため、プランの把握は容易でなかった。最終的にはすべての住

居址を床面まで掘 り下げ、その残存状態により新旧を判断した。本住居址は80号・88号 。97号住

居址を切っている。5.6× 5。 2mの隅丸方形の竪穴住居址で、主軸方向はN39°Wを示す。覆土中には、

30～ 10cmの石が多く入っていた。壁は80号住居址との重複部分以外はほぼ全面確かめられ、壁高

は15～ 10cmを 測る。周溝は北西壁と南西壁の一部に認められた。幅20cm前 後・深さ17～ 10cmを 測

る。北隅は幅50～ 40cm。 深さ10cm前後の落ち込みであり、やや幅が広いが周溝としてとらえられ

るものと思われる。床面は黄色土によるはり床となり、その直上には細かな炭化物の散布がみら

れた。床面は 2～ 3回 はり変えた様子がみられた。他に、北東壁ぎわのはり床下に敷物らしき炭化

物がみられた。北東 。北西壁の中央部に、それぞれ焼土が集中する箇所があり、カマ ドと想定 し

た。いずれも以降の攪乱が著しく構造等不明で断定は困難であるが、北西壁のものからは粘土 も

若千認められ、カマ ドとして問題ないと思われる。また、はり床の状態等からカマ ドの移動 も推

測可能で、北東壁の焼土も否定はできない。炭化物等のあり方から火事の住居址 と思われる。

遺物 出土量は少ないが、土師器・須恵器・石製模造品力`ある。土師器甕・不・鉢、須恵器甕・

蓋不・盤、自玉・勾玉がある。

遺物から古墳時代後期後半に位置づけられる。 (山下誠― )

89号住居址 (第 53図 )

遺構 KuRBT51を 中心に検出された。90号住居址を切 り、近世集石 4に切られる。6× 6.3m

の隅丸方形の竪穴住居址で、主軸方向はN42.5°Wを示す。壁は近世集石 4に切られる南西壁半分

ほどを除いてはほぼ全面確かめられ、壁高は20～ 10cmを 測る。床面はほぼ全面黄色砂土まで掘 り下

げ、その上に25～ 10cm程 土を埋め戻し、黄色土をはっている。凹凸はあるが堅 く良好なものである。
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東隅には床から14cmの部分にテラス状の遺構がみられた。主柱穴はPl～ P4で円形の掘 り方で

ある。カマ ドは北西壁ほぼ中央に設けられた石芯粘土カマ ドである。残存状態は悪 く、左袖石が

2個残るが、右ネ由石は抜かれて残っていなかった。

遺物 カマ ド付近の床面上からの出土が多い。土師器壺・甕・不・甑 。内面黒色の不・高不、須

恵器砲がある。出土状態から一括性は高いと思われる。

遺物から古墳時代後期後半に位置づけられる。                (山 下誠一)

0        2m

l.黒 土

2.暗褐色土

3. 〃 (炭・焼土・黄色土混 り)

4.黄色粘土 (褐色土混 り)

5.暗褐色土(黄色土混 り)

丁AN・ KUR 891号 個L′舌址
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91号住居址 (第54図 )

遺構 KURCB46に カマ ドを検出した。地表から地山までが浅 く東 。南側はほとんど削平され、

北隅は用地外で、西隅は83号住居址に、中央部分は方形竪穴 。近世集石に切られる。南北はカマ

ドの位置から想定し7.5mを 測るが、東西は不明である。主軸方向N62.5°Wを示す竪穴住居址で、

確認した壁高は19～ 15clnを 測る。床面は北隅から集石までの範囲に軟かいは り床 を確認 し、ヵ

マ ド北側では重複 していた。主柱穴はP2・ P4で、深さ52・ 26cmを 測る。また、 Pl・ P3は

深さ75・ 48cmで対となり、主柱穴となる可能性がある。 P5・ P6は 出土遺物から本址に伴 う

じ∪
Ａ

． Ｂ
一

1.黒色土(焼土。炭混 り)

2.黒色土

3.黒色土(焼土。炭多く混る)

4.黄色粘土

5、 焼土

6.焼土の硬い層

7.黒色土(黄色土。焼土混 り)
0            1m

自等541コ  TANOKUR 91号tヨ署址
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穴で、深さ11・ 26cmを 測る。はり床が重複 し、複数の主柱穴の存在が考えられ、建て替えまたは

増築の可能性がある。

遺物 土師器甕・小形甕 。高杯・不、自玉、土玉などがあり、ほとんど床面上と穴からの出土で

ある。これら遺物から古墳時代後期後半と考えられる。             (佐 合英治)

93号住居址 (第55図 )

遺構 KURCG46を 中心に検出した。傾斜地に構築され、東側は削平されている。北隅は用地

外にかか り、南壁は穴に連続して切られるため、確認部は少ない。東西5。 4m、 南北は想定で5。 7

mを 測り、壁面はほぼ垂直を成す。床面は西から東へ10cm傾斜し、凹凸があり、西隅は堅いが東

側は軟かい。 主柱穴は 3本確認した。 P2は完掘できず、形態は不明であるが、 Pl・ P3は二

段構造になる。他の穴は深さ20～ 5 Cmと 浅 く、本址に伴うかは不明である。カマ ドは西壁に位置

し、用地外にかかっており、全体を調査できなかったが、自然石を使った石芯粘土カマ ドである。

遺物 土師器甕・高不 。鉢・不、須恵器高台付杯・不、自玉などがある。

プラン検出状態から本址に伴う遺物は少ないが、甕の一部はカマド内から、自玉は床面密着の焼

土中から出土 してお り、古墳時代後期後半 と考えられる。            (佐 合英治)

0

1   3 2

1.黒色土

2.焼  土

3.黄色土

4.黄色土

(黒 色土焼土混 り)やヽ

OKUR 93号住居址
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1.黒色土

2.黒色土

(焼土・炭混 り)

3.焼土

4.黄色土

94号住居址 (第56図 )

遺構 KURC148に 焼土 を検出 し

た。焼土は黄色砂礫土 (地山)の上

面にあり、これ以外の遺構は確認で

きなかった。焼土はカマ ドの火床と

思われ、範囲は40× 30cmで、厚さは

10～ 4 cmで ある。西側がたき口部と

推測される。

遺物 焼土周囲に、土師器甕片が

わずか出土している。

遺物から古墳時代後期の住居址と

第56図 TAN・ KUR 94号住居址 思われる。 (佐々木嘉和 )

98号住居址 (第45図 )

遺構 KURBA47を 中心に検出された。切 り合い関係が著 しく、24号 。25号・58号住居址、穴に

切 られ、一部が用地外にかか り確認部分は少ない。方形の竪穴住居址で、規模は5。 6× 5.6m、 主軸

方向はN32°Wを示す。覆土は58号住居址 とほとんど同様であったが、 2層 に分かれ、58号住居址

と明瞭に区別された。壁高は切 り合いのため、すべて他住居址の床面からであり、わずかの高さを

把握 したのみである。床面は軟か く、黄色砂土 (地山)面である。複数の穴にも切 られてお り本

住居址の柱穴は確認できなかった。カマ ドは北壁中央に位置 し、24号住居址に壊 されてお り、焼

土を確認 しただけである。

遺物 平面的にほぼ重複 し、本住居址を切っている24号住居址 (平安時代)の遺物中に、古墳時

代後期の土師器があり、古墳時代後期の58号住居址 と重複 しない位置から出土 したものを、本住

居址の遺物とした。出土量は少なく、土師器甕・甑・不である。

遺物から古墳時代後期の住居址であろう。 (佐々木嘉和 )

99号住居址 (第57図 )

遺構 KURCB53を 中心に検出された。段丘崖に近 く地表から30cm前後で、地山の黄色砂礫土に

なり、耕作による攪乱の著しい場所である。調査範囲は4× 2mで床面の一部 と穴を確認したが、

床面直上まで耕土である。床面は凹凸があるが堅 く良好であった。穴は床に多数検出したが、主

柱穴と判断できるものはない。

ば篭
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遺物 土師器

甕片などわずか

である。

遺物から古墳

時代後期の住居

址であろう。

(佐々木嘉和)

―

ヽ

キ

し

９

o         2m

第57図 丁AN・ KUR 99号住居址

102号住居址 (第 27図 )

遺構 KURCM51付 近に位置すると考えられる住居址である。

色砂礫土まで20cm前 後である。地山面に焼± 1× 0.5mを 検出し、

あった。他の施設は一切確認できなかった。

遺物 床面から土師器甕片が出ている。

遺物から古墳時代後期の住居址 と思われる。

段丘崖に近 く地表から地山の黄

焼土の周辺に床面状の堅い面が

(佐々木嘉和 )

103号住居址 (第 27図 )

遺構 KURCN53の用地外境からわずか内側に焼土を検出し、103号住居址にする。段丘崖に近

く、地表から地山の黄色砂礫土までわずかで、耕作による攪舌しが著しい。地山面に黒土の落ち込

みがわずかに認められ、約4.5× 1.5mを 覆土範囲と把握した。焼土は地山面にあり、床面等は確認

できなかった。

遺物 土師器甕片がわずかに焼土部分から出土した。

遺物から古墳時代後期の住居址であろう。 (佐々木嘉和 )

104号住居址 (第84図 )

遺構 KURCG52を 中心に検出した。100号住居址に切られ、
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は5× 3m。 隅丸方形の竪穴住居址と思われるが、規模。主軸方向は不明である。壁は100号住居

址と重複する西壁のみ確認でき、残存壁高は12～ 2 cmを 測る。床面の状態は軟かい。地表から床

面まで20cmと 浅いため、耕作の攪舌Lが多く、柱穴等は不明である。

遺物 床面から、土師器小形甕 。不・高不などの破片が少量出土した。

遺物から古墳時代後期の住居址と思われる。 (佐々木嘉和 )

④ 奈良時代

本時代の遺構分布は、台地上ほぼ全域にあり、前時代と同様相を示すがt遺構数そのものは減

少する。

検出遺構のうち掘立柱建物址が分布範囲の西端と東端にあり、いずれも台地縁部まで20m前後

の位置にある。

竪穴住居址のほとんどが、台地中央部付近にあり、本時代住居址間での切 り合いもあり小期毎

の住居数は、あまり多くなかったと推測される。                (小 林正春)

25号住居址 (第 58図 )

遺構 KU R B D47の褐色土中にカマ ドを検出し、住居址の存在は早 くから把握できたが、壁の

確認はできなかった。26号住居址を切 り、24号住居址に切られる。カマ ド右側に平盤の台石があ

り、遺物分布範囲と合わせ、この付近までを住居址範囲と把えた。カマ ド前面の一部には、はり

床状の部分が認められ、わずかではあるが、焼土も散在 した。カマ ドは石芯粘土カマ ドで、残存

状態は比較的良好であった。両袖が残 り、いずれも3個の石を芯とし、小礫により補強したもの

である。たき口部を中心に焼土も多い。

遺物 土師器甕、須恵器杯・盤・蓋、不明鉄製品などがあり、奈良時代に位置づけられる。

(小林正春 )

34号住居址 (第38図 )

遺構 KU RA F50を 中心に検出した。性格不明の穴が重複 して検出され、本住居址も大小の穴

に切られている。35号住居址を切り、道路址 1に切られる。不整方形の竪穴住居址で、推定規模は

4.8× 4.7mを 測る。壁は南西隅の一部を確認したのみである。床面は軟かく明確に把握できず黄

色砂土 (地山)ま で掘 り下げた。地山表面も複数の穴があるためかなりの凹凸がある。

遺物 覆土上部から地山面まで比較的多量の遺物が出土している。穴の覆土とほとんど差がな
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く、遺物も一緒に取 り上げざるを得ず、土師器甕・不 。須恵器甕 。

属する遺物も含まれる可能性もある。奈良時代のものが比較的多く

時代 と推測される。 (佐々木嘉和 )

44号住居址 (第 59・ 60図 )

遺構 KU R A L50を 中心に検出された。 67号住居址を切 り、 39号・41号 。15号住居址、土坑

17に 切られる。15号・41号住居址は床面がほぼ同レベルであり、部分的に壁の不明箇所はあるが、

他の住居llLよ りは掘 り込みがは深 く、ほぼ全体を調査することができた。南隅がやや突出し若

干の歪みはあるが、7.6× 7.2mの ほぼ方形で大形の竪穴住居址である。主軸方向はN30°Wを示す。

壁高は北半が44～ 34cm、 南半が存在部分で27～ 19cmを 測 り、ほぼ垂直の壁面を成す。周溝は幅

第59図  TAN・ KUR 44号住居址
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20～ 15cm。 深さ19～ 6 cmで西隅のみに検出した。東壁ぎわには10～ 5 cmの黄色粘土を上面にはり

床した深さ20cmを 測る大きな凹みがあり、周溝の有無は判断できなかった。床面は、このはり床

部分も含め平坦できわめて堅い。住居址の規模から、主柱穴は住居址内部にあると考え検出に努

めたがで確認できなかった。床面上の穴のうち小形のものは本住居址を切る後世のものである。

Pl～ P3の覆土中には焼土と灰が多量に混入し、遺物も多数出土している。カマ ドに関連する

施設と考えられるが、P3の上面ははり床と思われる粘質黄色土を認め、同時使用でなく、それ

ぞれに時間差があったと考えられる。カマ ドは北西壁のやや北寄 りに造られ、主体は完全に壁外

に出ている特殊な形態で、袖の内径が80cm、 袖先端から奥壁まで70cmを 測 り、厳選 した自然石 と

割 り石を組み合わせた石芯粘土カマ ドである。また、袖石内側に接して土師器甕片を直立させ壁

1.黄色土

2.褐色土

3.黒褐色土

4.漆黒色土

5.褐色土(黄色土混 り)

6。 焼 土

7.黄色土(褐 色土混 り)

8.黒色土

9。 灰

10。 炭

H.黄色粘土

12.黄褐色土

第60図 TAN・ KUR 44号住居址カマ ド
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面の一部を成している。煙道は不明であるが、奥壁上部に半円形に近い 6 cm程の掘 り込みがあり、

煙道の基部と考えられる。たき口部に焼土が厚 く堆積 し、カマ ド手前にも広範囲に焼土が認めら

れ、いずれも焼土と灰が互層となり長期間の使用が考えられる。

遺物 出土遺物は壁ぎわに多く、完形もしくは完形に近いものはカマ ド周辺 と北東壁ぎわに集

中する。特記される遺物としては、和同開珠銀銭が南壁寄 りの床面より、Pl内焼土中より鉄鈴が

出土している。土器には、土師器甕・小形壺・不、須恵器甕 。長頸瓶 。蓋・不 。高台杯などがあ

る。このうち、カマ ド内とP3、 P3と Pl・ カマ ド内とP2と の間で接合するものもある。

これら遺物から奈良時代の住居址に位置づけられる。 (佐合英治 )

54号住居址 (第 61図 )

遺構 KU RA P44の地下歩道用地に検出された。道路下及び用地外のため、住居址のほぼ中央

部約 8割 を調査 した。55号住居址を切 り、一部新しい穴に切られ、壁高約20cmの 北西壁を確認し

たが、南東壁は55号住居址覆土中のため把握できなかった。ヵマ ド位置によリー辺 4m四方の

竪穴住居址と考えられ、主軸方向はN123° Eを示す。中央部の床面上を主体に炭 0焼土・骨片があ

り、火事の住居址である。炭化材のうち原形を示すものはなく、かなりしっかりと焼けたと考え

られる。床面ははり床で中心付近が堅 く良好であった。床面上にいくつかの穴を検出したが、カ

マ ド右の穴が遺物出土状態から本址の貯蔵穴と考えられ、主柱穴は不明である。カマ ドは東壁ほ

ぼ中央に位置し、石芯粘土カマ ドである。左袖は穴によって切られ、たき口部と右袖のみ残る。

右袖はしっかりと石を組み残存状態も良い。たき口部を中心にかなりの焼土を認め、相当量の使

用が推測される。

0              1m

l.焼 土

2.黄褐色土 (米占土 )

3.黒褐色土(炭混 り)

4.炭

鐸;61[コ  丁AN oKUR
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遺物 カマ ド右の貯蔵穴内より須恵器不 2個が出土した他に土師器甕、須恵器不等がある。

出土遺物から奈良時代に位置づけられる。                  (小 林正春 )

55号住居址 (第62図 )

遺構 KU RAQ45を中心に検出された。28号住居址を切 り、54号住居llL・ 穴に切られる。北半

は用地外のため約半分を調査 し、東西方向の長さ5。 6mを測る方形の竪穴住居址と考えられ、主軸

方向はNl10° Eを 示す。壁は調査範囲内でほぼ全体を確認し、壁高は30～ 20cmを 測る。床面はたた

き状で比較的堅 く良好であり、その直上から数cmに 炭層も認められた。南壁下に幅10cm前後 。深

さ10～ 5 clnの 溝があり、周溝と考えられる。南東隅に径80cm・ 深さ40cm程の穴があり、焼土。炭。

焼骨・須恵器が出土し貯蔵穴と考えられる。貯蔵穴と周溝端部の中央に穴があり、主柱穴の可能

性もあるが、他の穴が不明のため断定はできない。東壁にカマ ドがあり、東西壁の長さから中央

より南隅に寄っていると考えられる。石芯粘土カマ ドであるが、右袖のみを調査 した。複数の石

により比較的しっかりと造られている。なお、カマ ド右側の床面は、はり床状になり、きわめて

良好で焼土面を成す所もあり、その付近に石も散在 した。

C~~6

TAN・ KUR 551号住居址
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1.褐色土(黄色土混 り)

2.黒色土(焼土混 り)

3.黒色土

4.〃 (焼土・黄色土混 り)

5.〃 (黄色土混 り)

6.焼 土

7.黒色土(炭混 り)

8.黄色土(黒色土混 り)
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住居址中央部床面の10～ 5 cm上に径30～ 20cmの石を竪穴状の穴底に置き、覆土中に多量の炭を

含む施設があり、本址とは別の遺構で、性格等は不明である。

遺物 土師器甕、須恵器不 。蓋等があり、奈良時代前半に位置づけられる。 (小林正春 )

64号住居址 (第 49図 )

遺構 62号・63号住居址などと同様にKURA区 の南側地下歩道用地部分に検出した。62号住居

址床面検出中に北隅を確認した。62号・66号 。70号住居址を切 り、溝址19に 切られる。重複が著

しく、規模◆主軸方向は不明の竪穴住居址である。北隅の壁高は62号住居址床面まで36cmを 測り、

ほぼ垂直の壁面を成す。床面はきわめて軟かく、地山の黄色土により把握せざるを得なかった。70

号住居址を切る部分ははり床されていたがこの部分も軟かく、面としての把握はできなかった。

床面上に深さ32cmの 穴を確認し、柱穴と考えたが住居址の全体が不明であり断定できない。

遺物 土師器甑、須恵器蓋が床面に密着して出土したがほとんどが覆土中からで、溝址19に属す

る遺物の混入した可能性もある。出土した遺物はみな破片で、土師器甕・不 。高不、須恵器蓋 。

高台不・高台不の他、灰釉陶器の婉がある。

これら遺物の出土位置も考え合わせると本住居址は奈良時代 と考えられる。  (佐 合英治)

72号住居址 (第 97図 )

遺構 KU R B L53で北東壁と床面の一部を検出し住居址とした。北側は30号住居址と重複 し、

同址の覆土中にもわずかにはり床がみられ、同址を切っていた。しかし、同址の覆土中のプラン

は確定できず、南側は用地外にかかるため2.3× 1.6mの範囲を調査 したのみで、プラン・規模・

主軸等は把握できなかった。他に、建物址 9と 重複するがその新旧関係は把握できなかった。壁

高は確認部分で12cm前後を測る。床面ははり床されるが軟かい。

遺物 出土量は少なく、須恵器の蓋 。ヘラ切 り不がある。

遺物から奈良時代 と考えられるが、量が少な く確定はできない。 (山 下誠一 )

76号住居址 (第 63図 )

遺構 KU R B G54か ら南東方向に大半が用地外にかかって検出された。用地内において竪穴

の北隅のみを確認し、特異な形態を示し、全体把握は不可能としても、ある程度の様相把握のた

め、用地外にも調査範囲を広げ、北東壁の全体を検出した。北西壁は近代の攪乱を受け、調査範

囲内において lm程が残存したのみである。北東壁の長さは13mを 測り、方向はN l10° Wを示す、

きわめて大きな竪穴である。壁高は検出面自体に凹凸があるため40～ 25cmと 場所によりかなりの
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差がある。北西壁下から32cm、 北東及び南東壁から56cm内 側の床面上に石列を検出し、北東部の

石列の長さは12mを 測

る。北隅部に偏平な石

を置き、北西壁側の1.

6m位の間は小礫 を 3

列に並べ、石列反対側

にあたる東隅部の約3.

5mは 径30cm前後の大

きな石 を置き、他の部

分 も竪穴中心寄 りの面

を直線にそろえ、いず

れも平坦な面を上にし

てお り、石列上部の高

さはほぼ一定である。

石列の内側はたたき状

の堅い床面で、石列 と

壁の間も比較的堅い面

を成す。石列 と壁間は

黄色土 と黒色土が互層

になる部分 も認め ら

れ、床の状態 と考え合

わせ、地山の黄色砂土ま

で一般の竪穴住居址同

様に掘 り下げた後に、

壁の高さまで埋められ

たものと判断される。

北東壁 ぎわには径15cm

前後で壁上部からの深

さ70～ 60cmを 預Jる 穴 を

3m間隔で 5本検出し

たが、竪穴規模等から

主柱穴 とは考えにくい

ものである。

石列につ き若千の考 第63図 TANeKUR 76号住居址
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察を試みると、それだけで機能したというよりは、土台材的なものをこの上に置き、更にその上

に柱を建てるための基礎的な性格が考えられる。また、壁ぎわの柱穴列も屋根の支え、もしくは

壁面構成の一要素とすれば、主な柱の位置を本石列上に求めても無理はないといえる。

竪穴の一辺を確認したのみで、全体の様相は不明であるが、規模 。石列 。柱穴列等いずれも規

格性が高 く、かつ特異な構造も予測され、一般の竪穴住居址とは区別して考えるべきと思われる。

なお、東隅部に焼土が認められるが、古墳時代住居址と重複する部分であり、本址内で火の使用

を示すか否かの断定はできない。

遺物 用地内の石列内側床面上より土師器甕、須恵器杯。蓋が出土しており、奈良時代の遺構で

ある。                                      (小 林正春 )

87号住居址 (第 64・ 65図 )

遺構 KU R B Y50を 中心に検出された。方形周溝墓 3を 切 り、複数の穴と重複する。地表から

検出面が浅 く、北壁は削平され検出できなかった。確認部の壁高は20～数clnで ある。4.4× 3.9m

の歪みのある方形の竪穴住居址である。床面は、中央部が良好なはり床で周辺部は不明瞭で、南西

壁及び東壁下に幅50cm・ 深さ数cmの浅い溝状を呈する所もある。カマ ド修築の状況と合わせ、住

居址の増築が考えられ、この壁下の凹地部分が増築範囲を示す可能性が強い。床面上にいくつか

の穴を検出し、Pl～ P5が本址に伴い、P6～ P10は いずれも漆黒色土が入 り本址より新しい。

Plは底部に焼土を認め、 P2～ P

5は 黒色土にわずかなローム粒 を含

み、住居址覆土 と共通する。これら

から主柱穴の特定はできず、本来掘

立柱の主柱穴はなかったと考えられ

る。カマ ドは、北西壁ほぼ中央部に

あり、石芯粘土カマ ドである。全体

にかなり壊されているが、袖の一部

が残る。また、天丼石の断片もしく

は袖石の動いたものが、上面に認め

られた。全体の状況からカマ ドの修

築が考えられ、古いカマ ドの左袖と

新しいカマ ドの右袖が接する位置ま

で、つまリカマ ド全体分が西方に移

動している。

遺物 出土量はあまり多くない。

／
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第64図  TANoKUR 87号 住居址
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土師器甕、須恵器不・盤・蓋、鉄器片

がある。

遺物から奈良時代に位置づ けられ

る。

(小林正春 )

ヽ

1.黒色土(わ ずかに焼土混 り)

2.〃 (焼土。炭混 り)

3.〃 ( 〃・黄色砂土少し混る)

4.焼 土

5。 黄色土(基盤 )

6。 〃 (粘土わずかに黒色土混 り)

7.黒色土(黄色土 こまかな砂状炭。焼土混 り

8.方周 3覆土(黒 色土 )

9.炭 。焼土

、Jル′‐

6旦

第65図 TANoKUR 87号住居址カマ ド

⑤ 平安時代

台地上全域に分布する。しかし、該期前半期の遺構は少なく

主体は竪穴住居址で、いずれも小規模なものである。また、

は本時代に属すると考えられるものもある。 (小林正春 )

2号住居址 (第66図 )

遺構 TANBV48を 中心に検出された。北西隅が 9号住居址を切る。溝址 3・ 5017と も重複

し、いずれの溝址も本住居址を切っているものと考えられるが、ほぼ全体 を調査できた。北西隅

がやや張 り出す隅丸方形の竪穴住居址で、5.5× 6mを 測 り、主軸方向はN5。 5° Eを示す。壁はほ

ぼ垂直に立ち上がり北壁が40cm南壁が30clnを 測る。周溝は住居址の西側半分 と東の一部分のいず

れも壁直下に確認され、幅30～ 17cm・ 深さ約 5 cmを 測る。床面はほぼ平坦で全体に堅いが、南東

隅から東壁に沿って幅1.2m程・深さ10Cmの 凹みがあり、この部分は上面をはり床しているため他

の所より若千軟かい。主柱穴は確認できなかったが、床面上に検出した穴のうちPl～ P4は位

置・覆土 。出土遺物から本住居址に伴 うものと考えられる。それぞれ床面から深さ190140310

18cmを 測り、P2に は径30cm前後の石が底部に 3個密着していた。Plの覆土中には焼土 ◆灰が

ほ とん どが後半期の ものである。

時期不明の掘立柱建物址のうちに

″「′′′′′′′
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混入していた。南壁中央部から80cm程中心寄 りに径40cm程の床面が焼けた部分があり、検出状態

等から住居址内における火使用のなんらかの施設と考えられる。カマ ドは北壁のほぼ中央に位置

し、奥壁は住居址壁より外側へ張 り出している。石芯粘土カマ ドで、上面には奥壁部も含めて石

を並べ補強している。カマ ド中央のたき口部に焼土が 5 cm程堆積 しており、かなりの使用が考え

0                2

|〇

1呵

1.暗褐色土

2.黄褐色砂土

3.褐色砂土

4.焼  土

5.褐色土(焼土混 り)

6.撹 乱

第66図 TAN O KUR 2号住居址
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られる。煙道は確認できなかったが奥壁の外側に焼土が半円形に認められた。

遺物 Plの底部から富寿神宝・灰釉浄瓶注口部・焼骨片などが出土した。P2礫下から土師器

の高台皿が、P4と 周辺から土師器甕、須恵器高杯・不が出土した。全体としても覆土上層から

下層まで比較的多く出土し、土師器に比べ須恵器が多く、壺 。甕・不・蓋・高台不等があり、灰

釉陶器の皿 もある。他に、プラン検出面付近から濃淡二色の釉を用いて花弁を表現した特殊な

緑釉陶器婉が出土してぃるが、出土位置が高 く本住居址に直接結び付かない可能性もある。

これら遺物等から平安時代前半と考えられる住居tlLである。 (佐合英治 )

3号住居址 (第 9図 )

遺構 TAN B R47を 中心に検出された。1号住居址を切 り、全体が同址の範囲内にある。3×

3.2mの 隅丸方形の竪穴住居址で、主軸方向はN10° Eを 示す。壁は全面確かめられ、壁高は13～ 3

cmを 測るが、 1号住居址床面からの数値であり、当初はかなり深かったと考えられる。黄色砂土

まで掘 り、その上に黒色土に黄色砂土が混じる土を埋めもどし、床面としている。全体に軟かく、

凹凸がある。主柱穴 。その他の穴は不明である。カマ ドは北壁中央やや東寄 りに焼土が認められ

たが後世の攪乱を受け、原形の把握はできなかった。

遺物 出土量は多く、床面およびその直上を主体に、土師器甕・不、須恵器甕 。長頸壺・不が

ある。内面黒色の不には大田と字体不明の墨書がみられる。

遺物から平安時代中頃に位置づけられる。                  (山 下誠一)

10号住居址 (第 67図 )

遺構 TAN B J50を 中心に検出した。20号住居址・建物址 7を 切っており、完掘した。方形の

竪穴住居址で、規模は4× 4。 2m、 主軸方向はN63.5°Wを示す。検出時に、石。遺物の集中して出

土する所があり、そこが当住居址の範囲内で、覆土上層に石が入っていた。石・遺物の入る覆

土の厚さは約40cmを 測る。壁高は検出面から20cmあ りほぼ垂直である。周溝は北東壁下に検出し

た。幅20～ 10cmで、深さは数cm以下と浅い。床面はほぼ全体を厚さ13～ 9cmではり床し、堅 く良

好であった。主柱穴ははり床を除去し精査 したが検出できなかった。カマ ド左右にそれぞれ深さ

26cm・ 14cmの穴があり、貯蔵穴的性格が考えられる。他に、住居址中央部に深さ10cmの穴があるが

性格等不明である。カマ ドは、西壁中央のやや北寄 りにある。左袖下部に焼土の混じる層があり、

最初壁中央にあったカマ ドの造り直しが考えられる。石芯粘土カマ ドで、石の他に土師器片・須

恵器片も壁材として利用している。長さ約40cmの 石がカマ ド前床面上にあり袖先端に天丼石 をの

せていたと思われる。長さ26cmの石を直立して支脚とし、支脚の上部周辺に20cm前 後の焼けた砂

岩が数個あり、カマ ドに器をかける釜穴部分の素材として用いられていたと推測される。
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1日

遺物 覆土上層からは

り床中まで、多量に出土

している。覆土上層の

石と混じて出土した遺物

は、住居址廃棄後に投棄

されたものであろう。カ

マ ド左側の穴から、土師

器耳皿片が出土した。本

住居址覆土中 と周辺か

ら、置カマ ド(へ っつい)

の破片が出土し、覆土中

のものは上部破片であっ

た。一応全体の破片があ

り、復元実測が可能であ

った。他に、土師器甕 。

不、須恵器甕・不 。灰釉

陶器坑・皿など出ている。

遺物から平安時代後半

であろう。

(佐々木嘉和 )
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1.黄色粘質土(褐色土混 り)

2.黄色土(焼土混 り)

3.暗褐色土(炭。焼土混 り)

4.暗褐色土(焼土混 り)

5。 焼 土

6.褐色粘質土(焼土混 り)

7.黄色土(暗褐色土混 り)

第67図 TAN・ KUR 10号住居址

H号住居址 (第 103図 )

遺物 9号住居址の東側TANBV・ BW45の北側用地境に住居址の南壁2.5mのみを確認し

た。壁高は19clnを 測 り、ほぼ垂直の壁面を成す。この壁の方向はN52° Eを 示した。床面は壁より
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30cmの 幅で確認したのみであるが、軟かなものである。

遺物 壁ぎわのためか床面密着遺物はなく、検出面より5 cm程の覆土中からほとんどのものが

出土している。図化できる遺物は土師器内面黒色の不、灰釉陶器抗などがある。

出土遺物から平安時代後半の住居址と考えられる。             (佐 々木嘉和)

0        2m

第68図 TAN・ KUR 15号 040号 041号住居址
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15号住居址 (第68069図 )

遺構 KURAJ51付 近の石が入る黒色土の落ち込みが認められ、住居址とした。36号・40号・

41号・44号住居址と重複関係にあるため検出は困難をきわめた。最終的にはすべての住居址を掘り

下げ、床面の残存状態や壁などにより新旧関係を把握した。 本址はすべての住居址を切ってい

て最も新しい。4.4× 4。 3mの隅丸方形の竪穴住居址で、主軸方向はN138.5° Eを 示す。覆土には30

cm前後の石が多く入っていた。壁は北側を除いてほぼ全面確かめられ、壁高は10cm前後を測るが、

当初の検出面から考えれば最低30cmは考えられる。床面は全面黄色土まで掘られ堅 く良好なもの

である。主柱穴その他の穴は検出できなかった。カマドは南東壁ほぼ中央に設けられる。右袖の壁

際はこの部分にみられる礫混 りの地山を掘 り残し、先端には大・小 2個の袖石を使って地山を掘

り込んでいる。左袖は地山を残さず、袖石 1個 と粘土を使用して構築している。カマ ド南側には

天丼石に使用したと推測される石が落ち込んでいた。

遺物 遺物は多い。その出土状態は覆土中に石とともに入っていた。住居tlL廃棄後に投棄され

た遺物と思われ、時期差がみられる。土師器甕・内面黒色の高台杯・糸切 り17N、 灰釉陶器長頸壺

。坑・緑釉陶器の坑、鎌 。鉄鏃がある。

最も新 しい遺物から平安時代後半に比定できる。 (山下誠― )

15住

1.黒褐色土(焼土混 り)

2.黄色土(は り床 )

3.黄色粘土

4.黒色土

5。 〃 (焼土混 り)

6.焼土 。灰

7.焼 土

8.黒褐色土 (礫 混り)

0       _Jm

lsii

H,r iol I

VFt i|'1' -ol

404主

|。
  IЬ I

上 2 2L  ::薫 褐色土(焼土混 り)

午     ::曇雹最重
6        5.撹  乱

6.黒色土(ピ ットの掘 り込み )

IUA IUI

41住      12 13

°| °I       T筵 色土(炭・焼土混 り)

評
瓦

2.黄褐色土(焼土少し混ぜる)

3.黒色土

4.黄色土

引 到
NL∫

二  :鷲 色童(は 混 り

第69図 TAN e KUR 15号 ・40号・ 41号住居址カマ ド
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24号住居址  (第 58・ 70図 )

遺構 KU R B B46に カマ ドを検出し住居址の存在を確認した。25号・58号 。98号住居址を切 り、

重複する住居址の中では一番新しい。住居址全体が他住居址の覆土中にあり、全体形把握に努め

たが、結局カヤ ド付近のみを確実に把えたにとどまった。カマ ド底部と同位置よりやや浮いた高さ

に石が散在 しており、その下部にはり床状の箇所や焼土などを認め、石及び遺物の分布範囲を考

慮して住居址範囲を考えた。南隅は床面と同レベルに台石を確認し、これを含んで住居址範囲と

した。柱穴等については、床面全体が安定したものではなく把握できなかった。カマ ドは比較的

良く残っており、石芯粘土カマ ドである。両袖石 。天丼石 。支脚があり、また、カマ ド内部に熱

により破損したとみられる角礫が散乱し、たき口部付近にもう1つの天丼石があったとも考えら

れる。両袖の石はしっ

か り組まれ、部分的に

小礫で補強された箇所

もあり、全体形はあま

り大形のカマ ドではな

いが、 しっか りと造 ら

れている。焼土 もたき

口部を中心にかなりの

量を認め、カマ ド全体

を覆うかのようで、カ

マ ド前面にも広範囲に

その分布が認め られ

た。

遺物 土師器甕・不、

内面黒色杯、須 恵器

甕 0不、灰釉陶器坑 。

長頸壺、鉄滓等があり

lu /u .1
lJil

A

241主

ヽ
、
。

１
０

ハ

0              1m

第70図  丁AN・ KUR

1.黒色土(砂質 )

2.黒褐色土(黄砂混 り)

3.焼土(硬い
)

4.〃 (軟かい )

5.黒色砂土(焼土・炭粒混 り)

6.漆黒色土(炭 混 り)

24号住居址カマ ド

１１

２

平安時代後半に位置づけられる。 (小林正春 )

29号住居址 (第 71図 )

遺構 KU R B L48を 中心に検出された。切 り合い関係が著しく、47号・74号・78号住居址を切

り、48号住居址・火葬墓 1・ 近世集石に切られる。検出時に覆土中より石と焼土を確認し、隅丸

方形の竪穴住居址と思われるが全体の把握はできなかった。想定規模4.6× 4.2mで、主軸方向は

N73°Wを示丸 切り合い関係のため、壁の把握できた所はわずかで、壁高は検出面から10cmを 測る。
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床面は軟かく、はり床等の確認はできなかった。カマ ドは西壁中央に位置し、上部に焼土と石が

あり、石芯の形態と思われるがほとんど破壊されていた。芯の石 と思われる直立した石の下部10

cmに たき口部の焼土らしい部分を認めた。

遺物 出土量は少ない。須恵器不の完形

甕・杯、須恵器壺 。甕、灰釉陶器坑、フイ

遺物から平安時代前半であろう。

47住

74tt

1個体が、カマ ド左側の浅い穴から出土し、他に土師器

ゴ羽口、鉄製品などがある。

(佐々木嘉和 )

1.黒色土

2.黒褐色土

3.〃 (焼土混 り)

4.茶褐色土

5。 焼 土

6.淡黒色土

7.黄色砂土

|

21n

第7!図  丁AN・ KUR

蹴 __」 m

29号住居址

36号住居址 (第39図 )

遺構 KURA153を 中心に検出された。北隅が15号。14号住居址と重複するが、新旧関係の把

握はできなかった。南隅が用地外 となり、上面を後世の耕作等により削平され一部プランの不明

箇所もあるが、ほぼ全体を調査 した。3。 4× 3.7mを 測るほぼ方形の竪穴住居址で、主軸方向はN

46°Wを 示す。壁高は、南東壁が 4 cm、 それ以外が12～ 15cmを 測り、当初から掘 り込みはあまり深

くなかったと思われる。北西壁の中央と西隅に、深さ11～ 12cmの周溝状の掘 り込みを検出したが、

いわゆる周溝とは若千様相が異なり、性格等は不明である。床面は南側半分が高く北側半分が 5

cm程低 くなり全体に軟かい。住居址内に大小様々の穴を検出した力ヽ 深さ20～ 3 cmで規則制は認め

られず、主柱穴と考えられるものはない。この中で、Plは床面より5 Cmと 浅い穴であるが土師

器甕が出上し、本住居址に伴うものであろう。カマドは北西壁の中央からやや西隅寄りにあるが、後

|

′́
~́~互

う
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世の穴に大 きく壊 されてお り、形態等を知ることはできなかった。また、南東壁下の床面上に焼

土が認められたが、性格等は不明である。

遺物 出土量は少ないが検出面からの掘 り込みが浅いため、ほとんどが床面上の遺物である。土

師器甕 O17N、 須恵器高台不・蓋、灰釉陶器坑などがある。

出土遺物から平安時代の住居址と考えられる。 (佐合英治 )

38号住居址 (第 72図 )

遺構 K U R A M54を ほぼ中心に検出された。67号 ・68号住居址を切 り、39号住居址に大きく

切られている。かなり上部から掘 り込まれていた可能性があり、耕作等により上部をほとんど削

平され、わずか凹む西壁の一部と軟かな床面を部分的に確認したのみである。床面は用地境土層

の観察により67号・68号住居址よりわずか上部にあったものと考えられるが、ほとんどの部分を

確認できなかった。そのため、規模・主軸・床面施設等は不明である。

遺物 他遺構 との切 り合いのため混入遺物もあると思われるが、須恵器がほとんどで壺。甕。高

台不・盤・蓋・不、灰釉陶器婉などが部分的に確認した床面と同レベルで出土している。他に、

骨片が出土しているが、本住居址に伴うものであるかは不明である。

出土遺物から平安時代前半の住居址と考えられる。 (佐合英治 )

39号住居址 (第 72図 )

遺構 KU RAM52を 中心に検出され、44号・38号住居址を切る。また、67号・68号住居址の壁

がはっきりしていないが、本住居址がそれぞれ切っている可能性が強い。3.9× 3。 4mと 小形の隅

丸方形の竪穴住居址で、主軸方向はN129° Eを示す。褐色土層から掘 り込まれた住居址で、検出面

の把握が場所により異なり、壁高は25～ 19cmと 差があるが壁面はいずれもほぼ垂直である。床面

はほぼ平坦で比較的堅い。また、カマ ド左手前の径40cm程の範囲にはり床状の薄い面を 3層確認

したが、住居址全体には認められず、性格等は不明である。カマ ドは南東壁の中央部に位置する。

カマ ド手前の焼土中に粘土と石が確認され、原形をとどめていないが残存状態からカマ ド主体は壁

外にあり、袖の一部に自然石を使った石芯粘土カマ ドと考えられる。北西壁ぎわの床面上に焼土

と灰が認められたが性格は不明である。周溝 。主柱穴等床面施設は確認できなかった。

遺物 出土量は比較的多いが破片のみである。ほとんどが覆土上層からで、特に須恵器不が多

いo他に、土師器甕・小形甕、須恵器壺 。17N・ 蓋、灰釉陶器坑がある。

出土遺物から平安時代の住居址と考えられる。
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1.黄色土 (米占土 )

2.焼 土

3.黒色土(焼土。黄色土混 り)

4.黒色土(黄色土混 り)

5.黒色土

0         2m

第72図 TAN・ KUR 38号 039号住居址

40号住居址 (第68図 )

遺構 KU RAH50を 中心に検出された。15号 016号・36号・41号住居址と重複関係にある。16

号住居址を切 り、15号 。36号住居址に切られる。41号住居llLと の新旧関係は不明である。6× 6mの

隅丸方形の竪穴住居址で、主軸方向はN40°Wを 示す。主軸の長さは主柱穴と壁との距離で推定し

た。壁は他住居址に切られる東・北壁以外はほぼ全面確かめられ、壁高は25～ 15cmを 測る。床面

は全面地山まで掘 りその上に10cln程土を入れ、黄色土のはり床としている。多少の凹凸がみられ、

ほぼ全面に焼土が残る。特に一点破線で示したカマ ド周辺に多くみられた。主柱穴は床面調査後、

はり床をはずし地山まで掘 り下げ、Pl～ P4を確認した。カマ ドは北西壁中央南寄 りに設けら

れ、左袖にわずかに粘土が残る。石が使ってあったかは不明である。右袖は中世以降の穴に切ら

れている。たき口部の焼土はかなり厚 く認められた。床面の焼土からみて、カマ ドを原因とする

火事で廃棄された住居址であろう。ほとんど炭化物がみられず、かなりしっかり焼けたと考えら

れる。

遺物 遺物は床面ないしその直上で出土した。出土状態からみて一括性は高いものと思われる。

土師器甕・内面黒色不、須恵器短頸壺・蓋・高台不 。糸切 り不がある。また、床面の焼土中より、

種類は特定できないが骨片もみられた。

出土遺物から平安時代前半に位置づけられる。
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41号住居址 (第68図 )

遺構 15号住居址カマ ドの南側、K U R A K52付近にカマ ドの焼土らしい部分が認められ、南

西・南東の隅が確かめられ、住居址とした。15号・36号住居址に切られ、44号住居址覆土上にわ

ずかにはり床がみられ、同址を切づている。主軸に直交する方向の長さは4.2mを 測る隅丸方形の竪穴

住居址である。 主軸方向は壁の方向とカマ ドから推定して、N139° Eを示す。壁は南壁と東壁の

一部が確かめられた。壁高は10cm前後を測り、状態は余 り良くない。床面は軟かく、カマ ド西側

は黄色砂土まで掘られる。44号住居址覆土上にはわずかに黄色土のはり床がみられた。主柱穴等

住居址付属の穴は確かめることができなかった。カマ ドは南東壁中央に設けられ、たき口部の焼

土がかなり厚 く残っていたが、その他の構造は把握できず、一部に粘土が残存していた。

遺物 残存部分が少なく、掘 り込みも浅いためか出土量は少ない。内面黒色不、須恵器高台不・

糸切 り不、灰釉陶器椀がある。

遺物から平安時代中頃に位置づけられる。 (山下誠一 )

43号住居址 (第85図 )

遺構 KURAP49に カマ ドを確認した。西側を42号住居址に大きく切られ、当初カマ ドの一部

と北壁側が発掘用地内を横断する道路下であり、道路移動後に再調査を行なった。褐色土層を掘 り

下げて構築されており、他遺構との重複もあり壁のほとんどが把握できなかった。そのため、主軸

方向はほぼN126° Eを示すが、断定はできない。確認部の壁高は1lcmを 測り、床面は壁下とカマ ド

左前方に部分的に確認した。カマ ドは東壁に造られているが、全体での位置は不明である。両袖先

端のみ割 り石を、他 の部分には自然石を用いた石芯粘土カマ ドである。焼土はたき口部のみに認

められ、それ以外はほとんど認められない。

遺物 調査範囲は少ないが出土遺物は比較的多い。カマ ド中央に落ち込んだ状態で須恵器の不

が 2点出土し、他に土師器甕・内面黒色の不、須恵器不、灰釉陶器坑・皿などがある。

遺物から平安時代中頃の住居址と考えられる。                (佐 合英治)

48号住居址 (第 73図 )

遺構 KU R B K49を 中心に検出した。住居址等の重複が著しく、29号 。47号 。74号 078号住居

址を切 り、穴・近世集石に切られる。隅丸方形の竪穴住居址で、規模は5.5× 5m、 主軸方向はN

58°Wを示す。壁の確認できた部分はわずかで、壁高は検出面から10cln前後である。床面は、カマ

ド手前が堅い他 は比較的軟かく、セクションベル トで74号住居址覆土中にはり床を確認した。
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主柱穴は3本確認でき、P5・ P6は 47号住居址の主柱穴とそれぞれ重複している。カマ ドは北

西壁やや西南寄りに位置し、石芯粘土カマ ドである。ヵマド左前方に焼けた石が7個 あり、カマ ド

の芯石をはずした用材の可能性もある。

遺物 出土量はわずかで、須恵器杯、灰釉陶器坑・瓶子などの破片がある。

遺物から平安時代の住居址である。                    (佐 々木嘉和)

Pl-55

48住

1.焼 土

2.暗褐色土(炭混 り)

3.暗褐色土

4.褐色土

第73図 TANeKUR 48号 074号住居址

Ｄ
一｝こ一

P4-35
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49号住居址 (第 27図 )

遺構 K U R C M45に 南隅のみを検出した。ほとんどが用地外にかかり、調査範囲は1.2× lm

とわずかであるが、方形の竪穴住居址と思われる。黄色砂礫土 (地山)に約20cm掘 り込まれてい

る。地山の礫が壁・床面にあり全体に凹凸がみられる。

遺物 山茶碗系と思われるおろし鉢片が一個床面から出土しているのみで時代決定の材料に乏

しいが、平安時代終末と推定した。 (佐々木嘉和 )

51号住居址 (第 74・ 75図 )

遺構 KU RAU50を 中心に検出された。時代不明の穴と重複して遺構の確認はできなかった

が、周辺から弥生中期遺物が出土しており、該期住居址を切っている可能性もある。一部道路敷

下のため調査できない箇所もあるが、全体に掘 り込みが浅 く、壁はカマ ド付近の一部を確認した

のみである。床面及び覆土の状況により、一辺がほぼ 4mを 測る隅丸方形の竪穴住居址が想定さ

れ、主軸方向はN l19。 5° Eを示す。床面はカマ ド周辺が良好で、それ以外は軟かく全体に凹凸があ

る。床面上に複数の穴を認めたが、主柱穴の確定はできず、ほとんどが本址との関連不明で、カ

マ ド左側の穴を本址貯蔵穴と認めたのみである。カマ ドは、南東壁ほぼ中央に位置し、石芯粘土

カマ ドである。両袖 ともしっ

か りと石 を組んで、全体にか

なりの焼土を認めた。

遺物 土師器甕・不、須恵

器不・蓋・甕 0長頸瓶、 灰釉  _

陶器坑・皿、緑釉陶器段皿、

刀子などがあり、灰釉陶器の

中にはヘラ描 き雲花文 を施 し

たものもある。

遺物から平安時代後半に位

置づけられる。

(小林正春 )
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1.黄色粘土(黒 色土混 り)

2.黒色土

3.黒色土(焼土混 り)

4.焼  土

5。 焼土(黒 色土混 り)

6.黄色砂土(黒色土混り)

7.炭
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第75図 TAN・ KUR 51号住居址カマ ド

56号住居址 (第 76図 )

遺構 KURBA51を 中心に検出された。今回移転した墓地のあった箇所のため墓疲による攪

乱が住居址中央部にみられる。21号・59号住居址、方形周溝墓 2を 切る。隅丸長方形の竪穴住居

址で、規模は4.5× 6m、 主軸方向N36・ Eを 示す。黄色砂質土まで掘 り込まれていたが、壁の確認

できた所は少なく、確認部分の壁面もゆるい傾斜で床面に至 り、壁高は残 りの良い所で約30cmで

ある。床面は部分的に堅い所もあるが、総体 としては軟かであった。床面中央やや東寄 りに、墓
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56号住居址
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獲に一部壊 されている

が、 30× 30cmで深さ20

cmの壁 ◆底が焼け焼土

の入った穴があ り、炉

址的性格 が考 え られ

る。壁面に粘土をは り、

粘土が良 く焼け、灰青

色に変色 し軽石状に硬

くなっていた。この周

囲から鉄滓が多 く出土

し、鍛治関連の施設 と

考えられる。また、炉

状施設の南西側に、長

さ40cmの 焼石の入った

径 lmの 浅 い穴 が あ
鐸,761コ  丁AN・ KUR

2m



り、これも鍛治関連の施設と考えられる。カマ ドは墓疲にほとんど壊されていたが、北東壁中央

やや東よりに焼土があり、位置のみは確認できた。

遺物 出土量は多い。カマ ド右の穴からは、ほぼ完形品10個 を含む土師器糸切 り不が多数出土

し、積み重ねて保管していた可能性がある。他に、須恵器不、灰釉陶器婉・皿・耳皿、緑釉陶器

坑 。皿、鉄製品 (轡か)、 鉄滓がある。この住居址は、全体形や床面施設等の遺構面及び出土遺物

の質・量など一般住居址

とは異なる状態であり、

特殊な性格 を持った住居

址 といえる。

遺物から平安時代後半

の住居址であろう。

(佐々木嘉和 )

60号住居址 (第 77図 )

遺構 KU R B H52を

中心に検出された。79号

住居址を切る。 4× 4m

の隅丸方形の竪穴住居址

で、主軸方向はN62°Wを

示す。壁は79号住居址と

重複する部分以外は確か

められ、壁高は20cm前後

を測る。主柱穴は不明で

ある。西隅直下に110× 70

cmの楕円形で深さ18cmの

穴があり、中には焼土 。

灰などが入り、灰だめ的

な性格が考えられる。カ

マ ドは北西壁中央やや南

寄 りにあり、石芯粘土カ

マ ドである。左袖は40cm

0         2m

1.黄色土(褐 色土混 り)

2.褐色土

〇
|

〇
|国

|

国

ｂ

昇

Jm
鐸,77図  TAN

3.褐色土(焼土混 り)

4.黒色土(炭 。焼土混 り)

5.焼 土

KUR 60号住居址
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前後の石が 3個使われ、補強に小礫がつめられていた。右袖は現代の穴で破壊され、先端の袖石

1個が残っていた。たき口部の焼土は厚 く、相当期間の使用が考えられる。この付近に甕の破片を

多く認めた。

遺物 出土量は多く、ほとんどが床面ないしその直上からである。カマ ド北側の床面上には須恵

器四耳壺が出土し、他の個体 もカマ ド周辺からが多かった。土師器甕・不、須恵器長頸壺・四耳

壺・高台不・ヘラ切 り不・糸切 り不 。高台皿、鉄器刀子、鉄滓があり、出土状態からほぼ単一時

期に属する。

遺物から平安時代中頃に位置づけられる。 (山下誠一 )

65号住居址 (第 78・ 79図 )

遺構 KU RAT54を 中心に検出された。69号住居址の上面と23号住居址の西壁を切っている。

東西の長さは用地外にかかるため不明であるが、南北6.8mの竪穴住居址で、主軸方向はN58°Wを

示す。覆土中には長径50～20cmの 大きな自然石が多数混入しており、一部は床面に密着したもの

もある。遺物が石の間からも出土 してお

り、住居址放棄後時期 を置かないで、な

んらかの人為的要素力功口わって混入 した

と考えられる。壁高は確認部で14～ 5 cm

を測り、緩やかな壁面を成す所もある。

床面は69号住居址を切る西半部がはり床

され、東半部に比べ 8～ 4 cln低 く凹凸は

あるが、全体に堅 く良好である。石散在

第78図 TANeKUR 65号 住居址

23住
範囲内の床面上に 2箇所に焼土を認めた

が、性格は不明である。カマ ドは北西壁

やや北寄 りに位置すると思われる。 自然

石 を使った石芯粘土カマ ドであるが、両

袖の壁ぎわの石以外は動いてお り、ほと

んど原形をとどめていない。耕作時の攪

乱や後世遺構 との切 り合い等による破壊

痕跡は認められず、住居址放棄時に人為

的に壊しているのではないかと考えられ

る。焼土はプロック状にカマ ド内とその

周辺に認められた。

遺物 出土量は多く、土師器甕・小形

ハ
■
‐
ノ
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地
外
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甕 0甑 。不・鉢・須恵器高不・

不 。高台17N・ 蓋・鉢、灰釉陶器

耳皿・椀・瓶子、鎌・刀子・金丁、

炭化種子がある。

検出面から床面まで覆土中全

体から出土し、切 り合い関係か

らみて、69号住居址遺物が混入

している可能性が強い。

本住居址は平安時代後半 と考

えられる。 (佐合 英 治 )  牲 ___十 一 ― 一 」

m

l.黄褐色土

2.黒色土

3.黒色土(黄色土混 り)

4.焼 土

5。 黄褐色土(焼土混り)

6。 焼土(黄褐色土混 り)

412

7.黄色土

8。 黄褐色土(黄色土混 り)

9.黒色土(黄色土。砂土混 り)

10。 褐色土(焼土混 り)

H.黒褐色土(焼土混 り)

第79図 TAN・ KUR 65号住居址カマド

71号住居址 (第 80081図 )

遺構 KURBQ52を 中心に検出された。30号住居址を切る。南壁と東壁のカマ ドより南側は用

地外となり調査できなかった。主軸方向の長さは3.9mを 測る隅丸の竪穴住居址で、主軸はN l12°

Eを 示す。壁は北壁と東壁一部が確かめられ、壁高は15cm前後を測り、30号住居址と切り合う部

分は不明である。床は黄色土

ではり床され、全体に軟かい。

30号住居址覆土中にもわずか

にはり床が認められ、切 り合

いを確認する上でのきめ手と

なった。カマ ドは東壁に造ら

れ、石芯粘土カマ ドである。

両袖共に外側に40cm前後の大

きな石を使い、その内側に30

cmく らいの細長い石を内側に

傾けて組むという二重構造に

なっている。壁外に50cln程突

出することが確かめられたが、

Ⅳ「卜
【
哄
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左袖の壁外・煙道は近世の攪乱を受けて破壊され、右袖 も用地外にかか り、全体の把握はできな

かった。

遺物 かな りまと

まった遺物が得 られ

大部分が床面遺物で

ある。内面黒色糸切

り杯 。高台17・ 、土師

器 糸切 り不 。高 台

杯・鉢、須恵器糸切

り杯 。四耳壺、灰釉

陶器婉、刀子がある。

出土遺物から平安

時代後半に位置づけ

られる。

∞

“|ヽ

1.暗褐色粘質土(黄色土混 り)

2.暗黄色粘質土

3.黄褐色土(か まど用粘土 )

4.黄色砂土

5

6

7

8

.焼 土

.暗褐色土(焼土混 り)

。黒色土(床面上 )

.黒色土
(山 下誠一 )

第81図 TAN・ KUR 71号住居址カマド

83号住居址 (第 82図 )

遺構 KURCA47を 中心に検出された。方形周溝墓 3・ 91号住居址・穴を切 り、後世の穴・方

形竪穴に切られる。重複する遺構の中では新しい時期にあたるが、地表から検出面までが浅 く、

新旧の土層把握が適格に行えず、住居址平面は北東壁を除く断片的に検出した壁により推測した。

4。 4× 4.5mを 測り、主軸方向はN30.5° Eを示す隅丸方形の竪穴住居址である。壁高はわずかで、

明瞭に把握できた箇所でも10cm以下である。床面は、全体を黄色砂土まで掘り込んだ後に、10cm

前後黒色土及び黄色土を埋めはり床としていた。はり床は部分的に堅く、焼土の認められる所も

あるが攪乱による凹凸が著しく、その面で床面上施設の把握はできなかった。はり床を除去して

複数の穴を検出したが、主柱穴の把握はできなかった。ほとんどが本址に先行する時期のもので、

本址に付属するものはPlのみで、本址より確実に新しいものはP2である。カマ ドは、北西壁

中央付近に石 。焼土が認められ、位置のみ把握したが、破壊が著しく形態等全く不明である。

遺物 ほとんど小破片であるが、遺物量は多い。はり床上面及びはり床内から出土し、いずれも

一-106-
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時間差は認められない。土師

器甕 ◆杯 0皿、須恵器甕 。短

頸壺、緑釉陶器皿、ふいご羽

口、鉄滓等がある。

出土遺物から平安時代後半

に位置づ く。  (小林正春)

86号住居址 (第51図 )

遺構 KU R BP46を 中心

に検出された。88号住居址を

切 り、近世集石 3・ 7、 近世

墓疲に切られ、北側は用地外

のため全容はつかめなかっ

た。規模 。主軸等は不明であ

り、調査範囲は3.4× 2.7m程

第82図 TAN・ KUR 33号住居址

である。壁は南壁が確かめられ、壁高は13cmを 測る。南東隅付近 と思われる部分で張 り出し部を

持ち単純な方形 とはならないが、重複が多く断定はできない。覆土は黒土にかなりの焼土が混 じ

っていた。床面には大小様々の穴がみられる。そのうち、Pl・ P2・ P3・ P4・ P5は それ

ぞれ10016・ 18・ 25。 10Cmを 測 り、焼土・炭が層を成して入っていた。P6は 直径1.20cm・ 深さ

55Cmを 測 り、黒色土が入 り、焼土はみられない。それぞれの具体的性格等不明である。床面上の

小穴や焼土のあり方・出土遺物の特殊性から住居址 と考えるより、小鍛冶の工作址的な性格が指

適できる。

遺物 調査面積に比較 してかなり良好な資料が得 られた。焼土を持つ小穴からの出土が多く、特

にP3が多かった。土師器甕・不・耳皿・内面黒色の糸切 り17N。 高台皿・糸切 り皿・鉢、須恵器

四耳壺 0高台不・糸切 り不、灰釉陶器坑 。皿 。長頸IIt、 刀子・釘 。鍵状鉄製品・不明鉄器、鉄滓・

鋼、ふいごの羽口がある。

遺物から平安時代後半に位置づけられる。 (山下誠一 )

92号住居址 (第 27・ 83図 )

遺構 KU R C L45・ 46に カマ ド芯石 と思われる直立した石 と、石の間に焼土を検出した。方向

が異なる石が lm程離れて 2箇所にあり、住居址が切 り合っていた可能性もある。

遺物 断面ABの東側石の下から、灰釉陶器片が出土し、平安時代住居址が 1軒はあつたと思わ
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れる。石の周囲から出土した灰釉陶器等を一応92号住居址遺物と推定し、土師器甕・不、須恵器

蓋、灰釉陶器皿・抗等があるが、確証はない。灰釉陶器は平安時代後半の特徴がある。

(佐々木嘉和 )
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TAN・ KUR 92fチ住居址

1.黒色土

2.漆黒色土

3.黒色土(焼土混 り)

4.焼土

5.砂利

6。 黄色土(焼土混 り)

7。 黄色土
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第83図

1.灰褐色粘質土(焼土混 り)

2.焼 土

3.灰褐色粘土

4.黄色土 (灰褐色粘土混 り)

A

/胤
Ｄ
一、ヽ‐‐‐‐‐，ヽヽ

、小訃「、一

第84図 TAN・ KUR 100号・ 104号住居址
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100号住居址 (第 84図 )

遺構 KU R C F52を 中心に検出された。用地外にかかり調査できた範囲は少なく、かつ104号

住居址を切っている。方形の竪穴住居址と思われ、主軸方向はN66°Wを示す。地表面から床まで

約20cmと 浅 く、耕作の攪乱が床面まで達していた。壁高は検出面から10cm以下である。床面の確

認できた範囲は少ないが、確認部分の床面は堅 く良好であった。用地外壁ぎわの穴に接して床面

の良く焼けた所があり、何らかの施設が考えれる。カマ ドは西壁ほぼ中央にあった。 地表面から

浅いため、たき口部の焼土を確認するにとどまったが、良く焼けて厚さ5～ 3 cmで こげ茶色になっ

ていた。

遺物 調査面積が少ないので出土量は少ないが、ほぼ完形品もある。土師器 lfN、 灰釉陶器椀など

がある。

遺物から平安時代後期後半の住居址であろう。 (佐々木嘉和 )

⑥ 中  世

遺構 として把握できたものはごくわずかである。調査範囲内全域に小規模な穴が連続し、土層

等から本時代の可能性の強いものが多く個々の性格等不明であるが、何らかの意味を持つと考え

られる。

確実に把握された遺構は少ないが、遺物出土状況などから、近隣のいずれかに居住空間の中心

があったと思われる。                             (小 林正春)

42号住居址 (第 85図 )

遺構 KURA047を 中心に検出された。52年 に南側を約 2m幅で調査し、それより北は市道下

のため、56年度に道路を移動してほぼ全面を調査した。しかし、北壁の一部は付け替え道路下と

なり調査できなかった。43号・105号住居址を切っている。5.5× 3.9mの 隅丸長方形の竪穴住居址

で、長軸を主軸方向と考えるとN31° Eを示す。壁はほぼ全面確認し、壁高は35～ 15cmを 測り、緩

やかな立ち上が りを成す。南壁ほぼ中央部は幅30cmの わずかな張り出し部を持ち、壁外と床面

をゆるいスロープでつなぎ、入口部施設と考えられる。床面は全面黄色土まで掘られ、比較的軟

かい。主柱穴はPl～ P4である。いずれも穴は短軸方向の外側に傾けて掘られ、立ち上がった

柱はいずれも中心に向い傾斜する。穴の壁には20～ 10cmの礫が補強用にはりつけてあった。住居

址中央部には、60× 50mの楕円形で深さ10mを測る炭が充満した穴を検出した。焼土は全 く認められ

ず、一般的な地床炉とは用途の異なるものと考えられるが、火の使用の施設であることは間違い

ないと思われる。土層をみると黒色上に黄色土が混じる単一の土で、人為的に埋めたと考えられ

る。同一の土層に覆われた中世の生活面が住居址東側にあり、関連を考える必要がある。
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遺物 出土量は少ない。白磁・鉄釘 。用途不明鉄製品がある。

遺物から中世13世紀以降の住居址である。

Pl・ 57

Q m
43住カマ ド

ぃ 1    国
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第85図 TAN・ KUR 42号 043号住居址

1.黒褐色土

2.褐色土

3.焼 土

4.黒土(焼土 )

5。 黄色粘土

6.暗褐色土

(山 下誠一 )

105号 住 居 址

(第86図 )

遺構 KURAM

46を 中心に検出され

た。52年度に南側の

ほぼ半分 を、市道下

の北側は56年度に調

査 した。当初住居址

として把えられなか

ったが、56年度調査

で北東隅と2本の斜

めに掘 られる柱穴 と

床面がみられ、柱穴

が42号住居址のあり

方 と共通するため住

居址 とした。南側は

実測図面により主柱

穴を判断 したが、斜

めに掘 られた状況が

把握できず、掘 り足

らない結果 とな っ

た。42号住居址、土

坑 9に切 られる。ま

た、床面の小穴 も切

られているものが多
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い。付け替え道路下。用地外などを除き、ほぼ全体を調査 した。隅丸長方形の竪穴住居址である。

柱穴による長軸から主軸方向はN37.5° Eを 想定できる。壁は北東隅部分のみ確認 し、壁高は

15～ 10cmを 測る。床面は黄色土のはり床で、堅 く良好である。床面上にわずかに焼土・炭の散布

がみられた。主柱穴はPl～ P4で、P2～ P4は短軸方向の外側に傾けて穴が掘られる。Pl

も同様 と考えられるが掘 り足りなかったと思われる。他の穴で住居址に付属すると断定できるも

のはない。カマ ド等の施設もない。

遺物 遺物はほとんど出土しなかった。住居址の構造等に、42号住居址と共通する部分が多く、

あまり時 期 差 のないものと推定でき、13世紀以降の中世の住居址である。 (山下誠一 )

96住炉

|

禰
ｂ

ヘ

⑥

バ

1.褐色土(焼土混り)

2.褐色土

3.黄色土 (米占質 )

0        2m

´
　́
０ ５〇

一

一
―

用
地
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⑦ 時期不明

14号住居址 (第 87図 )

遺構 T A N B N53を 中心に検出した。 8号住居址を切 り、用地外に一部かかるが、ほぼ完掘 し

第87図 TAN・ KUR 14号住居址

た
`隅

丸方形の竪穴住居址であり、

規模は 3× 3.6m、 主軸方向は N32・

Wを示す。壁高は検出面から約30cm

あり、やや傾斜のある壁面である。

床面は軟か く、穴など不明である。

北西壁中央部に炭・焼土が 1× lm

の範囲に広がってお り、カマ ドの残

骸 と考えられる。

遺物 出土量は少ない。覆土中か

ら土師器甕・不 。高杯 などの破片が

出てお り、古墳時代の可能性が強い

が、決定できる程の出土量ではない。

(佐々木嘉和)

18号住居址 (第 108図 )

遺構 TAN B E45に隅の一部を確認したのみで、遺構のほとんどが用地外になるが、方形の竪

穴住居址と思われる。壁高は検出面から約20cmあ り、ほぼ垂直に掘 り込まれている。床面は軟か

く、浅い穴があった。

遺物 土師器片が数点出土 したのみで、時代の決め手になるものはない。 (佐々木嘉和 )

第88図 TANeKUR 27号住居址

27号住居址 (第 88図 )

遺構 KURBH・ B146の北側用地境

に南隅のみを確認した。隅丸方形の竪穴住

居址と思われるが規模、主軸方向等は不明

である。壁高は20cm程で、ほぼ垂直の壁面を

成す。床面は軟かく、周溝・カマ ド等の施

設は確認できなかった。床面上に径80cm e

深さ30cmの 穴があるが、性格等は不明であ

る。

遺物 出土した遺物は極めて少なく、覆

土中から土師器甕片、穴の覆土から須恵器

/ H rutl

2m

― H2-



蓋の紐部と土師器甕細片が出土したのみである。

時期は古墳時代後期の可能性があるが断定はできない。 (佐合英治 )

28号住居址 (第 89図 )

遺構 KURAR47を 中心に検出された。55号住居址及び穴に切られる。北隅が用地外、南西壁

は道路下のため、東隅と北西壁の一部

を確認したのみで、壁高はいずれも10

cm弱で浅い。一辺 6m程の竪穴住居址

で主軸方向は N57° Wを示す。床面は

黄色砂土の面をほぼ平坦に確認 した

が、全体的に軟弱である。55号住居址

に切られる部分に径60cm程の楕円形で

厚さ5 cm位の堅い焼土の面があり、地

床炉と判断した。主柱穴をはじめ床面

上の施設は不明である。

遺物 覆土及び床面上か らの遺物

は、土師器 。須恵器の小破片が出土し

たのみで、時期決定可能なものはない。

住居址 。炉址の形態から弥生時代中期

に位置づ くとも考えられる住居址であ

るが、確実な所は、55号住居址に切ら

れることより、奈良時代より古いもの

といえるだけである。 (小林正春) 第89図 TANOKUR 28号 住居址

46号住居址 (第 90図 )

遺構 21号住居址の南側KU R B B53を 中心に検出された。中世以降の攪乱等が多く、プランの

確定に苦労し、西・東の隅と西側部の壁を把握し、住居址とした。21号住居址と北東側が重複し、

一応本住居llLが切られると判断したが、断定はできない。南隅は用地外となり調査できなかった。

3。 2× 2.8mの 隅丸方形の竪穴住居址である。確認部分の壁高は20～ 15cmを 測るが、良好な状態で

はなかった。床面は黄色砂土まで掘られ軟かい。主柱穴・カマ ド等の諸施設は確認できなかった。

全体の状況から一般の住居址とは異なることも考えられる。
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遺物 わずかに土師器片が出土した。

切 り合い関係から古墳時代後期後半より以前

の可能性が強い。 (山 下誠一 )

66号住居址 (第 49図 )

遺構 KURA区 を横断する道路の南側地下

歩道 用地の調査で、62号住居址のはり床を除去

時に北壁の一部を確認した。62号・64号。70号住居

_「
~        址に切られ、東側は用地外にあるため、調査範

9       1m 囲はごくあずかで、規模等不明の竪穴住居址で
ヒ==コ========」    い→=~~ ・` ′ ′～ ヽ  ヽ/ノu:ハ ・J : ′J‐ ′― ′ :ヽ― L′ H咤Lヽ

ある。壁高は62号住居址床面 までの 7 cmを 把握

第90図 TAN・ KUR 46号住居址
したのみである。床面は62号住居址は り床下部

の状況がはっきりせず、地山の黄色砂土の面で把握した。Pl・ P2は それぞれ深さ26・ 30cmを

測り、64号住居址に掘 り方の一部を切られるが、覆土・62号住居址はり床の状況から、Plは本

住居址に伴う可能性が強い穴である。

遺物 出土遺物は少なく、ほとんどが62号住居址はり床中のもので、本住居址に属さない可能性

がある。土師器甕・小形甕、須恵器不の細片などがある。

切 り合い関係から古墳時代後期前半以前の住居址で、Plか ら出土した土師器小形壺からみて

古墳時代前期と考えられるが、断定はできない。                (佐 合英治)

73号住居址 (第 44図 )

遺構 KU RAV46に 57号住居址に切 られて南隅の一部を検出した。遺構のほ とんどが用外地

にあり、調査面積は 1× lmと 小範囲であるが、方形の竪穴住居址 と思われる。壁高は検出面か

ら10clnと 浅い。

遺物 わずか出土しているが、時代を決定できるものはない。 (佐々木嘉和 )

78号住居址 (第 91図 )

遺構 KU R BM48を 中心に検出した。74号住居址を切 り、29号・48号住居址、火葬墓 1、 近世

集石 (攪舌L)に切られる。不整隅丸方形の竪穴住居址で、規模は5× 4m、 長軸方向N90° Eを 示

す。壁高は検出面から50～ 40cmあ るが、壁面はかなり凹凸がある。西壁下に幅50cm前後の周溝状

掘 り込みがあり、床面は軟かくかなり凹凸がある。西壁の中央から50cm位内側に、焼土・炭があ

一／

-114-



り、 下音Ьは20× 20cmの

方形に焼けていた。当

住居址は不整形で、覆

土 も自然堆積でなく人

為的な埋め戻 しが考え

られ、一般住居址 と異

なると思われる。

遺物 出土量は少な

い。土師器甕、須恵器

不、鉄滓など出ている。

緑釉陶器片 も 1点出て

いるが、土色の異なる

部分からであり、上か

らの混入であろう。時

期の決定はできないが

／

槃

十

第91図 TAN・ KUR 78号住居址

0        2 nl

切 り合い関係から平安時代の遺構の可能性が強い。 (佐々木嘉和 )

81号住居址 (第 52図 )

遺構 K U R BW46を 中心とし発掘用地北側用地境に南隅部分を検出した。南隅は84号住居址

と重複 し、同じ場所を建物址nの柱掘 り方が切っており、新旧関係は確認できなかった。規模 。

主軸方向は不明の竪穴住居址である。壁は褐色土層から掘 り込んでおり、壁高は 7～ 4 cmと 浅い、

そのため緩やかなものである。床面はきわめて軟かなもので、主柱穴 。周溝等の施設は確認でき

なかった。

遺物 土師器甕。小形甕、須恵器蓋杯・不などが出土したが、床面密着遺物は少なく、すべて細

片である。他に、自玉が出土しているが84号住居址との重複部付近からの出土で、84号住居址の

石製品の出土状態を考えると、本住居址には伴わない可能性が強い。

遺物から古墳時代後期と考えられるが時期決定の根拠に乏しい住居址である。 (佐合英治)

95号住居址  (第 32図 )

遺構 KU R B G48に かかっている。26号・61号住居址に切 られる。(6)× 6mの方形竪穴住居

址 と推測されるが、確認 できた所は少ない。壁高は検出面から15～ 10cmで ある。床面はほぼ確認

できる堅さであった。数個の穴を検出したが深いもので18cmで ある。

近集石 21
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遺物 ごくわずかである。土師器片が数片あるが重複が著 しいので、確実なものは使用痕の残

る凝灰岩 1個である。東隅近 くの 3個の内の中央の石であり、台石と推定される。

時期決定には材料が乏しい。                       (佐 々木嘉和)

97号住居址 (第 51図 )

遺構 KURB S46を 中心に東壁と床面の一部が検出され住居址とした。南側を85号住居址に、

西側は近世の墓に切られ、北側は用地外になるため、4.8× 1.3mの範囲を調査 したのみであり、

プラン・規模 。主軸方向などは把握できなかった。壁高は残存部分で 8 cmを 測る。床面は堅い良

好なもので、その直上には木材・敷物の炭化物がみられ、火事の住居址である。

遺物 出土量は少なく、土師器高不、須恵器蓋不・糸切 りの17Nがある。

遺物は複数の時期のものがあり、時期の確定材料 とできない。切 り合い関係から古墳時代後期

後半以前が考えられる。 (山 下誠一 )

106号住居址 (第 86図 )

遺構 105号住居址の西側、K U R AM44に 東壁と床面の一部が検出され住居址とした。大部分

が用地外 となるため、1.7× 1.6mの範囲を調査 したのみで、平面形・規模 。主軸方向などは把握

できなかった。壁高は確認部分で15cm前後を測る。床面は黄色土のはり床で軟かい。

遺物 土師器の破片がわずかに出土したのみで、時期は決定できない。     (山 下誠一)

2)建物址・ 工房址

TANoKURの 台地上ほぼ全域に分布する。地域 。時代 。規模など、それぞれが互いに関連

を持ちながらいくつかに大別できる。地域的にはTANと KURC区 の 2箇所に集中する傾向が

みられる。時代的には、個々の建物址を出土遺物のみにより確定できず、すべてを細分できない

が、他遺構との切 り合い関係等により、古墳時代から中世にかけてのものであり、そのうち大型で

規格性の高いものは奈良時代に位置づき、官衛的な施設と考えられる。

TANの建物址群は、 3棟が直列配置を成す建物址 7が奈良時代に位置づけられる。他の建物

址は、やや掘 り方規模が小さく、形態差もあり、奈良時代を前後する時期で、性格も様々である

と考えられる。KURC区 の建物址群は、全体 を把握したものがなく、具体的な様相は不明であ

るが、かなり規模の大きなものもあり、奈良時代に位置づけられる。両者はかなりの距離を置く

が、空白部にも特殊な竪穴や蹄脚硯の出土があり、全体が官衛的性格の強い遺跡といえる。

-116-

(小林正春 )



し｀Oヽ建8/

Q ◎―

51
/  0~

建物址 1(第 92図 )

遺構 TANBJ47を 中心に検出した。17号住居址、建物址 8、 溝址12・ 16を切る。2× 2間で、

4。 22m× 3.61mを測る総柱建物址で、礎石 4個 を確認した。礎石は自然石で一部表面に調整痕の

認められるものもあり径40cm前後である。柱間寸法は桁行2.1lm・ 梁行1.8mを 測る。桁行方向は

N20° Eを示す。礎石の下に柱掘り方があり、平面は不整方形で統一性はないが、深さは検出面か

ら40cmでほぼそろっている。柱掘り方中に柱痕は検出できなかった。掘立柱建物を礎石建物に同

一位置で建て替えた可能性が強い。

遺物 柱掘り方覆土中から、弥生時代中期土器、土師器甕・杯・高杯、須恵器甕・瓶子・杯 。高

台付不・蓋、灰釉陶器蓋・瓶子など出土しているが、いずれも小破片である。土師器片で同一個

一 ⑬

◎ ユ

1.褐色土

2.黄褐色土

3.褐色土(黄色土混 り)

C
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1国
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ヽ

建 1
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第92図 TAN・ KUR 建物址 108、 溝址16
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体 と思われるものが、別々の柱穴から出ている。

時期は切 り合い関係から平安時代と思われる。 (佐々木嘉和 )

建物址 2(第 93図 )

遺構 TANB S49を 中心に検

出された。 1号住居址 。囲溝址 1

を切 り、建物址 3に切られる。3×

2間で総柱の掘立柱建物址で、桁

行方向はN44° Eを 示す。桁行3.6

m・ 梁行2.72mを測 り、柱間はそ

れぞれ1.2m・ 1.36mで ぁる。柱掘

り方は円形 を呈 し、径 は65～ 34

cm。 深さ40～ 20cmを 浪Jり 、 四

`呂

の

穴が深 く、側柱・束柱が浅い。

出土遺物がほとんどなく、遺物

による時期決定はできず、他遺構

との切 り合い関係からも弥生時代

後期以降に位置づけられるのみで

ある。 (小林正春 )

■           1

1.黒褐色土

2. 〃 (黄色砂土混 り)

第93図  TAN・ KUR 建物址 2

建物址 3(第 94図 )

遺構 TANBU51を 中心に検出した。 7号住居址・建物址 2。 祭祀址 1を切る。 4× 2間の掘

立柱建物址で柱間寸法は桁行1.8m・ 梁行2.5m、全体規模7.28m× 5.02mを 測る。桁行方向はN89.

5° Eを示し、ほぼ東西方向である。柱穴平面形は不整方形で、深さは検出面からほぼ50cmである。

柱穴の底部に、青灰色粘土が楕円形に認められるものがあり、柱痕跡を示すと考えられる。

遺物 他遺構 と重複するため出土遺物は比較的多い。弥生時代後期土器、土師器甕。17N、 須恵器

2m
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杯・蓋 。円面

硯などの破片

が出土 してい

る。円面硯は、

西側中央の柱

穴から出てお

り、透 しがあ

る。

出土遺物か

ら奈良時代か

ら平安時代初

頭の時期が考

えられる。

(佐々木嘉和 )
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第94図 TAN・ KUR 建物址 3

建物址 4(第 95図 )

遺構 TAN B L50を 中心に検出した。 6号・8号 。12号 。13号・20号住居址、建物址 7、 溝址

4・ 607を切っている。東側柱穴は検出に努めたが確認できなかった。確認規模8。 55× 5。 10m

の掘立柱建物址で、柱間 5× 3を 確認した。柱間寸法は異なっており、桁行 5間の中央2.25m・

次の両側1.65m・ 両端部1.54mで、確認した梁行 3間 は、端1.54m。 次の 2間 1.7501.80mを 測

る。桁行方向はN37.5° Eを 示すが、梁行 とした 3間の方が長 くなる可能性もある。柱掘 り方は、

いずれも2回の重複 が認め られ、平面は不 整長方形で小さいが、深さは検出面から50～ 30cm
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と比較的深い。確認した

いずれの柱穴も底部に直

径20cm前後の偏平な河原

石 を置 き礎盤 としてお

り、周辺を打ち欠いたも

の、割れているものがあ

った。礎盤石上面のレベ

ルは一定でない。柱掘 り

方底部はつき堅められて

いる。柱掘 り方及び底部

の状況から同一位置での

建て替えがあり、後のも

のが底部に礎盤を有する

建物であろう。全体が把

握できず、不明な
`点 も多

いが、柱間の状況からみ

て一般的な建物 とは異な

る性格が考えられる。

遺物 切 り合いが多い

ので、出土量は比較的多

い。弥生時代中 。後期土

器、土師器甕・不・高不、

須恵器甕・不 。蓋、灰釉

陶器婉 0瓶子、鉄滓など

の破片である。

出土遺物から平安時代

と思われる。

(佐々木嘉和)

⑩

,   2m

―

一

―

e

1.暗褐色土

2.黄色粘質土(褐色混 り)

3.黄褐色土

0-⑥ ―

繹;951コ  TAN・ KUR ttEl吻 4

建物址 5(第 10図 )

遺構 TANBT47の 9号住居址西側壁上に 3本の柱掘 り方を確認し、規模等は不明であるが、

柱掘立柱建物址とした。掘 り方列の方向はN40°Wを示し、3本間の長さは3.9m、 柱間は1.95mを

測る。

柱掘 り方内からの出土遺物はなく、時期不明である。

|_            |_
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建物址 6(第 103図 )

遺構 T A N BW46を 中心に、9号住居址を切って、小規模な柱掘 り方とみられる穴がL字形

に並び建物址とした。西方は用地外 となり全体は不明であるが、柱の大きさから見て小規模な掘立

柱建物址である。調査範囲内で3.8× 1.72mの 2× 1間 を確認し、仮の桁行1.94m。 梁行1.72mを

測り、桁行方向N75°Wを示す。柱掘 り方は径20cln前後の円ないし不整円形で、深さ7～ 15cmを 測る。

時代を決める遺物出土がなく、住居址との切 り合い関係から弥生時代中期より新しいことを把

握 したのみである。 (小林正春 )

建物址 7(第 96図 )

遺構 TANBH～ BMの 45～ 54で用地内を斜めに横切 り桁行方向の同一建物址 3棟を検出し、

建物址 7-1。 7-2・ 7-3と し、いずれも側柱のみの建物址である。 4号・ 8号 。12号 。17

号住居址、溝址 4・ 6を切 り、10号住居址、建物址 4に切られる。

7-1は全体規模が5。 20× 3.86mを 測り、柱間 3× 3で 3棟のうち南端に位置する。柱間寸法

は桁行1.73m・ 梁行1.28mを 測り、桁行方向はN10° Eを示す。

7-2は全体規模が4.58× 3.90mを測り、柱間 3× 3で 3棟のうち中央に位置する。柱間寸法

は桁行1.52m e梁行1.30mを 測り、 7-1よ りは若千小規模であるが方向は一致している。

7-3は全体規模が3.88× 3.74mを 測り、柱間 2× 3で 3棟のうち北端に位置する。柱間寸法

は桁行1.94m。 梁行1.24mと 小規模であり、方向もN12.5° Eと 若干ズレがある。

柱掘 り方はほとんどが不整形であるが、一部方形のものもあり、ほとんどが径 lm前後で、何

箇所かは 2本 を一緒に掘ったものもある。深さは検出面から最高90cmあ り、底部レベルの最大差

は50cmと 個々による差もかなりある。また、いくつかの柱掘 り方からは柱痕の確認されたもの も

あるが、柱抜き取 り痕は確認できなかった。

それぞれの建物址間は、1.2mの 間隔を置いており、7-3北側にも同間隔で 1本の柱掘 り方が

あり、更に建物址の延長する可能性が強い。南側については、全 く不明であるが 3棟以上の建物

が直列配置され、柱掘 り方の規模 も大きく、規格性の高い一連の建物群の存在が考えられる。

遺物 柱穴数も多く、他遺構との重複も各所にみられるため出土量・器種も多い。弥生時代後期

土器片、土師器、須恵器片があるが、時期決定材料はない。

遺構の切 り合い関係から奈良時代の建物址と考えられるが、詳細な時期は不明である。

-121-
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建 7-1

1.暗褐色土

2.褐色土 (黄色砂質粘土混 り)

3.黄色粘質土 (暗褐色土混 り)

4.黒褐色土

5.暗褐色土(黄色粘土混 り)

6.黄色土(褐色土混 り)

第96図  TAN・ KUR 建物址 7
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建物址 8(第 92図 )

遺構 TANB 147を 中心に検出された。建物址 1に切られる。3× 3間で側柱だけの掘立柱建

物址である。桁行4。 48m◆ 梁行3.62mを 測り、桁行方向はN36.8° Eを 示す。柱 間寸法は桁行 1.

5m・ 梁行約1.2mで ぁる。柱穴平面形はそろっていないがほぼ隅丸方形を呈し、径78～ 41cmで深

さは40～30cm前 後である。

遺物 出土量はわずかで、時期の決め手になるものはない。東隅の柱穴が建物址 1に切られてお

り、本建物址は建物址 1よ り古い事は確実で、平安時代以前である。     (佐 々木嘉和)

建物址 9(第 97図 )

遺構 KU R BJ53に 79号住居址と重複 して 3本の柱掘 り方が検出され、それを目やすとして

30号住居址との間に計 8本の柱掘 り方が確認でき、掘立柱建物址とした。79号住居址を切ってい

たが、72号住居址との関係は不明である。南側が用地外のため、全体の規模は把握できないが、

4× 3間の建物址と推測される。推定規模は、桁行5。 lm・ 梁行3.8mで、桁行方向はN40° Eを示

第97図 TAN・ KUR 72号住居址、建物址 9、 P忙群
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す。柱間は桁行1.27m O梁行1.32mを 測る。柱掘 り方径は隅の ものが大きく1.08× 0.9m、 他は

0。 9～ 0.54mで、円ないし楕円形を呈する。柱掘 り方平面及び断面の観察により柱痕の確認に努めた

が、いずれもの穴からも検出することはできなかった。北西側には掘 り方から1.7m離れ、柱穴方

向と平行に幅20cm・ 深さ40～ 26cm・ 長さ3.8mの 溝があり、本建物址の雨落ちの溝と考えられる。

時期を決定づける遺物の出土はないが、遺構の状態から奈良時代 と考えられる。 (山下誠一 )

建物址10(第 98図 )

遺構 KU R B Q50を 中心に検出した。30号 080号住居址を切っている。柱間 2× 2の総柱建物

址で、4。 42× 4。 42mの正方形を呈する。桁行 0梁行共に2.2mを 測り、桁行方向は確認できない。

柱穴掘 り方平面は不整形で、ほぼそろっている。検出面から底部までの深さは様々であるが、

底部レベル差は 5 cm前後ではぼ水平である。

801主

遺物 出土量はわ

ずかで、土師器甕・

不、須恵器甕 。不、

石鏃などがある。

出土遺物による時

期判断はで きない

が、切 り合い関係か

ら古墳時代以降に属

する。

(佐々木嘉和)

第98図  TAN・ KUR 建物址10

建物址11(第 99図 )

遺構 KURBU46を 中心に東西に 3本の柱掘 り方を検出し、Plは 81号 084号住居址を切って

いる。南側に関連する柱掘 り方の有無確認に努めたが、その痕跡はなく、北側の用地外へ延びて

いる掘立柱建物址と考えられる。調査できたのは 3本の柱掘 り方のみで、柱間2.5mを 測る。3本
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の柱列方向はほぼ東西を示す。柱掘り方は95～ 82cm前後のほぼ方形である。検出面からの深さは

26～ 38cmと 浅いが、地形的に上部が削平された可能性の強い地区であり、底部に近い部分の壁が残

存しているものと考えられる。底部はいずれも平坦であるが、P2の南東隅には 7～ 3 cm凹 む箇

所が認められ、柱の圧痕の可能性があり、プラン検出面で確認した柱痕位置と一致する。Pl・

P2に も柱痕が認められ、炭または焼土が混入していた。柱痕は直径22cmを 測り、P3は円形、P

10P2は 方形の痕跡を観察したが、掘り方底部付近のわずかな埋土によるため、柱形状を判断

する確証とは成しえない。

遺物  Plか ら

臼玉が出土 したが

84号住居址に伴 う

もの と考 え られ

る。他に遺物は出

土しなかった。

出土遺物から時

期は確定できない

が、住居址との切

り合い関係から古

墳時代後期以降で

ある。

(佐合英治 )

0       2m

第99図 TAN・ KUR 建物址11

建物址12(第 100図 )

遺構 K U R BW51を角に西と南へ検出された。87号住居址と接するが新旧は不明である。調査

できたのは東西 4間 。南北 2間 で、8.62× 5。 7mを測り、柱間はそれぞれ2.24m.2.73mで ぁる。桁

行方向は不明であるが、東西方向軸はN82°Wを示す。南側が用地外のため、全体の把握ができな

いが、P7の東側に本址に関連する柱掘 り方は検出できなかった。掘立柱建物址で、掘 り方は方

形ないし長方形で 7個確認した。最大径を持つ柱掘 り方はP3で 1.08× lm、最小はP5で 0。 75×

0。 62mでぁる。深さは個々に差があり、49～ 27cmを 測り、柱掘 り方壁はほぼ垂直で底部は平坦で

ある。このうちP7のみ平面が楕円形で、P6と の間隔も狭 く、本建物址の掘 り方でない可能性

もある。柱痕をP3・ P4で確認した。P3は覆土上層に黄色土があり、この面に直径20cmの 四

角な黒色土の部分を認めた。P4は柱掘 り方の南側の一辺に10cm程の張り出し部分があり、当初

柱抜き取りのための穴と把えたが、左右の掘 り方の関係からこの位置に柱が立っていたと考えられ

る。想定される柱の直径は25cm前 後である。

巴
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第100図 TAN・ KUR 建物址 12、 棚址 1、 Pit群
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遺物 土器類はそれぞれの柱掘 り方より磨滅した土師器細片がわずかずつ出土した。他に、 P

3覆土上層から鉄滓の細片、P2の底部から鋤先が出土した。

出土遺物のみで時期を判断することは困難であるが、周辺の穴との切 り合い関係等総合的にみ

ると、奈良時代 を中心 とする時期が考えられる。 (佐合英治 )

建物址13(第 101図 )

遺構 TAN B F52を 中心に検出された。19号住居址を切 り、溝址12と 重複する。溝址12と の新

旧関係不明で、掘 り方そのものも把握できず、全体形等は不明で (1)× 3間 を確認し、総柱の掘

立柱建物址と考えられ、桁行方向はN22.5° Eを示す。桁行4.94mを測り、柱間は桁行1.68m。 梁

行1.8mでぁる。掘 り方は他の穴との重複があり、不整形で規模 も明確に把握できないが、径

104～ 46cm。 深さ35cm前後を測る。 柱掘 り方内の土層による柱痕の観察はできないが、底面に柱

位置を示すような凹部の認められるものもある。柱掘 り方が不整形のものが多く、柱が抜き取ら

れている可能性 もある

が、土層等による観察は

できなかった。

遺物の出土がほとんど

なく、時期決定はできず、

遺構との切 り合い関係で

も弥生時代中期以降と把

えられるのみである。

／
‐ 瘍-3

lβ L嗜
◎

θ―
◎

(小林正春 )

自自101Eコ  TAN e KUR ttE中勿力止13

工房址 1(第 41図 )

遺構 KURBH48を 中心に検出した。住居址 との重複が著 しく確認部分はわずかである。47

号 。74号住居址を切っている。検出時にフイゴの羽口が出土 し、付近に焼土 と落ち込みがあり、

工房址 とした。検出した竪穴状の掘 り込みも47号住居址覆土にかか り、全体規模は把握できなか

った。焼土は散在する程度で特に集中した箇所はない。
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遺物 フイゴ羽回は大形である。土師器甕・17N、 須恵器甕・不、鉄製品、

ほとんど細片である。

切 り合い関係から古墳時代よりは新しいが 、時期の決定はできない。

3)溝址・溝状遺構 0囲構址

鉄津などが出ているが、

(佐々木嘉和 )

溝址 102(第 102図 )

遺構 TANAK～ AMに検出した溝址である。TANの南西端に試掘グリットをあけ、黄色砂

礫土 (地山)上面に確認した。自然地形が南東に向かって傾斜しており、BC～ BIの 溝址12ま

での間が大 きく凹み自然 の大きな

流路が考えられる。溝址 1・ 2は

凹みの南西端に位置 し、 確認部分

は共に 7m・ 幅1.5mO深 さ50～ 30

clnで ある。方向は溝址 1がほぼ南

北で、溝址 2が N12° Eを 示す。 自

然の水路 と思われる。

遺物 弥生時代土器・石器、土師

器、須恵器、灰釉陶器などの破片

が出ている。

出土遺物から平安時代以後 と思

われる。 (佐々木嘉和 )

0      2m

第 102図 TAN・ KUR 溝址 102

溝址 3(第 103図 )

遺構 TANBJ～ BWで用地を斜めに横断する溝址である。7号住居址を切 り、2号住居址に

切られる。確認した規模は中間で切られるが長さ14m・ 幅約30cm。 深さ10Cm前 後で、小規模の溝

である。方向はN17° Eを示す。自然の溝址と思われ、地形に沿って南へ傾斜している。

遺物 弥生時代土器・石器、土師器、須恵器など出土しているがいづれも小破片である。

切 り合い関係から古墳時代後期から奈良時代の溝 と思われる。

用地外

-128-
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用地外
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鐸,1031コ  TAN e KUR

1.耕 土

2.灰褐色土

3.黒褐色土(褐鉄沈澱 )

4.黒褐色土

5.茶褐色土(黄色砂土混り)

6.黄色砂土(茶褐色土混り)

11号住居址、建物址 6、 溝址 305017、 土坑 2

溝址 4(第 104図 )

遺構 TANBL～ BQで用地内を東西に横断する溝址である。12号住居址を切 り、 6号住居

址、建物址 4・ 7に切られる。確認した規模は長さ17m・ 幅1.2m～ 0.7m。 深さ検出面から50～ 30

G
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Cmである。方向はN63°Wを示す。東端は溝状遺構 1と 重複する。壁は比較的急に掘 り込まれてい

る。覆土は褐色土が主体で、砂をわずか確認した。

遺物 弥生時代中。後期土器・石器、土師器、須恵器、灰釉陶器などの破片がある。弥生時代後

期の土器が多いのは住居址を切っているためであろう。灰釉陶器片は新しい穴に切られその混入品

用地外

建7′
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第104図 TAN O KUR 溝 407、 溝状遺構 1
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と思われる。

切 り合い関係から弥生時代後期 より新 しく、古墳時代終末の 6号住居址よりは古い。

(佐々木嘉和 )

溝址 5(第 103図 )

遺構 TANBT～ BYで用地内を、ほぼ南北に横断する溝址である。7号住居址を切 り、2号

住居址、溝址17と 重複する。確認した規模は長さ20m・ 幅1.5m～ 0.5m・ 深さ40～ 20Cmでぁる。

主たる方向はN16° Eを示す。覆土中に砂が混入しており、用水路と思われる。

遺物 出土量は少ない。弥生時代土器片、土師器甕、須恵器不・蓋である。遺構の切 り合い関係。

遺物から古墳時代後期の遺構 と思われる。 (佐々木嘉和 )

溝址 6(第 105図 )

遺構  TANBJ 52～ B L 54に かけて、長 さ7.9m程検出され

た。検出面は他の遺構検出面の黄褐色土より上の暗褐色土下部であ

る。 8号 。13号住居址、建物址 7を 切っている。B J52以 西は検出

できず。B L54以 東は用地外のため調査できなかった。幅60～ 40cm。

深さ20cm前 後を測り、断面形はU字型を呈する。覆土は黒色土の一

層である。水の流れた痕跡はみられず、遺物の出土もほとんどなく、

溝の性格は把握できなかった。時期は建物址 7を 切っていることか

ら奈良時代より新しいものであるが、確定した時期は不明である。

(山下誠一 )

2m

溝址 7(第 104図 )

遺構 TAN B N50～ B Q52に 検出した。6号住居址 ・建物卦4・

穴に切られる。確認した規模は長さ約 8m・ 幅50～ 20cm。 深さ10cm

以下である。方向はN58° Wを 示す。

鮮,1051コ  丁AN・ KUR 澤彗J止 6

遺物 ごくわずか出ている。弥生時代中期土器・石器、土師器、須恵器などの小破片で図化可能な

ものはない。

時期は古墳時代 と推定したが、決定はできない。 (佐々木嘉和 )

溝址 8(第 106図 )

遺構 T A N A N54～ A R46に 検 出された。 確認部の長 さは約 19m、 幅 は 3m前後 を測 り、両
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端は更に用地外へと延長する。全体に大きく蛇行す

るが、ほぼN17° Eを 示す。TANの西端部で自然地

形が大きく凹むそのほぼ中央付近に位置し、存在時

期において相当量の水量のあった溝址である。北半

部においては比較的傾斜があり、かなりの水流痕を

認め砂・砂利の堆積が目立つ。南半は平坦に近い底

面を成し、泥と小砂のみの堆積で湛水状況を示す。

最下層において堰と思われる木杭列があり、灌概施

設のあったことが判断される。本来地形上の最深部

を流れていた自然流路と考えられるが、それを一定

の幅を保つよう、また、一部には下流耕地に利用す

べき堰を設け、かなりしっかりと管理されていた溝

といえる。

遺物 堰の木杭のみが本址に直接関連する遺物で

ある。木杭は径10cm以下の表皮を残した丸太材の先

端を尖らして打ち込んだものである。木杭以外にも

流木があるが特に加工痕の認められるものはない。

弥生時代中期土器片、土師器片、須恵器片、灰釉陶

器片、自磁片などが少量出土しているが、それらか

ら本址の時期を断定できない。最終段階の遺物及び

土層状況から、本址の埋没時期は中世以降と推測さ

れる。 (小林正春 )

溝址 9(第 107図 )

遺構 TANAS～ AVで用地内をほぼ南北に横

断する。 トレンチ調査と全面発掘の境日で、用地内

のほぼ2/3を 調査をした。長さ約20m。幅 2～ lm。 深

さ検出面からほぼ30～ 20cmで ある。方向はN5° W

を測る。南西方向へ傾斜する自然地形を横切ってお

り、人工的に掘られた溝址である。覆土中に石の混

入があった。
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遺物 覆土中から少量出土している。弥生時代土器・石器、土師器甕・不・須恵器甕・杯、灰釉

陶器坑などの細片である。

遺物から平安時代以後の溝址と思われるが、確定はできない。 (佐々木嘉和 )

0     1m

l.暗褐色土

2.灰褐色粘質土(砂混 り)

3.砂土(砂利混 り)

4.黄色粘質土(暗褐色土混 り)

5。 暗褐色粘質土(砂混 り)

第107図  TAN・ KUR 溝址 9010013014・ 15

用
地
外

０

　

　

０

◎ ◎
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溝址10(第 107図 )

遺構 TANAS・ ATに検出した。トレンチ調査の部分であり、幅 2mの トレンチ 2箇所にか

かって調査 した。幅 1.5～ lmで、深さは検出面から20～ 10cmで ある。青黄色粘土層を掘 り込んで

あ り、覆上には礫が混入 していた。 (佐々木嘉和 )

溝址H (付図 1)

遺構 TANoKUR用 地内で最も西に位置する、自然地形の凹地を溝址11と した。凹地は台地

を縦断しており、KAKと の境に近い。溝址 1・ 2・ 8・ 9。 10。 13・ 14・ 15が溝址11内 に位置

する。溝址14・ 15は 弥生時代、溝址 1・ 2は平安時代、溝址 8は 中世、溝址 9。 10は確定できな

いが平安時代以後と推定される。本址は、全体地形を構成するもので溝址と把えるに若千の疑問

はあるが、全体が溝的な意味を持つことも否定できず、溝址 8が最も新しい時期を示すことより、

本址、つまり大きな凹地部の埋没時期も中世以降である。現在、溝址11と は方向が異なるが用水

路が通ってお り、関連性が推測できる。 (小林正春 )

溝址12(第 108図 )

遺構 TANBC～ BJで用地内を南北に横断する溝址である。19号住居址を切 り、建物址 1・

8、 溝址16に切られる。確認した規模は長さ23m。 幅3.5～ 2m。 深さ検出面から底部まで1.5～ 1

mと 大きな溝址であり、方向はほぼN20° Eを示す。底部は水流に削られて凹凸が著 しく、覆土は

どの層にも砂が混入していた。壁の掘 り込みは急であり、断面は逆台形を呈する。調査範囲内ほ

ぼ中央付近に西方からY字形に枝溝があったが、意図的に掘られたものではなく、雨水などによ

る自然流路の跡と考えられる。規模の大きさ・深さなどから単なる用水路ではなく、集落を区画

する環溝的性格を持つものと思われる。

遺物 出土量は非常に多い。下部の砂層から、弥生時代後期の壺・甕片・石器が多く出土した。

中層から古墳時代前期の甕と台付甕のほぼ完形品と鉄鏃片が 1個出土した。相当長期間にわたっ

て溝の機能を保っていたと思われる。弥生時代後期に掘削され、古墳時代前期に埋没した溝址で

あろう。

検出時に、溝址12の 覆土最上部で同方向の幅の狭い石列を検出した。石の間に土師器・須恵器

片が混入していたが、下部に掘 り込み等の確認はできず、石列のみ把握した。遺物整理の際、石

列中遺物に置カマ ド (へ っつい)の破片が発見された。石列から北東へ10～ 5m離れた、10号住

居址中にも同一個体があり、平安時代の住居址である事からこの石列も平安時代の遺構と思われ

る。
(佐々木嘉和)
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o      lm

l.暗褐色土

2.暗褐色 砂質土

3.褐色土(細砂混り)

4.褐色土

5。 褐色土(黄色粘質土混り)

6。 黄色粘質土(褐 色土混 り)

7.褐色砂土(粗大 )

8.砂

9.褐色土(粗大砂土混り)

10.褐 色土 (糸田砂土混 り)

H.黄色細砂土

第108図 TAN・ KUR 18号住居址、溝址12
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溝址13(第 107図 )

遺構 TANAX～ BCで用地内を南北に横断する溝址である。確認 した規模は長さ14m。 幅50

～30 cm・ 深さ検出面から20～ 10cmで ある。方向はほぼN30° Eを 示す。小形の溝址であり、傾斜地に

位置するため、掘 り込みは整っていないが、人為的に造られたものと考えられる。

遺物 出土量は比較的多く、主体は弥生時代中。後期土器片である。他に、石器 。土師器・須恵器

などの破片がある。

遺物から平安時代以降の溝址と思われる。 (佐々木嘉和 )

溝址14(第 107図 )

遺構 TANAU～ BAで用地内を南北に横断する溝址である。確認した規模は長さ20m・幅 2

～lm。 深さ40～ 20cmで、方向はN16° Eを示す。壁は緩やかに掘 り込まれており、水流のために

段の付いた所がある。覆土に砂 ◆礫が混じっており、検出面からはあまり深 くないが、掘った当

初は相当の水量を流していたと推測される。

遺物 弥生時代中・後期遺物がほとんどで、検出面から土師器・須恵器片が出土したが、覆土中

にはなかった。弥生時代中期の土器片が多く、石器も多数入っており打製石斧 0横刃型石器・敲

打器 。砥石などがあった。弥生時代後期の土器片も混じていることから、弥生時代中期から後期に

かけて使われていたと思われる。 (佐々木嘉和 )

溝址15(第 107図 )

遺構 溝址14の 西側に近接して、用地内を南北に横断する。確認した規模は長さ20m・幅70～ 50

cm。 深さ20cm以 下で、浅い小形の溝址である。方向は溝址14と 同じN16° Eを示す。

遺物 弥生時代中期土器片。石器など小さな溝址の割には多く出土している。石器は打製石斧・

有肩扇状形石器である。土層図を見ると溝址14に切られており、遺物にもその傾向が見られ、溝

址14よ り古く、弥生時代中期の溝址であろう。
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溝址16(第 92図 )

遺構 溝址12の北端に接 して建物址 1・ 8と 同時に検出された。建物址に一部切 られてお り、溝

址 12を切っている。北西から南東に 4m確認 したが、北西側は用地外へ延びてお り深さ12cmを 測

る。南東側は除々に浅 くなり、不明となる。確認 した壁は、きわめて緩やかで底部 との境を明確

に把握できない。

遺物は少なく細片で時期を決定できるものはないが、切 り合い関係から古墳時代前期後半から

奈良時代の間に属すると考えられる。                     (佐 合英治)

溝址17(第 103図 )

遺構 11号住居址南西隅部分 T A N B V45か らB Y50ま で、北西から南東に検出した。南東側の

端で 2本に分れている。溝址 305と 交差 し溝址 3を切っているが、溝址 5と の新旧関係は確認

できなかった。確認 した規模は長さ11.6m O幅50～ 40cmを 測る。深さは枝分れし南へやや向きを

変えた箇所が20cmで、他の部分は 10～ 7 cmを 測る。壁はほぼ垂直で、底部は北西から南東へ傾斜

しており、高低差は28cmである。

時期を決定できる遺物の出土はなく、性格等も不明である。 (佐合英治 )

溝址18(第 109図 )

遺構 TAN・ KURの ほぼ中央で、用地内を横断する道路にかかっており、全体を確認できな

かったが、道路を移動させた後の調査で完掘した。当初は単純な溝址と考えたが、全長7。 2m。 最

大幅1.4mの溝状遺構である。壁はほぼ垂直であるが、北端部はほかの部分に比べ緩い傾斜面を成

している。検 出面 よ りの深 さは50～ 37

cmを 測 り、底部はゆるやかな弧を描 く舟

底状である。形態から周辺に関連施設の

存在 を考え注意 したが、確認できなかっ

た。       ヽ

遺物 弥生時代土器甕の完形品が南東

隅の底部に密着 して出土 した。他に、打

製石斧 。有肩扇状形石器がある。

出土遺物から弥生時代後期恒川 V期に

比定される。 (佐合英治 )
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溝址19(第 110図 )

遺構 52年度に65号住居址の南側を調査 し、56年度調査でKU RA S50を 中心に西側が検出さ

れた。整理段階で実測図面を検討し、同一の溝址と判断した。幅60～ 50cm・ 深さ20～ 15cmで 、断

面U字形を呈する。B V59か らほぼ31.5°Wの方向へ

約7.4m続 き、65号住居址に切られる約 5mは確認で

きず、さらに同一方向へ 5m程延びたA S50でほぼ

直角に曲がり、その先を約 3mを確認した。それよ

り南西側は確認できなかった。A S50付近では溝の

中に40～ 10cmの石が入 り、遺物の出土もあり、人為

的 投棄が考えられる。64号住居址との関係に若干疑

間がぁるが、65号住居址に切られ、62号 。63号・64

号住居址を切っている。

遺物 出土量は少なく、土師器甕、須恵器横瓶等

が出土した。

遺物から奈良時代に位置づけられる。

直角に曲がる形態などから、自然の溝・単純な水

路とは考えられず、何らかの範囲を画する施設と考

えられる。 (山 下誠― )

A B

2     1

C D

0     1m

l            l.黒 土

2.黒土(黄色土混 り)

釧「 110図  TAN・ KUR 溝址19
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溝址20(第 111図 )

遺構 KU RA E53に検出した溝址で

ある。道路址 1に切られ、35号住居址と

重複する。確認した規模は長さ1.5m。幅

約 lm・ 深さ検出面から40cmで、長軸方

向はN22°Wを示す。35号住居址との切 り

合い関係は確認できず、用地外に延びて

いると思われる。

遺物 出土量はわずかで、土師器甕 。

杯・高不・須恵器甕 。不の破片である。

遺物から古墳後期の溝址と思われる。

1.

2.

暗褐色土

黄色土混 り褐色土＝
旧

目

■ 0◎

(佐々木嘉和 )

溝址21(第 86図 )

遺構 K U R A N46を 中心 に検 出 し

た。96号住居址を切 り、穴に切 られる。

長さ約 4mを確認 したが、北東 と西に延

びる可能性がある。幅は30cln前後で、深

さは10cm以下で浅い。長軸方向はN29。 5° Eを 示す。96号住居址の炉址を切っているが、本溝址の

掘り方が浅いため、底部に焼土・土器片が残存していた。42号・105号住居址と長軸方向がほぼそ

ろっており、どちらかの付属施設の可能性もある。遺物はごく少量出土したが、時期の決め手に

はならない。

切 り合い関係から弥生時代中期以降の遺構であろう。 (佐々木嘉和 )

溝状遺構 1(第 104図 )

遺構 TANBP53～ B R54に 検出され、南側は用地外へ延びている遺構である。溝址 4に 北隅

が一部切 られている。確認 した南北の長さは 6m、 東西は 3mで長方形を成すと考えられる。壁は

ほぼ垂直で、壁高は検出面から45cm程である。底部は北東隅の壁下の張 り出た所がきわめて緩やか

な傾斜を持っているが、全体 としては平坦である。焼土を北壁の lm内側に底部から20cm浮 いた

鮮,1111図  TAN e KUR 澤葦J趾 20、  Pit、  1葉

慮

砲
身ヽ
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状態で40cm程の範囲に認めたが、本遺構との関連は確認できなかった。

遺物 覆土上層に須恵器蓋。甕。蓋7・杯などがある。下層の遺物から弥生時代後期恒川V期に

位置づけられる。 (佐合英治 )

第 112図  TAN・ KUR 囲溝址 1

囲溝址 1(第 112図 )

遺構 TANB S50付 近に検出した遺

構である。 1号住居址 。建物址 2と 重複

する。幅20cm・ 深さ20～ 10cmの小溝をL

字形に、北東の長さ3m。 東南の長さ3.

5mを確認した。内側に特別な遺構は検出

できず、西側が 1号住居址と重複するた

め未確認であるが、囲溝址 2の状況から、

方形もしくはコの字形に小溝が存在 した

可能性もある。性格等は不明である。

遺物 土師器片・石器がわずか出土し

ているのみで、時期の決定はできない。

(佐々木嘉和 )

囲溝址 2(第 113図 )

遺構 TAN B G51付近に検出した遺構である。19号住居址を切 り10号住居址に切 られる。確認

した規模 は、北溝 で長さ3.6m・ 東溝約 6m・南溝1.8mで、幅30cm前後、深さは検出面から20～ 10

cmを 測る。南溝は一旦切れる部分があり入口的な性格 も考えられる。また、西側にも同様に溝の存

在が考えられるが、溝址 12と 重複するため不明である。内側に柱穴等の施設は検出できず、性格

は不明である。遺構図に入っている土坑 5は 、灰釉陶器片が出土 してお り時期が異なる。

遺物 弥生時代中。後期土器片、石器が少量出土 している。弥生時代中期の19号住居址を切って

おり、覆土中の遺物から弥生時代後期の遺構である可能性が強い。
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0

第113図 TAN e KUR 囲溝址 2、 土坑 5

4)方形周溝墓

方形周溝墓 1(第 114図 )

遺構 16号住居址はり床下のKU RAH46付近に検出された。同住居址に上面を切られている。

北側大部分が用地外 にあ

り、東 。南溝の一部をL字

形に調査 したのみである。

周溝は幅 1。 1～ 0.9m。 深さ

40cm前後を測り、断面U字

形を呈する。壁はゆるい傾

斜を持つ。東 。南溝はAH

46でほIF直角につながり、い

ずれも約 3mを確認し、東

溝の方位はN40° Eを 示す。

形状等から方形周溝墓と考

えたが、ごく一部の調査で

0                2

第114図 TAN・ KUR 方形周溝墓 1

用地 外
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あり、性格の異なる遺構の可能性もある。

遺物 溝内からわずかに土師器のガヽ破片が出土したが、時期を決定できるものはない。

切 り合い関係から恒川X期以前に位置づけられる。              (山 下誠一)

方形周溝墓 2(第 115図 )

遺構 KURAX・ Y付近にL字形を呈する溝址を検出し、方形周溝墓 2と した。59号住居址を

切 り、56号住居址に切られる。確認した規模は、北西溝が長さ4m・南西溝が7.5mで、幅60～ 50

cm、 深さは検出面から20～ 10cmと 浅い。壁・底共に凹凸があり整っていない。L字形に検出したこと

から方形周溝墓 としたが、別遺構の可能性もある。

遺物 いずれも小片がわずか出土している。弥生時代中。後期土器、土師器、須恵器、灰釉陶器

などであるが、他遺構 との切 り合いが多く時期の決定はできない。

(佐々木嘉和 )

3  1 0

1.暗褐色土

2.黄色砂質土(褐色土混 り)

3.褐色土(黄色土混 り)

4.黄色砂質土

第115図 TAN O KUR 方形周溝墓 2

方形周溝墓 3(第 116図 )

遺構 KURBX～ CEに検出した。地表から検出面まで浅 く、切 り合い関係 もあって確認でき

た所は少ない。規模は15m四 方を推定した。南西隅の残存状態が良好で、幅1.3mで、深さは検出

面から60cmあ る。東側溝は用地外にわずか入った所で終わっており、南側溝との間は土橋になる

ものと推測される。

遺物 出土量は少ない。縄文時代中。後期、弥生時代中。後期土器片があり、最も新しい遺物か

ら、弥生時代後期恒川Ⅳ期に位置づけられる。                (佐 々木嘉和)
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方形周溝墓 3、 土坑 19、 小竪穴 2
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5)土坑・ 小竪穴・ 火葬墓

土坑

TAN・ KURで土坑としたものは、 1～ 23ま である。規模は大小様々であり、平面形は不整

楕円形・不整方形のものが多い。 断面形もいくつかの形態に分かれ、 次のように分類した。恒川

遺跡群の土坑一覧表の断面形はすべてこの分類に従っている。

A・ 浅い逆台形のもの。底がほぼ平らで壁高が低 く皿状を呈するものである。壁面は垂直に近

いものから、緩 く立ち上がるものまで含めた。

B。 深い逆台形のもの。底がほぼ平らでAよ り壁高のあるもの。

C・ 半円形のもの。壁・底の区別が付きにくく、底部が円形に凹み鍋底状のもの、凹凸のある

ものも含めた。

D。 逆三角形のもの。全体的にみて逆三角形のものは、底に狭い平坦部を持つものや壁に段が

付いているものも含めた。

EoA～ D以外のもの。壁・底に段が付 くもの、壁がえぐれるもの、底部に大きな凹凸のある

ものなどである。

切 り合い関係 。遺物などから推定した時期も、古墳時代から中世まである。個々の記述は表と

重複するので特別なものだけにとどめた。遺構図は、別遺構に含めたもの以外だけまとめた。位

置などは土坑の一覧表を参照 して頂 きたい。 (佐々木嘉和 )

土坑 8(第 119図 )

遺構  K U RA G47に かかって検出した。土坑 6に 切 られる。想定 1.8× 1.3mを 測る長方形の

土坑で、壁 。底は凹凸があり整っていない。深さは最深部で70cmを 測る。覆土中に古墳時代前期

恒川 X期に比定される土師器高不・鉢 。手づ くねが入っていた。

(佐々木嘉和 )

土坑 1
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＝
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†

＝
蛛

十
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2m 1暗褐色土(黄色土混 り)

穿:1171コ  TAN・ KUR 」11完 1
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土坑19(第 116図 )                    ,

遺構 KU R C E51に かかって検出した。方形周溝墓 3と 重複し、耕作の攪乱に切られる。1.8

×(1.5)mを 測る不整長方形の土坑で、深さは検出面から50cm前 後を測り、底部は比較的平坦であ

る。底部近 くから弥生時代後期恒川Ⅵ期の甕が出土している。方形周溝墓 3と 関連する可能性も

あろう。

土坑20(第 121図 )

遺構  KU R C H52に かかって検出した。

耕作の攪乱に切られ、約半分残っていた。想

定 1.8× 0.85mを測る長方形の土坑で、 深さ

は検出面 から20～ 10clnを 測る。底部はほぼ平

坦であるが北西側が約10cm低 くなっている。

北西壁は緩やかな面を成す。底部から土師器

ロクロ使用の甕、須恵器甕 0高台不 。糸切 り

不が出土 した。

平安時代中頃の土坑と推測した。

(佐々木嘉和 )

(佐々木嘉和 ) 鮮,121[コ  TAN・ KUR 」二J完20

小竪穴 1(第 122図 )

遺構 KU RAG52・ 53に 検出された。径1.6mの ほぼ円形を呈し、緩傾斜の壁面を成し、深さ18

cmを 測り、底部はほぼ平坦である。覆土は大きく2層 に分けられる。底部に泥が堆積 し、上層は

砂である。覆土の状況から見て、何らかの形で水と関連のある遺構と考えられる。中心よりやや

東寄りに、径20cm・ 深

さ12cmの穴があり、底

部同様に泥が入り、本

遺構に伴 うものであ

る。この穴の東側の泥

層中底部からやや浮い

て自然石 を検出したが

性格等は不明である。

遺物 土師器・須恵

器の細片、常滑、青磁・

白磁の碗、鉄釘、石器

が出土 している。

青磁 。白磁片が石下

1.暗褐色土

2.砂 土

3.泥 土

4.砂土(泥土混 り)

5。 泥土(黄色土混 り)

6.黄色土

0               1ふ

3

TAN・ KUR ′jヽ竪穴 1第122図
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から出土しており、中世の遺構である。 (佐合英治 )

小竪穴 2(第 116図 )

遺構 KU R C A50に かかる竪穴状落ち込みである。不整長方形を呈し、規模は2.6× 1.7m、 長

軸方向はN24.5° Eを 示す。検出面から底面まで15～ 5 cmと 浅い。底面はたたき状に堅く、住居址

に関連する小竪穴と思われる。

遺物 覆土中から出土したものは、少量ですべて小破片である。土師器甕 0不・高不、須恵器甕

・不 。蓋、灰釉陶器坑・皿である。                     (佐 々木嘉和)

小竪穴 3(第 123図 )

遺構 T A N AW54が 中心の遺構である。溝址14を 切っている。不整形の落ち込みで、南北 4m

を確認した。用地外にかかったが、ほぼ完掘した。検出面からの最深部は約60cmを 測る。壁・床

は大きな凹凸があり、底部は地山の粘土である。覆土中に石・炭・焼土があったが、性格は不明

である。

遺物 出土量は少ない。土師器甕・

不、須恵器甕 0杯・蓋が出ている。須

恵器甕の破片は大きく、数個体がある。

遺物から平安時代の遺構 と思われ

(佐々木嘉和 )

自自123Eコ  TAN・ KUR ′
Jヽ里彊穴 3

火葬墓 1(第 124図 )

遺構 KU R BM49に あり、29号住居址を切っている。石を並べて焼骨・炭を入れた様子である。

1.1× 0。 3mの範囲を掘 り凹め、直径25× 15cmの石を舟底形に組み合わせてある。長軸方向はN30°

Eを示す。石の上面は黒く変色している。断面調査で、石の下側にも焼骨・焼土・炭が入っている

ことを確認し、火葬場所もこの位置と推測される。火葬時に使用した石を用いて底 。壁面を造り、

る 。

―-148-



火葬骨を埋納したのであろう。

遺物 出土量は少なく、小片である。土師器、須

恵器、灰釉陶器、焼骨、炭などで、焼骨の一部に

形をとどめたものがあり、背骨と手か足の指骨で

ある。

遺物から平安時代以後と思われる。

(佐々木嘉和 )

第 124図  TAN・ KUR 火葬墓 1

6)祭祀址

祭祀址 1(第 125・ 126図 )

遺構 TANBV52・ 53付近に古墳時代遺物が集中して出土し、祭祀址とした。7号住居址を切

り、建物址 3に切ら

れる。遺物の集中す

る範囲は南北 8m・

東西 6mでぁる。 7

号住居址の覆土上面

でもあり、遺構検出

に努めたが何も確認

できなかった。 7号

住居址から南東側は

用地境までの間に、

多数の穴 を検 出 し

た (第 126図 )。 祭祀

址 1に伴 う穴もある

と思われるが、把握

できなかった。遺物

はほぼ平面的に出土

しており、極端な高

低差はない。 7号住

居址南隅上に集中し

ていた箇所は、並べ 第125図 TAN・ KUR 祭祀址 1
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下層遺物出土状態

祭祀 址 2

たような状態で出土している。

遺物 出土量は多い。土師

器壺・甕・不・高杯 。手づ く

ね、須恵器平瓶・蓋杯 。高不

などである。

遺物は古手の須恵器蓋杯か

ら、時代の下がる平瓶まであ

り、集中する部分は古墳時代

後期前半の祭祀址 と思われ

る。

遺物 出土量は

多 く、器種 も特定

の供膳形態のもの

に限られる。土師

器ヘラ切 り不が 7

個体・須恵器のへ

ラ切 り杯11個 体

と、ヘラ切 りのも

のが大 半 を 占め

る。他に、内面黒

色の高台不や糸切

0

贔 。2CP◎ ◎

◎

0        2m
(佐々木嘉和 )

第126図 TAN・ KUR 7号住居址東 Pit群

祭祀址 2(第 127図 )

遺構 KURAQ・ R48の暗褐色土中に、1.5× 0。 7mの範囲で30～ 10cmの 石による集石を検出し

た。調査を進めると集石下を中心に2× lmの範囲で特定種類の遺物が集中して出土した。掘 り方

等の確認はできなかったが、穴を掘って土器を埋め、その上に石を配したと考えられる。遺物の

分布状態・石のあり方などから一応祭祀址と考えたが、その具体的な形態は不明であり、祭祀以外

の特別な遺構の可能性もある。
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り不、須恵器17N、 緑釉陶器などが出土している。

遺物から平安時代中期に比定できる。 (山下誠一 )

7)道路址

道路址 1(第 128図 )

遺構 KURAB～ AEにかけて用地内を横断する形で検出された。暗褐色土中に30cm以 下の

石を使った石列がみられた。31号・35号住居址、溝t」L20、 土坑15の上層にあり、これらを切って

いる。検出した規模は、幅4.7～ 3.8mで、N32° Wの方向を示し、両端共用地外に連続している。

上面には30～ 10cmの 大きな石が多く、50グ リットより北側に大きな石が目立った。これらの石を

はずすとほぼ同一面に10cm以下の砂利が敷かれ、踏みしめられたように堅 くなっていた。砂利面

は全体には平坦であるが、両側部が若千高 く、中央部が浅い皿状の凹みを呈する。石の間には、

須恵器 。灰釉陶器の破片があり、石 と同一意識 (用途)で入れられたと思われる。全体の形態や

石・遺物の検出状況などを総合的に判断して、道路址と考えられる。

遺物 土師器・須恵器・灰釉陶器・鉄器がある。土器はすべて破片であるが、その出土量は多い。

土師器杯・高不、須恵器甕・長頸壺・横瓶 0蓋不・鉢 。特殊偏壺、灰釉陶器坑 0長頸壺がある。

鉄器はほぼ完形の刀子・鋤先・釘などが出土した。

出土遺物は、古墳時代後期から平安時代の間に属するものがあり、かなり長い間の使用が考え

られ、最終段階の時期は平安時代後期 と思われる。初現期の確定は困難であるが、遺構の切 り合

いや出土遺物等から考え、古墳時代の末期から奈良時代の前半期位が考えられる。 (山下誠一)

8)棚 址

棚址 1(第 100図・付図 1)

遺構 KU R B X53か ら北西方向に用地内を2.9m間 隔で横断する小形の穴を5本検出した。こ

のうち北側の 2本の穴は81号・84号住居址覆土中にあり、正確な掘 り方を検出できず、他の穴

の底部に認めた石 も確認できなかった。掘 り方プランは北端 と中心の穴が方形で、他の穴は円形

である。直径は35cm前後、掘 り方壁は南端の穴を除いてほぼ垂直である。深さは北側 2本は不明

で、残 り3本は南からそれぞれ21・ 18・ 8 cmを 測 り、底部に径12cm前後の礎盤と考えられる石を

認めた。南から2本 日の穴は底部が二段構造で掘 り凹めた中へ石を埋め込んだものと考えられ
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る。

本遺構が検出された所は、KURの 東端段丘崖が30m程に迫ってお り、地形全体が傾斜 し始め

ている箇所に当ることや検出状況等から、棚址 と考えた。時期を決定できる遺物の出土はないが、

棚址と考えれば周辺遺構 との関係から、奈良時代以降と考えられる。 (佐合英治 )

9)集石・石列

集石

TANOKURで 、遺構名を集石 としたものは、 1～ 25ま である。特に記述はせず、以下に概

略を記す。

近世集石 とした遺構は塵芥を投棄した穴であり、遺構図には近集あるいは攪乱にしてある。比

較的大きな掘 り方に、石・陶磁器片・ランプのほやなどを廃棄したものであり、地表下 lm前後

で検出した。

集石 1～ 25の性格は不明で、集石を残して検出面を下げたので、遺構断面図が盛 り上がったよ

うになってしまったものがある。個々の記述は割愛したので、位置 。規模は一覧表を参照された

い。断面形は土坑の分類に準ずる。

遺構図は以下に記述した番号である。集石 1～ 5。 10(第 134図 )、 集石 6(第 129図 )、 集石 7

～ 9011～ 15(第 130図 )、 集石16～ 18(第 131図 )、 集石19～ 23(第 132図 )、 集石24(第 133図 )、

集石25(第 27図 )。

鐸:1291コ  TANOKUR Яミ

'日

6
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集石23

1.黒色土

2.黒色土(黄色土混 り)

3.黒褐色土

0      50cm

集石24

辟

。
一

穿,132[コ  TAN・ KUR 集石 19・ 20021022・ 23

／

≠

1.褐色土

2.礫砂利

(褐 色土混 り)    2

第133図  TAN・ KUR

石タリI(別 図 1)

TAN溝址12の最上部にあった石列で、確実に把握できずに溝址12の調査に入ってしまい、結

果的に未記録で破壊 してしまった。TAN溝址12の 項でわずか記述してある。

平安時代の石列と思われる。                       (佐 々木嘉和)
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石″U2 (第 134図 )

遺構 KURBA48に 検出した。石列 3と 同方向を示し、1.lm程北西側に、幅40cm前後・長さ

3.5m程を確認した。石はみな自然石で径23～ 5 clnを 測るものである。

遺物は出土せず、時期・性格は正確に把握できないが、耕土下の暗褐色土上層に検出されたこ

とから中世以降 と考えられる。 (佐合英治 )

石ダU3 (第 134図 )

遺構 KURAU56～ B E46ま で用地内を北東方向に横断し、調査範囲南端で南西方向に曲が

って検出された。耕作土排除後、暗褐色土層上部に検出され、人為的に石を集めたものと考えら

れるが、規則的に並べられたものではなく、南西側の幅の広い部分については外側の石のみを図

化 した。南西側は用地境で南東へほぼ直角に向きを変えているものと判断したが、この部分は別

の集石 となる可能性もある。確認した長さは19mで、両端部は用地外へさらに延びていると考え

られる。幅は南西端で1.5mを 測 り、内側と外側の石の高さはほぼ同じである。北東端は幅0。 7m

で、中間部はまばらに石が認められる程度で、耕作等によりかなり攪舌Lを 受けていると考えられ

る。全体 としては北東側から南西側へ約30cm傾斜している。石は花同岩の自然石で直径 30～ 5cm

を測り10cm前後のものが多い。本石列址が本来地表面より高 く築かれていたものか、同じであっ

たかは確認できなかった。本址の用途 0性格は不明であるが、石の配列状態などから土地を区切

る意味を持つ道路的な性格も推測できる。

遺物 土師器片と石器とがあるが、遺構を検出したのは中世以降と把えた層である。

また、石列 3の西側には石列 2、 集石 1～ 5010が同層位で検出されている。これら遺構 と直

接結び付 く遺物は出土せず、時期・性格等を把握できるものはなく、本址との関連も不明である。

(佐合英治)
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10)Pit群

遺構 TANOKURに 検出された、大小様々な穴である。建物址等具体的な遺構 として把握で

きなかったもので調査範囲内全体

に分布 し、現地では全て図化 した

が、本書に収録 したものは、他遺

構周辺に分布するもの、特に集中

する範囲に限った。

時期的には土層状況などから弥

生時代～中世にかけてのものが主

体 となるが、個々の穴についての

時期 。性格等は不明である。

第135図 のPit群 はKURCH

～CJに検出された穴である。

(佐々木嘉和 )

／

１

ナ

OP唯

◎
mら

③ ◎
鰺 ◎

ρ
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用 地  外

自自135回ヨ TAN・ KUR Pit群
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恒川遺跡 恒川A地籍

本地籍には弥生時代後期末から中世にかけての遺構がある。また、遺構 として把握が困難では

あるが、本地籍を最も特徴づけるものは南西半にある湿地帯であり、層位により把えられたのは、

古墳時代後期・奈良時代 。平安時代 。中世であるが、遺物は弥生時代中期以降のものを多出する。

湿地ぎわからGOBにかけ、弥生時代後期から古墳時代前期の住居址及び溝址がかなり密集し

て検出された。溝址 2は、古墳もしくはそれに類する墳墓的な性格が考えられるもので、本時期

の最終段階の遺構である。弥生時代後期終末から連続して 3時期の集落を営み、集落内に墳墓を

築成し、居住地域を移動したと考えられる。

古墳時代後期の遺構はほとんどなく、奈良時代まで継続していたとみられるGOBか ら続 くG

OB溝址 1の延長部が検出されたのみで、居住区域の外帯、水利用のための共有地的性格が示さ

れる。

奈良時代の遺構は、湿地ぎわに柱根の残る掘立柱建物址があり、また、東接するGOBに連続

して、その境付近にも掘立柱建物址がある。GOBA区 とは一連のもので、GOBか ら本地籍の

湿地ぎわにかけ、官衛域の一画を成していたと考えられ、中でも湧水に依拠した性格の強い地点

として把えられる。

中世は遺構として的確な把握ができなかったが、土坑群が北東側に分布 し、かなりの陶磁器類

が出土しており、本来は居館址もしくは住宅址などが考えられる。        (小 林正春)

1)住居址

① 弥生時代後期から古墳時代前期

1号住居址 (第 136図 )

遺構 G O A A T56を 中心に検出された。溝址 2・ 3、 穴に切 られ、南端部は地形が傾斜 し上部

が削平されているため、北西隅を中心 とした箇所のみ壁を検出し、 1辺が 4m前後の隅丸方形の

竪穴住居址 と考えられ、主軸方向はN14°Wを示す。確認部の壁高は10cm以下 とわずかである。床

面はかなり削平され、壁同様に残存部は少ないが、良好な部分 も一部認められた。炉址は北壁ぎ

わの溝址 2に切 られる箇所にあり、炉縁石 を持つ土器埋設炉である。床面を径約 lm掘 り凹めた

中心部に底部を欠 く甕を埋め、南側に細長い自然石 を用いた炉縁石を置いている。焼土は比較的
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少なく、土器内に散乱し、ほとんどが周囲の黒色土と混じた状態である。主柱穴は確認できなか

ったが、炉址南側に浅い穴があり、間仕切 り的な性格が考えられ、それに南接して台石 とみられ

る偏平な石がある。炉址の反対側壁下付近と考えられる位置に80× 55clnの穴があり、入口部施設と

考 えられる。

遺物 .炉址 に使われた甕以外には、甕 。壺の破片が出土 したのみである。

遺物から弥生時代後期恒川Ⅵ期に位置づけられる。 (小林正春 )

土坑 7 土坑 7

Ｂ
一

Ｆ
一

Ｅ

一

Ｄ

一

o        2m

°       2

0     50Cm

ー
l.黒色土

2.黒褐色土

3.黒色土(炭・焼土混 り)

4.黒褐色土(炭,焼土混 り)

2、 土坑 7第136図 GOA l号住居址、溝址 3、 小竪穴 10

2号住居址 (第 137図 )

遺構 GOAAT51に 土器埋設炉を検出した。溝址 2・ 小溝に切られる。竪穴住居址と思われる

が、規模などは確認できなかった。炉址の北東側に黄色砂土 (地山)の下がる所があり、壁の可能

1住炉
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性もあるが、床面も把握できず断定はできない。 土器埋設炉には底を欠いた甕を使用している。

埋設した甕の外側の掘り方中に焼土 。炭など混入しており、造り替えた可能性がある。

遺物 炉t」Lに 使われた甕の他、壺がある。甕は弥生時代後期の中島式であり、恒川Ⅵ期の住居

址である。                                (佐 々木嘉和)

一◎ |

o      50cm

-l.焼 土

2.褐色土(焼土・尿混 り)

3.灰黄色砂質土

4.暗褐色土

2    5.褐 色土(暗褐色土・黄色砂質土混 り)

6.撹 乱

o            21

第137図 GOA 2号住居址、小溝

3号住居址 (第 138図 )

遺構 GOAAY51・ 52を 中心に検出された。当初は検出面に黒色土の溝状に落ち込みが方形に

みられ、方形周溝墓 として考えた。しかし、溝の内側の調査で、柱穴・炉址等の住居址付随施設

が検出されて、住居址であることが判明した。北西側は溝址 2に、中央部西側の床面は1.8× 1.2

mの不整形のプランを呈する大穴にも切られている。7.8× (7。 6)mを 測る隅丸方形の住居址で、

主軸方向はN58.5° Eを示す。溝址 2号に切られる北西側を除く三方に、幅80～ 50cm◆ 深さ60～ 30cm

の溝がめ ぐっている。床面は黄色砂土までほぼ水平に掘 り黄色土を10cm程度埋め、はり床とした

堅 く良好なもので、その直上には焼土が散乱していた。主柱穴はPl～ P4で、床面では70～ 60

cmの円形プランを呈し、途中から細 くなり、P2～ P4は床から100cm以上にもなり、通常の住居

址より深 くまで掘られる。P3は上面を溝址 2に切られている。P4は床から約30cln下 に20cm前

後の石を検出し、柱を抜いた後に石を埋めた可能性がある。炉址は東側主柱穴間中央北寄 りにあり、
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炉縁石を持つ地床炉である。炉縁石は通常住居址の中心側に位置するが、本址では通常の位置か

ら90° 方向を変え、つまりP2の方向に持つなど、やや形態を異にする。一般の竪穴住居址にみら

れる壁は認められず、周囲の状況からも後世の削平により消失したことも考えられず、規模の大

きな柱穴・深い周溝を持つことなどから平地式の住居址と考えられる。深い周溝は、壁となる板

材などを直接埋め込んだ可能性が強い。当地方では他に類例のない形態といえる。焼土の状況か

Pl―-77

― 饂[:〕) 一

凸
cm

1.焼土

2.黄灰色土

3.黒色土(焼土混 り)

4.黒色土

第138図 GOA 3号住居址
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ら火事の住居址の可能性が高い。

遺物 土器・石器があり、ほとんどが床面上の遺物で、量も多い。土師器壺・甕・高17N e鉢・小

型丸底・小型壺、打製石斧・扶入打製石庖丁 。有柄石器・祗石・磨製石鏃未成品がある。遺物か

ら古墳時代前期恒川Ⅷ期に比定できる。 (山 下誠一 )

4号住居址 (第 139。 140図 )

i 3 1

…

Cm

黒色土

焼土

黒色土(焼土混 り)

0 - m̈

4号住居址、建物址 203
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遺構 G O A A Y47を 中心に検出された。溝址 2、 建物址 2・ 3に切られ、北側は道路下のため

一部調査できない箇所があった。5× 5。 3mを測る隅丸方形の竪穴住居址で、主軸方向はN122.5°

Wを示す。確認部の壁はほぼ垂直で、壁高は30～ 20cmを 測る。床面は全体的に堅 く良好である。

東隅部を除き、確認したほぼ全体の壁下に幅20cm前後 。深さ10cm前後の周溝を確認した。主柱穴

はPl～ P3を確認し、いずれもしっかりとした穴である。南東壁下に、いずれも径 lm前後の'

穴が並んでおり、この付近及び内部からの遺物出土が多く、特定はできないがいずれかが入口部

施設で、それ以外は貯蔵穴と考えられる。炉址は地床炉でPlと P2の 中央部床面が径80cm程の

範囲でわずかに凹み、Pl側 に炉縁石を持つ。焼土は全体に認められ、一部西壁側に張 り出すよ

うに認められたが、焼土が面あるいは層を成すというほどのものでもない。また、北西壁下の床

面上に径35cm程の焼土の面が認められ、炉址とは別に火使用の施設があったと考えられる。覆土

中及び床面直上に炭・焼土が認められ、火事の住居址である。

遺物 遺物量は多く、炉址周辺床面上、南東壁下穴内及びその周辺からの出土が主体で一括性の

う、
A

― ―
       -7

Mノ

6 × 1 邪曖＼翡 34諭

高い良好な資料

である。土師器

壺・甕 。蓋・高

杯 。鉢・器台・

小型壺、打製石

庖 丁 な どが あ

り、これら出土

遺物から古墳時

代前期恒川Ⅷ期

に位置づけられ

る。

(小林正春 )

判
-20
シ 2!
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``′
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〕σ
＼

υ         2m

第140図 GOA 4号住居址遺物出土状態
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5号住居址 (第 141図 )

遺構 GOAB F55を 中心に検出した。 8号住居址、溝址 2、 土坑 16・ 19、 穴に切られるが、ほ

ぼ完掘した。(7)× 6.4mの 隅丸方形の竪穴住居址で、主軸方向はN128° Wを 示す。壁高は検出面

から20～ 10clnを 測る。西壁下のみに深さ10clnの 周溝があり、床面側が土手状にわずか高い。床面

∝
◎

夕
◎

第141図 GOA 5号 08号住居址、土坑15
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はP2周囲のわずか低くなった箇所を除いて、はり床になっており、堅く良好であった。P2周

辺は10～ 5cm低 くなっている。Plの含まれている穴は新しく、住居址を切っている。主柱穴は 4

本で、平面は不整楕円形で小さく、割り材使用の可能性がある。炉址は地床炉でP10P2の 中

間でやや中央寄りにある。わずか掘り凹め、地山が鍋底状に焼けていた。

遺物 規模に比べて出土量は少ない、土師器壺。S字口縁甕・台付甕。小型台付甕・高不。器台。

鉢、扶入打製石庖丁などがある。

出土遺物から古墳時代前期恒川Ⅶ期の住居址である。 (佐々木嘉和 )

6号住居址 (第 142図 )

遺構 G O A A Y56を 中心に検出された。現代の池に切られ、住宅下にあった壁は完全に消失し

ている。主柱穴と炉址の関係から主軸方向はN43°Wを示し、プランおよび規模は一辺4.2m程の隅

丸方形の竪穴住居址が想定できる。残存する床面は北から南へ若干傾斜するが、 きわめて堅いは

り床である。はり床自体は住居址中心部が薄 く東側は厚 くなり、最も厚い所では18cmを 測った。

主柱穴は東側の 2本 を確認し、P2に は北側の縁部に厚さ 2 cm幅 6 cm程の黄色土を盛 り上げ土手

状にしている。炉址は北西壁側にある。西側主柱穴が確認されていないので確証はないが、主柱

穴を結ぶ線上に位置しているものと考えられる。炉址も池により壊され、甕が押しつぶされた状

-

灰褐色土

黄色土(灰褐色土混り)

攪 乱

第142図 GOA 6号 住居址
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態で、炉縁石に使われていたと思われる石が中心部 まで移動 している。

埋設炉で、破壊のため焼土はあまり認められなかった。

遺物 床直上まで池により切 られているため遺物は少なく、 壺・甕・

弥生時代後期恒川Ⅵ期に比定される。

本来、炉縁石 を持つ土器

高不がある。出土遺物か

(佐合英治)

7号住居址 (第 143図 )

遺構 GOABB58を 中心に検出された。北壁の一部と住居址北西側は現代の池に、北東隅上面

を土坑17に切られている。西壁は調査の土盛 り部分になり、未調査に終った。4.5× (4.5)mの 隅

丸方形の竪穴住居址で、主軸方向はN27.5°Wを示す。壁高は残存部分で15～ 10cmを 測る。床面は

黄色砂土までほぼ水平に掘 り、20cm前後黄色土混りの黒色土を埋めて、はり床としている。半分

程池に切られ、残存部分では主柱穴の内側部分がきわめて堅 く良好である。東側壁ぎわは60～ 50

cm幅ではり床がみられず、黄色土が混じる黒色土面があり、南壁も同様であった。ただ南壁の中

央部は堅いはり床が壁ぎわまで続いていた。壁ぎわの黒土面については、当初周溝と考えて掘 り

上げたが、周溝にしては幅

が広すぎ、住居址内の利用

形態の差により床面に硬軟

の差が生 じた と考 え られ

る。一応、実測図には落ち

込みとして表現 したが、今

後住居址空間利用等を考え

る上での検討課題の一つで

ある。なお、南壁中央の堅

い末面部分は、入口部 と考

え られ る。主柱 穴 は Pl

～P4で、 P3・ P4は東

西方向に長 く割 り材を用い

た柱が考えられる。炉址は

確認できなかったが、池に

切 られる北側部分に位置す

ると考えられる。

遺物 出土 量 は少 な い

が、ほとんどが残存する床

面からの出土である。土師

◎
Pl―-47

0

⑤ Q
土坑 17

0        2m

7号住居址

P3--58
◎

D

ヽ

鐸,1431コ  GOA
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器壺・甕・高不・器台などがみられる。

遺物から古墳時代の前期恒川Ⅶ期に比定できる。 (山 下誠一 )

8号住居址 (第 141図 )

遺物 GOABG56を 中心に検出した。5号住居址を切 り、溝址 2に切られ約半分残っていた。

(3.5)× 3.5mの 隅丸方形の竪穴住居址で、主軸方向はN133° Wを示す。当初 5号住居址との切 り合

い関係をつかめず、同時に調査に入ったため、確認壁高は 5号住居址床面から10cmを 測る。周溝は

北西 。南西壁下にあり、幅15cln・ 深さ10～ 4cmである。南隅は床面が軟かく40cm幅の落ち込みにな

り、周溝の確認はできなかった。床面ははり床になっており、壁下50cln幅 で軟かいが、それより

内側は堅 く良好である。はり床をはずすと地山上面は凹凸があり、 5号住居址の主柱穴・穴 0溝

状の落ち込みを検出したが、本住居址の主柱穴は確認できなかった。壁下に深さ20cln前後の穴があ

り、主柱穴の可能性もある。炉址は地床炉で、南西壁下60cm内側にありやや西隅に寄っている。

はり床面が良く焼けていた。

遺物 出土量は少なく、土師器壺・甕・高17Nな どで、はり床中から鉄器片が出ている。

出土遺物から古墳時代前期恒川Ⅶ期の住居址である。            (佐 々木嘉和)

OT__…_____ム m

9号住居址 (第 144図 )

遺構 GOABD50に かかる住居址

である。溝址 2に切 られ、用水路・

道路にかかるため、調査 した範囲は

2.5× 2.5mである。方形の竪穴住居

址 と思われ、検出面から床まで10cm

前後である。床面は堅 く良好であっ

た。

遺物 床面から土器片 と石製紡錘

車が出土 している。遺物から弥生時

代後期恒川Ⅵ期の住居址であろう。

9号住居址

③

◎  。

0

0◎

鐸:1441コ  GOA
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② 時期不明

10号住居址 (第 145図 )

遺構 溝址 2の東側、三角形に残った用地を調査中に、きわめて堅い床面を確認し、住居址と

した。北側は道路、東と南側は宅地下であったため荒れており、西は溝址 2と切り合うため、規模

。主軸・炉址等の施設は確認できなかった。床面上の穴は床面を確認する前に把えられ、本住居

址より後世のものである。溝址 2と

の切 り合い関係は新しい攪乱等もあ

り断定はできないが、溝址 2の覆土

中に床が確認できず、本住居址が溝

址 2に切られている可能性が強い。

遺物 土師器甕の細片が出土して

いるが本住居址に伴うものか不明で、

時期を決定することはできなかっ

た 。 (佐合英治 )
第145図 GOA 10号住居址

2)建 物址

建物址 1(第 146図 )

遺構 GOAA047を 中心に検出した。溝址 5を切る。用地外にP llの 柱掘 り方がわずかにかか

ったが、全体を把握した。柱間 4× 3の掘立柱建物址で、桁行6.2m・ 梁行5。 lmを 測る。柱間寸

法は桁行1.54m・ 梁行1.7m、 桁行方向はN40°Wで、ほぼ南東に向いている。段丘後背湿地の泥混

り礫層中に、柱の先端を検出し、徐々に掘り下げて柱掘 り方14個 とその中に残る柱根 8本 を確認し

た。柱の掘 り方平面は不整方形であり、検出面から底面まで60～ 25cmの 深さである。東柱の掘 り

方が浅い他は底面レベルはほぼ一定であり、つき固められて堅 くなっていた。 P12の柱根下に石

を置き礎盤としていたが、他の柱下部には特別の施設は認められなかった。柱は割 り材で、掘 り方

の上部は腐食が進みグシャグシャしているが、下部は建てられた時のままであった。大さに均一

性はなく形も様々である。 P12は 柱根の節から判断すると元末を逆に立てられている。柱根の表

面を炭化させており、炭化後に手斧削りをしたと認められるものもある。柱の底部は斧で斜めに切

断されており、切込角度はほぼ60度である。Plの柱は丸太の%を使っており、外側の年輪径か

-169-



ら、直径50cm以 上の丸太と推定できる。材質は針葉樹であるが樹種は確認していない。

柱掘 り方内等から時期を決定できる遺物の出土はないが、土層から推定して奈良時代 と思われ

る。 (佐々木嘉和 )
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青灰色土(砂 混 り)

青灰色土(砂混 り)

漆黒色土

9丁

Ｄ
一

第146図 GOA 建物址 1、 溝址 5
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1.青灰色砂

2.青灰色泥

3.青灰色泥(漆黒泥混 り)

4.白褐色砂利

5.白 褐色砂利(粗砂利 )

0         2m



柱 穴 No Pl P2 P3 P4 P6 P9 P ll P12

現 存 長

断 面 形
整

形円

不

楕

整

形円

不

楕

整

形円

不

楕
整

形方

不

長

整

形方

不

長

整

形方

不

長

整

形円

不

楕

全体腐植し
ているが不
整長方形と
思われる。

断 面

長径×短径
24× 20 22× 18 20× 15 24× 15 26× 13 22× 15 23× 17

断  面

現 存 長

15× 10

底   部

切 断 角 度

60°

外側 より

芯へ

クサビ状に両
側から切断
大きい面67°

小さい面60°

腐植して
いるが60°

に近い

表面の状態
炭 化 後

手斧削 り

炭 化 後

手斧削 り
炭  化

炭 化 後

手斧削 り

炭 化 後

手斧削 り
炭 化 炭  化 不  明

第 1表 GOA建物址 1、 柱根計測表 (単位cm)

建物址 2(第 139図 )

遺構 GOAAX45周 辺に検出した掘立柱建物址である。4号住居址を切る。用地外 と用水路にか

かり、当初それぞれの掘 り方を単独に土坑と考えたもので、確認した柱間は(1)× 3である。桁

行は 1間確認し、柱間寸法は1.22m、 梁行柱間寸法は1.2mを測る。梁行の中間 2本の柱穴は一つ

の掘 り方であり、平面は不整長方形である。他の柱穴の平面は不整円形で、検出面からの深さは

70～ 40cmである。すべての底部に浅い落ち込みか石があり、柱位置を示すと推定される。

時期は決め手になるものがなく、 4号住居址 (古墳時代前期)よ りは新しいことを把握したの

みである。 (佐 々木嘉和 )

建物址 3(第 139図 )

遺構 GOAAY46に 検出した掘立柱建物址である。4号住居址を切 り、建物址 2と 重複する。

建物址 2と 同様当初土坑と考えたもので、用地外 。用水路にかかり、柱間(2)× (1)を確認した

のみである。桁行 2間の柱間寸法は2.04mで、梁行の柱穴は完掘できないので寸法は確認できな

かった。柱穴平面は不整長楕円形で、検出面からの深さは 1～ 0.5mを 測る。建物址 2と 重複して

おり、ほぼ直角に重なっている。切 り合い関係は確認できなかったが、関連のある建物址と推定

される。

出土遺物等による時期決定はできないが、 4号住居址を切ることから、古墳時代前期よりは新

しい。
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3)溝 址

溝址 1(第 147図 )

遺構 GOA用地内をほぼ南北に横断する溝址 で、

土坑 1。 2、 集石 1に切られる。一部用水路が通り、

両端は用地外に延びる。全体の規模等は不明であ

る。確認した規模は長さ29m e幅約 3m・ 深さは検

出面からlm前後であった。方向はN4° Wを示す。

覆土のほとんどに砂が混入しており、北方約20mの

所にある湧水から水を流したものと推測される。掘

り方は、開いたV字形で、意図的に壁面に段を付け

掘られた可能性がある。水流によるえぐり込みのた

め、凹凸が著しい。底部から少し上に石が入ってい

たが、上流 (北)に より多く認められた。

本溝址の水を溝址 2に入れたと思われる小溝が溝

址 1・ 2の 間に検出され、溝址 2と の時間差は少な

いと推定できる。

0      1m

茶褐色土

砂土(黒 色土混 り)

黒色砂質土

茶褐色砂質土(砂利混 り)

茶褐色砂質土

灰黒色砂質土

灰褐色砂質土(礫砂利混 り)

灰褐色砂質土

黒色砂質土(漆黒土 混 り)

鐸,147[コ  GOA 溝 1、 土坑 1・ 2

A B

0   2m

土坑 1

`

駄レ
″
あ
ｒ
ｌｌ
ん
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遺物 出土量は多い。土師器壺・甕・高不・器台 。鉢 。石器等が出土した。

の出土は注目される。

遺物から本溝址の終焉は古墳時代前期前半と思われる。

布留式甕・播磨系甕

(佐々木嘉和 )

溝址 2(第 148図 )

遺構 GOA北 半部に溝址 2を 検出した。円形になる溝址である。 1号・2号・3号・4号・ 5

号・8号 。9号 。10号住居址を切 り、土坑 304に切られる。用地外・市道 。用水路にかかり約半分調

査 した。規模は溝外側の径は30m内側は22m前後を測る。溝の幅3.2～ 2.4m、 検出面から底部ま

で1.2～ 0.8mを 測る。断面形は逆台形で、掘 り方の外壁は急傾斜で底部に至るが、内壁は緩傾斜

である。東側の溝には内壁に段が付けられ、内壁全体に粘質の黄色土が、20～ 15cmの厚さではり

付けてあり、一旦掘った面を覆う意味が考えられる。底部に石があったが、西側は小さく東側は

人頭～拳大であり、量は少ない。土層を見ると、砂 。泥が比較的きれいに入り水の流れで荒れた

状態の所がなく、水を湛えていた様子である。

遺物 東側溝の石の間から鉢・高不の脚部片、西側溝は漆黒泥土層から高17N片 が出ている。出土

量はわずかであった。

切 り合い関係と遺物から、古墳時代前期の遺構である。溝址内側の平坦部では、古墳時代前期

以前と中世以降の遺物が出土するのみで古墳時代後期か ら平安時代の遺物は一切出土しておら

ず、また内部に おいて関連すると考えられる施設も確認できず、一定の盛 り土があった可能性も

強く、本址の性格として、古墳もしくは円形周溝墓 と考えられる。 (小林正春 )

溝址 3(第 136図 )

遺構 G O A A T56を 中心に 1号住居址を切る付近のみに検出された。遺構検出面よりはかな

り上から掘 り込みがあったと考えられ、検出したのは長さ約 5m。 幅 1～ 0。 7m・深さ10Cm前後で、

底部ぎわのみである。また、北側は検出面まで底部が達 しておらず、 1号住居址の南側は全体が

削平されているため検出できなかった。ほぼ地形の傾斜に沿っており、覆土中にかなりの砂利が

入り、幅・方向等規格性がなく、自然の流路と考えられる。

遺物 覆土中に弥生時代後期土器片、古墳時代土師器◆須恵器片などが出土し、古墳時代以降に

位置づけられるが、詳細時期は不明である。                  (小 林正春)
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溝址 4(付図 1)

遺構 G O A A H50～ 55に 検出した。長さ約10m。 幅90～ 50Cm・ 深さは検出面から20～ 10cmを確

認した。検出面は砂で、人工的な溝址ならば何らかの施設が必要 と思われ、後背湿地の自然溝址

と推定した。この検出面では木器など植物遺体が出土している。検出面の土層から古墳時代～奈

良時代に位置づけられる。 (佐々木嘉和 )

溝址 5(第 146図 )

遺構 GOAA046に かかって検出した。建物址 1に切られ、建物址 1の Plか ら東へ2.5mと 、

P9か ら南へ 3mを確認した。幅60～ 40cm O深 さは40～ 20cmを 測る。溝状に凹むが、水が流れた

痕跡はなく、覆土中に砂利が入っており、砂利を混入して埋めもどしたと推定される。

遺物 土師器・須恵器片がわずかに出土している。

出土遺物による時期決定はできないが、土層及び切 り合い関係から建物址 1と 同時代の奈良時

代か古墳時代後期の遺構と思われる。                    (佐 々木嘉和)

溝址 6(付図 1)

遺構 GOAの 後背湿地中央に位置する自然溝址である。砂層面に植物遺体が多量に混入する

部分があり、掘 り上げて凹んだ部分 を溝址 6に した。規模など推定の域を出ず、長期間にわたる

湿地の水路である。

遺物 湿地土層で 5層前後の各グリットで取 り上げた遺物は、本址に混入 していたものが多い。

遺物出土量はきわめて多く、土師器甕・17N。 高 17N、 須恵甕・蓋 17・・高17N。 器台などである。

主体 となる時期は古墳時代後期である。                  (佐 々木嘉和 )

小溝址 (第 137・ 148図 )

遺構 GOAASoT51に 検出した。2号住居址を切 り、溝址 1と 溝址 2をつないでいる。長さ約

3m・ 幅30Cm・ 深さ検出面か ら20～ 10cmを 測る。水の流れた痕跡があり、溝址 2の壁上で急に

50cmも 下がっている。溝址 1か ら溝址 2へ水を流したことは歴然であり、溝址 1・ 2が同時存在

であることを証明している。

遺物 打製石斧が 1個 出ているが、 2号住居址の遺物と思われる。
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1.耕土

2.‐暗褐色土

3.暗褐色砂質土

4.物土
5.褐 色土

6.褐 色泥土

7.灰褐色泥土

8.漆黒泥土

9.褐色土(黄色土混 り)

10.暗褐色粘質土 ヽ

H.黄色土(褐 色土混 り)

12.褐色土(黄色砂土混 り)

13.撹  乱(褐 色土 )

14.近世 タタキ

15。 近世溝

第148図  GOA溝址 2、 土坑 3
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4)土 坑・小竪穴

GOAに は土坑 1～ 21ま である。規模など大小様々あり、位置。規模は一覧表にし、記述は特徴

的なものだけにとどめた。                          (佐 々木嘉和)

土坑 2(第 147図 )

溝址 1を切る。覆土中に石・焼土・炭が比較的多く入っていた。遺物は天目茶婉・染付磁器皿

片がある。皿は明朝の魚紋染付磁器で、出土例の少ないものである。

遺物から中世の土坑であろう。

土坑 4(第 149図 )

溝址 2を 切る。覆土中に焼けた石・炭化米 。鉄片が入っていた。炭化米は固まり、プロック状

になっている。形態等は他の中世 と推定した土坑と似ている。

土坑 5(第 149図 )

不整長方形で、整った土坑である。壁は垂直に近 く、底は平らに掘られている。遺物の出土量

も比較的多く、ほとんどが金属製品で永楽通宝・鉄釘。飾り金具(円 。方形板 )。 鉄鏃の他に、焼骨・

炭化物が出土しており、中世の墓墳と推測される。

土坑H(付図 1)

湿地にあり、黒色土面に灰白色砂利が入っていた。深さが検出面から6 cmと わずかであるが土

層を2層確認した。下は漆黒土の混じる砂利である。この層から植物遺体 (木・竹片)・ 炭化米・

土師器片が出土している。湿地全体の土層から平安時代の遺構と推測されるが、断定はできない。

土坑13(第 150図 )

5号住居址を切る。覆土中に陶磁器片が混入しており、近世のゴミを廃棄した土坑と思われる。

小竪穴 1(第 136図 )

遺構 GOAAR58に ある。小竪穴 2と 切 り合い畦畔にかかって完掘はできなかった。1.6× 1.

2mの不整楕円形で、底部は鍋底状になり、検出面から30cmの深さを測る。覆土中には礫が多く入

り集石状を呈している。遺物は覆土中から灰釉陶器片の出土をみたが、出土量はわずかである。

遺物から平安時代～中世の遺構であろう。
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小竪穴 2(第 136図 )

遺構 GOAAS58に ある。小竪穴 1と 切り合い、畦畔にかかる。直径1.4mの ほぼ円形で底部

は鍋底状を呈する。検出面から20cmの 深さを測り、覆土は暗褐色土である。

遺物 土師器のイヽ片が出土したのみである。

小竪穴1と ほぼ同時期と推測され平安時代～中世であろう。

ン 島 8

ン

02
土坑 10

(佐々木嘉和 )
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第150図  GOA 土坑12・ 13014・ 16017。 18019020

5)集石・石列 0暗渠

集石 1(第 151図 )

遺構 GOAAP54に ある。溝址 1を切る直径1.4mの ほぼ円形で、検出面から10cmと 浅い。石

の量は比較的少なく、覆土は炭混じりの漆黒色土である。底部は焼けていた。

遺物 土師器小片がわずかに出土している。

時期は決定材料がなく、推定できない。

◎
0
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集石 2(第 151図 )

遺構 GOAAQ51に ある。用水路にかかり半分調査した。直径1.8mのほぼ円形である。断面

は逆三角形で、検出面から70cmの 深さを測る。石は底部近くまで入っており、中央部の石は破砕

された細かなものが多い。覆土には炭が混入し、壁面に焼けた所があった。掘り方が深くなるが

集石 1と 似ており、同じ性格を持つものと推測される。

遺物 土師器片がわずか出土している。

集石 1同様に時期は不明である。

集石 1 集石 2

1.漆黒色土 (炭混 り)

1.黒褐色土

2.漆黒色土(炭混 り)

3.焼土

第151図 GOA 集石 102

石列 1(第 152図 )

遺構 GOAAE～ A J54～ 56に 検出した遺構であり、湿地褐色砂土上面に人頭大から拳大の

石が入っていた。暗渠 2本に切られる。確認した規模は、長さ南側12.5m。 東側 4m。 幅 3～ 1.

5mを 測る。石の混入する厚さは約50cmである。湿地帯を横断する方向に並んでおり、自然の堆積

ではない。当初水田址の畦畔と推定したが、石列の両側は砂ばかりで水田址とは断定できない。

石列をはずすと木器などの自然遺物の出土する砂層で、その砂層に木杭列を検出した。石列は木

杭列とほぼ同方向で関連性が考えられる。

遺物の出土がないので時期の確定はできないが、砂層からみて中世以後である。
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1.砂土 (褐 色砂利混 り)

2.褐色砂土

3.青灰色砂土

4.白 色砂利

5.,尼

2m

第 152図  GOA 石 列 1

暗渠 1(第 153図 )

遺構 G OAAH48を基
`点

にほぼ東西へ4。 2m。 南北へ19mの L字状に検出した。曲折部分 と北

端は後世の攪乱により、南東端は水田の境のために壊されている。確認延長の長い側の方位はほ

ぼ南北を示し、北東へ延びる側はN76° Eを示す。長さ40～ 15cmの 自然石 と一部に割石を用い、全

体の幅を90～ 60cmと し、2列 の石はていねいに並べられ、溝状を成し、その内径は20cm程である。

その上に透き間なく径50～ 20cmの石を置き天丼としその上を粘土で被い、さらに 5 cm前後の砂利

で全体が補強されている。確認した部分の底部は北側から南側へ53cm傾斜していた。南端には長

さ60cmの竹が残存しており、二重に覆われた上部は水の浸透を防 ぐものとも考えられ、排水のた

めの暗渠ではなく、水を引くためのものと考えられる。

本址に直接伴 うと考えられる遺物は出土しなかったが、遺構を検出した層位から中世以降と考

えられる。                                     (佐 合英治)

暗渠 2(第 153図 )

遺構 GOAAC50～ A H45の道路境に検出した。暗渠 1の確認延長の長い側の石組から 1

～1.5m西側にほぼ平行 して22.5m確 認した。幅は西側がすべて道路下となるため正確に把握でき
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第 153図  GOA 暗渠 102

ないが lm程 と考えられる。調査できた南端 4

mが径30cm前後の石を使って溝状に組まれてい

る他は、径40～ 4 cm程の石が雑に集められてい

る。本遺構より西 3m程の所に湧水があり、そ

の侵入を防 ぐ排水のための暗渠と考えられる。

本址に伴うと考えられる遺物は出土しなかった

が、暗渠 1と 同層に検出され、層位から中世以

降と考えられる。 (佐合英治 )

6)杭列・土器包含層

杭列 (第 154図 )

遺構 GOAAF～ AIの 50～ 55に 検出した

杭の並ぶ遺構である。湿地青灰色砂利中にコ字

形に出土した。列になる杭 とそうでない杭があ

るが、総本数は62本である。規模は南側lm.北

側 8m。 東側 6mを 測り、杭が間隔1.3～ 0.3m

で並んでいる。杭の長さは50～ 20cmで、丸太と

割 り材の 2種類があり、直径は 7～ 4 clnで、い

ずれも端部を尖らしている。割 り杭には皮の付

いたものと、 4面割ったものとがある。材質は

針葉樹と広葉樹があり、確認できたのは檜 と桜

である。水田址の畦畔に打ち込まれた杭の可能

性が強いが、水田面の確認はできなかった。

検出した土層は奈良～平安時代であるが、上

層から打ち込まれた可能性もあり、奈良時代以

降のものとしか判断できない。 (佐々木嘉和)

暗渠 1

A       B

ヽ

C       D

―
E        F

4峰

G Ｈ
一

2m

1.

2.

3.

4.

5.

灰黒色泥土

砂 利

灰色粘土

黒色砂土

灰色砂質土

第153図 GOA 暗渠 1・ 2
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青灰色砂利

黒色土

砂利(礫混 り)

灰色砂

黒色土

黒色砂質土

黒色砂質土(砂利混 り)

第154図 GOA 湿地帯杭列

A区土器包含層 (第 155図 )

遺構 溝址 1と 湿地帯の間、GOAAR47付 近を中心にして、 6× 6mく らいの範囲に土器が

集中して出土し、当初は遺構に付随する遺物と考えて調査を始めたが、遺構の確認ができず、包

含層とした。建物址 1・ 溝址 5に切られる。遺物は基盤の黄色砂土上面の黒色砂土中のほぼ同一

面に集中し、完形に復元できるものはないが、個体でまとまって出土した。器種は壺が多 く、図

化したもの27点 中15′点と50%を 越える。中では、パレス壺・文様を持つ有段口縁壺などやや特異

なものが多く、層位 。出土状態をあわせて考えれば、単なる包含層とは性格を異にするといえる。

所在地`点
が湿地縁辺部であることから、水に対する祭祀による遺物である可能性があるが、断定

できない。

遺物 土師器壺・甕・蓋・高lfN・ 鉢・器台があり、出土状態を考えれば一括性は高い。

出土遺物は古墳時代前期恒川Ⅶ期のものが多い。                (山 下誠一)

／
槃

■
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恒川遺跡 恒川B地籍

1)住居址

① 弥生時代中期

A区からC区 にかけ本地籍全域にわた り、弥生時代中期後半及び終末期にあたると判断される

2時期の遺構が散在 して検出された。路線延長約150mの 間に 2時期の遺構が認められるわけであ

るが、確認 した遺構数は11軒の住居址 と溝址が 1本 あるのみで、時期不明 として把えた住居址及

び後世の削平等により消滅 したと考えられるものを加えたとしても、その分布状況はかなり間隔

を置いてのものである。

遺構の分布状況から、その密度は低いが本地籍内全域が居住空間であったと判断される。また、

住居址数があまり多 くな く、それぞれがある程度の間隔を置いてお り、住居址外の空白部は、居

住空間内における別の利用形態があったと考えられる。

なお、本地籍内全域に住居址が分布するが、西側に接するGOAの湿地隣接部には遺構の確認が

できず、広範囲にわたる遺跡内において本時代においても土地利用上の規制が うかがえる。

(小林正春 )

8号住居址 (第 156図 )

遺構 G O B A F48を 中心に検出された。土坑 1を切 り、16号 。19号住居址、建物址 3、 溝址 1・

2・ 3に切 られる。7.6× 6.4mの隅丸方形の竪穴住居址で、主軸方向はN36.5° Eを 示す。壁は残

存部分で25～ 10cmを 測る。床面は黄色砂土まで掘 られ、堅 くたたき状になりきわめて良好で、主

柱穴より内側の部分が堅 く、壁 ぎわへゆるく高 くなっている。主柱穴はPl・ P2の 2本が確か

められた。他は、他の住居址に切 られる部分に位置 し確認できなかった。炉址は住居址中央より 1

m程北東壁寄 りにある地床炉である。最初は50× 30cmの 楕円形に焼土の範囲がみられた。断面調

査において、焼土の下に壺を使った埋設炉 と、はり床下に焼土を確認した。最初は土器埋設炉であ

ったもの を後に地床炉に造 り替 えたか、使用時に土器が壊れ地床炉 としたと考えられる。焼土

はかなり厚 くみられた。床面上に本址に関連する施設はほとんどないが、東隅に台石が確認され

た。

遺物 出土量は少ないが、床面上から良好な資料が得 られた。土器は、壺 。甕 。鉢 。手づ くねが

あり、丹彩されたものが多いことが注目される。他に、打製石斧・横刃型石器・祗石・端部曲面

磨石 ◆台石 。磨製石鏃 。同未成品があり、実測できないが小鉄片が床面上から出土 した。
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遺物から弥生時代中期恒川Ⅲ期に比定できる。 (山下誠一 )

0      50Cm

-

l.ハ リ床

2.焼 土

3.褐色土(焼土混 り)

第156図 GOB 8号住居址

9号住居址 (第 170図 )

遺構 G O B AG53に 、70× 70Cmの不整方形で、深さ約25Cmの 穴があり、壺の口縁部～胴部が

出土 した。土器の他に覆土中に石 もあった。土器 。石の状態から、貯蔵穴的な性格が考えられる

が断定はできない。 2号 。14号 。15号住居址に切 られ、規模などは不明であるも

遺物 壺の他、15号住居址中に弥生時代中期遺物があり、本址に伴 うと考えられるが、量は多

くない。

出土遺物から弥生時代中期恒川Ⅱ期の住居址であろう。

一
一
　

１

ヽ

撹
乱
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17号住居址 (第 157図 )

遺構 A D52を 中心とする住居址で、南側は用地を横断する道路にかかるため半分は未調査で

ある。南東壁は14号住居址と後世の穴に切られ、東隅は工房址に上面を削られわずかに残存した。

主軸方向はN50°Wを示 し、長さは5.6mを 測る隅丸方形の竪穴住居址と推定される。壁高は北西

で13cm。 東隅で 7 cmを 測る。周溝は北東壁下の中央部に幅20cm・ 深さ 6 cmの浅い溝を約 lm確認

した。他の壁下には部分的にも確認できず、周溝とするにはやや疑問もある。床面はほぼ平坦で壁

ぎわを除き、きわめて堅いたたき状の床である。主柱穴は 2本確認した。柱を立てた後に掘 り方

部分にはり床しており、20× 12cmの長方形の柱痕が確認され、割 り材使用の柱が考えられる。P10

P2両方とも深さ20。 17cmの位置で稜をもつものである。炉址は住居址の中心部から北西壁寄 り

にあり土器埋設炉である。直径50cmの 範囲を20cm程掘 り凹め、住居址内側寄 りに壺の胴部片を半

分検出した。炉址の理十が安定したものでなく、当初は胴部全体が入れられていた可能性もある。

焼土は全体に認められるが厚い部分はプロック状になっている。

遺物 出土遺物はきわめて少なく、炉址に使われていた壺、床面密着と覆土中よりの甕がある。

他に北東壁中央部からlm程入った所に床面密着で台石が出土している。

出土遺物から弥生時代中期恒川Ш期に比定される住居址である。 (佐合英治 )

いく

“

uス

1.黒色土(褐色土混 り)

2.黄色砂土

3.焼 土

4.黒色土(黄色土混 り)

5。 黒色土 (撹 乱 )

第157図 GOB 17号住居址
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25号住居址 (第 158図 )

遺構 GOBAT50に 炉址を確認した住居址で、南側は暗渠に切られ、北西側は24号住居址に切

られている。また、耕作による攪乱が著しく、床は部分的に確認したのみである。検出された床面は

きわめて堅いものであるが、壁 。柱穴等は確認できず、規模・主軸方向等は不明である。炉址は

土器埋設炉で壺の胴上部を使ったものである。焼土はプロック状にわずか認められた。

遺物 炉tlLに 使用された壺の他、甕などが出土した。これらの遺物から弥生時代中期恒川Ⅲ期に

比定される住居址である。 (佐合英治 )
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28号住居址 (第 159図 )

遺構 G O B B G52に 検出された。南東側大部分が用地外にかかるうえ、壁。床が耕作の攪乱を受

けているため、4.4× 1.2mの範囲を調査したのみで、プラン・規模 。主軸方向などは把握できな

かった。北西壁の一部

を確認し、壁高は15～

10cmを 測り、緩やかな

立ち上 りを示す。床面

は黄色土まで掘られ、

たたき状の堅いもので

ある。しかし、残存部

分はわずかしかない。

遺物 弥生時代中期

土器片が出土した。遺

物が少ないため時期は

決定しがたいが、一応

弥生時代中期恒川H～

ⅡI期 と考 えられる。

t L

2.褐色土(黄色砂土混 り)      |
3.褐色土(黒褐色土。黄色土混 り)

4.黒 土

第159図 GOB 28号住居址、土坑 2

(山下誠一 )

34号住居址 (第 160図 )

遺構 G O B C R46に かかって検出した。土坑11に切られ、用地外部分が大半のため 4× lmと

わずかの調査面積である。方形の竪穴住居址と思われ、覆土は黒色上が入っていた。壁高は検出

面から床まで60cmあ り、壁面は緩い傾斜を成す。床面はやわらかく大きな凹凸がある。

遺物 出土量はわずかである。弥生時代中期土器片、敲打器・磨製石鏃未成品がある。出土遺

物から弥生時代中期恒川Ⅱ～Ⅲ期の遺構であろう。 (佐々木嘉和 )

35号住居址 (第 161図 )

遺構 G O B C B47に 土器埋設炉を検出した。39号・50号住居址、土坑13、 溝址11に切られる。

竪穴住居址と思われるが床面と埋設炉のみを確認しただけである。床面は炉址の周囲に堅い面が

広がり、凹凸はあるがたたき状である。炉址は土器埋設炉で、攪乱のため約半分が壊されている。

壺の胴部から頸部を逆位に埋めており、内側の覆土下端は焼けて堅 くなり火床を成している。

遺物 床面上の所々に、土器片が集中してはり付いていた。他に甕・壺、打製石斧・祗石があり、

麦と思われる炭化種子もある。

出土遺物から弥生時代中期恒川Ⅱ期の住居址であろう。

1.褐色土

2m
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第160図 GOB 34号・37号住居址、建物址19、 土坑 70809010011

1.暗褐色土

2.暗褐色土(黄色土混

3ゲ 黄色土(褐色土混 り

4.暗褐色土(黒 土混 り

5。 褐色土(黄色土混 り

6.黄色土(黒 色土混 り
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0

1.褐 色土(焼土混 り)

2.焼土(褐 色 )

3.焼土(赤色 )

4.黒土

5。 褐色土

6。 黒褐色土

7.黄色砂土

用地外

第161図  GOB 35号・50号住居址、土坑13

45号住居址 (第 162図 )

遺構 G O B B R48を 中心に検出した。溝址19と 長方形の落ち込みに切 られる。隅丸方形の竪穴

住居址で、規模は5.5× 5。 2m、 主軸方向はN45°Wを示す。壁高は検出面から10cmと 浅 く、壁面は

若千凹凸がある。床面は壁下から 1～ 0.2mの 範囲が軟か く、それより内側は堅 く良好であった。

主柱穴はPl～ P4の 4本で、平面は不整楕円形で比較的小さいが、深さは68～ 48cmと 深い。 P

5。 P6は、支柱穴もしくは間仕切 り施設 と思われる。東隅の床面が回 りより10～ 2 cm高 く、入

口部施設の可能性がある。 Plの周囲は床面が黒っぼ く、掘 り下げたところ18～ 10cmの 凹地 とな

った。 P2に かかる長方形の落ち込みは、床面を切ってお り、住居址より新 しい遺構である。炉

址は主柱穴 Pl・ P2の 中間でやや中央寄 りにあり、地床炉で炉縁石 2個 をくの字状に配 してい

る。約10cmの 掘 り方があり、火床面は良 く焼けていた。

遺物 出土量は少ない。P4周 囲から東隅に多く、甕の 2個体が P4を狭む形で出土 した。台石

が南東壁中央の浅い (7 cm)穴 から壁に倒れかかる様な形で出土 した。他に、磨製石鏃 。同未成

品 。敲打器が出ている。

出土遺物から弥生時代中期恒川Ⅲ期の住居址であろう。
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0       2111

1.暗褐色土(黄色土混 り)

2.黄色砂質土 (暗褐色土混 り)

3.焼 土

4.暗褐色 (焼土混 り)

5.暗褐色

o      50cm

-

第162図 GOB 45号住居址、溝址19

46号住居址 (第 163図 )

遺構 プラン検出作業中にBW49を 中心に床面が確認された住居址である:43号・49号住居址、

溝l」L8・ 9に切られ、南東隅は用地外になるため、規模・主軸は主柱穴等からの想定であるが、
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5。 4× 6.5mの 竪穴住居址で、主軸方向はN21.5° Eを示す。切 り合いが多いうえ、もともと住居址

の掘 り込みも浅かったと思われ、確認できた壁は、43号・49号住居址間の80cm程である。壁高は

12cmで ほぼ垂直な壁面を成す。溝址 9に切られた西側床面は、きわめて堅いが東側は砂質で軟か

く、遺構検出中に上面を壊してしまったと考えられる。主柱穴は南側の 2本を確認した。Plは P

2と 比べ50cmも 浅いが、掘 り方上面は、はり床され柱痕が確認された。PloP・ 2と も南北に長

い掘 り方でP2は床面より16cm下 で段を持つものである。P3は深さ29cmの 穴で溝址 8に切られ

ている。溝 8の肩の部

分に埋 り込んだ甕 と同

時の検出で、焼土は確

認で きなか った が、

この部分が土器埋設炉

であった可育レ性が強い。

遺物 住居址 として

把握 した時には覆土が

ほとんどなく、出土遺物

はきわめて少ない。炉

址に使われていたとし

た甕の他に、Plの南

縁部に月同音6か ら口縁音6

までの甕が床面密着で

出土 している。

これら遺物から弥生

時代中期恒川Ⅱ期の住

居址である。

(佐合英治)

2m

第163図 GOB 46号住居址

47号住居址 (第 164図 )

遺構 G O B B N45を 中心に検出された。41号・42号住居址、方形周溝墓 1に切 られ、北端が用

地外にかかる。隅丸長方形の竪穴住居llLで、規模は6.8× 5。 7m、 主軸方向はN34° Eを示す。壁高

は検出面から20～ 10cmと 浅い。床面は黄色砂土 (地山)で凹凸がわずかあるが、堅 く良好であっ

た。主柱穴は北隅を除 く3本を確認した。いずれも不整円形で小さいが、深さは46cmを 測る。炉

址は北東側主柱穴間の住居址中央寄 りにある土器埋設炉であり、壺の胴部上半分 を逆位に埋設 し

ている。焼土は壺の内部に少なく外側に多くあり、住居址中央側が特に良 く焼けていた。
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遺物 土器埋設炉の壺の他に、壺の底部、打製石斧 。磨製石鏃 。同未成品

が、出土量は少ない。

切 り合い関係 。出土遺物から弥生時代中期恒川Ⅲ期の住居址であろう。

敲打器など出ている

(佐々木嘉和 )
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|

56 1~~
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0     50cm

l.黒土

2.黒土(黄色砂混 り)

3.焼土(黒 上の焼け )

4.焼土 (黄色砂土の焼け )

5.焼土(黒 土混 り)

6.黒土(炭混 り)

7.黒土(黄色砂土混 り)

8.褐色土(焼土混 り)

0       2m

第164図 GOB 47号住居址

50号住居址 (第 161図 )

遺構 G O B C B49を 中心に検出した。竪穴住居址であるが規模など不明である。壁は35号住居

址床面から20cmを 測り、ほぼ垂直に掘 り込まれている。覆土は、黒土と漆黒土の 2層 であった。

覆土との識別がはっきりできず、礫混り黄色土 (地 LLi)の上面を床面とした。

遺物 調査範囲が狭 く、壺・甕片がわずか出土し、他に、横刃型石庖丁・祗石・敲打器・磨製石鏃

未成品が出ている。

出土遺物から弥生中期恒川Ⅲ期の住居址 と思われるが断定はできない。

塩
ｔ
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② 弥生時代後期から古墳時代前期

GOAか ら連続してA区に、弥生時代後期終末から古墳時代前期の遺構が集中して検出された。

弥生時代後期前半に位置づ く住居址がわずか認められる他は、A区溝址15を境にその東側は土器

片すら検出されない状況であった。

後期終末から前期にかけては、ほぼ連続した 3時期の遺構があり、その期間においてGOA溝

址 1か らGOB溝址15に はさまれた間の限定された範囲が居住空間として把えられる。バイパス

用地外の状況は不明であるが、調査範囲内の遺構分布は、土地利用上かなりの規制が認められ、

環濠集落的な性格が指摘できる。                       (小 林正春)

2号住居址 (第 165図 )

遺構 GOBA 152を 中心に検出した。3号住居址に切られる。隅丸方形の竪穴住居址で、規模

は4× 4m、 主軸方向はN33° Eを示す。壁高は検出面から約20cmあ り、ほぼ垂直である。東 。南・

西壁下に幅20cm・ 深さ9～ 5 cmの周溝が部分的に認められた。床面は壁ぎわ50cm位の範囲がやや軟

かく、それより内側は堅 く良好であり、堅い部分はやや高 くなっていた。柱穴は 3号住居址と切

り合う以外の各隅に 2箇所ずつあり、いわゆる住居址の主柱穴とは異なるが主柱穴的な性格が考え

られる。南隅の穴の間は床がやや高 くなっており、入口部施設の可能性もある。炉址は 3号住居址

の床面、北東壁想定部ぎわの中央に、わずかに凹んだ状態で焼土が検出された。地床炉の残骸と

考えられる。

遺物 3号住居址に切られない部分のみからの出土で量は少ない。土師器壺・甕・小型台付甕・

鉢 。高杯・器台 。手づくねの破片と、扶入打製石庖丁・台石が出ている。

出土遺物から古墳時代前期恒川Ⅶ期の住居址であろう。 (佐々木嘉和 )

4号住居址 (第 166図 )

遺構 GOBA 148を 中心に検出された。掘 り込みが浅いため、部分的に把握できたのみであ

り、遺物の分布範囲と床面で規模を推定した。床面を建物址 1・ 2・ 23の柱掘 り方に切られ、西

側半分程は16号住居址覆土中にはり床してあり、同住居址を切っていた。推定プラン5.4× 5.5m

の隅丸方形の竪穴住居址で、主軸方向はN67.5° Eを示す。壁は北側のほぼ全面と東側の一部が確

かめられ、壁高は10cm前後を測る。床面は黄褐色土まで掘 り、黄色土をはり床している。全体に

軟かく状態は良くない。Plは最初に1.34× 1.12mの丸味を帯びた方形を呈し、床から15cmの深

さに平坦面を持ち、再度74× 64cmの不整円形で15cm落 ち込んでいる。内側の穴から管玉の未成

品 2点 。メノウ原石・扶入打製石庖丁 4点・鉢 2点などが出土した。祗石等の出土はないが、玉
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なってぃる

0       2m

第165図  GOB 2号・ 3号住居址

作 り工作用の穴とも考えられる。炉址は住居址中央部から1.3m程北東隅に寄った位置にある地床

炉である。焼土が60× 50cmの 範囲にほぼ平らに広がっていた。断面観察によると、径70cmの 円形

に浅 く掘 り凹めてあった。なお、整理段階において玉類未成品を確認し、玉作 り工房の可能性が

強めたが、調査時においては土の水洗等を行なわず、徴小遺物が取 り上げられなかった可能性も

ある。

遺物 出土量は多く、ほとんどが床面直上ないし穴内からの出土である。土師器壺 。甕。高不・

鉢、扶入打製石庖丁・有肩扇状形石器、管玉の未成品 。メノウ原石がある。壺 (88-2)は 10号

住居址出上のものと接合 した。

遺物から古墳時代前期恒川Ⅷ期に比定できる。 (山下誠一 )

5号住居址 (第 178図 )

遺構 G O B A 050に 西隅を検出した。南側は大きく6号住居址に切られている。北側には用水

路による未調査部3.2mが、さらにその先は近世の溝址があり、延長部の確認はできなかった。調

査範囲が少なく、主軸・規模は不明であるが、隅丸の竪穴住居址である。西隅の一角を調査し、西

壁1.8m。 北壁 lmを確認した。壁高は20cmを 測り、ほぼ垂直の壁面を成す。周溝は壁よりやや離れた
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4.撹 乱

第166図 GOB 4号住居址

位置に検出された。深さは 5～ 16cm。 幅40cmと 20cmで、幅の異なる所で切 り合いがあり、幅の狭

い方が切 られている。床面はきわめて堅いたたき状のものである。直径80Cm・ 深さ65cmの 大 きな穴

が検出され主柱穴 と考えられる。底部の北側は 9 cm程高 く段があり同 じ掘 り方内で柱の建て替え

が考えられる。この穴の東側床面は 5 cm程低 くなってお り焼土が認められたが性格等は不明であ

る。調査範囲が狭 く断定できないが、周溝および柱穴の状況などから、住居址の増築が考えられ

る。

遺物 調査範囲の割に出土量は比較的多い。穴の覆土中と穴の北側床面に密着 して出土 してい

る。土師器壺 。甕 。甑 。高杯などがある。

遺物から古墳時代前期恒川Ⅷ期に比定される。 (佐合英治 )

7号住居址 (第 177図 )

遺構 GOBAL54を 中心に検出された。 1号 。12号住居址、建物址 4
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となる。規模は東西4.4m、 南北は若干長 くなる隅丸方形の竪穴住居址と考えられ、想定主軸方向

はN13ぴ Wを示す。北 。東壁は 1号住居址に切られ、確認した壁高は10～ 5 cmである。西壁は40cm

を測り、ほぼ垂直な壁面を成す。確認した各壁下には幅56～ 30cm・ 深さ13～ 7 cmの 凹部があり、

周溝の可能性もあるが、幅が広 く住居址構築時の掘 り込みとも考えられる。床面は凹凸が著しく、

中心部以外はきわめて軟かである。主柱穴は 3本確認した。 P2・ P3は西側に向かって斜めに

掘られている。P3の北にある穴は、上面にはり床が認められ、本住居址より古いものと考えら

れるが、出土遺物はなかった。住居址中心部からPl寄 りに床面密着の焼土を確認した。建物址

4の柱掘 り方に切られているが、地床炉の端部と考えられる。

遺物 1号住居址に覆土のほとんどを切られるため出土量は少ないが、いずれも床面に密着し

て出土した。土師器壺・台付甕 。甕・高不・器台が出土している。西隅には台石 と思われる石が

出土しているが、出土位置がやや高 く、上面で穴のプランを確認しており、この穴の礎石の可能

性が強い。

遺物から古墳時代前期恒川Ⅶ期 と考えられる。 (佐合英治 )

10号住居址 (第 167・ 168図 )

遺構 G O B A D47を 中心にして検出された。溝址 1・ 2の調査終了後、黄褐色土に黒色土と炭

が混じるはっきりした落ち込みが確認できた。切 り合いが多いため一部にしか黄褐色土はみられ

ないが、他住居址覆土中にもプランは認められ、住居址の中では最も新しい時期のものである。

建物址 6、 溝址 1・ 2に切られ、 8号 。18号 。19号住居址を切っている。5。 8× 5.8mの 隅丸方形

の竪穴状遺構である。壁は一部を除きほぼ全面確認し、壁高は30～ l cmを 測る。床面は一部に黄色

土をはって堅 くなっている部分もみられるが、全体に軟かく、炭が混じる黒色土がなくなった所

を床面とした。南東隅付近には1.0× 0.8mの楕円形の深さ15cmの穴を検出したが、主柱穴 。炉址

等は不明である。床面上から覆土中の全体に炭と焼土が散乱しており火事の竪穴である。良 く焼

けたためか小さな炭が多く、原形を示す大きな炭化材は確認できなかった。

遺物 遺物は多量に出土し、土器を主体に石器もある。緊穴の中心付近と北西隅に集中し、床面

ないしやや浮いた状態で、焼土・炭と共に出土した。完形品やそれに近いものに関しては一括性

が高いと思われる。通常の竪穴住居址の出土量に比べると質・量ともに豊かである。土師器の壺 。

甕 。高杯 。器台・鉢 。小型丸底など該期にみられるほとんどの器種を含んでいる。石器は、打製

石斧・扶入打製石庖丁 。有扶石器 。磨製石斧 。敲打器・磨製石鏃がある。炉址・柱穴が確認でき

ず、遺物の出土状況等からみても通常の竪穴住居址とは思われず、意図的に遺物を集め火をつけ

て廃棄 したと考えられる。古墳の周溝の可能性のあるGOA溝址 2と 関連する遺構とも考えられ

る。住居址として調査 したので一応住居址の中で記述を行ったが、一般の竪穴住居址とは異なり、

竪穴状遺構とするのが妥当と思われる。
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遺物から古

墳時代前期恒

川Ⅷ期に比定

できる。

(山下誠一 )

σ

“17

第167図  GOB lo号住居址

12号住居址 (第 178図 )

遺構 1号 06号住居址の東側に北西壁を2.3m確認した竪穴住居址である。 7号住居址と建物

址 4と に切られ、南東側のほとんどは用地外となる。床面上には炭を含む層が認められ火事 にあ

っている住居址と考えられるが、調査範囲が狭 く確証は得られなかった。また、この層は 7号住

居址調査中には認められず、本住居址が 7号住居址に切られている根拠とした。壁高は良好残存

部で38cmを 測り、ほぼ垂直の壁面を成す。床面は建物址 4の他にも後世の穴が床まで達しており、

部分的に確認したのみで、いずれも軟かいものであった。

遺物 ほぼ完形の甕が出土した。 7号住居址に切られていることも考え合せ古墳時代前期恒川

Ⅶ期に比定される。                              (佐 合英治)

14号住居址 (第 169図 )

遺構 G O B A F54を 中心に検出された。11号住居址に切られ、市道と用地外にかかり、調査範

囲はわずかである。隅丸方形の竪穴住居址と思われるが、規模は不明である。北壁を5。 2m確認し

-199-



―
/‐

／

メ

人

３‐

ロ

雉 燿
A38

Ｓ
）

祠
８

一〇
（

凸1繍

00

0         2m

第168図 GOB lo号住居址遺物出土状態

西隅ぎわまで調査できたと思われる。壁高は検出面から60～ 50C mと 深 く、ほぼ垂直に掘 り込ま

れている。壁下に周溝があり、幅20cm・ 深さ15～ 8 cmで ある。また、北壁から1.3m内側に幅20～ 10

cm・ 深さ約15cmの溝があり、周溝と思われ、住居址の拡張が考えられる。床面は壁ぎわから1～ 0。

6mの範囲が軟かく、それより内側は非常に堅 く良好であった。床面中央から西寄 りに、厚さ 5 cm

の焼土があり、地床炉と思われる。
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遺物 出土量は少ない。土師器壺・甕・台付甕・高不 。器台、磨製石鏃未成品 。台石、 管玉未

成品がある。

出土遺物から古墳時代前期恒川Ⅶ期の住居址である。            (佐 々木嘉和 )

第169図 GOB 13号 014号住居址

15号住居址 (第 1700171図 )

遺構 GOBAE52を 中心に古墳時代前期の遺物と焼土が検出され、15号住居址とした。9号住

居址を切 り、 2号住居址・建物址 3に切られる。遺物と焼土の出土範囲を住居址範囲としたが床

面等の遺構の確認はできなかった。一応住居址として把えたが、住居址とは異なる遺構の可能性

もある。

9住

9号 015号住居址

―- 201 -―
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0      50Cm
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遺物 出土量は少なく、土師器甕・台付甕 。壺 。高杯・器台、快入打製石庖丁 。有肩扇状形石器

が出ている。

出土遺物から古墳時代前期恒川Ⅶ期の遺構である。             (佐 々木嘉和)

′
====]F三二Iス

(7

□ 6

第171図  GOB 15号住居址遺物出土状態

16号住居址 (第 172・ 173図 )

遺構 GOBAH48を 中心に検出された。 8号住居址を切 り、 4号住居址・溝址 2・ 建物址 2に

切られる。4.5× 4.7mの 隅丸方形の竪穴住居址で、主軸方向はN78.5° Eを示す。壁はほぼ全面検

出し、壁高は40～ 30cmを 測り、ほぼ垂直の壁面を成す。床面は地山の黄色砂土まで掘られ、壁ぎわ

の30～ 10cmを残し、その内面をさらに10cm程掘 り下げ、黄色土に黒褐色土の混じった土を埋め床面

とし、一部はその上に黄色土によるはり床をしている。全体にたたき状の良好な状態で、特に主柱

穴内側が堅い。床面は全体に平坦であるが、壁ぎわに向い若千高 くなる。主柱穴はPl～ P4で、

P10P3は 南北方向に、P2は東西方向に細長 く、いずれも20× 10cmの プランである。穴の掘

り方は円形であるが、柱に割 り材を使ったと考えられる。北西隅寄 りの西壁直下には100× 60cmの
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楕円形の穴があり、土手状縁部を持ち、深さ20cmの 所で段を持ち、再度58× 44cmの 不整円形で22

cm落 ちこむ。その南側には、36× 26cmの 楕円形で深さ54cmの 穴があり、入口部施設と考えられる。

なお、土手状縁部の南端に台石がある。炉址はPl・ P2の 中間やや内側にある土器埋設炉であ

る。はり床をした後、床面を40cmく らいの円形に掘 り、底を欠いた甕を埋め、内側に棒状礫を使

った炉縁石を置いている。土器の回りには焼土もみられた。

遺物 出土量は多く、該期の良好な資料が得られた。土器・石器・鉄器がある。土器は南東隅と

北壁寄 り中央部に集中して出上した。前者は床面上の出土が主体で、後者は床面からやや浮いた

状態のものが多かった。しかし、両者には明確な型式差はみられず、一括性は高いと思われる。

土器壺・甕・高不・器台、挟入打製石庖丁・敲打器 。台石 。環状石器がある。鉄器は小破片で図

示できず、器種も特定できなかった。他に、床面上に15cm前後の棒状の自然礫が散乱し、計52個 を

数えたが、その中の21個 を選んで取 り上げた。側面に糸かけ状のえぐりを持つものもあ り、すべ

てを取 り上げ検討する必要があった。編物石 として利用されたものと思われる。今後床面上にあ

る礫は注意 してみる必要があ り、反省の意味を含めて提案 したい。

遺物から弥生時代後期恒川Ⅵ期に比定できる。 (山下誠― )

一

(∋

一

~4  14 ~

50cm1.焼 土

2.黒褐色土(焼土混 り)

3.黒色土(焼土混 り)

4.埋  土

黄色土(黒褐色土混 り)

5。 黄色土 (焼土・黒褐色土混 り)

6.撹 乱

0         2m

第172図 GOB 16号住居址
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第173図 GOB 16号住居址遺物出土状態

18号住居址 (第 174図 )

遺構 上面にある溝址 1・ 2、 10号住居址の調査後、G O B A D49を 中心に検出された。19号住

居址 と切 り合い関係にあり、検出面では新旧関係は把握できなかったので、最終的には床面の残

存状態から判断した。10号・19号住居址、溝址 102に切 られ、 8号住居址 を切る。4.9× 4.4mの

隅丸方形の竪穴住居址である。壁は北側の19号住居址に切 られる部分以外は確認でき、 壁高は30
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～15cmを 測る。床面は全体を黄色土まで掘 り下げ、更に南側の壁下を20cm幅 で残して掘り下げその

上を10cm程埋めはり床し、堅いたたき状になっている。主柱穴はPl・ P2が確かめられ、いず

れも南北方向に縦長の掘 り方で、割 り材を柱に使ったと考えられる。東壁直下の東北隅寄 りには、

P3・ P4があり、それぞれ60・ 45cmを 測る。入口部施設ないし貯蔵穴と考えられる。炉址は不

明である。東壁を入口部 と考えれば、19号住居址に切られる西側主柱穴の中間に設けられた可能

性が高い。

遺物 出土量は少ない。土器壺・甕・器台、挟入打製石庖丁が出土している。

遺物から弥生時代後期恒川Ⅵ期に比定できる。                (山 下誠一)

o        2m

1.焼土

2.黒土(黄色混 り)

3.黒土(焼土混 り)

18号 019号住居址
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19号住居址 (第 174図 )

遺構 G O B A D47を 中心に検出された。 8号 。19号住居址を切 り、溝址 1・ 建物址 6に切られ

る。4.7× 4.5mの隅丸方形の竪穴住居址で、主軸方向はN121°Wを 示す。壁は建物址 6の掘 り方に

切られる他は、全面確認できた。壁高は40～ 20cmを 測り、18号住居址 と重複する南東壁が低いが、

土層観察により上面からの掘 り込みを確認した。周溝は北東壁と各隅を除く壁下に、幅10～ 6 cm

e深さ 5 cm前後の溝が断続的に検出された。床面は全体に黄色土をはるたたき状できわめて堅い

が、東側主柱穴の外側から壁までの部分は軟かい。主柱穴はPl～ P4である。北側を除く三方

の隅直下にはP5～ P7があり、 P5。 P6の深さはそれぞれ30・ 40cmを 測 り、貯蔵穴的な性格

が考えられる。 P7は 内側にほんのわずかな土手状縁部を持ち、深さ16cmで、何かを置 くための

施設と思われる。南東壁ほぼ中央直下には深さ50cmの P8があり、その北側には扁平な石 を使っ

た台石が置かれていた。入口部施設と考えられる。炉址はPl・ P2の中間ほぼ中央にある地床

炉である。 1× 0。 5mの楕円形に掘り凹められ、その両端に焼土がわずかに認められた。

遺物 土器・石器があり、覆土中からの出土が多かった。土器は破片が主体で、完形に復元でき

るものはなく、壺・甕・高不・器台 。鉢があり、打製石斧 。有柄石器・砥石・台石 。磨製石鏃未

成品がある。他にガラス玉が 1個出土 した。

遺物から古墳時代前期恒川Ⅶ期に比定できる。 (山 下誠一 )

20号住居址 (第 175図 )

遺構 建物址 7調査後、GOBAA

46を 中心に、22号・29号住居址と共に

検出された。狭い範囲で重複するため、

新旧関係を把握するのに苦心した。22

号住居址はカマ ドを持つ最も新しい住

居址で、29号・20号住居址の順で古 く

なる。29号住居址上面に地床炉らしい

焼土 と一部は り床 も確認され、壁の

把握ができず番号を付さなかったが、

もう一軒住居址が重複する可能性が高

い。 Jヒ倶Jが用地外、 西側が道路にかか

るため、北東 。南東壁と床面の一部を

調査 したのみであり、プラン・規模・

主軸等は把握できなかった。隅丸の竪

穴住居址と思われる。壁高は確認部分第175図 GOB 20号 029号住居址
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で20～ 10cmを 測る。床面は黄褐色土まで掘られ、一部に黄色土をはる堅い部分もあるが、全体に

軟かい。主柱穴・炉址等の住居址諸施設は確認できなかった。

遺物 出土量は少なく、土器の甕・高不・器台 。手づ くねがある。

時期を決定できるだけの遺物は出土してないが、切 り合い等から弥生時代後期恒川Ⅵ期と思わ

れる。 (山下誠一 )

21号住居址 (第214図 )

遺構 G O B A D45を 中心に検出された。建物址 6に切られ、用地外にかかり、調査範囲はわず

かである。方形の竪穴住居址と思われ、東隅から南壁を2.5m確認した。壁高は、検出面から10cm

余りである。床面は軟かく確認できず、黄色砂土面まで掘り下げたが、用地境の土層により黄色砂土

面より上部にあったことが判明した。南西隅の壁下に浅い穴があり土師器壺片が入っていた。

遺物 土師器有段口縁の壷縁の壺などがわずか出土している。

遺物から古墳時代前期恒川Ⅶ～Ⅷ期と思われる。 (佐々木嘉和 )

24号住居址 (第 158図 )

遺構 G O B AT48に 炉址 を検出した住居址である。23号。25号住居址と切 り合っているが両住居

址と同様に耕作の天地返しにより、著しく攪舌しを受けている。そのため西壁50Cm、 南壁80Cmが確認

できただけである。壁高はそれぞれ1lcmと 4 cmで あった。床面は炉l」Lよ り南側の住居址中心部付近

が残っているものと考えられる。確認した床面は凹凸はあるものの堅いものである。炉址は 5 Cm

掘 り凹められた地床炉と考えられる。

遺物 本住居址に確実に伴 うものが不明であるが、確認した床面上に土師器甕。高不・器台等が出

土している。

出土遺物から推定して古墳時代前期恒川Ⅵ期の可能性が強い。 (佐合英治 )

27号住居址 (第 176図 )

遺構 GOBAL・ AM49に遺物・焼土を検出し住居址とする。建物址 1・ 23に 切られる。建物

址の検出面が暗褐色土で遺物が混入しており、その下の褐色土上面に堅い部分があり、床面と思

われる。建物址 1の柱掘り方に切られた焼土があり、地床炉の一部が残存するものと考えられるが、

形態等は不明である。住居址の想定規模は古式土師器の出土範囲で把握した。

遺物 遺構の状態に比べると、出土量は多い。土師器壺 。甕・甑 。鉢 。高不が出ている。

出土遺物から古墳時代前期恒川Ⅷ期であろう。
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29号住居址 (第 175図 )

遺構 G O A B Y45に 検出された。20号・22号住居址と重複関係にあり、ほぼ同時に調査 した。

建物址 7・ 22号住居址に切られ、20号住居址を切る。大部分が用地外 と道路にかかるため、東隅

付近の一部を調査 したのみである。隅丸の竪穴住居址と考えられるが、規模・主軸方向共不明で

ある。壁高は確認部分で10cm前後を測る。南東壁下には幅40cm・ 深さ10cmの周溝がみられる。床

面は黄色土まで掘 り黒色土を埋め、その上に黄色土をはり、堅いたたき状の良好なものである。

遺物 ほとんどが床面上から出土し、土師器の甕・高杯 。鉢がある。

遺物から古墳時代前期恒川Ⅶ期に比定できる。 (山下誠― )

③ 古墳時代後期

本地籍内全域に住居址が分布 し、前時代の弥生時代後期から古墳時代前期のあり方 と好対象を

成 している。 3～ 4時期に細分可能 と考えられるが、細部にわたっての検討が十分でな く、一括

して把えたために、住居址の把握そのものに問題点を含むが、およその傾向は示される。

全体での分布状況をみると、前時期の遺構が集中して分布 したA地区の分布密度がやや低 く、

B～ C区 にその中心が求められる。そして、その先は更に延びAMDoARYま で連続 した大集

落を形成 している。確認 した住居址は22軒 を数えるが、B地区の一部は後世の削平が著しく、検出

できなかった住居址や、一部のみの調査で時期不明としたものの中に本時期に位置づけられるも

のも相当数考えられ、古墳時代後期に台地上全体が居住空間として活用されていたといえる。

(小林正春 )

1号住居址 (第 177図 )

遺構 G O B A L53を 中心に検出された。 6号 。7号 。17号住居址と重複し、南隅は用地外 とな

る。北東壁部分から用地境にかけては住居址覆土下層まで達する砂の層があり、壁の確認はでき

なかった。南西壁は 7号住居址を切って覆土中に造られており、覆土の差異がとらえられず、西

隅は建物址 8の柱掘 り方に切られていたこともあって把握できなかった。東隅も6号住居址を切

って覆土中に造られ確認できなかったが、床面の状況などから4.6× 5。 8mの南北にやや長い隅丸

長方形の竪穴住居址であることが確認できた。主軸方向はN61°Wを示す。確認した北東 。北西壁

は、11・ 15cmを 測り、ほぼ垂直の壁面を成す。この壁下に幅50～ 30cmで 高さ14～ 9 cmの 段状の施

設があり、黒色土の上にはり床状のたたきを施したものである。なお、北東壁下の同施設は北西

壁下に比べ幅が狭いが、P6ぎわから壁に沿って土手状の部分があり、本来は北西壁下より幅が

広かったとも考えられる。 床面は凹凸があり、 6号 。7号住号址 を切 る部分は、は り床で、
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はり床されていない部分 も含め総 じて軟かい床面である。主柱穴はP4・ P5が考えられ、深さ

はそれぞれ床面より76。 80cmを 測るが、P4は建物址 4と 切 り合い、P5は 7号住居址調査中に

確認されたものであるうえに北側の主柱穴が確認できず、本住居址の主柱穴として断定はできな

い。北隅のP6は 出土遺物・位置等から本住居址に伴うもので、深さは55cmを 測る。カマ ドは

西壁中央部から北隅に寄った位置にあり、住居址壁外の煙道と考えられる部分にも比較的大きな

自然石を使った石芯粘土カマ ドである。たき口部の堆積には焼土だけの層はほとんどなく、黒色

土と混じっているものである。

遺物 遺物はカマ ド周辺からの出土が多く、特にP6覆土中および、カマ ド北側の段状施設のた

たき面密着で土師器甕が出土している。また、編物石 と考えられる棒状礫が、東隅の 6号住居址

を切っている部分のはり床面密着で出土している。他に、高不、内面黒色の不と鉢、須恵器不・蓋

不、土玉、用途不明の鉄器がある。

遺物から古墳時代後期後半 と考えられる。 (佐合英治 )

6号住居址 (第 178・

179図 )

遺構 G O B A 052

を中心に検出された。

5号住居址を切 り、南

側上部を 1号住居址に

切 られ、東側は用水路

のため未調査 部 が あ

る。北西・南東方向の

長さは5。 5mを 測 り、主

軸方 向は N29°Wを 示

す隅丸方形の竪穴住居

址である。覆土上層は

黒色土、下層は暗褐色

土に分かれ、西隅部分

は壁よりlm程の範囲

が、上・下層とも非常

に堅 くしまっていた。

壁高は、北西壁42cm、

|

第178図
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南西壁の 1号住居址に切られる部分が 6 cm、 西隅に近い所で40cm、 南東壁は耕作による攪乱のた

め23cmである。いずれも垂直な壁面を成す。幅40～ 15cm・ 深さ25～ 4 cmの周溝が、カマ ド左脇か

ら南西壁にかけて壁直下を巡 り、部分的に途切れる箇所がある。床面は平坦できわめて堅いた

たき状のものである。主柱穴は西側の 2本 を確認し、いずれも北西 。南東方向に長い掘 り方をし

ており、割 り材使用の柱の可能性が大きい。カマ ド右側には地山の黄色土を掘 り残したマウンド

状の施設がある。壁より1.2mの範囲が床面より7 cm高 くなり、周辺の状況から判断して本住居址

に伴うものと考えられるが、東側が未調査のため全体の規模や性格は不明である。また、南東

壁下の60cm程内側へ入った所に、焼土と径30cm程の自然石が 3個検出された。石は床面に密着し、

焼土は床面より7 cm浮 いている。カマ ドは北西壁中央からやや西寄 りにある。中心部の把握がで

きないほど壊れ、構造

等不明であった。焼土

1.黒色土(焼土混り) は全体に相当量認めら
2.焼土

れたが、ほとんどブロ3.粘土(焼土混り)

4.粘土(黒色土混り) ック状であった。
5.黒色土(黄色土混り)

6.黒色土(米占土混り)   遺物 出土遺物は少

7.米占」ヒ

8.黄色土

9.黄色土 (黒土混 り

10.褐 色土(焼土混 り

H。 黄褐色土

12.撹 乱

ドそのものも全体の把握はできなかった。

遺物 カマ ド周辺から出土した。土師器の甕・甑 。高不がある。

遺物から古墳時代後期に位置づけられる。

第179図 GOB 6号住居址カマ ド

る。 (佐合英治 )

22号住居址 (第 180図 )

遺構 GOABY46の 20号住居址覆土中に両袖石 と天丼石が残るカマ ドがあり、住居址とした。

重複が多いため壁の把握はできなかった。建物址 7に切られ、20号・29号住居址を切っていた。

カマ ドだけの調査であり、住居址の方向もはっきりしないが、北東側にカマ ドを持ち、住居址は

道路部分の南西方向へ広がると考えられる。カマ ドは両袖にそれぞれ 1個の礫を使った石芯粘土カ

マ ドである。天丼石は80× 45cmの 大きな石である。左袖を一部建物址 7の掘 り方に切られ、カマ

なく、カマ ドの左右か

)  らほとんどのものが出

)  土 している。
‐
Pl覆土

上層から土師器の高杯

が 1個体分出土 した。

他に、甕 。高不・不が

ある。

出土遺物から古墳時

代後期後半 と考えられ

-212-
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26号住居址 (第 181図 )

遺構 G O B B A53に カマ ドを検

出した。溝址15を切っている。用地

外にかかることと耕作
`つ
攪舌しにより、

床面の一部を確認したのみである。

カマ ドの方向はN129° Eを 示す。石

芯粘土カマ ドの形態で比較的大きな

石を使っており、石を二段に組んだ

所もある。石の中には調整を施 した

ものもあった。火床の焼土は厚 く良

く焼けていた。

遺物 カマ ド内部からわずか出土

したのみで、土師器甕片である。

＼
一1.黒土

2.〃 (粘 土・焼土混 り)

3.〃 (焼土混 り)

4.焼土

5 .米占二L

6.黒褐色土

7.黒土(黄色砂土混 り)

lm

鐸;1801コ  GOB 22号住居址

切 り合い関係 と遺物から古墳時代後期であろう。 (佐々木嘉和 )

1国   
‐~

1 .本占―L

2.粘土(焼土混 り)

3.灰黒色土

4. 〃 (焼 土混 り)

5。 焼土

6.〃 (灰 黒色混 り)

7.灰褐色土 (鉄分沈澱 )

8.床 面

9.褐色土

10。 黒 土

H.溝 15覆土

311 4

第181図 GOB 26号住居址

30号住居址 (第 182図 )

遺構 G O B C N46を 中心に検出された。37号住居址を切 り、31号 。33号住居址に切られ、南東

側が用地外にかかり、4.6× 6mと 2/3を 調査 したのみである。隅丸方形の竪穴住居址と思われ、主

軸方向はN30.5°Wを示す。褐色土上面に暗褐色土の入る他の住居址を確認したが、新旧関係が不

明であり、同時に掘 り下げた。壁高は検出面から約40cmを 測 り、壁面はやや緩傾斜の所とほぼ垂

直の所がある。周溝は壁下全周にあったと思われ、幅・深さともに20Cm弱 であった:床面は主柱穴

の内側は堅 く良好な状態であったが、外側は軟かかった。主柱穴は南東隅を除き3本確認し、い

ずれも不整方形で、59～ 52cmの 深さがある。床面中央から東にある大きな穴は床面を切っており、

レ 17_品0             1m

『
『
　軒
ｏ
Ｎ
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住居址より新しい遺構である。カマ ドは31号住居址に壊されているが北西壁下中央に焼土が残っ

ており、位置のみ確認した。

遺物 出土量は少ないが、ほとんどが床面か床直上から出ている。土師器甕。小形甕・杯、須恵

器蓋杯の身、刀子片、石製紡錘車、有孔磨製石庖丁などである。紡錘車と石庖丁は北隅の床面上

から出土している。

出土遺物から古墳時代後期前半であろう。

37住

30{主

P3-56

熱 地 外

第182図  GOB 30号 031号・ 33号住居址

36号住居址 (第231図 )

遺構 溝址 9の東側GOBCA43に 、床面が認められて住居址とした。38号住居址・溝址 9に切

られ、北側用地外に大部分がかかるため、3.6× 2.5mの 範囲を調査したのみで、プラン 0規模・

主軸等は不明である。壁は掘 り込みが浅 く、立ち上がりは確認できなかった。地山と住居址覆土

(佐々木嘉和 )

Ｐ２．５９⑤
＝嘲Щ
‐‐
‐
‐
‐
一‐‐

31住

θPご飾

P4-46
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の色の違いで、東壁を推定した。床面は黄色土のはり床となるが、軟か く状態は悪い。主柱穴はP

lのみ確かめられた。その他の住居址施設は不明である。

遺物 土師器の高杯が出土したのみである。

時期を決定できる程遺物の出土はないが、切 り合い関係から奈良時代以前で古墳時代後期の可

能性が強い といえる。 (山下誠― )

40号住居址 (第 183図 )

遺構 GOBCJ・ C K41に 焼土を検出し回りの暗褐色土が落ち込み、住居址とした。59号住居

址・建物址22に 切られ、大半が用地外にかかり、暗褐色土の範囲 5× 2.7mを 調査した。竪穴住居

址と思われるが、新しい攪乱もあり、全体規模等は不明である。確認した壁高は10cmを 測り、床

面は比較的堅 く良好であった。焼土は床面に 1× 0.5mの 範囲であり、断面観察を行なったがカマ

1.焼土

2.黒土(撹乱 )

3.褐色土(焼土混 り)

2 in

第183図 GOB 40号住居址

41号住居址 (第 184図 )

遺構 GOBBQ44を 中心に検出した。42号住居址に切られ、北西側約半分が用地外にかかる。

隅丸方形の竪穴住居址で、調査範囲は2.8× 5.4m、 主軸方向はカマ ド位置を北西壁と想定すると

N30°Wを示す。覆土は黒色土で炭・焼土が混入しており、火事にあっていると思われる。壁高は

検出面から40～ 30cmあ り、ほぼ垂直である。壁下に周溝があり、幅20cm。 深さ10cm弱 を測るが、

ドの形態は確認できなかった。

遺物 出土量は少ない。土師器片、須恵器蓋、臼玉がある。

出土遺物から古墳時代後期 と思われる。

『
~~~~

(佐々木嘉和 )

―――――`
葵整22
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部分的に切れる所がある。床面は堅 く良好であった。主柱穴は 2本確認し、不整楕円形で深い。

南隅の壁ぎわに穴が 2個あり、入口部施設と思われる。

遺物 南隅の入口部施設と思われる穴の周辺に集中して出土した。土師器甕。小形甕。高不、須恵

器蓋、鉄器などがある。

出土遺物から推定して古墳時代後期前半であろう。 (佐々木嘉和 )

42号住居址 (第 184図 )

遺構 GOBBP44で 41号住居址の床面に南隅を検出した。41号住居址を切る。用地外にかかり

わずか調査 しただけである。隅丸方形の竪穴住居址と思われるが、規模等は不明である。41号住

居址覆土中で壁が把握できず、床面で検出したので、壁高は 9～ 6 cmと 浅い。用地境土層により

壁高の確認に努めたが、把握できなかった。床面は堅 く良好であった。主柱穴は南隅近 くのPl
が該当すると思われる。

遺物 土師器内黒杯片などわずかの出土である。

切 り合い関係 。遺物から古墳時代後期で41号住居址と時期差はあまりないと思われる。

(佐々木嘉和 )

2m

第184図 GOB 41号 042号住居址

43号住居址 (第 185図 )

遺構 G O B B T49を 中心に検出した。用地外に南東壁が全部かかるが、ほぼ完掘できた。隅丸

方形の竪穴住居址で、規模は(5。 4)× 5.4m、 主軸方向はN30.5°Wを示す。壁高は検出面から50～40

用地外

雌
◎
〔）
Ｐ２．６
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cmと 深 く、比較的緩やかな掘 り方であるが、壁が二重になっていた。全体を掘り上げた後、土層観

察のため地山まで掘 り込んだ際に二重の壁を確認した。周溝は切れる所もあるがほぼ全周し、小

穴を伴 う。周溝中や壁直下に深さ約20cmの小穴が点在している事から、柱などで土止めの施設を

造り埋めもどしたと思われる。床ははり床になっており、主柱穴より内側が堅 く壁ぎわは軟か くて

床面レベルも若千低 くなる。主柱穴は 4本で、不整形を成し、掘 り方に段を有する。P3の東側

1.黒 土

2.褐色土 (焼土混 り)

3.焼土 (褐 色土の焼け )

4.焼土 (黄色砂土の焼け )

5。 黒土 (焼土混 り)

6。 黄色土(褐 色土混 り)

7.褐色土

8。 黄色土(褐色土・焼土混 り)

9.焼土(粘 土の焼け )

10。 黄色土

H.撹  乱

GOB 43号住居址
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に深い穴があり、入口部施設と思われる。カマ ドは北西壁中央にあり、残存状態は悪い。両袖の先

端部に小穴があり、石を抜いた痕跡であろう。右袖の壁ぎわに風化した花同岩があり、石芯粘土

カマ ドと思われる。火床は良く焼けており、中央に厚さ20clnの石を直立させ支脚としていた。

遺物 出土量は比較的少なく、土師器甕。小形甕・不・高不、須恵器蓋不、砥石・台石があるが、

全部破片である。また、床面上に編物石 と考えられる礫が散在していた。

出土遺物から古墳時代後期前半と思われる。 (佐々木嘉和 )

44号住居址 (第 186図 )

遺構 G O B B U44を 中心 として北側用地境に検出された。38号住居址の南西に並び、49号住居

址 と重複 し、溝址 4・ 8に切 られる。正確な規模は不明であるが、一辺 5m程の竪穴住居址 と考

えられる。主軸方向は不明であるが、南北方向軸はN39°Wを示す。確認部の壁高は17cm前後 を測

り、東壁は床面や49号住居址カマ ドの状況から、溝址 8と 38号住居址の間にあったと考えられる。

床面は凹凸があり、地山の礫が露出している部分 もあり、きわめて軟かなものである。主柱穴は

Pl・ P2と した穴 と考えられ、 Plは溝址 4内、P2は溝址 8内 にあり、本住居址床面よりそ

れぞれ50cmと 80cmを 測

る。他に、本住居址に

伴 うと考えられる施設

等の確認はできなかっ

た。

遺物 出土量はきわ

め て少 な く、土 師器

甕・鉢が床面から、須

恵器甕 。不・破の細片

が上層より出土 した。

遺物の出土量が少な

く断定できないが、古

墳時代後期後半の住居

址 と考えられる。

第186図 GOB 44号住居址、溝址 4
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48号住居址 (第 187・ 188図 )

遺構 G O B C F47を 中心に検出された。32号・39号住居址と重複 し、中では本址が最も古い時

期であるが、最初に掘 り下げたために、 2軒の住居址の48号住居址覆土中にかかる壁・床面を把

握せず、結果として破壊してしまった。他に、土坑16を切り、南東側は%程用地外にかかり未調査

である。主軸に直交する方向の長さは7.7mを 測る隅丸方形の竪穴住居址で、主軸方向はN38°W

を示す。主軸方向の長さは用地外にかかるため不明である。壁は調査範囲ではほぼ全面確かめら

れ、切 り合いのない部分では40～ 30cm、 それ以外は15～ 10cmを 測る。床面は黄色土のはり床とな

り、主柱穴内側の住居址中央部は堅 くたたき状で、主柱穴外側から壁までの間は軟かく、特に南西

o        2m

第187図 GOB 39号 048号住居址
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側は黄色砂土層まで何ら床らしい部分が認められなかった。当初この面まで全面掘 り下げ、その

上を10cm程埋めもどし、黄色土のはり床とし、使用頻度の高い主柱穴内側が堅 くなったと考えられ

る。主柱穴はPl～ P4で、P2～ P4は南西・北東方向に細長い掘 り方を確認した。住居址の

規模 。構造から、用地外にあと2本柱穴を持つ 6本主柱穴の住居址の可能性が強い。カマ ドは西

壁ほぼ中央にあるが、32号住居址に上部を削平され、わずかに焼土 。粘土が残るだけで、構造等

の把握はできなかった。

遺物 土師器甕・甑 。内面黒色の不・高不、須恵器高不 。破があり、すべて破片で完形に復元で

きるものはない。他に、カマ ドの南 2mの床面上には編物石が10個円形に固まっていた。

遺物から古墳時代後期前半に位置づけられる。 (山下誠一 )

1.黒色土

2.黒色土(黄色砂土混 り)

3.黒色土(焼土混 り)

4.焼土

5.焼土(黒色土混 り)

6.黄色砂土

7.黄色砂土 (米占土混 り)|よ
|

0       1m

第188図 GOB 48号住居址カマド

49号住居址 (第 189図 )

遺構 GOBBW46を中心に検出された。44号住居址と重複 し、38号住居址、溝址 8・ 9に切られ

る。他遺構 との重複が多く確認部は少ないが、6.4× 6.8mを 測 り、主軸方向はN38°Wを示す隅

丸方形の竪穴住居址である。確認した壁高は18～ 4 cmを 測り、ほぼ垂直に立ち上がっている。床

面は平坦であるが、きわめて軟かく地山の礫が所々で露出する。主柱穴は 4本でPl～ P3は東

西にやや長い掘 り方で、P2は底部に偏平な石を置き、段が付いており、 2つの穴の切 り合いの

可能性が強いが、検出時に切 り合いは確認できなかった。 P4の覆土上面には焼土・炭が認め

られ、他の 3本の覆土が黒色土であるのに対し、P4の覆土は砂質の暗褐色土である。カマ ドは

北西壁のほぼ中央部にあるが、38号住居址 。溝址 8に切られ、全体の把握はできなかった。焼土が

広い範囲にあり、支脚と思われる自然石を確認したが、両袖は不明で、石芯粘土カマ ドの中央部

が残ったと考えられる。また、焼土中から土師器甕の破片が出土したが、ヵマ ドの一部 として使

われていたものか、内部に落ち込んだものかは不明である。

遺物 溝址に大きく切られるため出土遺物は少ない。床面密着および覆土下層から、土師器壺・
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o       2m

1.黒色土(焼土・黄色土混り)

2.焼 土

3.黄色土(砂質 )

4.黒色土撹乱

GOB 49号住居址
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1.黒褐色土

2. 〃 (黄色砂土混 り)

3. 〃 (焼土混 り)

4.黄色粘土

5。 焼 土

6.〃  (黄色砂土混 り)

7.黒色土

8.〃 (黄色砂土混 り)

9.黒色土(黄色砂土の混 りやや少し)

10。 黄色砂土(黒 土混 り)

11.黒 褐色粘質土

12.撹 乱

第190図 GOB

0              1m

甕 。内面黒色の 17N、 須恵器蓋

17Nが出土 している。

遺物から古墳時代後期前半

の住居址 と考えられる。

(佐合英治 )

52号住居址 (第 190図 )

遺構 GOBCU38に カマ

ドを確認 し、それを基にプラ

ンを把握 した。掘 り込みが浅

いため検出にやや苦労 した。

西側は51号住居址に切 られ、

北側は用地外にかかるため、

調査範囲は全体の約半分であ

る。南西隅のみの調査で規模

は不明であるが、隅丸の竪穴

住居址である。主軸方向はカ

マ ドと壁の方向で推定 する

と、N71.5° Eを 示す。壁は東

壁の 2/3と 南壁の一部 を確認

し、壁高は30～ 10cmを 測る。

床面は全体が黄色砂土まで掘

られ軟かい。 しかし、カマ ド

前面の一部分は黄褐色土をは

り堅 くたた き状 になってい

た。主柱穴はPlを確認 した

のみで、他は51号住居址に切

られる部分及び用地外に位置

するため、確認できなかった。

カマ ド北側には、直径62cmの

不整円形を呈 し、深さ31cmを

|"

卜
、乳

ヽ
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ド
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”
ち

52号住居址
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測る貯蔵穴がある。カマ ドは東壁に設けられ、袖先端部のみに石を用いた石芯粘土カマ ドである。

たき口部の焼土上には、天丼部に使われた粘土が落ちていた。

遺物 多くはないが、床面と貯蔵穴から出土し、セットとして良好に把えられる。土師器壺。甕・

内面黒色土器の不、須恵器蓋不、土玉がある。

遺物から古墳時代後期前半に位置づけられる。                (山 下誠一)

54号住居址 (第 191図 )

遺構 G O B C T42の 黄色砂質土 (地山)面に焼土があり、住居址とした。建物址 11・ 穴に切られ、

壁など遺構の確認できた所はわずかである。焼土の南東側が 3× 1.5mの範囲で堅 く、焼土と同レ

524L

51住

1.灰黒色土

2.黒色土(黄色砂土混り)

3.焼 土

4.黒色土(焼土混 り)

5。 黄色砂土

6.黒色土(焼土・黄色砂土混り)

7.黒色土

8.〃 (黄色土混り)

GOB 54号住居址、建物址11
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ベルで床面と思われる。カマ ドはほとんど残存しないが焼土の厚い部分があり、たき口部の火床

と考えられ、推定のたき口方向は南東である。

遺物 焼土の周囲から土師器、須恵器片がわずか出土している。

出土遺物から古墳時代後期の住居址と思われる。 (佐々木嘉和 )

55号住居址 (第 192図 )

遺構 G O B C 042を 中心に検出された。51号住居址、建物址15。 18、 穴に切られるがほぼ完掘

した。隅丸長方形の竪穴住居址で、規模は3.4× 4mを測り、主軸方向はN24.5°Wを示す。本址付近

の地形は黄色砂質土 (地山)が南東に傾斜しており、褐色土面からの掘 り込みで、平面形把握が

困難であり、確認の削平をくり返した。壁高は検出面に高低差があり30～ 10cmを 測る。周溝は部

分的にあり、幅・深さともに10cm弱 である。床面は堅 く非常に良好であった。主柱穴は確認できな

nov Llll:

かったが、各隅ぎわのものがい

ずれも20cm前後の深さでその可

能性が強い。カマ ドは北西壁西

隅寄 りにあり、新 しい穴に切ら

れ左袖がわずか残るだけであっ

た。地山を掘 り残したカマ ドと

思われる。

遺物 出土量はあまり多くな

いが、土師器壺のほぼ完形がP

lか ら、金環が南西隅近 くの床

面直上から出土している。土師

器甕・不、須恵器不、自玉など

が出ている。

出土遺物から古墳時代後期後

半であろう。 (佐々木嘉和)第192図 GOB 55号住居址

56号住居址 (第 193図 )

遺構 G O B D C40周 辺に検出された。建物址16に切られ市道にかかるため、わずか調査できた

だけである。隅丸方形の竪穴住居址と思われ、南西壁7。 3mを確認した。壁高は検出面から30cmあ

り、壁面はやや傾斜する。床面は新旧不明の穴と重複し、凹凸が著しい。

遺物 出土量はわずかである。土師器甕、須恵器甕。不・蓋など出土しているが、時期差のある

遺物があり、穴の遺物が混入しているためと思われる。
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出土遺物から古墳時代後期 と思われる。 (佐々木嘉和)

0         2m

第193図 GOB 56号住居址

57号住居址 (第 194図 )

遺構 G O B C V41を 中心に検出された。58号住居址を切 り、建物址 16・ 穴に切 られる。ほぼ完

掘 したが、58号住居址覆土中の壁は確認できなかった。方形の竪穴住居址で、規模は 5× (5)

lm

1.

2.

3.

4.

黒褐色土(焼土混 り)

黒褐色土(焼土多い
)

黒褐色土 (黄色土混り)

黒色土(黄色土混 り)

灰褐色± 6.焼  土

焼 土 (粘土混 り)

黒色土 (ホ占土・炭混り)

黒色±  lo.黒 褐色土

黒褐色土 r焼土 プロックで入る)

灰褐色土 (黄色土混 り)

黄色土 (黒 色土混 り)14 粘

5

7

m  8

9

11

12

13

第194図 GOB 57号住居址
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m、 主軸方向はN63°Wを示す。壁高は検出面から20cmを 測る。床面の状態は北西隅と南隅を結ぶ

線を境にして異なる。北半分は建物址16・ 穴などに切られ58号住居址覆土中でもあり、はっきりと

確認できなかった。南半分の床面は、58住 に重複する部分がはり床状になり堅 く、それ以外の部

分は比較的軟かい。主柱穴は 3本確認したが、平面形・深さともに差力
:ゞ
ある。 カマ ドは北西壁ほ

ぼ中央に位置する。残存状態は悪 く粘土が一部に認められたが、地山を掘 り残したカマ ドと思わ

れる。カマ ド中に遺物が入り込んでいた。

遺物 出土量は少ない。カマ ド中に土師器甕・甑片が入っていた。他に、土師器不、須恵器不

・高不、管玉 。自玉などがある。

遺物から古墳時代後期後半であろう。                   (佐 々木嘉和)

58号住居址 (第 195・ 196図 )

遺構 G O B CW40を 中心に検出された。57号住居址 。建物址16。 溝址16・ 土坑20◆ 穴に切‐られ、

7× 5mの約2/3調査 した。7m四方程度の隅丸方形の竪穴住居址と思われ、主軸方向はN45°Wを示

58号住居址

-226-

す。壁高は検出面から

10cmを 測る。床面は不

明確で、黄色砂土 (地

山)上面を床とした。

主柱穴 2本 を確認した

が、いずれも不整形で

深さにも差があった。

東南壁南隅寄 りに穴が

2個あり、中間に台石

があって、入口部施設と

思われる。カマ ドは北

西壁中央にあり、比較

的状態良 く残 り、石芯

粘土カマ ドで大きな石

を使っている。遺物が

比較的多く混入してい

た。

遺物 出土量は少な

い。土師器甕 0甑 0不・

高不、須恵器蓋不、ガ鐸:195[コ  GOB



ラス玉、台石などがある。

切り合い関係・遺物から古墳時代後期後半であろう。

1.黒色土(黄色・焼土混 り)

2.〃 (焼土混 り)

3.  〃

4.黄褐色土 (焼土混 り)

5 。米占  」ヒ

6.焼  土

7.黄色土

8.焼土 (良 く焼ける )

9.黄色土(焼土 )

10.漆黒土

Ho④より焼土少ない

12.撹  乱

61'

Ｃ
一

6 2q12

第196図 GOB 58号住居址カマ ド

(佐々木嘉和 )

10ノ弓A

5lz4 tz o

59号住居址 (第 197図 )

遺構 G O B C H42を 中心に検出された。40号住居址を切 り、60号住居址・建物址12に切られる。

北西側は用地外のため%程調査できなかった。主軸に直交する方向が 6.4mを 測る隅丸方形の

竪穴住居址で、主軸方向はN38°Wと 測定できる。壁は用地外 となる北西壁以外は確認され、壁

高は30～ 20cmを 測る。南西壁は60号住居址のはり床下に検出された。周溝は南隅付近で一部切れ

るが、ほぼ全周確認できた。幅52～ 12cm・ 深さ20～ 7 cmを 測 り、南東側は壁直下から20～ 6 cm内

側に設けられる。床は全面黄色砂土まで掘られ、軟かく状態は悪い。しかし、P5の東側には小

砂利に黄褐色土を混ぜた土をはって堅 くなった部分が認められた。主柱穴は新旧の 8本があり、

P5～ P8が古 く、Pl～ P4に建て替えたと考えられる。主柱穴 。平面形から東 。西・南方向

へ住居址が拡張されたと考えられる。用地外の断面に石 。粘土が一部認められ、カマ ドは北西壁

に設けられたと思われる。

遺物 出土量は多く、床よりやや浮いた状態のものが主体である。土師器壺・甕・甑 。内面黒色

の不・高杯、須恵器高杯、刀子、祗石があり、南隅下の床面上に編物石が21個固まって出土した。

遺物から古墳時代後期後半に位置づけられる。

-227-
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用地外

0              2

第197図 GOB 59号住居址

60号住居址 (第 198図 )

遺構 G O B C E42を 中心に検出された。バ ノヽクホ~に よる表土争Jぎによって、大部分の床面と南

壁の半分程をとばしてしまった。59号 。61号住居址、建物址21・ 土坑23を 切る。北東側の一部で

59号住居址の覆土上にはり床と、用地外壁の土層断面に壁の立ち上がりを確認した。カマ ドの部

分は用地内ギリギリまで調査 したが、北西壁は用地外のため調査できなかった。4.9× 6mの隅丸

方形の竪穴住居址で、主軸方向はN32.5°Wを示す。壁は南西壁と南東壁の半分程確認し、壁高は

10cm前後を測る。床面は中央部の大部分がバ ンヽクホ~の破壊を受けているが、残存部分の状態は

全面黄褐色土層まで掘られ、黄色土をはり堅 く良好であった。主柱穴はその検出に努めたが把握

できず、掘立柱を竪穴内に持たない住居址と考えられる。カマ ドは北西壁西隅にあり、両袖にそれぞ

れ 3個の石を使った石芯粘土カマ ドである。最も手前の石は両袖とも西側に倒れ、他の 4個はやや

内傾 して構築されている。天丼石は 2個使用され、手前のものは 2つに割れてカマ ド脇に落ち、

他の 1個はカマ ド奥壁の原位置にある。左袖は壁との一体構造になっているかとも思われたが、

土層からはその判断はできなかった。たき口部には焼土がほとんどみられなかった。

遺物 覆土の大部分をバックホーで削り取ってしまい出土量は少ない。土師器の甕。杯の他、金
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60住 カマ ド

V

IH I」

用 地 外

0               1m

1.黒褐色土

2. 〃 ((黄色砂土混 り)

3. 〃 (焼土混 り)

4.茶褐色土

5. 〃 (黄色砂土混 り)

6。  〃 (黄色砂土・焼土混 り)

7.黒褐色土(焼土混り)

8.黄色砂土(茶褐色土混 り)

9. 〃、 (黒褐色土混 り)

10.黒 色土 (茶褐色土・黄色砂土混 り)

H.黒褐色土 (茶褐色土混 り)

12.焼土(黄色粘土・黒褐色土混 り)

13.〃 (黒褐色土・茶褐色土混 り)

14.黄色砂質土

15。  〃  (黒褐色土。焼土混 り)

16。 黄色粘土(黒褐色土混 り)

17. 〃 (黒褐色土・焼土混 り)

ハ|

Ｄ
一

Ｃ
一

F  H

JI

B

1'i171'

60号・61号住居址、

一-229-―
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環が出土 した。

出土遺物から古墳時代後期後半に位置づけられる。 (山下誠一 )

62号住居址 (第 199。 200図 )

遺構 GOBCK47を 中心に検出された。北東壁の北隅近 くは切られており、住居址より新しい穴

である。用地外にかかり約2/3を調査 した。隅丸方形の竪穴住址であり、調査範囲は4.3× 6mで、

主軸方向はN41°Wを示す。壁高は検出面から30～ 20cmあ り、やや緩い傾斜の壁面である。床面は

部分的に軟かい所もあったが、全体的には堅 く良好であった。 Pl・ P2が主柱穴と考えられ、

Plは切 り合いがある様子で、P2はやや浅 く若干の疑問もある。用地外に近い 4個の穴は床面

を切っており、住居址より新しい。並んでいる3個の穴の底部は堅 くつき固められている。カマ

ドの残存状態は悪 く、全体 としては不明の′点もあるが、残存する石の周囲だけに焼土があり、石

芯粘土カマ ドと思われる。

遺物 出土量は少なく、土師器甕・不、須恵器壺・不 。高杯、鉄滓などがある。

出土遺物から古墳時代後期後半であろう。                 (佐 々木嘉和)

|

規 m̈

第199図 GOB 62号住居址、Pit群
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1.黒色土

2.〃 (黄色土混 り)

3.黄色土(黒色土混 り)

4.黄色土

5.黄褐色土

6.焼土(赤褐色 )

7.2に (焼土混 り)

8.黒色土(覆土 )

9.暗褐色土(黄色土混 り)

10.撹 乱

第200図 GOB 62号住居址カマド

④ 奈良時代

住居址は 5軒 を確認したのみで、その数は他時期に比べあまり多いとはいえず、むしろ少ない

方である。しかし、該期には掘立柱建物址が本地籍内の全域に検出され、これらとの関連が当然

考えられる。住居址はA～ C区に点在 しており、住居址のみで集落を形成したとはいい難 く、分

布状況からみれば、掘立柱建物址等の他遺構に付属 したものと推測される。

なお、本時代に後続する平安時代の遺構 としては、若千特異な状況を示す住居址が 2軒検出さ

れたのみで皆無に近い状況であり、遺跡群の中で特異な状況を奈良時代から平安時代にかけての

間に求められる。 (小林正春 )

3号住居址 (第 165・ 201図 )

遺構 GOBA 151を 中心に検出した。 2号住居址を切っている。隅丸長方形の竪穴住居址で、

規模は3.8× 4。 4m、 主軸方向はN52°Wを示す。壁高は検出面から40～20cmあ り、やや緩 く傾斜す

る壁面である。周溝は南西壁下に幅20～ 10m・ 深さ14～ 10cm。 長さ 2mを確認 した。東南壁下に

は、幅50cm・ 深さ10cm前後の周溝状落ち込みがある。床面は堅 く良好であった。床面ほぼ中央の

穴は、20cm弱 と浅いが、全面に粘土がは り付けてあり堅 くなっていて、覆土には焼土 。炭が混入

していたが、性格等は不明である。カマ ドは北西壁中央からやや北隅寄 りにあり、残存状態は良

かった。粘土カマ ドで、支脚は長さ20cm弱 の花同岩を直立させたもので良 く焼けていた。

遺物 出土量は少ない。カマ ド右側の穴に遺物が入ってお り、覆土中間に集中していた。土師器

甕、須恵器甕 。長頸瓶胴部・平瓶 口縁 。横瓶・不・蓋、刀子が出ている。須恵器不はカマ ド右の
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」
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穴 と、北壁ぎわから出土 したものが接合 しほぼ完形であり

転用硯の可能性がある。

出土遺物から奈良時代である。

、高台内側に墨様の物が付着しており、

(佐々木嘉和 )

1.黒褐色土(粘 土。焼土・炭が混る)

赤p/tが かかる

2. 〃 (黄色土混 り)

3.   〃

4.焼 土

5.黒褐色土 (米占土・焼土。炭混 り)

白っIFい

6.  〃  黒っぽい

7.米占  」ヒ

8.〃 (黄色土混 り)

9.黒褐色(焼土混 り)

10。 黒色土(焼土混 り)

H.〃 (荒れていて、焼土・炭・

粘_Lカッ昆る)

卜
　
一̈珊
プ
勤
［「
ｏ　　』

］
Ｏ
　
　
Ｎ

i土

第201図 GOB 3号住居址カマ ド

11号住居址 (第202図 )

遺構 GOBAE54周 辺に古墳時代後期遺物が出土し、住居l■Lと する。恒川A地籍境の市道にか

かり、14号住居址の覆土中に掘 り込まれ、床面の一部分を把握したのみである。須恵器の出土範

囲を住居址の範囲と想定し、 1辺が 4m強の住居址と考えられる。床面は一部はり床で、市道ぎ

わが堅 く、想定壁のあたりでは軟かく、確認できなかった。主柱穴は14号住居址床面まで達 して

おり、14号住居址調査時に検出した。床面よりわずか上にあった石は焼けて黒 くなっており、一

部に焼上の散布 もみられた。

遺物 調査範囲が狭 く量は少ない。土師器甕、須恵器甕・不の破片と鉄片が出土している。

切 り合い関係 と出土遺物から古墳時代後期終末から奈良時代の住居址である。 (佐々木嘉和)

31号住居址 (第 182・ 203図 )

遺構 G O B CMoC N45に 検出した。30号住居址を切っているが、検出時に新旧関係が確認で

きず、同時に掘り下げたため、30号住居址内の壁を把握できず、セクションベルトによって土色差
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mヽ

4ヽ

0

1.耕 土

2.褐色土

3。 暗褐色土

4.黒土(11住 覆土 )

5。 黄色土 (11住 床 )

6.黒土(褐色土混 り14住 覆土 )

7.褐色土 (黒 土混 り)

8.黒土(黄色土混 り)

第202図 GOB ll号住居址

を認めた。穴に切られるが、ほぼ完掘した。隅丸方形の竪穴住居址で、規模は (3.3)× 3.8m、 主

軸方向はN32.5°Wを示す。壁高は検出面から30cmあ り、やや緩 く傾斜する壁面である。床面は軟

かく、30号住居址覆土中の床面は確認できなかった。主柱穴は 4本で、いずれも不整形で大きさ。

3

10

1.褐色土 (焼土混 り)

2.黄褐色砂土(焼土混 り)

3.焼 土

4.黒褐色土(焼土混 り)

5.黒色土(焼土粒混 り)

6.〃 (焼土・褐色土。黄砂土混 り)

7.〃 (焼土混 り)

8.黒褐色土

9.黒色土

10.褐 色土

H.黄色砂土(黒色混 り)

12.褐 色砂土(黄褐色砂混 り)

13.黒 褐色砂土

14.黄色土 (米占土 )

15.黒 色土 (本占土粒混 り)

16。 〃 (黄色土混 り)

17.粘  土

0 lnr
_1____a-=

第203図 GOB 31号住居址
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深さも様々である。カマ ドは北西壁中央にあり、石芯粘土カマ ドである。右袖は新しい穴に壊さ

れ芯石らしい石が穴の中にあった。天丼石は長さが60cmあ り、カマ ド前方の床面に転落していた。

支脚は長さ17cmの石を直立させている。

遺物 出土量は少ない。土師器甕 。小形甕 。高不、須恵器不 。蓋が出ている。

時期は切 り合い関係と遺物から奈良時代である。              (佐 々木嘉和)

32号住居址 (第204・ 205図 )

遺構 48号住居址調査中にG O BC F51に 設けられたカマ ドが発見され、住居址が重複するこ

とが判明した。北西壁と北 。西隅を検出したが、南東側は大部分が48号 住居址の覆土中にある

ため、壁は把握できなかった。最終的に床面まで掘 り下げ、48号住居址覆土中にはり床が検出さ

れ、同住居址を切っていると判断できた。他に、南側が一部39号住居址に切られ、土坑16を切っ

ている。(5.4)× 5。 3mの隅丸方形の竪穴住居址で、主軸方向はN45.5°Wを示す。主軸方向の規模

は主柱穴からの距離により推定した。壁は西壁が全面確認でき、壁高は30～ 15cmを 測る。床面は

48号住居址と切 り合わない部分で、黄色砂土まで掘 り込み黄色土をはっている。48号住居址覆土

の一部に黄色土のはり床がみられ、P2を 中心にして約 lm幅のカマ ド全面と、P4の方向へ1.

3m範囲は、たたき状に堅 くきわめて良好であったが、全体的には軟かく、48号住居址の覆土と区

別が困難であった。主柱穴はPl～ P4で、それぞれ丸味を帯びた掘り方で、P2は二段になり、上

0       2m
|

第204図 GOB 32号住居址
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部掘 り方は他の穴より

大 きい。 西隅
~Fに

は

92× 74clnの楕円形を呈

し、深さ56cmの 穴があ

り、貯蔵穴と思われる。

カマ ドは北西壁ほぼ中

央にある石芯粘土カマ

ドである。左袖には 3

個、右袖には 2個の石

が残 り、右袖も断面調

査時に石を 1個抜いた

痕があり、いずれも3

個の芯石であった。天

井石も残るが、右袖の

手前の石が外側に倒れ

たため、カマ ド内側に

P4-74



落ち込んでいる。

遺物 土師器 。

須恵器があるが、

出土 量 は 多 くな

い。ほとんどが床

面からの出土であ

る。土師器甕 。高

lFN、 須恵器甕・蓋◆

盤などがある。

遺物から奈良時

代初頭に位置づけ

られる。

(山下誠一 )

たき口部の焼土は比較的少なく、カマ ド内には土器が落ち込んでいた。

lo

卜
∞

|ヽ
|=

6

』

１
Ａ

一

|=

1.黒色土

2.〃 (黄色砂土混 り)

3.〃 (焼土混 り)

4.黒褐色土(黄色粘土が多少混る)―
ヒ

4
5. 〃 (黄色破土混 り)

6. 〃 (焼土混 り)

7.焼土(黒褐色混 り)

8.焼土

9.黄色砂土 (黒褐色土混 り)

10。 黄色砂土

H.黒褐色土

12.黄色粘土(黒褐色土混 り)

13.褐 色土(黄色土混 り)

14.撹  乱

第205図 GOB 32号住居址カマド

51号住居址 (第 206図 )

遺構 GOBCQoCR40を 中心に検出された。52号・55号住居址を切 り、建物址15に切られる。

用地外にわずかかかるが、ほぼ完掘できた。規模は (6.8)× 6。 8mを 測る隅丸方形の竪穴住居址で、

主軸方向はN31.5°Wを示す。覆土は大きく3層 に分かれ、上から黒土 。褐色土・褐色土 (黄色土

混 り)の順であった。壁は緩い傾斜があり、壁高は50～ 40cmあ り比較的深い。周溝は調査 した壁

下 にほぼ全周し、幅20～ 10cm・ 深さ約10cmを 測る。床面は堅 く良好であり、南東壁下は50cm幅 で、

はり床状に埋めもどした痕跡があった。主柱穴は 4本で、いずれも不整円形で、レベルは若干の差

がある。南東壁下ほぼ中央にある穴は、縁部を若千高め土手状になっており入口部施設と思われ

る。カマ ドは壁ぎわが用地外にかかり全体の調査はできなかった。残存状態が悪 く、焼土と褐色

土がプロック状に混入していた。灰褐色土の堅い層が、床面と同じレベルで検出され、赤化 して

いないが火床と推定した。

遺物 出土量は多く、中・下層からの出土がほとんどである。土師器甕・17N。 高杯、須恵器平瓶・

琺 。高不・蓋、鉄鎌・刀子、砥石・編物石がある。鎌は 2個あり、いずれも床面より若千上に浮

いて出土したが、保存状態は良好である。刀子は東壁中央下からの出土である。上層の黒土中か

Q  Q

E

Lτ
ゴ8
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ら金環が出たが、混入品の可能性 もある。編物石 と思われる長楕円形の河原石が床面に散在 して

いた。

用地外

ヽ
↑
ド
一】
∞

0            1m

1.褐色土(焼土混 り)

2.〃 (焼土。炭。黄色土混 り)

3.黒色土

4.黄色土(褐 色土混 り)

焼土・炭混 りで茶褐色

5。 黄色土(黒 土混 り)

6.焼 土

7.〃 (褐色土混 り)

8.黄色土(焼土混 り)

9.粘 土(  〃  )
10.灰 褐色土

H.黒褐色土(焼土・炭の混った所は茶色 )

12.黒 色土(炭混 り粘質 )

GOB 51号住居址
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出土遺物から奈良時代 と思われる。 (佐々木嘉和 )

⑤ 平安時代

38号住居址 (第207・ 208図 )

遺構 G O B B X43を 中心に検出された。36号・49号住居址を切 り、溝址 9に切られ、北西側は

用地外 となり未調査である。南西・北末の長さは4.6mで、この軸方向はN39° Eを示すが、主軸方

向及び北西・南東の長さは不明である。東隅がややふくらむ方形の竪穴住居址と考えられる。確

認部の壁高は20cm前後を測る。周溝は、北東と南西の壁直下にあり、幅は25～ 10cm。 深さ21～ 5

cmで ある。床面は中央部分が壁ぎわに比べ 6～ 2 cm高 くなっており、全体に堅い。また、中央部

分から南隅に向かって約1.3m幅 できわめて堅いたたき状を成し、この床面上に密着して焼土を

所々に認め、火事の住居址とも考えたが、覆土中には炭 。焼土はなく、断定できない。主柱穴は

不明であるが、本住居址に伴 うと考える穴を6個検出した。Plは南隅の壁に接しており、径1.

2m・ 深さ41cmを 測る大きな穴で、遺物は出土しなかったが、覆土中に径35～ 10cmの 自然石が混入

している。さらに底部中央部に径20cm底 部からの深さ27cmの 穴があり、入口部施設が考えられる。

P2～ P4は 32cm、  P5・ P6は 37cm程の深さを測る。床面上の特筆されるものとして、東隅に

径40× 20cmと 10cm前後の自然石を30個程使った石組の施設がある。この部分の床はわずか凹んで

おり軟かい。石は黒色

土で固定され、東隅を

三角形に区切るように

壁に向かって二列に立

てて並べられており、

列の幅は30cmを 測る。

住居址の中心を向く面

の北側は、二段に積ん

だ状態が残るが、南側

は、石積が舌しれた状態

で、上段の石がずれ落

ちていると考えられる。

中央部分の石の中には

火を受けているものが

あり、焼土も一部にわ

ずか確認された。当初

0          2m

第207図 GOB 38号住居址
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カマ ドではないかと考えたが、焼土の状況は一般のカマ ドのものとは異なり、形態も異質であり

カマ ドではなく住居址内の特殊な施設と考えられる。更には住居址そのものも一般住居址とは異

質な性格が考えられる。

遺物 出土量は、きわめて少ない。土師器甕、須恵器高台付17Nが覆土上層から出土している。床

面密着出土のものとしては、灰釉陶器坑の口縁細片がある。

時期を決定するには根拠に乏しいが平安時代 と考えられる。 (佐合英治 )

1.黒色土

2.黒色土(黄色土混 り)

3.褐色土 (黄色土混 り)

4.黄色土(焼土混 り)

5。 焼 土

6.黄色土

第208図 GOB 38号住居址石組

39号住居址 (第 187図 )

遺構 GOBCD48を 中心に検出された。32号 ・48号住居址 と重複関係にあり、最も新しい時

期で両住居l」Lを切るが、南壁の検出が難しく、最後に調査した。そのため48号住居址覆土中に床

面があったにもかかわらず、はっきり把握できなかった。同様に北壁も推定してのものとなった。

ｏ
　
　
Ｈ
　
ｎ
　
‐劇
引
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また、東側の一部は用地外にかか り調査できなかった。推定規模 5× 5mの隅丸方形の竪穴住居

址である。壁は南 。西壁を確認 し、壁高は10cm前 後を測る。床面は黄色砂土まで掘 られ、堅 くた

たき状の良好なものである。48号住居址覆土中にも黒色土のたたき状の床面が確認できた。主柱

穴・カマ ドは確認されず、構築時から設けられなかったと考えられる。

遺物 出土量は多く、一括性が高いと思われる。土師質土器 (カ ワラケ)17N・ 皿等がみられる。

他に、用途不明の鉄片が出土している。

遺物から平安時代終末に位置づけられる。 (山下誠一 )

⑥ 時期不明

13号住居址 (第 169図 )

遺構 建築址 8の南西A H54・ A154の用地境に、北隅部分を確認した。北壁1.4m。 西壁2.4m

を確認し、検出面より14cm掘 り凹められた、隅丸の竪穴住居址である。床面はきわめて軟かく、

床面上に焼土 。炭が密着して散乱しており、火事にあった住居址と考えられる。

遺物 土師器の細片がわずか出土したが時期決定できるものはない。      (佐 合英治)

23号住居址 (第 158図 )

遺構 建物址10の 東側で24号住居址と切 り合っていると思われる住居址である。24号 。25号住居

址と同様に耕作による攪乱を著しく受けており、部分的に床面を確認したにすぎない。壁は完全に

削られているが南隅と考えられる部分の床が残存した。本住居址床面は24号床面より高 く、24号

に切られていると考えたが、24号住居t■床上にはり床をしている可能性もあり、新旧関係の確認

はできなかった。

遺物 本住居址に伴う遺物は不明で時期を決定できるものはない。 (佐合英治 )

33号住居址 (第 182図 )

遺構 G O B C N47で 30号住居址床面に検出した住居址であり、同住居址に切られている。用地

外にかかり、調査範囲は2.5× 0.6mと ゎずかである。30号住居址床面から約10cmの壁で、黄色砂

質土 (地山)上面の床である。中央に30号住居址の主柱穴があり、様相等ほとんど不明である。

遺物 出土量はわずかで、土師器 。須恵器の破片がある。

時期は決め手になるものがなく断定できない。

―-239-
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37号住居址 (第 160図 )

遺構 G O B C P46に 、30号住居址と土坑11に切られ、用地外にかかって検出した。調査範囲は

3× 1.5mと ゎずかで、方形の竪穴住居と思われるが、壁は長さ45cm確認したのみである。壁高は

検出面から34cmを 測る。床面は軟かく、新しい穴に切られている。遺物はごく少量出土しただけ

である。

30号住居址に切られているので、古墳時代後期前半より古いが、時期の断定はできない。

(佐々木嘉和 )

61号住居址 (第 198図 )

遺構 60号住居址カマ ドの西側GOBCC42を 中心に検出された。60号住居址に切られ、土坑23

を切っている。西側の大部分が用地外にかかるため、一辺の長さが4。 3mを把握したのみである。

隅丸方形の竪穴住居址で、主軸等は不明である。東壁をほぼ全面確認し、壁高は10～ 5 cmを 測る。

南隅直下に、80× 60cmの 不整形で深さ30cmを 測る穴があり、貯蔵穴と思われる。

遺物 土師器高杯・内面黒色の皿が出土した。

遺物の出土が少ないため時期は決定はできないが、切 り合い関係から古墳時代後期後半以前と

考えられる。                                   (山 下誠一)

2) 建物址

分布状況は、A区 とC区 に集中して検出され、 B区 には確実に建物址 と把えられるものはなか

った。

A区はその西半部にかなり密集 して検出され、ほとんどが奈良時代 と考えられるもので、GO

Aに一部その分布範囲が延びている。全体形を把握できなかったものもあり、即断はできないが、

隣接する建物の配置状況や方向などから、かなり規則的に建てられたものと考えられる。また、

分布範囲内に竪穴住居址 。工房址などがあり、これらとの関連も考えられる。

C区は古墳時代・奈良時代 0中世の 3時期位に位置づけられるが、主体はA区同様に奈良時代

のものである。かなり規模の大きなものもあり、A区程ではないが集中して分布する傾向がみら

れる。

Atte c区の奈良時代に属すと考えられる建物址群は、その分布する位置が約100m離れており、

直接その関連を示す材料はないが、建物址の存在しないB区において、なんらかの区画施設的な

溝址が検出されており、更には北東方向に同様距離を置いてARY建物址群もあり、相互が関連

する可能性が強いといえる。

-240-
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建物址 1(第 209図 )

遺構 GOBA区 のほぼ中央A L50を 中心に検出された。耕土排除後、プラン検出に入って最初

に確認された遺構である。3× 2間の掘立柱建物址で、桁行4.94m・ 梁行3.8mを 測る。それぞれ

の柱間は1.65・ 1.9mで、桁行方向はN47.5°Wを示す。柱掘 り方はほぼ円形で、最大径1.6m・ 最

小径1.05m・ 深さは109～ 77cmを測り、いずれも大形の掘 り方である。壁はほぼ垂直を成し、P2・

P6・ P7に は壁の中程が袋状に外へふくらむ部分がある。底部はほぼ平坦で、P4・ P5の底

部はたたき状に堅 くなっている。 Pl・ P2・ P5。 P8・ P10に は底部に 5～ 8 cm凹 む部分を

確認し、柱の圧痕 。または柱を立てる時に掘 り凹めたと考えられ、土層断面観察時に確認した柱

痕位置とほぼ一致する。柱掘 り方平面プラン検出のさい、柱痕と思われる覆土の差を認めた掘 り

|

灰黒色土

漆黒土

漆黒土(黄色土混 り

黒色土

黒色土(黄色土混 り

7     ′

6.黄色土(黒色土混 り)

7.黒色土(黄色土混 り)

) 8.黄 色土

9.黒色土(漆黒土混 り)

) 10.撹 乱

第209図 GOB 建物址 1
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方は 3本あったが、土層断面で確認した柱痕と一致するものはP8のみであった。柱の位置・太

さ等を土層と底部の凹みにより想定すると、柱間は一定でなく、直径20～ 30cmの 丸材を使用して

いるものと考えられる。また、土層が舌しれており、柱は抜きとられている可能性があるが、柱抜き

取 り穴の確認はできなかった。

遺物 土師器細片と用途不明の鉄器片がある。

遺物から時期の決定はできないが、周辺の遺構等の関連で奈良時代に位置づ くと考えられる。

(佐合英治)

建物址 2(第 210図 )

遺構 GOBAH49を 中心に検出された。住居址検出面上層の褐色土上面で一部の柱掘 り方が
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黒色土

黒褐色土

黒色土 (黄色砂土混 り)

4.黄色砂土

5。 黄色砂土 (黒色土混 り)

6.漆黒色土

GOB 建物址 2
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確認できたが、すべての掘 り方を把握できず、住居址検出面まで下げて全体のプランを確定した。

4号 。16号住居IILを 切っている。 3× 3間の掘立柱建物址である。桁行4.2m。 梁行3.92mを 測り、

柱間はそれぞれ1.4・ 1.36mで ぁる。桁行方向はN40° Eを示す。柱掘 り方は丸味を帯びる方形ない

し長方形を呈し、隅のものが深い傾向を示す。南隅のものは2本の柱掘り方を一緒に掘っている。

土層から柱痕の確認はできなかった。建物址 1と 軒をそろえ、建物址 3・ 5。 7等 とほぼ方向が

一致し、同時存在の可能性が高い。

時期の決め手となる遺物の出土はなく、検出面等から奈良時代に位置づけられる。

(山下誠一 )

建物址 3(第 211図 )

遺構 GOBAE50を 中心に検出された。建物址 2と 同様褐色土面で一部の柱掘り方が確認で

きたが、すべての柱掘り方を把握するために住居址検出面まで下げてプランを確定した。 8号住

居址を切って

いる他に重複

がみられない

ため、良好な

検出状態であ

った。 2× 2

間の掘立柱建

物址である。

桁行・梁行共

3mで、柱間

は1.5mを 測

り、桁行方向

は N40° Eを

示す。柱掘 り

方のプランは

楕円ないし円

形を呈する。

建物址 1・ 2

と軒をそろえ

て建てられて

おり、同時存

1.黒色土

2.黄色土(黒 色土混 り)

3.黒色土(黄色土混 り)

4.黒褐色土

-0-〇一〇―

5.褐色土

6.黒色土(褐色土混 り)

7.6よ り褐色土多い

第211図 GOB 建物址 3
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在の可能性が高い。

時期決定・実測等ができる遺物の出土はないが、建物址 1・ 2同様奈良時代に位置づけられる。

(山下誠一 )

建物址 4(第 212図 )

遺構 GOBl号 住居址の覆土中に掘られていた建物址である。住居址覆土と柱掘 り方覆上の

差異はほとんどなく、上面でのプラン検出はできず、住居址の床面に柱掘 り方の底部を確認した。

南隅の柱掘 り方は用地外のため未確認であるが、2× 2間で、3.57× 3。 32mの側柱のみの掘立柱建

物址である。桁行方向は、正方形といっても良い建物址であるため不明で、柱間は北西南東1.78

m・ 北東南西1.66mを 測り、北西南東方向はN43.5°Wを示す。確認した柱掘 り方底部は、最大径

90Cm・ 最小径70cmを 測る。いずれも歪みがあるが、本来は円形の掘 り方であったと考えられる。

西隅の穴は、ほかに比べ倍以上も深い穴であったが、 1号住居址の柱穴と重複するためで、建物

址の柱掘 り方は段の付 く所までである。確認した掘 り方の深さは住居址床面より50～ 22cmで、西

側の柱掘 り方より東側の柱掘 り方が深い。

遺物 土師器細片、鉄片などが掘 り方覆土中より出土しているが、現代の攪舌しや住居址との切 り

合いがあり、建物址に伴うものかは不明である。

周辺の遺構の関係

から奈良時代に位置

づけられる可能性が

強い。 (佐合英治 )

黒色土

黒色砂質土

黄色砂土(黒 色土混 り)

黄色砂土

黒色土(黄色砂土混 り)

褐色土

\,.j,i rze

蘇々

Ａ
一

第212図 GOB 建物址 4
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建物址 5(第 213図 )

遺構 G O B A B50に Plが褐色土上面で検出できた。P4は溝址 1の下部にあり、その調査時

に掘り上げてしまった。後に住居址検出面まで下げた時点で、中間のP2・ P3を把握し、建物址

と判明した。東側の 4本が確認されただけで、他は道路下にかかって調査できなかった。溝址 1

に上面を切られている。全体は不明であるが、検出した柱掘 り方列による柱間は1.7mを 測る。桁

行方向はN47.5° EないしN42.5°Wを 示す。穴の掘 り方は丸味を帯びた長方形を呈し、P2・ P3

は途中で段を持つ。 Pl・ P2は土層から柱痕を確認し、Plは底の部分が一部凹み、柱位置を示

すと考えられる。P4の底には20cm前 後の棒状礫が 2個並んであり、礎盤的な意味が考えられ、

これも柱位置を示すと考えられる。柱掘 り方の状態等から、 1回の建て替えが想定できる。

時期決定できる遺物の出土はないが、検出面及び溝址 1と の切 り合い関係から奈良時代前半に

位置づけられる。 (山下誠一 )

o       2m

1.黒色土

2.黒褐色土

3.黄色土(黒 色土混 り)

4.褐色土

5.黒色土(黄色砂土混 り)

6.黒色土(泥土混 り)

第213図 GOB 建物址 5

建物址 6(第 214図 )

遺構 GOBAC～ AFの 45・ 46に 検出 した掘立柱建物址である。10号 。19号 ◆21号住居址を切 り、

溝址 1に切られ、約半分が用地外にかかる。調査範囲内における外側柱間は3× 2間で、その内

側約 lmに も4本の柱穴を検出した。内外の柱穴は列としてそろわないが、方向が一致したので

同一建物とした。外側桁行 3間は各柱間寸法1.48m、 梁行 2間は各柱間寸法1.31m、 桁行方向は

N38.5° Eを 示す。柱穴掘 り方は不整円形で、直径は80cm前後である。底部レベルは東側 2本がや

や浅いが、他は同レベルである。内側の柱穴はやや小形である。東側 4本の柱穴には、柱痕が平

面と断面に確認でき、底部では柱痕部分の色が変わっており、堅 くなっていた。内側の東側 3本

も断面に、柱痕らしい黒土が観察された。

遺物 各柱穴ともに遺物の出土は少ない。

時期は切 り合い関係から古墳時代後期以降である。

-245-
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1.黒褐色土 (硬い)

2.黒褐色土(や わらかい
)

3.黒色土(黄色土混 り)

4.黒色土(黒褐色土混 り)

5.褐色土

6.黄色土(黒 色土混 り)

8.黒色土

9.黄色土

10.黒褐色土(黄色土混 り)

H.褐色土(黄色土混 り)

0        2m

第214図 GOB 21号住居址、建物址 609

建物址 7(第 215図 )

遺構 GOBAA46を 中心に検出された。上面の溝址 1の調査後、褐色土中に黄色土が混 じるた

たき面が認められた。それをはず したところ、黄色土が混 じる柱掘 り方を検出し、建物址の存在

が判明 した。溝址 1に切 られ、20号・22号 。29号住居址を切っている。南側は道路にかか り調査

できなかぅた。P5は一部のプランを確かめるにとどめた。梁行は 3間 を示すが、桁行は不明で、

柱間はそれぞれ1.17前後・1.28mを 測り、桁行方向はN40° Eを示す。柱掘 り方のプランは円ない

し不整円形を呈する。P2は楕円形を呈し、 2本の柱掘 り方を一緒に掘ったものである。土層は

溝址 1調査時に掘 り上げてしまったPlを除いて把握でき、いずれも黄色土と黒色土が互層を成

して埋められ、特に黄色土の混りが多いP2。 P3でははっきりとした柱痕を確認できた。柱の

大きさは26× 24cmで、割 り材を使用したと考えられる。P4に は底に偏平な石を置き礎盤として

いた。検出面の黄色上のたたき部分は、穴で掘 り上げた土を全体にならして土間としたものと考

えられる。
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時期を決定する程の遺物の出土がないが

られる。

溝址 1に切られることから奈良時代前半に位置づけ

(山下誠― )

0          2m
:」

1.黒色±      5.黒 色土 (鉄分混 り)

2.黒色土(黄色土混 り)6.黄色土(黒 色土混 り)

3.黄色土 (黒色土混 り)7.黒褐色土(柱痕 )

4.黒色土(褐色混 り)8.黄 色土

第215図 GOB 建物址 7

建物址 8(第 216図 )

遺構 GOBAJ54を ほぼ中心とし、建物址 4の南西側に検出した。 1号・2号 。7号住居址を

切っている。 2× 2間、 3× 2.64mの側柱のみのほぼ正方形の掘立柱建物址で、南西から北東方

向はN53° Eを 示す。柱間はそれぞれ1.5mと 1.32mで ぁる。柱掘 り方は最大径90cm e最 小径62cmの

円形で、検出面よりの深さは40～ 30cmを 測り、壁面はほぼ垂直を成し、底部は平坦とはならず中

心部が凹むものである。覆土は全体が黒色土で柱痕等の確認はできなかった。

時期等を決定できる遺物の出土はないが、周辺の建物址の関係等から奈良時代に位置づけられ

る 。
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1.黒 土

2.黄色土

3.黄褐色土

4.黄色砂土

5.黒土(黄色土混 り)

第216図 GOB 建物址 8

建物址 9(第 214図 )

遺構 GOBAB・ ACの 45～ 47に 検出した掘立柱建物址である。他遺構 との重複が著 しく、かつ

用地外にかかるため、柱掘 り方 5本 を確認できただけである。 2× 1間 を確認 し、柱掘 り方平面

形。柱間寸法は一定しない。柱掘 り方の覆土は、建物址 7の柱穴覆土 とほとんど同じ黒色土 (黄色

土混り)であり、建物址 7建築時の補助施設の可能性もある。 (佐々木嘉和 )

建物址10(第 217図 )

遺構 G O B A 046を 中心に検出した掘立柱建物址である。用地外と用水路にかかるため、確認

できた柱間は2× 1間である。桁行柱間寸法1.62m.梁 行柱間寸法1.83m、 桁行方向はN60°Wを
示す。耕作の攪乱が地山の黄色砂土まで入っており、柱掘 り方は20～ 10cm残 っていただけである。

平面はほぼ隅丸方形で、底部には小穴があり、堅 く良好であった。

遺物 土師器片がわずか覆土に入っていた。

時期は古墳時代以降と思われるが、決定はできない。

-248-

(佐々木嘉和 )



ｌ

ｔ

‐

／

１

１

ヽ

ム

0         2m

第217図 GOB 建物址10

建物址11(第 191図 )

遺構 G O B C T41を 中心に検出した掘立柱建物址である。52号・54号住居址を切っている。柱

間 6× 2間 を確認した。桁行柱間 6間の延長は5.8mでぁるが、柱間寸法は不定であり、梁行 2間

の柱間寸法は1.41mを 測る。各柱穴平面は不整円形で、底部レベルとともに一定していない。覆

土は住居址を切っているため、個々により異なる。遺物も古墳時代の土師器の小片がわずかに出土

しただけである。建物址19と 柱掘 り方の方向が似ており、関連が考えられる。

時期は古墳時代以降と思われるが、決め手がない。             (佐 々木嘉和)

建物址12(第218図 )

遺構 G O B C K43が 中心の、礎石を持つ建物址である。建物址22を 切っている。耕土下に石が

約 4× 4mの範囲で集中しており、集石として調査に入ったが、大きめの石の上面が平らで礎石

と思われ、建物址とした。石の間まで耕作の攪乱が入っており、石も抜かれている様子である。

礎石らしい石を残して他をはずしたところ、石の乗っていた面は、堅 くつき固められている様子

があった。礎石 とした石はほぼ直線に並んでいるが、距離と高さが一定しておらず、柱の建て方

に疑間が残る。桁行方向は断定できないが、N27・ Eであろう。礎石には、浅い掘 り方が検出でき、

粟石の入っているものもあった。礎石以外の多数の石については、性格等不明であるが、礎石の

底面より上部にあったことは確かである。

遺物 石に混ってわずか出土している。土師器・須恵器片と後世の混入と思われる宋銭がある。

出土遺物から奈良時代 と思われるが断定はできない。            (佐 々木嘉和)
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第218図 GOB 建物址12

建物址13(第 219図 )

遺構 G O B C 044を 中心に石を配した建物址である。30号・31号住居址、建物址17、 溝址14を

切っている。 5× 4mの範囲に石が点在し、内側の石のない部分はたたき状になっていた。長軸

方向はN31° Eを示す。石の中には、割られているもの。表面を敲打してあるものなどがあった。

本建物址に付 く確実な遺物もなく時期の決定は困難であるが、奈良時代住居址に重複 しており、

の

。
０

０

一

=2m

1.黒色土(黄色土混 り)

2.褐色土(黄色土混 り)

ヾ

〆
。

［な
。

奈良時代よりは新しいと思われる。
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第219図 GOB 建物址13

建物址14(第 220図 )

遺構 G O B C V43を 中′己ヽに検

出した石を配する建物址である。

54号・57号 058号住居址、土坑190

20を 切っている。4× 3.2mの範囲

に石が入 り、長軸方向はN44° Eを

示す。北側一辺に比較的大きな石

を並べており、内側の石は不規則

に入っていた。全般的に硬砂岩が

多く、割ったものも混っている。

断面観察によっても、床らしい部

分は確認できなかった。

遺物 石の間から常滑焼甕片が

出ている。

出土遺物から中世の建物址と思

|

Ｈ

―

１

４

鋪

際

＝

―

1.褐色土

2.褐色土(黒 色土混 り)

3. 撹舌し

0          2m

われる。 (佐々木嘉和 )
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建物址15(第 221図 )

遺構 GOBCQ39が 中心の掘立柱建物tlLである。51号・52号・55号住居址を切っている。住居

址覆土中に柱掘 り方があるため確実な把握ができず、住居址調査後に検出し、 4× (1)間 を確

認した。桁行 4間の柱間寸法は2.37m、 梁行の柱間寸法は2.5mで、桁行方向はN30° Eを 示す。柱

掘 り方の平面は不整方形で大形である。各柱穴の深さは、51号住居址壁にかかる柱穴がやや浅い

他はほぼ一定である。確認範囲は少ないが、相当に大きな建物址と思われる。

遺物 須恵器蓋片が出ているが、古墳時代住居址と切 り合っており、時期決定材料 とはならな

い 。

他遺構 との切 り合い関係などから古墳時代後期以降の時期が考えられる。 (佐々木嘉和 )

黒褐色砂質土

黒褐色土(黄色土混 り)

黒褐色土

黒色土 (柱痕 )

黄色土砂利

黄色土 (黒 色土混 り)

黒色土

第221図 GOB 建物址15
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建物址16(第223図 )

遺構 G O B C Y39が 中心の掘立柱建物址である。56号 。57号・58号住居址を切 り、溝址16に切

られる。4× 2間で、桁行 4間の柱間寸法は2.lm、 梁行 2間の柱間寸法は2.7mを 測る。桁行方向

はN63°Wを示す。東柱の確認は溝址に切られてできなかった。柱掘 り方は大きく、平面は不整形

で様々である。土層等による把握はできなかったが、建て替えのあったことも考えられる。切 り

合いのない部分で検出面から底部まで60cm余あり深いが、底部レベルは一定していない。また、

各柱穴外側に不規則な穴が検出され、本址との関連は不明であるが、本址建築時の補助柱的な性

格も推測される。

遺物 P3覆土中には須恵器片が入っており、P10覆土中から青銅鉛巡方が一個出土した。

出土遺物から奈良時代の掘立柱建物址 と思われる。 (佐々木嘉和 )

建物址17(第222図 )

遺構 GOBCM{0の 40～ 43に 検出した掘立柱建物址である。建物址22と 切 り合 うが新旧は

確認できなかった。溝址14を切る。溝址14と 同方向の柱間 5間 で 6本の柱穴列を確認し、棚柱列

の可能性もある。柱間寸法は2.54～ 1.31mと ばらつきがあり、長軸方向は74°Wを示す。柱掘 り方

平面は不整円形で大形であるが、底部レベルは一定していない。柱掘 り方覆土上部に石が混入

しており、柱を建てた際のおさえとした様子であった。

遺物 柱穴覆土中に比較的多く、溝址14遺物の混入と思われる。

溝址14が奈良時代から平安時代初頭の遺構と思われ、建物址17も 同時期が考えられる。

(佐々木嘉和 )

建物址18(第 222図 )

遺構 GOBCM40に かかって検 出 した掘立柱建物址である。 55号住居址。溝址 14・ 小竪穴 1

を切っている。柱穴 3本 を確認 しただけであるが、柱間 2間 は1.95mず っぁる。柱掘 り方平面は

不整方形で、径は93cm以 上あり大 きく、深さは検出面から50～ 40cmを 測る。柱穴 3本の方向はN

62°Wで、建物址12・ 15と 方向がほぼ一致 し、関連 も考えられる。

遺物 覆土中から土師器須恵器片が少量出土 している。

時期は決め手になるものがなく断定できないが、切 り合い関係などから奈良時代後半以降と考

えられる。
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無教建17

1.褐色土

2.暗褐色土

3.砂利

4.黒色土(黄色土混 り)

5。 黄色土(黒 色土混 り)

6.黒色土

7.黄色土

建 18

1.

2.

3.

4.

褐色土

暗褐色土

黒色土

暗褐色土

(黄色土混 り)

0         2m

第222図 GOB 建物址17018、 溝址14、 小竪穴 1、 土坑17

|
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|
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4.
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黒色土

黒色土(黄色土混 り)

黄色土(黒 色土混 り)

黒褐色土

黒褐色土(黄色土混 り)

第223図  GOB 建物址 16・ 24
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建物址19(第 160図)                           、

遺構 G O B C R44を 中心に検出した。 3× 1間 を確認したが、これ以上の検出はできなかっ

た。柱穴の並び方から推測して、柱間一間の方が桁行方向と思われ、N46.5°Wを示す。 桁行柱間

は1.8m、 梁行柱間は1.4mを測る。柱穴平面はほぼ円形で、直径は1。 2～ 0.64mと 差がある。底

部レベルにも差があり、隅の穴が他より約20cm深 い。

遺物 覆土中から土師器小片がごく少量出土しているが、時期の決め手にはならない。

(佐々木嘉和 )

建物址20(第 224図 )

遺構 G O B C C45を 中心にして検出された。ガヽ竪穴 2に切られているために、同址内の柱掘 り

方はその調査終了後に確認した。総柱で南側に延びるものかと精査したが、それ以上は発見でき

ず、これだけの規模である。 2× 1間の掘立柱建物址である。桁行3。 38m・ 梁行1.50mで、桁行

方向はN40°Wを示す。柱間は桁行が1.19m、 梁行が1.50mで ぁる。柱穴の掘 り方は円ないし不整

円形を呈し、深さは30～ 20cmを 測る。

時期の決め手となる遺物の出土はない。月ヽ竪穴 1に切られることから、古墳時代後期後半以前

である。                                    (山 下誠一)

建物址21(第 224図 )

遺構 建物址20の東側、G O B C D45を 中心に検出された。南。西側の 7本の穴が確認されたが

北 0東側は精査 したにもかかわらず、検出することはできなかった。60号住居址に切られる。3×

3間の規模が推定される掘立柱建物址で、桁行4.78m。 梁行4.3mを 測る。柱間はばらつきがあり、

中間が短かく、桁行が1.75。 1.44m、 梁行が1.501。 14mを 測り、桁行方向はN52° Eを示す。柱掘

り方は円ないし不整円形を呈し、30～ 20cmの 深さを測る。

時期を決定する遺物の出土はない。60号住居址に切られることから、古墳時代後期後半以前の

時期に位置づけられる。                            (山 下誠一)

建物址22(第 225図 )

遺構 G O B C L42が 中心の掘立柱建物址である。建物址 12に切 られ、建物址17と 重複するが、

新旧関係は不明である。3× 3間で、桁行長さ 5m。 梁行長さ4。 lmで ぁり、桁行方向はN34° Eであ
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る。桁行柱間寸法は1.6m、 梁行柱間寸法は1.3mを測る。柱掘 り方平面はいずれも不整方形で径

50cm強 、深さは検出面から50～ 20cmを 測る。掘 り方平面では柱痕の把握はできなかったが、断面

では中央に黒土を確認し、柱痕と考えられる。

遺物 覆土中に土師器・須恵器片がわずか入っていた。

時期は、奈良時代と推測した建物址12ょ りは古いが、具体的な時期決定はできない。

(佐々木嘉和 )

-OSO―④一〇―
|

小竪穴 3

第225図 GOB 建物址22、 小竪穴 3
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2.暗褐色土(黄色土混 り)

3.黒色土

4.黒色土(暗褐色土混 り)

5.柱痕



建物址23(第 176図 )

遺構 G O B A L49が 中心の掘立柱建物址である。4号・27号住居址、溝址12を 切っている。建

物址 1と 重複するが新旧関係は不明である。 (3)× 2間 を確認 し、柱間 3間 の方が用地外にさ

らに延長すると思われる。桁行方向は柱間 3間の方向と考えられ、N40° Eを 示す。桁行柱間寸法

は1.88mが 1間、1.55mヵラ間で、梁行柱間寸法は2.6mを 測る。掘 り方平面は不整形で各柱穴によ

り異なるが、径はいずれも50cm強 である。

遺物 覆土中に土師器片がごく少量混入していたのみである。

時期は決め手がないが、古墳時代前期以降である。 (佐々木嘉和 )

建物址24(第 172図 )

遺構 G O B C Y36に かかり建物址16に 隣接 して、柱穴 3個 を検出した掘立柱建物址である。用

地外と道路にかかリー部を確認したのみである。柱穴方向はN63.5°Wを示す。柱問寸法は2.14m

であり、掘 り方平面は不整楕円形で、深さは検出面から50～ 40cmを 測 り、中間に段がある。建物

址16と 何らかの関係のある建物址であろう。

遺物 北西端の柱穴覆土から円面硯小片、東南端の柱穴覆土上部から須恵器蓋・不片が出てい

る。

出土遺物から奈良～平安時代 と思われる。 (佐々木嘉和 )

工房址

工房址 1(第226図 )

遺構 G O B A F53◆ 54に焼土を検出し工房址 1と した。 9号 。11号 。14号 。15号 。17号住居址

を切 り、建物址 3に切られる。用地外 。市道にかかり、南及び東側は一部調査できなかったと思

われる。耕土下暗褐色土を掘 り下げる際に金銅装の帯金具が出土し、注意をしながら調査を進め

た。最終的に9× 7mの範囲で金銅装帯金具の出土があった。遺構としては焼土が確認されたの

みである。焼土は70× 70mの範囲にあり、厚さは10～ 5 cmで粘土の焼けたものも混じっていた。焼土

の下からも帯金具、鉄 。銅滓、フイゴの羽口などが出土し、工房の遺構が破壊されている様子で

あった。金鋼製品の打ち返し品があり、鍛治工房 と思われる。

遺物 出土量は、遺構の確認ができなかった割に多い。鉄地金銅装帯金具餃具・巡方 。丸輌・蛇

尾・金環、鉄・銅滓、フイゴ羽回、須恵器片などである。

出土遺物から奈良時代に位置づけられる。

3)
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1・ 黒色土(焼土粘土炭混 り)

2. ″ (焼土混り)

3.粘 土 (焼ける)

4.黒色土 (炭 混り)

5。 暗褐色土

6.粘 土

7.焼 土

■ .金鋼製品

〇・鉄滓、銅滓

第226図 GOB 工房址 1遺物分布図

4)溝 址

溝址 1(第 227図 )

遺構 GOBの 西端部でGOAと の境である道路ぎわに検出された。南西側は道路で北側は用

地外のため、調査範囲はわずかである。確認した長さは約10mでほぼN40° Eの方向を示すが、

用
地
外

Ｖ

。
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西側にN62.5° Eの方向に枝別れする溝がある。本溝の幅は2.5m前後。深さ30～ 40cmを 測り、枝別

れした溝は幅 lm前後 。深さ15cm前後を測る。いずれの溝も覆土の状態は一緒であり、底部付近

に若千の黒色土はあるが、主体は粗い砂もしくは砂礫で、径30～ 20cmの石 も相当量入る。この礫

間に完形に近い遺物も含まれている。壁及び底部の形状は全体的に浅い皿状を成すが、水流によ

る凹凸が全体に認められ、幅等も一定ではない。なお、本溝の延長部は北端でほぼ北方向に大き

く曲がり用地外に至 り、南側は用地外のため不明となるが、GOAの調査により、GOA溝址 2

の上部に粗い砂利層が認められ、本址の延長部と考えられる。さらにその先は、自然地形に沿っ

て直線的に延び、凹地に至 り消滅していると考えられる。一部で蛇行しているが、全体的には地

形に沿っており、形状・覆土状態など総合すれば、自然の流路と考えられる。

遺物 砂礫中から多くの遺物が出土した。古墳時代後期の遺物を主体に、弥生時代中期から奈良

時代にかけてのものがある。弥生時代中期～後期土器片・石器、土師器甕・不・高不の他、須恵

器甕・横瓶・不 。高イ他等各種の遺物がある。特殊なものとして、素焼きの分銅型土製品がある。

遺物及び他遺構との切 り合い関係から奈良時代に位置づけられる。 (小林正春 )

溝址 2(第 227図 )

遺構 溝址 1に接 して検出され、溝址 1に切られる。確認した長さは10。 8m。 幅120～ 140cm。 深

さ30～ 60cmを 測る。深さは南に比べ北が深 くなるが、地形が傾斜するためで、底部はほぼ水平と

いえる状態である。南端部は調査範囲内で終 り、北側は用地外のため断定はできないが、西方に

折れ曲がる可育旨1生がある。覆土は全体が砂質であるが、細分すれば 5層程であり、ほとんど差のな

いものである。断面形は逆台形を成し、壁・底ともに安定し、人為的に掘られたものと判断され、

水流痕跡もなく、一般的な水路とは考えにくい。建物址 1等 と方向が一致し、何らかの区画施設

の可能性が強い。

時期を決定できる遺物の出土はないが、他遺構との切 り合い関係等から奈良時代 と考えられる。

(小林正春 )

溝址 3(第 227図 )

溝址 2の南端部の西側に近接して検出された。北端部を調査範囲内で確認したが、南側は道路

のため不明である。確認した長さは5.6mを 測り、方向は溝址 2と 同一のN36.5° Eを 示す。溝址 2

と方向が一致し、互いに重複 しないことから、なんらかの関連性も考えられるが、規模・形態な

どに差があり断定はできない。
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出土遺物がな く、時期は不明であるが 土層の状況から溝址 2よ り新しいと考えられる。

(小林正春 )

0     2m

1.耕土

2.水田耕盤

3.砂利(礫混 り)

4.黒土

:1層鱈魯童   く|

7.黒褐色土 (褐 色土混 り)∞
8.褐色土

9.黄色砂質土

10.茶褐色土(縄文晩期包含層 )

11.褐色土(砂利混 り)

12.黒土(砂利混 り)

13.黒褐色土(礫。砂混 り)

第227図 GOB 溝址 1・ 2・ 3
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溝址 4(第 186・ 231図 )

遺構 GOBBU～ BWの 43～ 50に 検出された用地内を横断する溝址である。長さ14m。 幅3.5m

で、検出面に暗褐色土が入り、石が混入していた。石の下部は浅 く遺物もほとんどなかった。こ

の溝址の下から溝址 8を 検出し、溝址 8が埋まってわずか凹んでいる所に石が投棄されたものと

思われる。水の流れた痕跡は認められなかった。

時期は溝址 8の上部にあることから平安時代以降と思われる。 (佐々木嘉和 )

溝址 5(第 228図 )

遺構 G OBAQ～ATの 48～ 52に 検出 した溝址である。暗

渠・石垣に切られ、用地外・用水路にかかるため、確認した長

さ約1lm・ 幅 2m・ 深さは検出面から30cmを 測る。溝址方向は

N66°Wを示す。覆土中に暗渠排水溝 と石垣がある。溝址の壁

は緩 く傾斜し、底に続いている。暗渠は石垣の石を利用してあ

り、石垣の方が古い。溝址は暗渠の掘 り方の可能性もあるが、

必要以上に幅が広 く、東南側用地外ぎわで緩 く曲がっており、

暗渠とは別遺構で、かつ、一番古い遺構 と思われる。

遺物 暗渠と石垣付近から多量の陶磁器片が出土した。溝址

の壁ぎわから馬の歯、須恵器不片が出ている。

時期は溝址が古墳時代以降、石垣が中世以降、暗渠が近世江

戸時代中期以降と思われる。         (佐 々木嘉和)

第228図 GOB 溝址 5、 暗渠

溝址 6(第 229図 )

遺構 GOBAU51か らA Y49に かけて南北方向に検出した溝と、A Y49に 向かって直交する

B A49か らB E53に かけての東西方向の溝とがある。東西方向の溝は、溝址15を 切ると考えられ

るが、溝址15の 覆土中にはプランを検出できず、西壁の肩部を切 り、南北方向溝と交わる部分で

土坑24に 切られている。溝址15の 東壁の肩部で土坑 5と 重複 し、これより東へ4.6m確認した。さ
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らに東へ延びると考えられるが、除々に浅 くなり確認できなくなる。幅は lm程で、壁高は西端

で28cm。 東端の残存状態の良好部分で 6 cmで ある。底部分は緩やかな弧を描いており、調査範囲で

東から西へ13cm傾斜 し、直径20～ 5 clnの 礫がまばらに密着している。覆土は全体褐色土でわず

かに砂利が認められるが、水流を断定できるものではない。南北方向の溝は幅2.6m、 壁高は北

端で16cm・ 南端で 7 cmで ある。調査 した長さは12mで、南へさらに延びているが排土の関係から

調査できなかった。底部は北端に比べ南端が 5 cm程低いが凹凸が著しく、北側でも南側より低 く

なる箇所がある。溝の内部には径30～ 10cmの角を持った礫が多量に認められ、黄色粘質土で覆

われており、人為的なものと考

えられる。鉄分の沈澱層が底部

に近い壁部に認められ、かなり

安定した面を成す時期があった

と考えられる。幅 。形状等若千

の差はあるが、両溝は一連のも

のと考えられ、水路的なものと

いうより畑境にある道路的な性

格が考えられる。

遺物 南北方向の溝から山茶

椀 。陶器婉・鉄釉の天目茶坑、

礫 中か ら磁器の仏花瓶 が出土

し、東西方向の溝からは陶器の

細片が出土 している。

遺物から近世～近代に位置づ

けられる。。 (佐合英治 )

2m

溝址 7(第 230図 )

遺物 GOBBL・ BMで用

地内を横断する溝址である。方

形周溝墓 1及び耕作の攪乱に切

られる。緩 く蛇行し、用地内で

第229図 GOB 溝址 6、 土坑 5024
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用地外

15mを確認 した。幅は90～ 40cm、 深さは底部に凹凸があ

リー定せず、検出面から40～ 10cmを 測る。方向はN36°W

を示す。断面形はU字形で、水に浸蝕された部分がある。

自然地形 をやや斜めに横断してお り、人為的に掘 られた

溝であろう。

遺物 出土量は比較的多く、特に底部からの出土が多

かった。土器壺片・甕、石器がある。

出土遺物から弥生時代中期 恒川Ⅲ期の溝址であろう。
A     B

―

(佐々木嘉和 )

D
C_

―

第230図 GOB 溝址 7

積と考えられる。また、この層には径20cm前 後の礫や黄色土が混入しており、人為的に埋めてい

る可能性がある。本来本溝址が人為的に掘られたものか自然溝であったかなど、性格等を確認す

ることはできなかった。

遺物 土師器甕・甑・高杯。内面黒色の不、須恵器壺・高台付不 。杯・蓋杯、ふいご羽口細片な

どが砂利混り黒土層から出土しており、本溝址の最終埋没時は、奈良時代 と考えられるが、溝下

層では遺物がほとんど出土せず、構築もしくは形成期の決定はできない。     (佐 合英治)

2m

溝址 8(第 231図 )

遺構 GOB用 地内を北西から南東に横断している溝

址で、B V46か らB X50に検出した。44号・46号住居址

を切っており、溝址 9に切られている。南東側用地境の

西壁は、土坑と切 り合い、少し張り出している。確認し

た長さは15m。 幅 2mを 測り、用地中央部分ではふ くら

み 3mと なる。深さは南東端で検出面より58cm、 中間で

39cm、 南西端で31bmを 測る。壁は緩い傾斜を成し、水の

流れによる浸蝕のため両側下部壁に段が付いており、底

部には深 く扶られている箇所もある。溝の堆積土は、上

層から砂利混り黒色土・黒色土・砂利の 3層 に大別され

る。砂利混 り黒色土と黒色土の堆積層が明確に判別でき

る所は少なく、同時期もしくは時をあまり経ない間の堆
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溝址 9(第 231図 )

遺構 用地内をゆるくカープしながら横断する形で、GOBBY43か らB V54に かけて検出さ

れた。重複する遺構が多く、その新旧関係をはっきりおさえずに掘 り下げたために古い遺構を先

に掘 り、遺構 。遺物の把握に若千の混乱があった。重複関係を整理すると、38号住居址・溝址 4

に切られ、36号 。43号・46号 ・49号住居址や溝址 8・ 11を切るが、43号住居址 。溝址 8を先に掘

ったためにこの部分の溝址は確認できなかった。両端は用地外に延長する。溝址 8の北側で約10

m、 南側で4.3mを 調査 した。 B Y43か ら44ま では幅 lm前後・深さ20～ 15cmを 測り、覆土には砂

・砂利を多く含む。 B Y45か ら幅約2.4mに ひろがり、底部近 く全面に10cm前後の礫が入る。BY

36住
｀ヽ

、

Pl-20

用
地
外

用
地
外

0     2m

Ｄ
一

Ｃ
一

Ｂ
一

黒色土 (砂利混 り)

黒色土

砂 利

黒色土(黄色土混 り)

黄色土

褐色土

0        2m

36号住居址、溝址408・ 9
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45付近から再度 lm前後の幅になりゆるく南にカーブしながら連続し、溝址 8の南側も同様な状

態を示す。この部分には礫の混りが少なくなる。断面の形は、いずれの位置でもくずれたU字形

を呈する。規模・方向等に規格性がなく、土層からも人工的な施設とは考えにくく、自然の流路

により形成されたと考えられる。

遺物 出土量は少なく、土師器甕・高不 。内面黒色の杯、須恵器長頸壺 。硯がある。古墳時代後

期を主体に、平安時代の前半までのものがある。

時期は最も新しい遺物及び遺構切 り合い関係から平安時代前半と考えられる。  (山下誠一 )

溝址10(第235図 )

遺構 AMDA B39～ 41の AMD境 に検出した溝址である。建物址16・ 溝址16に切られ用地外に

かかる。確認した長さは約7.5m、 幅は溝址16に切られているが lm前後が想定され、深さは底部

に凹凸があり、検出面から50～ 30cmで ある。長軸方向はN45°Wを示す。溝址断面形は逆台形で、

壁は緩い傾斜で底に続いている。

遺物 土師器片などわずか出土している。

切 り合い関係から古墳時代 と思われる。                  (佐 々木嘉和)

溝址11(第232図 )

遺構 G O B B Y46か らC A50に かけて検出された。溝址 9に上層を切られ、35号 。50号住居址

や溝址18を切っている。東側は用地外にかかり全体を確かめることはできなかった。 B Y46か ら

東側用地外まで7.5mを 測る。幅2.8～ 2.4m・ 深さ80cm前後を測り、N38.5°Wを示す。断面は逆台

形を呈する。B Y46で切れ、西側へは続いていない。土層は上面より茶褐色土が、下層に黒味を

帯びた土が入る。

遺物 出土量は多い。上層の茶褐色土と下層の黒味を帯びた土との境付近から大半が出土した。

ほとんどが須恵器で大甕 。長頸壺・蓋 。高台不・ 糸切 り不・高不・硯がある。特に、硯は 4個体分

あり、注目される。

土層や規模がARY溝址 9019な どと類似し、方向も一致することから、これらの溝址と強い

関連が認められ、何らかの範囲を区画する施設と考えられる。

出土遺物及び遺構の切 り合い関係から奈良時代に比定できる。         (山 下誠一)
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0     2m

Ｂ
一

Ａ
一

0       2m

1.耕 土

2.黒色土(褐色土混 り)

3.黒色土

4.茶褐色土

5.灰黒色土(泥土混 り)

6.黒色泥土(礫砂混 り)

7.茶褐色土(泥土混 り)

8.泥 土(茶褐色土混 り)

9.黄褐色砂土

10.茶褐色土(砂混 り)

11.砂  利

12.褐色土(黒 色土混 り)

13.黄色砂土混 り褐色土

14.褐色土

第232図 GOB 溝址■ 018

溝址12(第 176図 )

遺構 GOBAI～ A L47に 検出した溝址である。建物址23に切られ、16号住居址との切 り合い

関係は確認できなかった。用水路にかかり、それを越えた北東側では検出できなかった。長さ 7

mを確認し、幅30～ 20cm、 深さは検出面から10～ 2 cmと 小さな溝である。方向はN62・ Eを示す。

覆土は黄白色砂利で、水の流れた痕跡があり、小さく蛇行しているが、溝の底部のみが残存した

ものと考えられる。本来の掘 り方は深かったと思われ、人為的に掘られた溝址であろう。

遺物 小さな溝址の割には遺物出土量は多い。土師器甕 。台付甕の脚台部、石器がある。

出土遺物からみて古墳時代前期の溝址であろう。
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溝址13(第 233図 )

遺構 GOBCE{Kの 44・ 45に 検出した溝址である。32号・62号住居址を切っている。用地内

のほぼ中央に検出したが、切っている住居址の覆土中部分は確認できなかった。確認した長さは

13mで、幅は狭い所もあるがほIF80～ 60cm、 深さは検出面から20cmを 測る。全体の規模等は不明

である。確認範囲のほぼ中央付近で二方向に分かれるが、北西側の溝址が切っている可能性が強

い。周囲には多くの穴があり、いずれも溝を切っている。

遺物 少量出土しており、土師器甕、須恵器長頸壺の破片である。

時期は切 り合い関係から奈良時代以降と思われる。 (佐々木嘉和 )

31住

⑨
48tL

4

621主

1.黒色土

2.黒色土(黄色土混 り)

3.黒色土(小石混 り)

4.黄色土(撹 乱 )

第233図 GOB 溝址13、 Pit群

溝址14(第222図 )

遺構 GOBCL{0の 40～ 44に 検出した溝址である。建物址17を 調査中柱穴上面より20cm下

に、砂 ◆砂利層があり溝址の存在を確認した。30号・37号・55号住居址を切 り、建物址17に 切ら

れる。小竪穴 1と の切 り合い関係は確認できなかった。住居址の覆土中のプランは把握ができず、

確認した長さは約1lm、 幅は広狭があり1～ 0.2m、 深さは検出面から40～ 数cmでぁった。方向は

N84° Wを示す。深い溝址ではないが、礫も一部に入り底部に凹凸があり、相当な水量が流れてい

た様子である。位置などから考えて、自然の溝址ではなく、人工の施設の可能性が強い。

遺物 砂・砂利中に遺物が混入していたが少量で、破片である。土師器甕、須恵器不・蓋。獣足

など出ている。

Ａ
一

-270-



切 り合い関係と遺物から、奈良～平安時代初頭と思われる。 (佐々木嘉和 )

溝址15(第234図 )

遺構 GOB・ A区 とB区の境A X53～ B F45に検出され、26号住居址 。溝址 6・ 土坑 5に上部

を切られ、BC・ D47に は近世～現代の性格不明の方形攪乱坑があり、溝の底部まで達 していた。

両端は用地外に延び、調査した長さは22m。 幅 5.6mで、用地中程でやや細 くなり4.4mを 測る。

全体としては、ゆるやかにS字状に蛇行している。検出面からの深さは北側で1.31m。 中間で1.

43m。 南側で1.48mを 測る。壁は地点により若干の形状差があるが、総体的に東側壁は比較的緩

やかで、西側壁は東側に比べ急傾斜である。全体的に緩やかに蛇行することは先記のとおりであ

るが、細部では各所に差異があり、本溝址の性格等検討する上で意味があると考えるので、特徴

的な箇所について南から順記すると以下のようである。

南端用地境部二一―溝の最深部が東壁寄 りにあり、東壁が他に比べ比較的急傾斜で底に至る。

西壁は肩部から急傾斜で落ち込み、一担段を成 し緩傾斜で底に続 く。

南部一一一最深部は溝中央付近にあり、西壁及び溝最深部は西方に、突出状を成す。西壁は段

状ではあるが急傾斜で底に至る。東壁は本来 くの字状に折れ曲がる肩部 を削 り取った状態で幅 2

m程のテラス状の緩傾斜面を有 し、底に至る。

中央部一一一溝址全体が逆 くの字状に折れ曲がる箇所で、最深部は中央にある。西壁は肩部か

ら lm程緩傾斜面を持ち、その先は一気に底まで落ち込む。東壁 も同様に一担稜を有 して底に至る。

北部一一―中央部 と北端部の中間辺で、この付近から北側の底は平坦な面を成 し、水流による

扶 り込みが少ない。西壁は中央部同様であるが、東壁は肩部から一気に50cm程掘 り込み、一段を

有 しその後緩傾斜で底に至る。

北端部一一一溝の最深部は東壁側にあり、底部幅 も調査範囲内で最 も広い。西壁がいくつかの

稜 を持ち、除々に落ち込むのに反 し、東壁はわずかに一担稜を有 して垂直に近い壁面を成す。

使用時の水流による形状の変化は、底部及び底部に接する壁下部に著 しく、原形の判断は困難

であるが、基本的には肩部から 1～ 2回程度の段 もしくは稜を持って掘 り下げ、底部は若干の平

坦面のある逆台形状の掘 り込みが当初の姿であったと考えられる。

全体の緩い蛇行は、肩部の安定 した状態から水流等による大きな変化は考えられず、むしろ意

図的なものであり、底部付近の水流痕跡から、かなり激 しい流れであったと推測され、その勢い

を弱める等の目的があったとも考えられる。

本址の覆土は大きく5層 に別けられる。上から褐色土・黒色土・漆色黒土・褐色土・砂土の順で

ある。 (以下 1～ 5層 とする)

1層 は、場所によって厚簿があり、 北端ではほ とん ど認め られず、中央付近で20cmを 測 り、南

端では26号住居址覆土上面にのっている。このことか ら古墳時代後期以降の堆積で、溝 としての形
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態をほとんど残していない時期の堆積で、奈良時代以降と考えられる。

2層 は、古墳時代後期の堆積で、溝として形をとどめていた最後の時期と考えられる。黒色土が中

心で全体 としてはゆっくりとした堆積が考えられるが、層内に部分的に砂利が認められ、水流の

あったことを示している。 1層 と2層 は平面的には把えられず、遺物が混同してしまい。土師器

甕・壺・高不、天目茶坑・陶器などの破片がある。また、北側では埴輪の破片があり、周辺に古

墳の存在も考えられる。

3層 は、淡黒色土の単一層で、湛水時の堆積で西壁のほぼ中央部が西へ張り出す箇所に、焼土を

確認したが性格等は不明である。この層からの遺物は土師器壺 0甕・小形丸底・鉢・高不などが

あり、南端で銅鏃が出土した。出土量は比較的多いが完形品は少なく、層全体に広がっている。

古墳時代前期後半の堆積層であろう。

4層 は、場所により異なった層状態を示し、かなりの水流があったとみられ、複雑な堆積状態で

ある。西壁側にはわずかではあるが炭の混入する比較的厚い褐色土が確認できる部分もある。 4

層の遺物は上層に比べ圧倒的な出土量で、完形品も数多く何個体 もまとまって出土する場所もあ

る。調査範囲内で 4箇所の集中箇所があり、いずれも西壁側に寄っている。南側用地境に近いA

X52053を 中心に壺・甕・台付甕・器台 。鉢。手あぶりが出土し、壺や甕は意図的に壊されたよう

な出土状態である。A A51の西壁が東へ張 り出た部分、3層で焼土を認めた真下から甕・台付甕・

S字状口縁の甕 。器台 。手づ くねなどが重なり合うように出土し、完形品は 6個体を数える。さ

らに、この場所から南側の溝のほぼ中央を1～ 0.5m置 きに用地境まで甕あるいは壺が 1個体 もし

くは台付の甕 0器台を伴って出土し、東壁のテラス状に張り出した部分 との関連が考えられるが、

他の集中部分か ら出土 した土器に比べ破損がひどく、水が流れた時に中央部に押し出された可

能性がある。また、この部分から鉄鏃が出土した。B B48。 49を 中心とした西壁部は他に比べ広

い範囲に出土し極端な集中部を持たないが、台付甕 。S字状口縁の甕を含む甕を主体に、壺・器

台 。鉢・ガヽ型壺・手づ くねなどがある。このうち一つの甕の横には長さ35cmの 炭化材が伴出した。

調査用地北端に当たるB D46・ B E46では口縁の直立する壺が多く、完形品のみで 4個 を数え、

甕・器台などが出土した。 B D46で は複数の個体が重なり合って壊れている。径20～ 30cmの石を

抱 くように壊れているものもあり、人為的に壊されていたとも考えられる。

5層 は本来の溝底部が水流による浸蝕のため凹められ、そこに砂利 0黄色土等が入り込んだも

のと考えられ、遺物は周辺からの流れ込み及び4層遺物の流入の可能性が強い。完形品はなく小

型壺・甕 0タ タキの甕・高不・弥生時代中～後期土器片などがあり、高不の量は比較的多い。

遺物出土状況・量などからみて、本溝址がもっとも活発に利用され、存在価値のあったのが 4

層の時期であり、集落を区切る施設であるとともに祭址的要素がきわめて強い時期で、古墳時代

前期恒川Ⅵ～Ⅸ期に位置づ く溝址 と考えられる。
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1.耕土

2.黄色土(褐 色土混 り)

3.褐色土

4.黒褐色土

①層一ミ15o26住 の覆土

ア.褐色土(白 砂利混 り)

イ.黒色土(26住の覆土 )

ウ。26住 カマ ド

エ.赤褐色土

②層
ア.黒 色土

イ.黒色土 (褐色土混 り)

ウ.黒色土 (砂利混 り)

工.黒色土(漆黒土混 り)

オ.砂利(黄色 )

力.砂利(黒 色土混 り)

③層

ア.漆黒色土

① ②O

④層
ア.褐色土(炭混 り)

イ.褐色土(赤色がかる)

ウ.褐色土(砂利混 り)

工 .灰褐色土(砂利鉄分混 り)

オ.灰褐色士(粘質土 )

力。赤灰色土(鉄分混 り)

キ.灰褐色土(黒色土混 り)

ク.砂
ケ.褐色土(砂混 り)

⑤層
ア.砂

イ。褐色土(砂混り)

ウ.砂利

工.黄色土(黒色土混 り)

第234図  GOB 溝址 15、 土坑21
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溝址16(第235図 )

遺構 GOBCW～ AMDABで AMD境 を横断する溝址である。長さは用地幅全体の15.5mを

確認し、幅は約 4m、 深さは検出面から最底部で1.2m。 土橋と思われる北西端で20cmである。方

向はN51°Wを示す。 覆土は横位に力贋序良く堆積しており自然に埋まったものと考えられる。壁は

用

地

外

1.耕 土

2.黄色砂土(砂利混 り)

3.暗褐色土

4.黒褐色粘質土

5.褐色土(暗褐色土混 り)

6.褐色砂質土

7.暗褐色土(黒 色土混 り)

8.灰褐色泥質土

9.灰褐色泥質土(砂混り)

10.鉄分沈澱砂土

11.褐色微砂土

12.褐色砂土(砂利混 り)

13.褐色土(黄色土混 り)

14.ピ ットに入った土

灰褐色土(黄色砂土混 り)

鐸:2351コ  GOB 溝址10016017
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比較的緩 く傾斜し、地山が黄色砂土のため自然にくずれたものと思われる。底部には 2箇所に土

手状の区切 りが、30～ 20cmの 高さである。北西用地外壁近 くは約 lmの段があり、用地外の状況

は不明であるが、土橋状の施設と思われるが断定はできない。確認部分がごく一部だけであり性

格等不明であるが、中世居館址の堀的な施設の可能性が考えられる。

遺物 出土量は少ない。覆土の中層から上部で常滑壺が数片、底部やや上から青磁碗片、山茶坑

片が出土した。最上部の褐色土から馬の歯が一個出たが、本址関連のものか他遺構があったのか

は不明である。

出土遺物から中世の遺構 と思われる。 (佐々木嘉和 )

溝址17(第 235図 )

遺構 GOBCX～ AMDADで 用地内を横断する溝址である。重機により耕土排土中に白い

砂の入る溝址を確認したが、溝址の主体部が地表から60cm下 と浅 く、底部の一部を把握 したにと

どまった。用地外壁土層断面図から見ると、幅約40cm。 深さは20cmである。方向はN59°Wを 示す。

覆土は白い砂で部分的に石が入っていた。溝址の存在する土層は褐色土で、その上に厚さ15cmの

黄色砂土がのり、耕±40～ 30cmがのっている。黄色砂土層は近世の洪水時に入った土 と思われ

GOBか ら北東の用地内に認められる。中世から近世初頭にかけての畑境の溝もしくは小道に砂

。石が入ったものと思われる。

遺物 比較的多く出たが、本l■Lに 先行する時期の土師器・須恵器 。灰釉陶器などの破片である。

土層から推測して近世の遺構であろう。                  (佐 々木嘉和)

溝址18(第 232図 )

遺構 B X50か らB Y49の 南側用地境で溝址8調査中に検出した。上部は溝址 8に 、北東側は溝址

11に切られており、底を一部分確認した。溝址11の 西壁には本溝址の痕跡は認められず、溝址11

の内部で終わっている可能性が強い。また、南側は弧を描きながら用地外へと延び、確認した長

さは約 4mを 測る。溝址 8に切られずに残った部分 も後世の土坑に切られ、本溝址が本来どの面

からの遺構であったのかは確認できなかった。検出された幅は70～ 50cmであるが、もともとは 1

m前後あったと考えられる。深さは溝址8・ 9の検出面から北側で52cm。 南側で71cmを 測り、比較

的高低差の大きな溝址である。用地境土層の観察からV字に近い断面形を成し、底部には水流痕

跡の砂利層を認めたが、常に水が流れていたとは考えられず、本址の性格等不明である。

出土遺物はないが切 り合い関係から奈良時代以前の溝址と考えられる。
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溝址19(第 162図 )

遺構 GOBBO～BQの 47～ 50に検出した溝状の落ち込みであり、45号住居址・方形周溝墓 1を切

っている。確認した長さは8m。 幅90～ 40cm・ 深さ検出面から15～ 10cmで ある。方向はN67° Eを

示す。自然地形の傾斜を横切っており、人工的な施設と思われる。覆土に砂の混入もなく、性格

不明の溝状遺構である。

遺物 土師器片がわずか出ている。

切り合い関係・遺物から古墳時代以降の遺構であろう。           (佐 々木嘉和)

5)方形周溝墓

方形周溝墓 1(第 236図 )

遺構 G O B B N47が 中心の方形周溝墓である。47号住居址・溝址 7を 切 り、溝址19。 土坑16に

切られる。規模は8× 7.6mでぁる。周溝の幅は50～ 30cm、 深さは検出面から30～ 20cmと 小形であ

る。長軸方向はN33°Wを示す。溝の断面形はU字形で比較的急に掘 り込まれており、底部に小穴

深さ20～ 10cmがある。東隅は土橋状に溝が切れる。

全体形などから考えて、方形周溝墓 としたが、主体部の確認ができず、溝の状況 も一般的な

周溝墓のそれとは若千様相が異なり、集落内の特別な施設の可能性もある。

遺物 甕底部片などわずかである。

時代は切 り合い関係などから弥生時代後期であろう。            (佐 々木嘉和)

6)土坑・小竪穴

土坑

GOBで 土坑 としたものは、 1～ 24ま である。規模など大小様々であり、位置 。規模は一覧表

とし、記述は特徴のあるものにとどめた。

土坑 4(第 237図 )

方形の土坑で、深さは20cmと 浅いが焼けた石が入っていた。石は径15Cm前 後のものが一番多く、石

質は花同岩 と硬砂岩であり、半分は割れていた。石の下は炭の層であり炭化 した種子もあった。

性格・時期 ともに不明である。
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0         2m

第236図 GOB 方形周溝墓 1、 土坑16

土坑 70809010(第 160図 )

4個の土坑は間隔をlm前後あけて並んでいる。長軸もほぼそろっており、覆土の土色も良く

似ていた。出土遺物はないが、中世の遺構 と思われる。        ‐

土坑11(第 160図 )

長径 3mぁ り、北西端から1.5mの範囲に石が入る。石は大きいもので径25cmあ り、15cm前後の

ものが多い。石は焼けており比較的大きなものは、平面を上にして並べてあった。覆土に炭が混
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じっていたが石の下が特に多かった。遺構図の北隅に入っている石は最大のもので上面を敲打し

た調整痕が残っている。遺物はほとんどなく時期の決め手になるものはない。

土坑12(第238図 )

不整方形の土坑で、深さは35cmで ある。中には30～ 10cmの石が入っていた。石の間から長さ10

cmの骨が出土した。何の骨か不明であるが、集石墓疲と思われる。

土坑13(第 161図 )

用地外にかかって (4)× 1.6m確認したのであるが、溝状に長 く、深さは検出面から40～ 30cm

ある。出土遺物はあまり多くないが円面硯片が出土している。本址の南西に、本址よりは規模が

大きいが平面形等の類似した溝址11があり、円面硯片も数個体出ており、両遺構の共iE性が強い。

(佐々木嘉和 )

土坑 1

土坑 1

1.暗褐色土

2.褐色土

3.暗褐色土(黄色砂土混り)

土坑 3

1.褐色土

2.褐色土(黄色混 り)

土坑 4、 plt

｀

/1

土坑 3、 pit

0        2m

第237図 GOB 土坑 1・ 3◆
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土坑15016018(第 239図 )

遺構 土坑15。 18は 32号住居址の北壁に切られて、GOBCE45・ 46と C F45に 検出された。土

坑15と 18は 切 り合 うが、近接する土坑16と ともに、その切 り合い関係は確認できなかった。土坑15

は1.5× 0。 85m・ 深さ50cm、 土坑16は 2.0× 1.0。 深さ90cmを 測る。いずれの土坑も長楕円形で、壁

は比較的緩やかな面を成す。底部は舟底状を呈し、土坑15は東西が数cm低 くなり中央部が高 くな

る。土坑18は 後世の穴に切られ、歪みがあるが、上面では径1.4mの ほぼ円形を成す。北東側の半

分が深 く2つの土坑の切 り合いであった可能性もある。検出面からの深さは、南西側48cm。 北東

側74cmを 測 り、壁は比較的緩やかで、北西側 。東南側は袋状になっている。

遺物 土坑18か らの出土遺物はなく、土坑15。 16か らは縄文時代中期の鉢 と思われる細片が出土

した。

土坑15。 16・ 18と も覆土は赤褐色土一層で、比較的締まっている。出土遺物 と周辺の土坑・穴

の覆土等の状況も考え合わせ、縄文時代中期以降で、古墳時代後期以前の土坑と考えられる。

(佐合英治 )

1.

2.

3.

4.

用 地 外

第238図 GOB 土坑12019020022
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土坑22(第 238図 )

遺構 G O B CW44に検出した。50× 36cmの 歪んだ楕円形で、断面形は碗状を成し、検出面より

18cm掘 り凹められている。覆土は褐色土で人間の頭蓋骨の一部と歯が出土した。もともと保存状

態が悪かったのと、プラン検出中に上部を削ったため、原形はとどめていない。歯は自歯が 2本

並んで出土し、下顎のものと考えられる。頭蓋骨と歯の出土位置から考えて顔の正面は西を向い

ているものと思われる。本土坑に伴って出土した遺物はなく、時期の断定はできないが、周辺の

遺構の中では一番早 く存在が確認され、頭蓋骨の出土状況から、主体は褐色土層にあったと考え

られ、平安時代以降の比較的新しい土墳墓と思われる。 (佐合英治 )

第239図 GOB 土坑15016e18

小竪穴 1(第 222図 )

遺構 G O B C N42に 検出した。55号住居址、建物址17・ 18・ 22、 溝址14、 穴と重複しているが、

新旧関係の確認はできなかった。3.5× 2mの不整長方形で、深さは検出面から15cm前後である。

長軸方向はN46°Wを示す。底部は比較的平坦で、部分的にたたき状を呈している。性格は不明で

あるが、建物址 との関連性が推測される。

遺物 覆土中から土師器小片 と上部から山茶坑片が出土 したのみである。

古墳時代以後の遺構 と推定 したが確定はできない。

見
Ｆ
ｒ
ヽ
‐
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小竪穴 2(第 224図 )

遺構 GOBCB45を 中心に検出された。北側を一部土坑14に切 られ、建物址20を 切っている。3.

1× 2.7mの 丸味を帯びた不整長方形の平面形を呈する。壁は浅 く10～ 5 cmを 測る。底は中央部で

やや凹み、全面黄色砂土まで掘 られるが、床面 らしい堅い部分はみられなかった。遺構の性格等

は不明である。

遺物 底に密着 してほぼ完形の土師器の小形甕が出土 した。他に、土師器鉢、鉄滓がある。完

形の甕から古墳時代後期後半に位置づけられる。               (山 下誠一 )

小竪穴 3(第 225図 )

遺構 GOBCL42に 検出した。建物址22を 切っている。3.8× 1.7mの隅丸長方形の竪穴で深さ

は検出面からほIF30cmを 測る。壁は緩 く傾斜する所と垂直に近い所があり、底部は凹凸が著 しい。

北隅の覆土上面から建物址22の柱穴にかけてたたき状に堅 く、建物址より新しいと推測したが、

長軸方向が直交すること、建物址内でたたき部分を確認できず、付属の施設の可能性もある。

遺物 覆土中から土師器片数点と、須恵器盤片が 1点出土した。

切 り合い関係から建物址22と 同時期の奈良時代前後と推定される。 (佐々木嘉和 )
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5 阿弥陀垣外遺跡

弥生時代中期から古墳時代後期の住居址30軒余をはじめ各種の遺構 を検出した。

地形的な遺跡立地及び調査結果による遺構分布状況から、両側に続 くGOB、 ARYと 一連の

ものであり、同一遺跡内の 1地点 と把えられる。

遺構の分布状況は、前述のGOBの あり方 と同様であり、弥生時代中期住居址が散在 し、古墳

時代後期住居址が比較的密集し、それに住居址以外のいくつかの遺構が伴うというものである。

また、GOBの AoC区 で検出された大形の掘立柱建物群はないが、方形の竪穴状遺構内から円

面積硯が複数出土し、東接するARYA区 掘立柱建物群 とGOBC区 との中間にあたり、GOB

B区 と同様の位置づけができるとも考えられる。

また、弥生時代後期前半の住居址が 1軒のみ検出されているが、ARYA区 の 1軒 と点在 し、

該期集落の端部的位置づけが可能 ともいえる。                 (小 林正春)

住居址

① 弥生時代中期

17号住居址 (第240図 )

遺構 AMD BW45を 中心に検出した。 7号 ◆8号 ◆13号・16号住居址に切られ、用水路にかか

り、確認できた範囲はわずかである。隅丸方形の竪穴住居址と考えられ、調査範囲は2.5× 2.5mで、

壁高は検出面から5 cm程 とわずかである。床面は壁ぎわが50cm幅 で軟かく、そこより内側が堅 く

良好であった。炉址の位置は東壁側中央付近にあると思われ、土器埋設炉で床面よりやや掘 り凹め

甕を埋めている。甕の外側が良く焼けており、かなりの使用が推測される。

遺物 北東隅のやや内側で、壺が 1個体床面につぶれた状態で出土した。他に、炉の甕と土器の

破片が少量ある。

出土遺物から弥生時代中期恒川H期であろう。 (佐々木嘉和 )

18号住居址 (第263・ 264図 )

遺構 AMD B P41を 中心に検出された。 5号・11号 。12号住居址、小竪穴 1に切られ、西隅か

ら南西壁は後世の穴や耕作の攪乱により確認できない部分が多い。12号住居址は本住居址の床
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用 地  外

一

一

衛‐
魃＝》
‐
［

一

一
０ ５０ｃｍ

一

1.

2.

3.

4.

黒褐色土(焼土黄色土混 り)

焼土(黒 褐色土混 り)

黒褐色土 (焼土・炭混 り)

黄色土(焼土混 り)

第240図 AMD 14号 015号・ 16号 017号住居址

面まで達するが、 5号 。11号住居址は本住居址の覆土中に床面があり、漆黒色の覆土が 4～ 2 cm

残 り規模の把握は可能で、5× 4.8mを 測る隅丸方形の竪穴住居址である。主軸方向は、炉址が不

明のため推測でN46° Eを 示す。壁高は23～ 13cmを 測り、確認した部分はいずれも緩い傾斜を成し

ている。床面は北側がやや高 く、西側および東隅で 5 cm程低 くなる。12号住居址寄 りに若干軟か

い箇所があるが、全体的にきわめて堅い床面である。堅い床面を確認できない箇所が11号住居址

範囲の可能性があるが、断定はできない。主柱穴Pl・ P2の 2本を確認 し、P2は 小竪穴底

部より13cm◆ 床面より42cmを 測る。Plは 25cmで P2に 比べて浅 く、後世の穴と判断した穴の覆土

と差異がなく、主柱穴でない可能性もある。住居址中心部よりやや北寄 りに焼土が床面上に認め

られ、炉址の残骸と考えたが、掘 り凹められた痕跡も認められず、確証は得られなかった。

遺物 本住居址は検出面から床面までが浅 く、遺物量はあまり多くない。完形品はないが壺・

甕・鉢があり、壺と鉢は丹彩 された口縁部 の破片である。石器には打製石斧・磨製石斧 。磨製

石鏃が数点ずつ出土している。

PS⑧
Pl-28

Q試
雌

◎
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遺物から弥生時代中期恒川H期に位置づけられる。 (佐合英治 )

② 弥生時代後期

4号住居址 (第241図 )

遺構 AMD B T50を 中心に検出した。 8号住居址・穴に切られ、用地外・用水路にかかり約半

分を調査した。隅丸方形の竪穴住居址と思われ、調査範囲は3× 4.9m、 主軸方向はN43°Wを 示す。

壁高は検出面から10cmと わずかである。床面の状態は、炉址の西側は竪くたたき状であるが、東側

はやや軟かであった。主柱穴は確認できなかったが、北隅の穴に切られる長楕円形で深さ40cmの

穴と西隅の穴が該当する可能性もある。北壁ぎわの 3個の穴は床を切っており、須恵器片 。鉄滓

が入っていた。炉址は北西壁中央から約1.5m内側にある。炉縁石 2個 を持つ地床炉であるが、焼

土は少ない。

遺物 出土量はわずかであり、検出面から床まで浅いので全部が床面あるいは床面直上からの

出土である。甕半個体、有孔磨製石庖丁 。有肩扇状形石器が出ている。

出土遺物から弥生時代後期恒川Ⅳ期であろう。 (佐々木嘉和 )

用
水
路

0       2m

l.黒色土(炭混 り)

2.焼土 (黒 色土混 り)

3.焼土

4.黒色土 (撹 乱 )

0      50Cm

ー

用 地 外

第241図 AMD 4号 住居址
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③ 古墳時代後期

1号住居址 (第242図 )

遺構 AMD B V48を 中心に検出された。溝址 1に切られ、8号住居址を切る。隅丸方形の竪穴

住居址で、規模は3.7× 4.2m、 主軸方向はN135° Eを示す。壁高は検出面から25cmであり、ほぼ垂

直の壁面である。北東壁下に幅広の周溝状掘り込みがあり深さは10cm余 りで、両端に床面からの深

さ20clnの穴があった。 8号住

居址覆土中の床は軟かいが、

地山の部分は堅 く良好であっ

た。主柱穴は 4本確認され、

いずれも深さ60cmを 越える。

Plは カマ ドの直前にありや

や不自然であるが、他の柱穴

位置からみれば妥当である。

溝址 1の一部が床面を切って

いたが、部分的に特別低 くな

った箇所のみであり、壁は残

存していた。カマ ドは南東壁

0                2

1国
い

ｏ

|" =|
B

1.黒褐色土(炭・焼土・粘土混 り)

2.黒褐色土(黄色土・炭・粘土混 り)

3.黄色砂土

4.黄色砂土(黒褐色土混 り)

5.黒褐色土

6.黒褐色土(黄色土混 り)

7.焼土(黒褐色土混 り)

8.焼土

9.黄色粘土(黒褐色土混 り)

6

0        1m

第242図 AMD 1号住居址、溝址 1
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東隅寄 りにあり、石芯粘土カマ ドである。残存状態は悪いが両袖の石は残っており、比較的大き

な石を使っている。

遺物 出土量は多い。住居址全体の覆土中から出ている。P2と 南東壁の中間床面から小形甕の

完形品が出土した。土師器甕・甑・堆・不・高不、須恵器甕・蓋、鉄滓、自玉などがある。

切 り合い関係や出土遺物から古墳時代後期後半の住居址である。      (佐 々木嘉和)

2号住居址 (第243・ 244図 )

遺構 AMD BW52を 中心に検出した。溝址 1に切られる。南東側が用地外にかかって約%調査

できなかった。隅丸方形竪穴住居址で、調査範囲は3.5× 4.7m、 主軸方向はN42°Wを示す。壁高

は検出面から30cmあ り、ほぼ垂直である。周溝は幅20～ 15cm・ 深さ15～ 8 clnで、調査範囲内全体

で確認された。床面は凹凸があり壁ぎわは軟かいが比較的良好で、カマ ド前面はきわめて堅かった。

主柱穴はカマ ド側の 2本 を確認し、深さは40cm余 を測る。覆土上部に石が203個 入っており、柱

のおさえとした可能性がある。カマ ド右側、P2と 壁の間の穴から遺物の出土があった。カマ ド

は穴に切られ残存状態は良くない。北西壁中央に位置し、地山を掘 り残したカマ ドと思われる。

遺物 出土量は多い。カマ ド周辺の床面とそのやや上層からの出土が主体で、ほぼ完形の土師

器小形甕・鉢がある。他に、土師器甕 。甑・杯・高杯、須恵器琺・蓋片が出ている。

/◎
◎ニ

0         2m

第243図 AMD 2号 住居址、溝址 1
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出土遺物から古墳時代後期前半であろう。

1.黒色土

2.黒色土撹乱

3.焼 土

4.黒色土(黄色焼土混 り)

5.黄色土

6.黄色土(黒色土混 り)

7.黒色土(黄色土混 り)

Ｂ
一

Ｄ
一

(佐々木嘉和 )

0             1m

|=|ギ
|

第244図 AMD 2号住居址カマド

3号住居址 (第245図 )

遺構 AMD B Y48を 中心に検出した。10号住居址◆方形周溝墓 1を切っている。隅丸方形の竪

穴住居址で、規模は3.8× 4m、 主軸方向はN43.5°Wを示す。壁は検出面の地山 (黄色砂土)が傾

斜しており、30～ O cmと 高低差がある。残存部の壁面はほぼ垂直である。床面の状態は場所によ

って差があり、カマ ド前面が極めて堅 く主柱穴の内側は堅 く良好で、主柱穴から外側壁寄 りは

軟らかであった。主柱穴は 4本確認し、深さは56～ 34cmあ る。Plの覆土上面から周囲に石 (30～ 10

cm)が 10個余りあり、焼けたものも混入していた。P2覆土上面にも石が 2個あり、柱のそばに置

いたものであろう。カマ ドは北西壁中央に位置し、石芯粘土カマ ドで残存状態は良い方であった。

両袖先端の石が大きく、続 く石は小さい。支脚は長さ15cmの石を直立したものである。支脚の前

に甕など3個体の土師器がつぶれ込んでいた。須恵器聴のほぼ完形品があるが、 2箇所から出土

し、口頸部は西壁上の×̀
点
にあり、体部は床面ほぼ中央にあった。上屋の壁は竪穴壁より20cm以

上離れていたことも推測される。

遺物 出土量は比較的多く、ほぼ完形のものがある。カマ ドと周辺の床面から土師器甕 3個体が

出ている。他に、土師器不、須恵器提瓶・高不片がある。

出土遺物から古墳時代後期後半であろう。

|〇 1国

HI

-288-
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／

・
0              2

1.黒色土

2.黒色土(黄色土混 り)

3.黄色土(黒 色土混 り)

4.黒色土(焼土少 く混 る)

5.黒色土(焼土多く混る )

6.黄色土(黒 色土・焼土混 り)

7.方周 1覆土(黒 色土・黄色土混 り)
0              1m

第245図 AMD 3号 住居址
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6号住居址 (第246図 )

遺構 AMD BT41に かかって検出した。7号住居址を切る。用地外にかかり調査範囲は4× 1

mと わずかであるが、隅丸方形の竪穴住居址 と思われる。壁高は検出面から30cmを 測り、若千傾

斜のある壁面を成す。壁下やや内側に周溝があり、北東壁側は幅20cm・ 深さ 5 cln、 南東壁下は幅

が広 く60cln・ 深さ 5 cln、 南西壁側は壁から離れ幅40cm。 深さ15cmを 測る。床面は堅 く良好であっ

たがt周溝ぎわは軟かであった。主柱穴は 2本 を確認した。東隅の穴は入口部施設と思われる。

遺物 出土量はわずかである。刀子が床上10cmか ら出土し、完形で保存状態も良い。土師器甕・

甑・不 。高不、

須恵器蓋不な

どの破片が出

ている。

出土遺物か

ら古墳時代後

期後半であろ

う。

(佐々木嘉和 )

0         2m

第246図 AMD 6号 住居址

第247図 AMD 7号 住居址

7号住居址 (第247図 )

遺構 AMD B V43を 中心に

検出した。13号住居址を切 り、

6号住居址に切られる。用地外

に約半分かかるが、隅丸方形の

竪穴住居址と考えられ、調査範

囲は4.5× 2.5mでぁる。壁は検

出面から20Cmあ り、若千傾斜のあ

る壁面を成す。床面は二段にな

っており、壁ぎわが60～ 50cmの

幅で約10cm高 いも全面に凹凸が

の ⌒oP卜に

停

-290-



あリー部堅い所もあったが全体に軟かであった。

遺物 土師器片がごくわずか出土している。

出土遺物から古墳時代後期であろう。

主柱穴は 1本確認 したのみである。

(佐々木嘉和 )

8号住居址 (第248・ 249図 )

遺構 AMD B T46が中心である。 4号 。13号 。17号住居址を切 り、 1号住居址、溝址 1に切ら

0        2m

第248図 AMD 8号 住居址
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れる。畑地灌漑の用水路に分断されている。隅丸方形の竪穴住居址で、規模は8.5× 8。 5m、 主軸

方向はN37°Wを示す。覆土中に石が相当量混入していたが床面から20Cmと 高く、埋没の途中で投

入されたものであろう。壁高は検出面から60cmと 深い。壁下の一部分に周溝を検出したが10～ 5

cmと 比較的浅い。床面は堅 く良好であったが、北東隅壁下は主柱穴のあたりまでやや軟かであっ

た。主柱穴は 4本確認し、平面は不整円形で直径60～ 40cmである。主柱穴間の小穴は、梁をささ

える支柱穴と思われる。カマ ド右側の穴に遺物が入っており、ゴミ捨て穴的な施設と考えられる。

南東壁中央下に lm四方の穴があり、深さは60cmで、覆土中に遺物がつぶれて入っており、穴を

埋め戻 したものと思われる。この穴と壁の間の×′点から壁に埋めたような状態で完形の小形甕お

よびほぼ完形の土師器杯が出土し、壁ぎわに器を置 く施設があったことも推測される。カマ ドは

用水路に右袖を壊されている。袖先端のみに石を持つ形態である。焼土は比較的少なく、火床面

は不明確であった。支脚は長さ13cmの石を直立させている。カマ ド中に土師器甕 1個体がつぶれ

込スンでいた0

1.黒色土

2.黒色土(焼土混 り)

3.黄色粘質土 (焼土混 り)

4.焼土

5。 黄褐色土(焼土混 り

6.黒色土(黄色土混 り

7.黄色土(黒 色土混 り

8.黄色土(黒色土。焼土混 り)

9.焼土 (黄色土)

第249図 AMD 8号 住居址カマ ド

ー 292-



遺物 出土量は多い。ほぼ全体から出ているがカマ ド周辺と南東壁中央下の穴およびその周辺

に特に集中して出土した。床面と床面直上出土がほとんどである。北隅の床面から鎌の完形品が

出ており、保存状態も良好である。他に、土師器甕・甑・不 。高17N、 須恵器蓋、自玉・土玉など

がある。

出土遺物から古墳時代後期前半であろう。 (佐 々木嘉和 )

9号住居址 (第250図 )

遺構 AMD B X50

を中心に検出した。10

号住居址 を切 ってお

り、溝l■ 1に切 られる。

隅丸長方形の竪穴住居

址で、規模は3.6× 4.2

m、 主軸方向は N128°

Eを示す。壁高は検出

面から25～ 20cmと わず

かである。床面は全体

に軟かであった。主柱

穴は 4本確認し、平面

は不整楕円形で深い。

床面とやや上に石が散

在 しており、P3。 P

4の覆土上面の石はや

や大きく、柱の元に置

かれた可能性がある。

カマ ドは南東壁中央よ

りやや東寄 りにあり、

溝址 1に切られ残存状

態は悪い。周囲に焼け

た石があり、カマ ド用

材が散乱した様子であ

り、石芯粘土カマ ドと

思われる。たき口部の

焼土は比較的少ない。

1.褐色土

2.黄色土(褐 色土混 り)

3.黄色砂土

4.褐色土

(黄色土・ 炭・焼土混 り)

5.黒色土(撹乱 )

6.焼土

7.褐色土(焼土混り)

0              1m

第250図
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遺物 遺物の出土量は少なく、土師器甕・不・高不、須恵器甕の小破片である。

出土遺物から古墳時代後期であろう。                  (佐 木々嘉和)

10号住居址 (第251図 )

遺構 AMD B Y50を 中心に検出した。3号 09号住居址に切られる。隅丸方形の竪穴住居址で、

1。 暗褐色土

2.焼土

3.黒色土(炭・焼土混 り)

4.褐色土(炭 ・焼土混 り)

5.褐色土(黄色土混 り)

6.4よ り焼土多く混る

7.褐色土

8.撹乱

｀ヽ
0、

P2-Tヽ
・       ′「

:、
1=:

P31iSミ

'

| |
′ |

___:プ  メ--'--_ -v ,
I

- - - - - - -/

I
I

/" lo,-..1

AMD 10号住居址
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規模は4.2× 4.7mを 測

り、主軸方向はN40.5°

Wを 示す。検出面から

3～ 2 cm下 に床 があ

り、壁の確認ができない

箇所がある。床面は火

事 にあ っているため

赤 く焼けていた。壁ぎ

わは50～ 30cmの 幅で軟

か いが、その内側 は

堅 く良好であった。主

柱穴は 3本 を確認 し

た。残 り1本は 9号住

展七L内 にかかり検出で

きなかった。平面は不

整楕円形で長径40cm前

後である。床面は焼け

ているが、炭化物の大

きなものはなかった。

カマ ドは北東壁中央に

あり、石芯粘土カマ ド

である。荒れてはいた

が芯石の残存状態は良

く、両袖に比較的大き

な石 を縦に入れてい

る。支脚は長さ13cmの
lm

石を使っており、周囲

に土師器甕片があっ

た。

9住

∫

ュ
¬

|

1呵

，
０Ｑ

０
θ
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第251図



遺物 出土量は少ない。床面から石製紡錘車が出土した。線刻が施してあり、曲線を主体にした

抽象文様で優品である。他に、土師器甕・不片が出ている。

出土遺物から古墳時代後期後半であろう。                (佐 々木嘉和)

H号住居址 (第264図 )

遺構 5号 。12号住居址調査中にBQ・ B R43に壁の一部を検出した。12号 。18号住居址を切 り、

5号住居址・溝址 1に切られる。重複が著 しく、調査時での切 り合い関係が的確に判断できず、

プラン把握に若干の問題が残った。確認したのは12号住居址はり床を切る北東壁2.9mと 床面の一

部のみである。壁高は12号住居址はり床面まで7Cmで、ほぼ垂直の壁面を成す。確認した床面は、

黄色粘質土による堅いたたき状のはり床である。切 り合いのため本住居址に伴う施設は不明であ

る。

調査部分が少ないため、本住居址に伴う遺物は細片で量もきわめて少なく、遺物から時期の決

定はできないが、切 り合い関係から古墳時代後期後半以降奈良時代までが考えられる。

(佐合英治 )

12号住居址 (第252図 )

遺構 AMD B R43を 中心に検出された。西側半分の覆土上層は 5号。11号住居址、溝址 1に切

られている。切 り合いはあるが掘 り込みは深 く、全体を把握できた。掘 り下げを始めてすぐに堅

い良好なはり床を東隅部分の住居址全体の%程に確認した。最終的にこのはり床は本住居址床面

より30cm程高い所にあり、12号住居址はり床としたが、別の住居址があった可能性が強い。この

はり床を切って11号住居址があり、11号住居址調査後、本住居址下部調査 となった。プランは切

り合いのため南隅がやや歪むが、4.8× 4.8mの 隅丸方形の竪穴住居址である。主軸方向はN39°

Wを示す。壁高は52～ 13cmを 測り、いずれもほぼ垂直に立ち上がっている。床面はほぼ平坦で、

きわめて堅いたたき状を成す。主柱穴は西と南の隅近 くの 2本 を確認したが、Plは主柱穴とす

るとやや浅いもので、床面より15cmを 測る。P2は二段構造で29cmを 測る。カマ ドは北西壁のほ

ぼ中央部に位置し、黄色の粘土をブロック状に認める粘土カマ ドである。当初右袖と考えた下部

に厚い焼土があり、北西壁中央よりやや東寄 りを中心とし、左袖部分はほとんどを11号住居址に

壊されている可能性が強い。

遺物 出土量は少なく、土師器甕。高不・内面黒色の不がPlと カマ ド内から出土し、床面密着

で土師器高杯の脚部が出土した。

出土遺物から古墳時代後期後半に位置づ くと考えられる。           (佐 合英治)
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1.暗褐色土

2.焼土

3.黄色粘土 (暗褐色土混 り)

4 . 米占」ヒ

5.黒色土

6.黒色土(黒土混 り)

7.黄色土(黒 土混 り)

8.暗褐色土(焼土混 り)

9.黄色砂質土

lm

第252図 AMD 12号住居址、建物址 4
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13号住居址 (第253図 )

遺構 AMD B U43を 中心に検出した。 6号 07号 08号 。16号住居址に切られ、用地外・用水

路にかかるため調査範囲はわずかである。検出時に黄色砂土 (地 山)上面がたたき状で、床面の

一部を確認したのみである。想定される範囲はたたきの堅い部分を囲んだものである。

遺物 床面にはりついていた土師器不、須恵器甕の小片と土玉 1個である。

出土遺物から古墳時代後期であろう。                  (佐 々木嘉和)

0       2m

第253図 AMD 13号住居址

14号住居址 (第240図 )

遺構 ARYAA46に かかって検出した。15号住居址を切っている。用地外にかかる隅丸方形の

竪穴住居址と思われ、調査範囲は3.8× 2mと ゎずかである。壁は検出面から8～ 3 cmと わずかで

ある。床面は比較的堅 く良好であった。主柱穴はPlを確認したのみであるが、あまり深 くない。

遺物 出土量はわずかで、土師器甕・不片である。東壁下床面に石が10個余まとまっていたが、

性格は不明である。

出土遺物から古墳時代後期であろう。

―-297-
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15号住居址 (第240図 )

遺構 AMD B Y45を 中心に検出した。14号・16号住居址に切られ、用地外にかかりわずか調査

しただけである。隅丸方形の竪穴住居址と思われ、調査範囲は2.5× 2mでぁる。壁高は検出面か

ら15cm弱 である。床面は凹凸がありやや軟かい。主柱穴はPlを確認したのみで若千浅いが、ほ

ぼ間違いないものと思われる。

遺物 須恵器甕片数個 と鉄滓が少量出土しているだけである。

切 り合い関係 と遺物から古墳時代後期であろう。 (佐々木嘉和 )

16号住居址 (第240図 )

遺構 AMD B X44を 中心に検出した。13号 。15号 。17号住居址を切っている。用地外・畑地灌

漑用水路にかかり÷調査 した。隅丸方形の竪穴住居址と思われ、調査範囲は4.2× 2.2m、 壁高は

検出面から25cm強 である。床面は凹凸があり軟かであった。主柱穴は 1本を確認したのみである。

用地外壁の土層観察によって覆土中に重複した住居址の壁。床と考えられる部分があり、北東壁か

ら約80cm内 側に壁らしい音Ь分も認められた。

遺物 土師器小形甕・不・鉄滓などわずかの出土である。

切 り合い関係と遺物から古墳時代後期であろう。 (佐々木嘉和 )

20号住居址 (付図 2)

遺構 AMD BM37付近の黒色砂質土中の調査時に編物石が集中する所があり20号住居址とし

た。21号住居址覆土中であり壁は確認できなかった。床面は、21号住居址土層断面と用地外壁土

層で確認したのみで、面としての把握はできなかった。21号住居址床面から50cln上 であった。

遺物 出土範囲は3× 3mでぁる。鎌が出ており、保存状態は良く優品である。他に、土師器甕

片、編物石10個がある。

時代は切 り合い関係 と遺物から古墳時代後期であろう。 (佐々木嘉和 )

21号住居址 (第254図 )

遺構 AMD B N36を 中心に検出した。20号住居址が覆土を切る。用地外にかかり完掘できなか

った。方形の竪穴住居址と思われ、調査範囲は8.8× 7.8m、 主軸方向は確実でないが北西壁にカ
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マ ド位置が想定され、N31°Wを示すと思われる。壁高は検出面から50cmあ り、ほぼ垂直の壁面を

成す。床面は部分的に軟かい所があるが全体 としては堅 く良好であった。主柱穴は 3本確認し、

いずれも平面は不整方形で径 lm以上あり深い。Plか らP3方向に幅70～ 30cm・ 深さ20～ 10cm

の溝状の落ち込みがある。同じく西壁下から約50cm内側に幅40～ 15cm。 深さ20～ 6 cmの周溝状の

溝があり、P2方向と住居址中央部方向から直角に同様の溝が検出された。 P7・ P8は支柱穴

と考えられるが、前述の溝も合わせ間仕切 り施設の可能性もある。P4・ P5は入口部施設の柱

穴と思われる。 P6は不整方形であるがしっかりとしており、貯蔵穴と考えられる。

遺物 規模に比較 して出土量は少ないが、ほとんどが床面直上から出ている。土師器甕 0不 。高

17N、 須恵器蓋、有孔円板 。自玉、編物石・台石などがある。須恵器蓋は完形でつまみがあり、高

不の蓋であろう。台石は3個あり×印のついた石である。

出土遺物から古墳時代後期前半の住居址であろう。 (佐々木嘉和 )

22号住居址 (第255図 )

遺構 AMD B K33を 中心に検出した。用地外にかかりわずか調査 したのみであるが、隅丸方形

の竪穴住居址と思われ、調査範囲は6× 2mでぁる。壁高は検出面から40cm余あり、ほぼ垂直に掘

り込まれている。周溝はやや広い所もあるが、幅20cm・ 深さ10cm前後で調査範囲全体に認められ

た。床面は堅 く良好であった。主柱穴は 2本 を確認し、平面は不整円形で小形である。

遺物 出土量は少ない。土師器甕、須恵器甕・不、フイゴの羽口、鉄滓、編物石がある。

出土遺物から古墳時代後期 と思われる。 (佐々木嘉和 )

23号住居址 (第256図 )

遺構 AMD B F37を 中心に検出された。東側が用地外にかかり、西側の%弱 を調査したのみで

ある。調査範囲で切り合いがないため、比較的良好な状態で検出された。主軸に直交する方向の

長さ5。 9mを測る竪穴住居址で、主軸方向はN48.5°Wを示す。壁高は50～ 35cmを 測 り、ほぼ垂直の

壁面を成す。床は全面黄色砂土まで掘 り、その上を10cm程埋め、黄色土をはってたたき状にきわ

めて堅 く、何回かはり直してある様子が観察された。良好な床面を確認できたのはカマ ドの周辺

と主柱穴の内側で、それ以外の壁際は床面が不明瞭なため、最終的には地山まで掘 り下げた。

この部分にも同一面で床があったが、余 り利用されないため住居中心部の床面と差が生じたと

考えられる。主柱穴はPl～ P6であるが、 Pl・ P2以外ははり床下から検出された。 2回の
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第255図 AMD 22号住居址、Pit群

建て替えを想定でき、新しい順からPl・ P2、 P3・ P4、 P50P6と なる。南西隅では壁

が段を持ち、ここも住居址拡張を示している。これらを総合すると、新 しい住居址はやや北側に

方向を修正して建て直されていると考えられる。カマ ドは北西壁ほぼ中央部に設けられる石芯粘

土カマ ドである。袖石の右の奥のものが 1個 と支脚が残る他に、右袖に石が抜かれたと思われる

部分が断面から2箇所推定できた。しかし、左袖はほとんど何も確認できなかった。たき口部の

焼土は厚 く、付近にはかなり多くの土器が落ち込んでいた。以上の状態から考えると、住居址廃

棄の際に石を抜き取 り破壊 していると思われる。カマ ド上層に40～ 10cmの 石が20個余 り集まった

集石がみられ、一部焼けた様子もあるが、性格等は不明である。

遺物 覆土中からの出土が多い。土師器甕 0内面黒色の不、須恵器甕・蓋、ほぼ完形の刀子 0

鎌が出土 した。

遺物から古墳時代後期後半に位置づけられる。
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カマ ド上層集石

用地外
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0             1m

第256図 AMD 23号住居址

25号住居址 (第257図 )

遺構 AMD B F34を 中心に検出された。24号住居址に切られるが、ほぼ全体を調査できた。3.

6× 3.6mの やや歪みのある小形の隅丸正方形の竪穴住居址で、主軸方向はN49°Wを示す。壁高は

工
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北東41cm。 南西20cmを 測る。周溝は北西壁下を除き、断続的に認められたが、規則性はなく、方

向 0形状ともに一定せず、壁から離れている箇所や壁に対し平行でない部分もある。幅は18～ 8

cm・ 深さ17～ 2 cmを 測る。床面はほぼ平坦で、24号 住居址に切 られる部分 も床面までは掘 り込

みが達 しておらず、全体にきわめて堅 く良好である。主柱穴は 4本確認したが深さは一定せず、

比較的浅い。 P3・ P4の間を壁から1。 15mマウンド状に 5 cm高め、上面にはり床をし、ほぼ中

央に75× 58cmで深さ24cmの 穴を持つ部分があり、入口部施設の可育旨性が強い。また、 P4と 接して

3個の小 形の穴があり、入口部施設の一部か東隅にある集石 と関連 した穴 と考えられ、深さは

21～ 8 cmを 測る。北東壁の中央内側にある小形の穴も本住居地に伴 うが性格等不明で、深さは

北東側 の ものか ら11・

16Cmを
'員

1る 。他 に、本

住居址 に伴 う施 設 とし

て、東隅から北東壁の中

央付近 までに幅30Cm前

後の集石がある。覆土の

黒色土 とは異なる黄色土

混 り黒色土を壁沿いに10

cm程盛 り、上面に石 を並

べたもので、この盛土を

取 り除 くと地山の黄色土

が露出し、床面は認めら

れなかった。用いられた

石 は いずれ も長径 18Cm

～ 4 cmの 自然石 で、 い

わゆる編物石 とは異な

り、丸いものが多い。集

石中に土師器甕の破片が

入 り込んで出土 し、施設

の一部 とした可能性 もあ

る。また、集石に接 して東

側半分の覆土中には、集

石の石 と思われる石が散

乱 していた。カマ ドは北

西壁のほぼ中央に位置す

るが、24号住居址・後世

|_

2m

1.黒色土

2.黄色土(黒 色土混 り)

3.黄色粘質土(黒 色土混 り)

4.黒色土(焼土混 り)

5 。 米占」ヒ

6.焼土

7.黄色土
~~8.黒

色土(黄色土混 り)

o lnrvI

第257図 AMD

-303-

25号住居址



の穴にほとんど壊されており、床面より高さ12cm程 の土盛 り状に確認したのみで、形態は不明で

ある。焼土は全体に認めたが、厚さ10cmを 測る箇所がたき口部と考えられる。煙道は穴に切られ

ていたが下部が確認でき、壁外まで延びていた。

遺物 出土量は少なく、土師器甕・小形甕。内面黒色の杯がある。他に、臼玉が覆土中より出土

している。

遺物から古墳時代後期 と考えられる。 (佐合英治 )

26号住居址 (第258・ 259図 )

遺構 AMD B G31を 中心に検出した。28号・30号住居址を切 り、24号住居址に切られる。隅丸

方形の竪穴住居址で、規模は5× 5。 6m、 主軸方向はN21.5°Wを示す。壁高は検出面から45cmあ り、

ほぼ垂直に掘 り込まれている。床面は堅 く良好であった。主柱穴は 4本確認し、いずれも平面は

不整円形で径65～50cmを 測り、掘 り方は上部が開いている。P2の覆土上面に石が約10個あり、

柱のそばに置いてあったと思われる。カマ ドは上部を穴に壊されており残存状態は悪い。石が数

第258図 AMD 26号住居址
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個あり、石芯粘土カマ ドと思われる。火床と思われる焼土の層が残存していた。

遺物 出土量は少ない。P3の南側で土師器の手づ くねが出土している。カマ ド内及びその周辺

からの出土が多い。土師器甕 。17N・ 高不がある。

出土遺物から古墳時代後期と思われる。 (佐々木嘉和 )

0              1m

1.黒色土(焼土混 り)

2.黒褐色土(焼土混 り)

3.焼土(黒褐色土混 り)

4.黄色砂質土(焼土混 り)

5.黒色土(黄色土混 り)

6.黒色粘質土

7.焼土

(佐々木嘉和 )

第259図 AMD 26号住居址カマド

27号住居址 (第260図 )

遺構 AMD B E28に かかって検出した。30号住居址を切 り、G O B53号 住居址に切られる。用

地外と市道にかかり約+調査 した。隅丸方形の竪穴住居址と思われ、調査範囲は4× 2.5mで ある。

壁高は検出面から30cmを 測り、やや緩い傾斜を成す壁面である。床面は軟かい。床面の穴はいず

れも浅く、主柱穴は確認できなかった。

遺物 出土量はわずかである。土師器甕、須恵器壺 。蓋 。杯の破片がある。

出土遺物から古墳時代後期と思われる。

28号住居址 (第261図 )

遺構 AMD B H32に カマ ドを検出し、24号・26号住居址に南西壁側を切られ、北隅とカマ ド周

辺は後世の穴に切られている。一辺 3m弱の小形の隅丸方形の竪穴住居址で、主軸方向はN42°W

を示す。検出面からの壁高は北西壁16cm。 南東壁10cmを 測り、ほぼ垂直の壁面を成す。カマ ド西

側の北西壁直下より8 cm程内側の箇所と南東壁の中央部の壁直下に幅10cln。 深さ16～ 8 cmの溝が

があり、周溝と考えられ、東隅部は壁より50cm程の範囲が12～ 5 cm凹 む。床面はほぼ平理で堅い。
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0          2m

第260図 AMD 27号 030号住居址、GOB53号住居址

主柱穴は住居址の大きさから壁外にあることも考えて検出に努めたが、確認できなかった。切 り

合いのため本来の位置は不明であるが、調査 した南隅に24cmの 深さを測る穴Pがあり、穴の周辺

が床面より3 0 4cm凹 んでおり、入口部施設の可能性がある。カマ ドは北西壁の北隅寄 りに位置

する石芯粘土カマ ドであるが、周囲を後世の穴に切られ、天丼石はかなり動いている。支脚と考

えられる偏平な立石を確認したが、周辺の焼土はプロック状であり、たき口部 というより袖石周

辺の焼土の感があり、カマ ドの全容を把握することはできなかった。

遺物 住居址の規模の割に出土量は多い。検出面から床面までが浅 く、すべて床面遺物 と考えら

れる。土師器甕 3個体があり、調査した範囲のほぼ中央に甑 と共に出土した。ほかに、小形甕・不・

高不があり、このうち不を除いてカマ ド内からの出土である。

出土遺物から古墳時代後期後半と考えられる。
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5.黒色土(黄色土混 り)
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第261図 AMD 28号住居址、

30号住居址 (第260図 )

遺構 AMD B E29を 中心に検出された。26127号住居址に切 られ調査面積は少ない。若千ゆ

がみのある隅丸方形の竪穴住居址で、規模は3.4× 3.4m、 壁高は検出面から30～ 8 Cmを 測る。床

面には凹凸があり軟か く、10Cm前 後下がる所がある。

遺物 土師器甕、須恵器蓋などの小片である。

出土遺物から古墳時代後期であろう。
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32号住居址 (第262図 )

遺構 AMDBD30に かかって検出した。溝址 3・ 4、 小竪穴 2、 穴に切られ、道路にかかって約

半分を調査した。隅丸方形の竪穴住居址と思われ、調査範囲は6。 5× 3mである。壁高は検出面か

ら30clnを 測る。床面は溝址 304に切られわずかしか残存しないが、たたき状で堅く良好である。

主柱穴はPlが該当する可能性が強い。

遺物 出土量はわずかである。P2の底部近くから土師器内面黒色不の完形品が1個出ている。土

師器甕・不 。手づ くねの破片がある。

出土遺物から古墳時代後期であろう。 (佐々木嘉和 )

第262図 AMD 32号住居址

G O B53号 住居址 (第260図 )

遺構 GOBと AMDを分ける道路の両側に検出した。AMD27号住居址を切 り、用地外 。道路に

かかってわずか調査 しただけである。隅丸方形の竪穴住居址と思われ、調査範囲は5。 6× 2.6mで あ

るが中央を道路が通るため、全体 としては一部を調査 したのみである。壁高はGOB側で検出面か

ら45cmあ り、AMD側 は用地外壁での確認であるが約50cmあ る。ほぼ垂直に掘 り込まれ、壁下の一

部に周溝があったが、狭 く浅い。

遺物 土師器 0須恵器片がわずか出土している。

出土遺物から古墳時代後期であろう。
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④ 奈良時代

5号住居址 (第263・ 264図 )

遺構 AMDB区のほぼ中央部BP42周 辺に多量の礫の入った掘 り込みを検出して住居址とした

が、カマ ド・柱穴等の施設が確認できず、覆土 。掘 り込み底部 (床)の状態から住居址ではない

可能性が強い。11号 。12号・18号住居址を切 り、南東壁を除いて三方の壁は切 り合い住居址覆土

中にある。北東壁は11号住居址はり床を切ることから位置の把握はしたが、北西壁 。南西壁は明

確に検出できず、最終的に土層断面から位置を判断した。規模は4。 1× 3.6mQ長軸の方向はN51・E

ｇ
「

いう
~

◎ 上

第263図 AMD 5号 ・ 18号住居址、建物址 2、 小竪穴 1
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を示す。覆土は黒色一層で細かな炭が全体に認められ、20～ 5 cmの棒状礫を多量に包含する。石

は上下にあまり重なっておらず、平面的で、覆土堆積のある時期に埋まったものと考えられる。

大きさ 。形状がほぼそろっており、何らかの目的意識をもって選択し集められたものと考えられ

るが、意図的に埋めたか否かは不明である。壁高は南東壁30cm。 北東壁11号住居址はり床面まで

7～ 4 cmを 測り、比較的緩やかな壁面を成す。明瞭な床面の把握はできず、地山の黄色砂土面ま

で掘 り下げた。全体の形状や礫 。遺物の出土状態から特殊な意味を持つ竪穴状の遺構である。

遺物 遺物は上層から下層まで、その多くが礫間から出土した。土師器は細片ばかりで量的にも

少ない。須恵器には壺 。甕 。杯・高台付不・蓋などがある。特筆すべきものに、完形品ではない

が大形の円面硯 2個体がある。破片で位置も離れて出土しており、壊れたものを廃棄 したと考え

られる。出土遺物から奈良時代に位置づけられる。 (佐合英治 )
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1.黒色土(炭混 り)   4.暗 褐色土

2.黒色±       5.黄 色土

3.黒色土(黄色土混 り) 6.漆 黒土

第264図 AMD 5号 住居址硯 0礫出土状態、 5号・ H号 012号 018号住居址、小竪穴 1
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⑤ 平安時代

24号住居址 (第265。 266図 )

遺構 AMDBF32を 中心に検出された。25号 。26号 。28号住居址を切 り、32号住居址と接してい

る。切 り合いはあるが、床面などからほぼ全体が調査でき、規模は5.2× 5.3mを 測る。主軸方向は

N127° Eを 示す隅丸方形の竪穴住居址である。遺構を検出できる褐色土層が北から南へ傾斜 して

おり、確認した壁高は26～ 7 cmと 開きはあるが、ほぼ垂直な壁面を成す。床面がきわめて軟かい

ため、地山の黄色砂土により把握した部分もある。また、25号・26号住居址を切る部分は、はり

床しているが軟かく、26号住居址を切る部分は全体にわずか凹んでいる。本住居址に伴うと考え

られる穴にPl～ P5がある。Plは主柱穴と考えられ、深さ44Cmを 測 り、覆土中に長径20cm程

の棒状礫が数個認められ、底部には直径40cm・ 厚さ22cmの 四角い平石を置いていた。他に、主柱

穴と考えられる穴は確認できなかった。P2は深さ25cmを 測 り、床面検出のさい、床面と同レベル

の穴の覆土中に長さ15Cm程 の編物石と考えられる棒状の自然石が14個集中して出土し、その使

用に関連する施設とも

考えられる。P3～P5

はそれ ぞれ深 さ17・

28 0 41cmを 測り、覆土

中に焼土が多量に混入

す るか焼土の層があ

り、P4に は炭の層 も

認められた。P6は は

り床されており深さ30

cmを 測り、覆土中に径

14～ 26cmの 礫が混入し

ていたが、遺物は出土

せず、性格は不明であ

る。他 の穴は本住居

址 に伴 うか否か断定

できないが、覆土等か

ら後世 の穴 と考 えら

れる。カマ ドは南東壁

東隅寄 りに位置する。

自然石を使った石芯粘
第265図 AMD 24号住居址
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土カマ ドであるが、大きな石は使用されていない。焼土はカマ ド中心部の上面に比較的厚くあり、

この層は壁ぎわまで認められた。

0             1m

1.黒色土

2.黒色土(撹 乱 )

3.黒色土(黄色土混 り)

4.黒色土(黄色土 .焼土混 り)

5.黄色土(黒 色土混 り)

6.黄色土

7.黄色粘質土

8.黒色土(焼土混 り)

9.焼土

10.焼土(黒 色土混 り)

11.褐色土

12.黒色土(黄色粘質土 )

遺物 出土量は比較

的少なく、土師器甕・

内面黒色の不、かわら

け系の皿などで、上層

の出土品に須恵器高17N

がある。他に、刀子・

飾 り金具・用途不明の

鉄製品があり、刀子は

26号住居址を切るはり

床面に密着 して出土し

た。

出土遺物から平安時

代終末に位置づけられ

る。 (佐合英治 )

第266図 AMD 24号住居址カマ ド

⑥ 時期不明

19号住居址 (第267図 )

遺構 AMDBQ38に かかって検出した。用地外にほとんど出てしまい、調査範囲は4× lmと わ

ずかで隅丸方形の竪穴住居址と思われるが、断定できない。壁高は検出面から25～ 10cmで、緩 く

掘 り込まれている。床は軟か く中央に向い緩 く傾斜している。

遺物 ごくわずか土器の小破片が出土したのみで、時代の決め手になるものはない。

(佐々木嘉和 )

29号住居址 (第 272図 )

遺構 AMDB046を 中心に検出した。用地外にかかり6× 1.2mの 範囲を調査した。隅丸の竪穴
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第267図 AMD 19号住居址、P仕群

住居址であるが、北西壁を確認 しただけでプランは不明である。北西壁の方向はN38°Eを 示す。壁

は検出面から50cmを 測 り、やや緩 く掘 り込まれている。床面は軟か く、緩い凹凸がある。北西隅

が他の所より10cm高 くなっていた。床面に検出した穴のうち住居址に伴 うと思われるのはPlのみ

であるが、深さは 8 cmと 浅い。

遺物 床直上から土師器壺・高杯、須恵器蓋などの破片が出土 している。時期 を決められるのは

須恵器蓋であるが、一点のみであるので断定はできない。           (佐 々木嘉和 )

31号住居址 (第268図 )

遺構 AMDBL43に検出した。建物址 3に切 られ、用地外にかかり、調査範囲は2.5× 1.3mであ

る。隅丸方形の竪穴であり、深さは検出面から20～ 6 cmを 測る。覆土は黒色土が入ってお り、土

色から弥生時代の住居址 と推定 し調査 したが、確認はできなかった。

遺物 出土量はわずかである。土師器・須恵器・石器の小破片で図化可能なものはなかった。

-313-
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2)建物址

建物址 1(第 268図 )

遺構 AMDBN42を 中心に検出した。2× 2間の掘立柱建物址で、桁行長さ3.58m・ 梁行長さ3.

22mで ある。桁行方向はN50°Wを示す。柱掘 り方平面は不整円形で比較的そろっている。

遺物 出土量は少ない。縄文時代中期土器片や古墳時代後期土師器・須恵器片が柱穴内より出

土したが、時期 を決定できるものはない。

出土遺物等から古墳時代後期以降の時期が考えられる。 (佐々木嘉和 )

建 3

1.暗褐色土

2.黒色土

黄色土混 り)

黒色土混 り)

◎

ｏ

◎
‐
◎
‐

建 1

建

１

２

３

2m

6ミ 用
地
外

１
０ ⑥_ゝ ::曇言]

|

O

黒褐色土

黒色土(黄色土混 り)

黒色土(黒褐色土混 り)
/

第268図 AMD 31号住居址、建物址 103

建物址 2(第 263図 )

遺構 AMDBP44に かかって検出した掘立柱建物址である。5号 。11号住居址を切っている。最

初直列 4本の柱穴が確認されたのみであったが 5号住居址内の穴との関連から3× 3間の建物址

と考えられ、桁行柱間寸法は1.66m、 梁行柱間寸法は1.36mを 測る。桁行方向はN48°Eを 示す。柱

掘 り方平面は不整円形で直径79～ 60cmあ り、深さは切 り合いのないもので約40cmを 測る。

遺物 ごくわずか土師器片が出土している。
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時代は切 り合い関係から奈良時代以降 と思われるが、断定はできない。 (佐々木嘉和 )

建物址 3(第 268図 )

遺構 AMDBL43にかかって検出した掘立柱建物址である。31号住居 t」Lを切 り用地外にかかり、

3× 1間 を調査した。桁行・梁行方向は確認部分が少なく断定できないが、確認延長の長い方を桁

行 とした。桁行柱間寸法は1.16m、 梁行柱間寸法は1。 48m、 桁行方向はN46.5° Eを 示す。柱掘 り

方平面は不整円形で直径80cm前後である。深さは検出面から40～ 30cmを 測る。

遺物 土師器片がわずか出土している。

31号住居址との切 り合い関係から弥生時代以降と思われる。 (佐々木嘉和 )

建物址 4(第 252図 )

遺構 AMDBR45に かかって検出した掘立柱建物址である。

なかった。1× 1間 を確認し、柱間寸法は2.25mと 1.88mで ある。

径70cm余 りである。底部レベルはほぼそろっている。

遺物 ごくわずかの出土で土師器片などである。

時代は決め手とするものがなく不明である。

住居址と切り合う所には検出でき

柱掘 り方平面は不整円形で、直

(佐々木嘉和 )

建物址 5(第 269図 )

遺構 AMDBL40が 中心の掘立柱建物址である。規模は2× 2間 で、桁行長さ3.52m・ 梁行長さ3.

38mで ある。調査時には複数の穴が重複 し、それぞれの穴を個々に調査 し、その後に建物址にした。

柱掘 り方平面は他 と重複す るため不整楕円形でそろっていない。深さは検出面から約30cmで あ

る。                              `

遺物 土器ガヽ破片がごくわずか出ている。

時代の決め手になるものはない。

(佐々木嘉和 )
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1.黒色土

2.黒色土(褐色土混 り)

3.褐色土(黒 色土混 り)

4.褐色土

1.黒 土

2.黒褐色土

3.黒色土 (黄色土混 り)

4.褐色土

5.黄色土

0             1m
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第269図 AMD 建物址 5、 Pit群
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3)溝址・方形周溝墓

溝址 1(第 242・ 243図・付図 2)

遺構 バイパス用地と同一方向にあった溝址である。重機で耕土をはずしたところ、暗褐色土に

黄色砂土の入る溝址を検出した。確認した長さ65m・ 幅50cm。 深さ30cmである。覆土は黄色砂土の

単一層で石 (30～ 10cm)が入る。用地を縦断し東へ曲がる。AMD東半分では 1号 。2号・8号 。

9号 。12号住居址を切っている。 1号・ 8号住居址では、黄色砂土の下部に暗褐色土の入った箇

所があり、幅1.2m位の溝が埋まりつつある時に黄色砂土が入ったらしい。 AMDの台地全体の

耕土下に黄色砂土層が認められ、江戸時代後期の大洪水 (未満水)の伝承があり、溝址 1の覆土

も台地上の砂と全く同一であり、この伝承を裏づけるものと思われる。

遺物 ごくわずかで土師器17N。 高杯、須恵器高不、灰釉陶器片などである。

時代は土層からみて江戸時代後期であろう。                (佐 々木嘉和)

溝址 2(第 270図 )

遺構 ARYAB47に かかって検出した溝址である。調査地区設定の関係上ARYのグリットにな

っている。方形周溝墓 1を切っている。幅80～ 40cm O深 さ20～ 10cmの溝を長さ4.5m確認した。黄

色砂土 (地山)を掘 り込んだ部分だけ確認できた。方向はNl10° Eを 示す。底部高低差は20 cmで

覆土に砂が混っており、水の流れていた痕跡がある。

遺物 出土量はごくわずかで土師器甑片などが出ている。

時代は決め手になる遺物がなく不明である。 (佐々木嘉和 )

溝址 3(第 271図 )

遺構 AMDBA～ BEの 30～ 34に検出した。32号住居址 。溝址 4・ 小竪穴 2を 切っている。確認し

た規模は、長さ8m・ 幅1.2～ lm・ 深さ検出面から30cmであり、方向はN45°Wを示す。掘 り方の

断面は逆台形で壁は比較的緩い傾斜を成し、底は平均に平らであった。覆土の状態から水の流れ

ていた様子は認められない。自然地形で北西が高 くなっているが、溝址の底部は逆に北西が 5 cm

前後低 くなっている。

遺物 遺物の出土は東南の用地外壁ぎわから比較的多いが、全体的には少量である。土師器甕・

不 。高不、須恵器蓋・不などが出ている。
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1.黒色土

2.褐色土(黒 色土混 り)

3.黄色土 (黒色土混 り)

4.黄色砂質土

第270図 AMD 方形周溝墓 1、 溝址 2

出土遺物から奈良～平安時代と思われる。 (佐々木嘉和 )

溝址 4(第 271図 )

遺構 AMDB29～ 360BD29～ 36に ある。32号住居址を切 り、溝址 30穴に切られる。確認した

規模は、長さ10m・ 幅2.8～ 2m、 深さは検出面から60～ 40cm、 方向はN86°Eでほぼ東西方向であ

る。掘 り方の断面は箱形に近 く壁はほぼ垂直である。底部の高低差は20cmあ り西側が高い。わず

かであるが水の流れた痕跡がある。

遺物 東南用地外壁ぎわから比較的多く出土したが、全体的には少ない。土師器甕。高17N、 須恵

器甕・蓋・不 。皿 。硯など出ている。

出土遺物から奈良時代 と思われる。                    (佐 々木嘉和)
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1.黒褐色土

2.黒色土(溝 3)

3.黒色土(溝 4)

4.黒褐色土(黄色土混 り)

5.黒色粘質土

6.黒色粘質土(黄色土混 り)

7.黄色土(黒 色土混 り)

8.黄色土

第271図 AMD 溝址 304、 小竪穴 2

溝址 5(第 272図 )

遺構 AMDBO～ BRの 44～ 47に検出した。8号住居址を切っているが、覆土中は検出できなかっ

た。確認した規模は長さ8m。幅80～ 30cm、 深さは検出面から30～ 5 cmで、地点により変化のある

不規則な掘 り方である。方向はN148° Wを示す。地山が南に緩 く傾斜しており、底部も南がわずか

低い。水を流す為の溝ではないと思われる。

遺物 ごくわずか土師器片が出土している。

時代は古墳時代後期前半の 8号住居址よりは新しいが、決め手がない。 (佐 々木嘉和 )

方形周溝墓 1(第 270図 )

遺構 AMDBY46に かかり検出した。3号住居址・溝址 2に切られる。用地外にかかりL字状に

調査 した。確認した規模は北溝 3m。 東溝 5mで、幅は 1～ 0.5m、 深さは検出面から50cmで ある。

掘 り方断面はU字形でて底部には大きな凹凸がある。南溝は確認できなかったが、東溝との間は

用地外
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L′

瘍集石1

匈′

2m

DC
溝 5 集石 1

FE

0               1m

第272図 AMD 29号住居址、溝址 5、 集石 1

土橋 と考えられる。

遺物 ほとんど出土 していない。覆土上部に混入 したらしい土師器片が出ている。

時代は遺物がないが弥生時代後期 と思われる。

要鶉 喝色土)   2 2
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4)小竪穴・集石 0火葬墓

小竪穴 1(第 263図 )

遺構 18号住居址の南隅に検出し、上部壁が18号住居址覆土中にあるため、かなり歪んだ楕円形

を成す遺構である。平面は2。 9× 2.2mで、深さは検出面から38mを 測る。覆土は黒色土のほぼ一層

で、下層に粘質の黄色上がプロック状に認められた。壁は底部近 くになって弱い綾を持つが、全

体 として緩やかに底部まで掘 り凹められている。

検出面で打製石斧が一′点出土したが、18号住居址の遺物と考えられる。ほかに出土遺物はなく、

切 り合い関係から弥生時代中期以降と考えられるが、性格等は不明である。 (佐合英治 )

小竪穴 2(第 271図 )

遺物 AMDBD30に かかって検出した。32号住居址を切 り、溝址 3に切 られる。隅丸長方形の竪

穴状掘 り込みで、2× 1.7mを 測 り、長軸方向はN45°Eを 示す。32号住居址床面からの深さは50～ 40

cm、 溝址 3底部からは15cm前後を測 り、壁はやや急な傾斜を成す。溝址 3と 幅 。長軸方向がほぼ

同じであり、溝に伴 う遺構である可能性 もある。溝址 3に水を流 した痕跡は認められず、北西端

が小竪穴 2と の推測も成 り立つ。

遺物 出土はごく少量で土師器小片のみである。

切 り合い関係から古墳時代後期～奈良時代が推定できる。 (佐々木嘉和 )

集石 1(第 272図 )

遺構 AMDBP44に検出した。規模は1.1× 0。 9mの楕円形で、長軸方向はN50.5°Eを 示す。 暗

褐色土中に礫の集中している箇所を認めながら遺構検出の為の削平をくり返 し、断面図の高さま

で下げてしまった。石は30cm上部から認められている。建物址 2の近 くにあり関連する可能性も

ある。

遺物 土師器片がごくわずか出土したのみで時期の推定はできない。

-321-

(佐々木嘉和 )



火葬墓 1(第 273図 )

遺構 AMDBJ32に 検出した。22号住居址

の覆土上面にある。炭化物の散在する範囲は

1× 0.6mで、長軸方向はN84°Eを 示す。残存

状態は悪 く、炭化物と焼骨・石 2個 を認めた

のみである。石の大きさは、25× 17cmと 20×

13cmで 黒く焼けている。掘 り方らしい土色の

差はなく、炭化物・焼骨の混る範囲を掘 り方

とした。

遺物 古銭 (宋銭らしい)と 焼骨でわずかで

ある。

時代は中世であろう。  (佐 々木嘉和)

1.暗褐色土 (焼土・炭・骨混り)

第273図 AMD 火葬墓 1
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新屋敷遺跡

1)縄文時代早期

調査前の段階でその出土等全 く予想されなかった時代の資料で、COD区 において弥生時代以

降の遺構検出時に早期末の土器が比較的多く認められ、出土位置及び遺構の把握に留意しながら

調査を進めた。結果として該期遺構は小竪穴 7基を把握したのみであった。しかし、出土状態か

らみて、何箇所かの集中する範囲がみられ、具体的な施設は把えられなかったが、 1つの生活単

位を示すのではと考え、整理段階において各集中範囲を「ユニット」と呼称 し整理を試みた。名

称そのものに問題もあり、各ユニットの範囲把握が多分に意図的で問題
`点

があり、単なる包含層

出土として処理した方が客観的であるが、遺跡のあり方をより具体的に示せればと考え、敢えて

上記により整理を行なった。

なお、該期資料の出土はC・ D区に集中するが、わずかではあるがA区からも出土しており、

遺物分布はある程度広範囲にわたる。                     (小 林正春)

① ′jヽ竪穴

小竪穴 1(第 274図 )

遺構 ARYC 150に ある。小竪穴 2と 切 り合 うが新旧は確認できなかった。石列に掘 り込んだ

(1。 4)× lmの不整長方形で、深さは検出面から20cmである。長軸方向はN69.5°Wを示す。黄色砂

礫土 (地山)に茶褐色土の覆土を検出した。覆土全体に礫・砂が混入しわずかではあるが、炭粒

も認められた。

遺物 該期遺構としては最も遺物量が多く、図上復元できる土器が 3点出土した他、土器片、

石鏃・横刃型石器・特殊磨石 。打製石斧片 ?・ 争J片 もある。土器はいずれも塩屋式土器であり、

縄文時代早期末に位置づけられる。

小竪穴 2(第 274図 )

遺構 ARYC 150にかかってい、る。小竪穴 1と 切 り合い、石列に掘 り込んでいる。1.4× 0。 9m

の不整長方形で、深さは検出面から30mあ る。長軸方向はN25° Eを示す。覆土は小竪穴 1と 同じ

茶褐色土で礫 。砂が混入している。。
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遺物 土器片がわずかに出土したのみであるが、塩屋式の良好な資料である。時代は遺物から縄

文時代早期末の遺構である。

小竪穴 3(第 274図 )

遺構 ARYC L51に ある。石列に掘 り込んだ、 1× 0.8mの不整長方形で、深さは検出面から

30cmで ある。茶褐色土の覆土に礫が混入している。

遺物 縄文時代早期末土器片が少量と石鏃が出ている。高山寺式土器片が1片 ある他はいずれも

塩屋式土器片で、遺構の時期は後者の段階である。

小竪穴 4(第 274図 )

遺構 A R Y C N53に 位置し、23号住居址。新しい穴に切られる。東西方向に長軸があり、95×

65cm。 深さ20～ 35cmを 測る楕円形を成す。底部は平坦でなく全体が中央部に向け傾斜する。覆土

は、上部に褐色土が入り、中間が黄褐色土、底部ぎわは黒褐色土である。

遺物 塩屋式土器片がわずかと使用痕のある景」片・黒曜石剥片が出土した。土層及び土器片か

ら縄文時代早期末に位置づけられる。                    (小 林正春)

小竪穴 5(第 274図 )

遺構 A R Y D D47を 中心に検出された。地山の黄色砂土面を検出して、プランを確認 した。か

なり赤味を帯びた褐色土が覆土 となる。 1。 9× 1.6mの丸味を帯びた台形を呈 し、深さは78cmを 測

る。北東側壁は急に立ち上が り、南西側は途中で段 を持ち緩やかな立ち上が りを成す。段の部分

には焼けた石皿が出土 した。

遺物 縄文時代早期検出面から底部にかけ、量は多くないが塩屋式土器片、石皿・横刃型石器 。

チャー ト争J片が出土 している。

遺物から縄文時代早期末塩屋式期に位置づけられる。             (山 下誠一 )

小竪穴 6(第 274図 )

遺構 A R Y C R54に ある。用地外にかかって完掘できなった。(1.6)× 1.lmの不整楕円形で、

深さは検出面から20cmで ある。赤褐色土面 (地山)に茶褐色土の覆上の入る遺構を検出した。茶
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褐色土には、炭 。礫・砂が混入していた。赤褐色土の面が生活面と思われる。

遺物 出土量は多く、土器・石器がある。土器は刺突・沈線文の土器が多く、絡条帯圧痕文土器

片・塩屋式土器片、石器は石鏃・スクレイパー・使用痕のある争J片・ピエス・エスキーユがある。

出土遺物から縄文時代早期末の遺構である。

小竪穴 7(第 274図 )

遺構 ARYCC51に ある。21号 ◆26号住居址に切られる。確認した規模は(1.4× 0.8m)、 深さ

は26号住居址壁上から1.lmぁ る。該期遺物の入る遺構の内で最も深いが、残っている部分は少な

い。覆土の状況は、中央部から黒色土が入 り、壁ぎわに褐色土がみられ、いずれもきわめて細かい

粘質上である。なお、西壁の一部は袋状になる箇所もある。

遺物 26号住居址床面下の残っている所から塩屋式土器片及び石鏃 2点が出土した。

(小林正春 )

② ユニツト

ユニット1(第275図 )

A R Y D R50を 中心に径 9m程の範囲を考える。ほとんどの遺物は古墳時代住居址内からの出

土で、生活単位 として把えるに若千の疑間はあるが、周辺に位置する他の住居址からの該期遺物

出土状況に比べ、かなりのまとまりがあると判断される。

遺物 相木式・撚糸文・粕畑式土器片があり、粕畑式土器が主体 を成す。石器には石鏃・使用痕

のある剥片・黒曜石剥片などがある。

ユニット2(第 275図 )

ARYD 149を 中心に10× 8m位の範囲を考える。ほとんどの遺物が新 しい遺構内からの出土

で、整理段階に縄文時代早期に位置づ くと把握したものが多いが、古墳時代住居址掘 り込み面下

部の褐色土中より出土したものもある。ユニット1と 連続する包含層として把えた方が妥当とも

考えたが、両者の間に8m程の遺物を出土しない空間部があり、別の単位 として扱った。

遺物 高山寺式 。相木式。粕畑式土器片があり、粕畑式土器が主体を成す。石器には石鏃・横刃

型石器がある。出土遺物の状況はユニット1と 似る。
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ユニット3(第 275図 )

A R Y C V50を 中心とする45号住居址内及びその周辺 6× 5mの範囲を考える。土器のすべて

が、住居址覆土中からの出土で、生活単位 として把握するに よ、最も問題のあるユニットである。

遺物 塩屋式上器 4・ 粕畑式土器 1片 を含む他は、相木式土器の良好な資料が調査範囲内で最

も集中して出土しており1つの生活単位とした。石器には石鏃・尖頭状石器・不定形石器・ピエ

ス・エスキーユがある。

ユニット4(第 275図 )

A R Y C R52を 中心に11× 8mの範囲を考える。小竪穴 6と の関連が考えられ、その西方一帯

に遺物が分布する。小竪穴 6を 中心とする範囲は更に東側用地外に延びている可能性もある。遺

物の多くは、古墳時代住居址が掘 り込まれる赤褐色土中から出土し、遺物の他に炭粒もかなりみ

られた。

遺物 相木式。沈線文・塩屋式土器片があり、赤褐色土中からの塩屋式土器の出土は少ない。石

器も比較的多く、石鏃 。横刃型石器・特殊磨石・使用痕のある争J片 などの他、黒曜石の祭J片・砕

片がかなり出土した。

ユニット5(第 275図 )

A R Y C Q46を 中心に 9× 6mの範囲を考える。基盤の黄色砂土上面にほとんどの遺物が出土

した。

遺物 相木式・神之木台式。天神山式・塩屋式土器片が出土 してお り、主体は塩屋式土器である。

石器は石鏃・不定形石器・スクレイパー・横刃型石器 。使用痕のある争J片があり、チャー ト争J片

が多い。

ユニット6(第 275図 )

A R Y C 052を 中心に 7× 5mの範囲を考える。古墳時代住居址に切 られ、不明な点が多いが、

小竪穴 7と の関連が考えられる。

遺物 出土土器は粕畑式土器 1片のほかは塩屋式土器に限られる。石器は石鏃・尖頭状石器な

どがあり、チャー ト争J片が多い。

大ユニッ ト (第275図 )

C区全域 とD区の一部 まで塩屋式土器を主体に出土する路線内で約 6m程の範囲を 1つの生活

空間的な位置づけが妥当と考えた。そのため他のユニット1～ 6と は性格が異なる。なお、この範

囲外にもわずかではあるが、塩屋式土器の出土はあり、明確に範囲を区切れるわけではない。
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この範囲内には、小竪穴 1～ 7及びユニット3～ 6を 内包し、それらとの関連する遺物が多い。

遺物 小竪穴 0ユニット内出土のものを除いた遺物としては、相木式・粕畑式・天神山式 。塩屋

式土器などがあり、主体は塩屋式土器であるが、相木式 。粕畑式土器の多くは大ユニット北半か

らの出土である。石器も石鏃 。磨製石斧などが出土している。 (小林正春 )

2)住居址

① 弥生時代中期

A～ D区の約200mの 間に12軒 の住居址が散在する。分布状況としては、特に集中している箇所

はなく、GOB、 AMDと 同様のあり方を示す。ただ、E区には該期遺構 として把握されたもの

はなく、台地端部の土地利用形態なりを示すものかもしれない。

時期的にみると、GOB、 AMDと 異なり恒川 I期 とH期である。 (小林正春 )

5号住居址 (付図 2)

遺構 A R Y A K56に 弥生時代中期の壺片が出土 し、5号住居址 として調査 をした。建物址 5・

6に切 られ遺物出土により住居址の存在を想定 したもので、壁・床面等の確認はできなかった。

遺物 壺片と磨製石斧が出土している。

出土遺物から弥生時代中期恒川Ⅱ期 と思われる。 (佐々木嘉和 )

9号住居址 (第276図 )

遺構 A R Y A A54を 中心に検出した。6号住居址に切られ、一部攪乱を受けている。用地外に

かかるため約2/3を 調査 した。隅丸方形の竪穴住居址と思われ、調査範囲は5。 4× 4。 3m、 主軸方向

はN130° Wを 示す。壁高は検出面から10cm弱 とわずかである。覆土中に石が入 り、石の下には炭が

あることから火事の住居址で、火事の時石を投げ込んだものと思われる。床面はたたき状に堅 く良

好であるが、壁ぎわから主柱穴までの間はやや軟かい。床面には敷物痕跡があり、イネ科の茎痕

と思われる。主柱穴は 3本確認し、いずれもやや壁に寄っている。平面は不整円形で深さは一定

していない。Plの覆土上部に炭化材があり、長さ 8 cm。 幅 7 cmを 測 り、柱材の可能性もある。

炉址は土器埋設炉で甕を使用しており、炉縁石 3個を北側に置いている。炉縁石のうち中央のも
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のは打製石斧が使われていた。埋設してある甕が二重になっている所があり焼土の入 り方からみ

ても、甕を入れ替え、炉を造り直している様子である。炉址の南側 。東側にある大きな穴は新しい

もので、本址には関連しない。

遺物 火事のためか出土量は多い。炉址周辺に集中し、特に北東側に多く出土した。ほぼ完形の

壺・甕はまとまっていた。注口土器 1は ほぼ完形のまま炉址北東の穴から出土した。磨製石斧の

2`点は着柄 した紐痕が明瞭に残っている。壺 。甕、磨製石斧・打製石斧・端部曲面磨石 ◆有肩扇

状形石器、中心に穴のある焼成粘土塊などが出ている。

出土遺物から弥生時代中期恒川H期の住居址であり、火事のために土器・石器がセットで出土し

ており、該期の良好な基準資料として今後の研究に重要な位置をしめる住居址であろう。

(佐々木嘉和 )

10号住居址 (付図 2)

遺構 A R Y D U49に 弥生時代中期遺物の出土があり、10号住居址 とした。19号住居址・溝址3に

切 られ、道路にかかる。黄色砂礫土 (地山)面に遺物があり、遺構検出に努めたが把握できなか

った。

遺物 出土量はわずかで、土器壺の口縁部と胴部片である。形態・文様から弥生時代中期恒川 I

期に比定される。                              (佐 々木嘉和)

H号住居址 (第277図 )

遺構 ARYDJ50を 中心に検出した。建物址10・ 18に切られている。長方形の竪穴住居址で、

規模は(6)× 4.7mを 測 り、主軸方向はN l17° Wを示す。壁高は検出面から20～ 10cmあ り、床面は

軟かく地山の石が出ている。主柱穴は 3本確認した。平面は不整楕円形で小さい。P3覆土中に

炭化材が縦方向に入っており、柱痕と思われるが、バラバラの状態で大さ等は確認できなかっ

た。炉址は床面中央からやや西壁に寄って、直径45cmの 円形に焼土が認められ、地床炉である。

炉址と反対側にも焼土のわずか残る浅い (5 cm)穴 があり、両側に長楕円の石があった。炉址の

移動もしくは複数の存在の可能性がある。

遺物 土器片がわずかと打製石斧 。横刃型石庖丁・石錐 。砥石が出土している。

出土遺物から弥生時代中期恒川 I期 であろう。              (佐 々木嘉和)

15号住居址 (第294図 )

遺構 A R Y D R52を 中心に検出した。16号 。17号住居址、建物址 3に切 られ、用地外にかかる

ため、6.5× 3.5mの約 2/3調査 した。隅丸方形の竪穴住居址 と思われる。壁高は検出面から10cmと
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わずかである。床面はPlと P2の間に、堅 く良好な部分もあるが、ほとんどは地山の石が出て

いる。主柱穴は 2本確認し、平面は不整楕円形で小形である。

遺物 壺 0甕片、打製石斧・磨製石斧・横刃型石庖丁・横刃型石器 。磨製石鏃 。同未成品が出土

しているが量は
`少

ない。

出土遺物から弥生時代中期恒川 I期であろう。 (佐々木嘉和 )

22号住居址 (第278図 )

遺構 A RY C G49を 中心に検出された。溝址 6に切られている。住居址の掘 り込みが浅 く南側

をグリッド掘りて堀 りすぎたため、プラン・規模 。主軸等は把握できなかった。床面は全面黄褐色土

まで掘 り、黄色土をはったたたき状のきわめて堅 く良好なものであり、細い実線で示した範囲内
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23号住居址 (第279図 )

遺構 A R Y C N54が 中心である。調査の者5合上昭和53年の11月 と55年の 3月 の 2度 にわたり

調査をした。用地外にかかり約%確認した。調査範囲の東半部において床・壁の差があり断定は

できないが、住居址が切 り合っている可能性が強い。縄文時代早期の小竪穴 4を切 り、穴に切ら

れる。隅丸方形の竪穴住居址と思われ、調査範囲は 7.7× 3m、 主軸方向はN59° Eを 示す。覆土

中に石が集中して入る部分があり、石の間に土師器 。須恵器片が混入していた。壁高は検出面か

ら10cm余 とわずかである。床面は東側2/3は堅 く良好であったが、南側は軟かであった。西壁下の

やや大きめの穴と、地床炉東側の穴は上部に石があり、須恵器片が出土して、床を切っている。

炉址は地床炉で、良く焼けており、焼土の厚さが 8 cmあ った。炉址の位置 。壁の状況等から、全

体形把握に若千の問題がある。

遺物 覆土中の石の間から、土師器不・訴 、須恵器蓋杯片、床面から弥生時代中期の土器片と

打製石斧・横刃型石器・磨製石斧 。磨製石鏃未成品が出土した。

出土遺物から弥生時代中期恒川 I期の住居址に重複 して、古墳時代後期の遺構があったと思わ

れる。 (佐々木嘉和 )

24号住居址 (第280図 )

遺構 A RY C L48を 中心に検出した。建物址 1・ 溝址 5に切られる。不整方形の竪穴住居l」Lで、

規模は4.3× 4m、 主軸方向はN45° Eを示す。壁高は検出面から18～ 17cmと 低い。床面はやや軟か

に認めた。主柱穴はPl・ P2が確認さ

れた。他の柱穴は精査 したにもかかわら

ず検出できなかった。P2の Jヒわきには台

石がみられた。炉址はPloP2の 線上中

央部のわずか南に寄った位置に設けられ

た地床炉である。直径42cmの 円形に掘 り

凹め、内側には炉縁石が置かれている。

焼土は多く、底が堅 くなっていた。

遺物 出土量は少ない。石器を主に土

器はほとんどみられなかった。打製石斧

・台石がある。

遺物・住居址形態から弥生時代中期恒川

I期 に比定できる。 (山 下誠一 )
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く、東南へわずか傾斜 している。主柱穴は 4本で、平面は不整円形を呈 し、深さは一定 していな

い。炉址は中央からやや北東寄 りにあり、地床炉である。直径40cm程の円周状に焼土が約 5 cm程

あり堅い。粘土で周囲に土手を作 り、それが焼けた様子である。内側にはほとんど焼土が認めら

れなかった。

遺物 出土量は少なくすべて床面及びその直上からの出土である。壺・甕片、有肩扇状形石器 。

打製石斧 。磨製石斧 。石錐 ◆磨製石鏃が出ている。

出土遺物から弥生時代中期恒川 I期であろう。               (佐 木々嘉和)

29号住居址 (第305図 )

遺構 A R Y D R46を 中心に検出された。28号・29号・30号住居址、溝tlL18に 切られる。弥生時

代の遺物が出土し、その範囲を住居址と想定した。床面は地山の黄色砂礫土で石が露出してお

り軟かい。炉址は溝址18に切られているが、直径40cmの 範囲に焼土があり地床炉である。焼土の

厚さは 2 cmでわずかに凹んでいた。

遺物 土器片が出土しているが、わずかである。

出土遺物から弥生時代中期恒川 I期 と思われるが、決定材料は少ない。   (佐 々木嘉和)

51号住居址 (第287図 )

遺構 ARYAB57が 中心である。6号住居址に切られる。53号住居址と重複するが新旧関係は

確認できなかった。用地外にもかかるため、約%の 5× 2.5mの範囲を調査した。隅丸方形の竪

穴住居址と思われ、壁高は検出面から10cm前後であり、他の該期住居址に比べて明瞭に確認でき

た。床面は極めて軟かい。

遺物 出土量は少ないが、該期の他住居址と比しては多い方である。甕、砥石 0磨製石鏃・同未

成品・磨製石剣未成品 。打製石斧・横刃型石庖丁が出ている。

出土遺物から弥生時代中期恒川H期であろう。              (佐 々木嘉和)

54号住居址 (第338図 )

遺構 建物址 5を検出していて、弥生時代中期の遺物が出土 し54号住居址にした。想定範囲を建

物址 507、 土坑 4に切 られる。遺構検出に努めたが確認できなかった。

遺物 壺の破片がわずか出土 した。文様から弥生時代中期恒川 H期の壺である
`

(佐々木嘉和 )
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55号住居址 (第281図 )

遺構 ARYAP62を 中心に検出した。方形周溝墓 1・ 後世の穴に切られ、一部耕作による攪舌L

を受けるが、ほぼ全体が調査できた。5.6× 4.2mの 不整形な隅丸長方形の竪穴住居址で、主軸方

向はN l14° Eを示す。住居址全体に粘質の黄色土のはり床を施 しており、北側は10cm程掘 り下げた

所で確認されたが、周溝墓に切られる南側は検出面で確認され、きわめて軟かく北西から南東ヘ

6 cm傾斜している。はり床下 8～ 4 clnに 、きわめて堅いたたき状の床面が検出され、主柱穴を結

ぶ線の内側は特に良好である。下部床面もはり床と同様に北西から南東へ10cln程傾斜している。

下部床面からの壁高は、北西14cln O南 東 4 cmで ある。主柱穴は 4本確認した。P10P3の 掘 り

方は楕円で、Plは底部が楕円を成しており、柱に割 り材を使用していた可能性がある。P20

P4の覆土上層には径12cm程 の石が

入っており、柱を固定するのに用い

られたものと考えられる。本住居址

内で確認 した他の穴は、覆土等の

状況から後世の穴と考えられる。炉

址はP5・ P6に壊されており、穴

の覆土中および底部に焼土が認めら

れた。正確な位置は不明であるが、

深さ12cmの P5か ら本址に伴 う土器

片が出土しており、P5の位置にあ

った可能性が強い。

遺物 弥生時代中期壺 。甕が床面

密着で出土している。石器も床面上

または覆土下層からの出土で、打製

石斧・磨製石斧・横刃型石庖丁・磨

製石鏃 0祗石・磨滅痕のある礫があ

る。

出土遺物から弥生時代中期恒川H

期に比定される。

鐸;2811コ  ARY 55号住居址

(佐合英治 )

② 弥生時代後期

56号住居址 (第282図 )

遺構 ARYAQ69を 中心に検出された。上面 を溝址15に切 られる。
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は用地外のため調査できなかった。また、東側は盛土の下となり調査を断念した。当初検出面か

ら下にかなり多くの古墳時代後期の遺物と15cm前後の礫が出土し、この時期の住居址と思って掘

り進めた。しかし、床面らしい部分を見い出せないまま遺物が出土しなくなり、床面上からわずか

に弥生土器の破片がみられるようになり、炉址を検出して弥生時代の住居址となる。上面には古

墳時代の生活面があったと思われる。3.7× 3.6mの範囲が調査できたのみで、規模は不明の隅丸

の竪穴住居址で、主軸方向は南西壁から推定してN43°Wを示す。壁は北・西側が一部確認でき、

壁高は西側で30cm・ 北側で40cmを 測り、壁上に40～ 20cmの テラス部分を持ち、再度西側で1 0cm。

北側で 5 cm立 ち上がっている。同一プランを呈し、覆土中に床面の延長部がみられないことから、

第282図 ARY 56号住居址

住居址が重複 しているのでなく、住居址の構造

上の問題 として把握 した。床面は全面黄色土ま

で掘 られ、わずかに堅い部分 もみられるが全体

に軟かく、状態は良くない。主柱穴は調査範囲内

で Plが検出された。炉址は北西側主柱穴間中央

に位置すると思われる地床炉である。床を40cm

の不整円形で 7 cm程掘 り凹め、住居址内側に 2

個の炉縁石を置 く。焼土はほとんどみられない。

遺物 床面上からわずかに出土 した。弥生時

代中期および弥生時代後期土器片、有肩扇状形

石器 。打製石斧 。磨製石鏃未成品 。磨減痕のあ

る礫等がある。

住居址構造・遺物から弥生時代後期恒川Ⅳ期

に比定できる。         (山 下誠一)

③ 古墳時代後期

A～ E区にかけ約200mの調査範囲内ほぼ全域にわたり、30数軒の竪穴住居址が検出された。全

体 としてはDoE区 にかけてやや密集する傾向があるが、ほぼ平均して分布している。さらに 3

～4時期に細分が可能であるが、各小時期の整理が不十分で、各期毎の分布状況を明確にできな

いが、全体の分布状況に合致すると思われる。

GOB、 AMDか ら連続した集落として把えられ、段丘面上に同様の状態で分布するとすれば

桁はずれの規模を有する集落となり、出土遺物の内容も優れたものが多く、北方一帯の古墳群を

)      2m

築造した基盤集落と考えられる。
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2号住居址 (第 283図 )

遺構 ARYA 151か らA K52の用地境に検出された。北西のほとんどは未調査で、東隅は 4号

住居址を切っているが、切り合い関係の把握が不十分で壊 してしまった。確認した南東壁は中央を

後世の穴に切 られるが 7.lmを 測り、主軸方向はN36°Wを示し、壁高は13～ 8 cmを 測る。南側

半分の壁は削平され、幅20cm。 深さ19～ 5 cmの周溝を検出し、住居址の範囲を確認した。床面は

南側半分がきわめて堅 く平坦であるが、北側は南側に比べ10～ 5 cm低 く、凹凸があり軟かなはり

床である。壁もこの部分でやや歪みがあり、増築または別の住居址の存在が考えられる。主柱穴

と思われる穴 1本を検出したが、本址のほとんどが用地外となるため確証はない。P2は深さ32

cmを 測り、出土遺物から本住居址に伴うと考えられる。

遺物 出土量は少ないがいずれも南側の床面上からである。土師器小形壺。甕・17N、 土製円板、

臼玉がある。

出土遺物から古墳時代後期前半の住居址である (佐合英治 )

暉抱空

0        2m

第283図 ARY 2号住居址

3号住居址 (第284図 )

遺構 A R Y A H52を 中心に検出された。7号住居址。建物址 5に切られ、54号住居址を切って

いる。覆土は黒褐色土が主体 となるが、住居址中央やや南寄 りの部分が、2.3× 2.Omの楕円形で、

断面レンズ状に床面近 くまで炭混りの漆黒色土が入っていた。この部分には炭化した桃の種・骨

などが出土し、住居址廃棄後ある程度住居址が埋まった段階で、火の使用が考えられる。 4.5×

5mの隅丸方形の竪穴住居址で、主軸方向はN48°Wを示す。壁は、7号住居址。建物址 5に切ら

れる部分を除いて全面確かめられ、壁高は45～ 30cmを 測る。床面は全面黄色砂土まで掘られ、軟

かく、はり床も認められなった。主柱穴はPl～ P4で、P4は建物址 5の穴に切られ、わずか

にその痕跡を確かめた。北隅に直径 50 cmの 円形を呈し深さ52cmを 測る穴があり、貯蔵穴と考え

られる。カマ ドは北西壁中央にあり、石芯粘土カマ ドである。両袖にそれぞれ3個の石が使われたと
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思われるが、左袖は2個 。右袖は1個 を抜いた痕跡があった。天丼石は原位置からやや東側にず

れて検出した。たき口部の焼土は余り多くない。

遺物 カマ ドからの出土が多い。土師器甕・不・内面黒色の不、須恵器甕・短頸壺・蓋、臼玉 0

土玉、土製紡錘車がある。

遺物から古墳時代後期前半に位置づけられる。                (山 下誠―)

1.黒褐色土 (粘土・焼土混 り)

2.黄褐色土

3.黒色土

4.黒色土 (焼土混 り)

5。 黒色土 (黄色土混 り)

6.黒色砂質土 (黄色砂土混 り)

7.焼土 (黒褐色土・粘土混 り)

8.焼土

9.黄色砂土

10。 黒色土 (焼土・ 黄色土混 り)

11.焼土 (黒褐色土混 り)

12.黒褐色土 (黄色砂土混 り)

13.黄褐色土

14.黄色粘土

15.黄色粘土 (黒褐色土混 り)

16。 黄色砂土 (黒褐色土混 り)

17.撹.乱

第284図 ARY 3号住居址
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4号住居址 (第285図 )

遺構 A R Y A K54を 中心に検出された。北隅と主柱穴P4を建物址 7、 北西隅を2号住居址

に切られるが、本住居址の方が深 くほぼ全体が調査できた。4× 4mの隅丸方形の竪穴住居址で、

主軸方向はN43°Wを示す。壁面は62～ 51cmを 測り、壁面はほぼ垂直を成す。周溝は部分的に切れ

るが、カマ ド両側と南東壁を除き、壁直下に確認し、幅18～ 7 cm。 深さ6～ 4 cmを 測る。床面は

東から西へ 4 cm程傾斜するが、平坦で堅い。主柱穴は 4本確認したが、P4は建物址 7に切られ

ており、掘 り方の底部が、かろうじて残っていた。 Plは直径20cmの 自然石を伴い、柱のささえ

としたと思われる。南東壁中央の壁に接して1。 2× 0。 9mの範囲が16～ 10cm浅 く方形に凹められ、

住居址中心側の縁部は、床面より5 cm程高 く幅28～ 12cmの はり床状の土手が造られている。土手

のない縁部には径35～ 15cmの 自然石が置かれている。また、この掘 り込みに関連して、壁外が1.

6× 0.6mの 範囲で住居址検出面から39cmの 深さで張り出し、住居址内外の入口部施設と考えられ

る。カマ ドは北西壁中央よりやや北寄に位置し、住居址竪穴を掘 り凹めるさいに地山を掘 り残し

たカマ ドである。支脚は石を用い、カマ ド中央部にあり、支脚前側のたき口部には厚い焼土が認

められた。カマ ド奥壁が住居址壁よりやや外に張り出し、煙道の基部 と考えられる。

遺物 遺物はいずれも覆土下層から床面密着で出土し、完形品およびほぼ完形品はカマ ド周辺

第285図 ARY 4号 住居址
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1国

と入口部に多く、口縁部 を欠

く土師器甕が北東壁の中央部

からやや北寄 り壁に接 して出

土 している。土師器甕・小形

甕 。甑・杯 。高17Nが ある。

出土遺物から古墳時代後期

前半の住居址である。

計
署

】

(佐合英治 )

焼土

黒色土

粘土

黄色砂土

暗褐色土

撹乱 (黒土 )

第286図 ARY 4号住居址カマド

6号住居址 (第 287図 )

遺構 ARYAA56を 中心に検出した。溝llL25に 切られ、 9号・51号・53号住居址 を切ってい

る。用地外にわずかにかかるため完掘できなかった。隅丸方形の竪穴住居址で、規模は (4.4)×

4。 4m、 主軸方向はN41.5°Wを示す。 プランは黄色砂土の地山に、黒褐色土が入 り明瞭に検出さ

れた。壁高は検出面から60～50cmあ り、ほぼ垂直に掘 り込まれている。周溝は幅20cmで、深さは

10～ 4 cmと 浅いが、調査範囲内全体に認められた。床面は比較的堅 く良好であった。当初の床面

で柱穴を検出することができず、さらに掘 り下げて地山で検出した。主柱穴は 3本確認し、平面は

不整円形、直径約40cmである。床面と床直上に石が散乱していた。Plの西側にあった 2個は大

きく45× 25cmと 35× 20cmであり、表面は焼けている。北側にあった25× 15cmの石の下には甕がつ

ぶれていた。 P2と 北隅との間にも石があり、床面直上である。いずれも住居址廃棄後の投入で

はなく、住居址に関連するものと考えられる。カマ ドは北西壁中央にあり、両袖先端のみに石を持

つ形態の石芯粘土カマ ドである。カマ ド上面の石は芯に入れたのではないと思われる。たき日の

焼土は比較的良く残っていた。支脚は高さ17Cm。 幅10cmの 比較的大きな石を直立させている。

P10P2の そばにあった焼けた大きな石は、カマ ドを造り直した時に抜いた石 とみられる。
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遺物 出土量は比較的少ない。出土位置はカマ ド周辺が多く、P2と 北壁間に特に多い。床面か

ら覆土下部の出土がほとんどである。土師器甕 。甑・lfN、 須恵器蓋17Nな どがある。

出土遺物から古墳時代後期前半であろう。                (佐 々木嘉和)

0          2:m

1.黄色土

2.焼土 (黄色土が焼ける)

3.暗褐色土

4.焼土 (褐色土混 り)

5。 暗褐色土 (黄色土混 り)

6.褐色土

7.黄色粘土 (焼土混 り)

8.黒色土

9。 焼土

第287図 ARY 6号・ 51号・ 53号住居址、溝址25
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7号住居址 (第2880289図 )

遺構 ARYAD51を 中心に検出された。北隅がわずかに 3号住居址を切る。南西壁と北東壁の

中央部分がややふ くらむが、6.7× 7.3mを 測る比較的大きな隅丸方形の竪穴住居址で、主軸方向

N44.5°Wを示す。壁高は現地表面から検出面までが浅 く、場所により確認した高さが異なる。

39～ 17cmを 測り、ほぼ垂直の壁面を成す。床面はほぼ平坦で主柱穴を結ぶ線の内側は堅いが、外

側はきわめて軟かい。主柱穴は 4本確認した。Pl以外は他の穴と重複 し不整形である。重複し

た穴が本住居址に関連するか否かは不明である。カマ ドは北西壁ほぼ中央に位置し、天丼石 と考

えられる石が左側へずれ落ち、両袖も部分的に壊れている。袖に石は使われておらず、天丼部の

み石を用いた粘土カマ ドである。焼土はたき田部に比較的厚 く堆積 していた。

遺物 遺物はほとんどがカマ ド右側 2m程の範囲の覆土中層から床面上に出土した。編物石 と

考えられる長さ15cln程の棒状礫が14個集中し南東壁中央床面に密着して出土した。土師器壺・甕

第288図 ARY 7号 住居址

―‐344-
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内面黒色の杯 。高不、須恵器蓋 17N、 自玉がある。

出土遺物から古墳時代後期後半の住居址である。

1.黒褐色土

2.黒褐色土 (焼土混 り)

3.黒褐色土 (黄色砂土混 り)

4.黄色土 (黒褐色土混 り)

5。 黄色土 (黒土混 り)

6 . 本占」ヒ

7。 焼土

8.撹 乱

第289図 ARY 7号住居址カマド

12号住居址 (第290。 291図 )

遺構 A R Y D H48を 中′らヽに検

出した。建物址10に切られる。道

路にかかったが、床面は全体を確

認した。隅丸長方形の竪穴住居址

で、規模は3.1× 4.2m、 主軸方向

はN54.5° Eを 示す。壁高は検出面

から10cmと 低 く、緩い傾斜の掘 り

込みである。床面は地山の石が露

出しており軟かい。南東壁ぎわが

約20～ 4 cm低 くなっている。カマ

ドは北東壁東隅寄 りにあり、石芯

カマ ドで煙道に天丼石 2個を持っ

ている。主柱穴等の施設は確認で

きなかった。

(佐合英治 )

, t\ / |lr | ,.1
| | \J'
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遺物 ごく少量で土師器甕

・高 17N、 鉄片などが出土 して

いる。

時代は決定材料がなく確定

できないが、カマ ド位置・住

居址形態などから古墳時代後

期 と思われる。

(佐々木嘉和 )

1.黒色土

2.黒色土 (焼土混 り)

3.黒色土 (褐色土混 り)

4.焼土

5.黄色土

6.黄色土 (黒色土混 り)

7.漆黒色土

8.黒色土 (黄色土混 り)

9.黒色土 (木炭・焼土混 り)

第291図 ARY 12号住居址カマド

13号住居址 (第292図 )

遺構 ARYDG54を 中心に検出した。南東側半分以上が用地外となる。排土の関係から北側

2/3と 南側%が別年度の調査となったためD F 52・ 53に 未調査部が生じた。西隅から南西壁は溝址

19に 切られている。確認した北西壁の長さは8.3mを 測り、この壁の方向はN27・ Eを 示す。推定

される規模は一辺の長さ9.6m程の非常に大きな隅丸の竪穴住居址である。壁高は34～ 21Cmを 測

り、ほぼ垂直な壁面を成す。周溝は北西壁直下の北側半分に確認し、幅20～ 10Cm e深さ13Cm前 後

である。確認した周溝の中央部より直角に内側へ1.4mの 溝が延びており、深さ21Cmを 測った。

本住居址の大きさから建て替えあるいは増築が予想されたが、確認できなかった。床面は地山の

黄色砂土に多量の石が混入している層まで掘 り込まれ、凹凸が著しくきわめて軟かい。主柱穴は

2本確認し、大きな掘 り方で比較的緩やかな壁面を成し、P2は北側のみ二段構造である。主柱

穴以外の多数の穴のうち、出土遺物等から本住居址に伴うと考えられる穴に、北隅の深さ51Cmの

穴がある。調査した範囲の中央用地外寄 りには、焼土がほぼ円形に 2個所並んで認められた。い

ずれも床面が焼けているものであるが、性格は不明である。

遺物 北隅から北西壁に沿う3m程の範囲に、径20～ 8 cmの石 とともに出土する遺物が多い。こ

の部分の礫は検出面から床上まで認められ、本住居址に直接伴わないことも考えられる。土師器

甕・不・高不、須恵器高不 。小形壺がある。この中で土師器高不の数が多く、いずれも床面密着で

出土した。

遺物から古墳時代後期後半 と考えられる。

―-346-―
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第292図 ARY 13号住居址

14号住居址 (第293図 )

遺構 ARYDR50を ほぼ中心に検出された。17号住居址とほとんど重なり合ってその上に造ら

れている。南西壁は溝址4に切られており、北西壁側は生活道路があったため未調査となった。

また、南東壁は17号住居址覆土中のため中央部以外は検出できなかった。確認できた規模は4.8×

4.5mを 測る隅丸方形の竪穴住居址である。主軸方向は不明であるが、確実に確認した北東壁の方

向はN54°Wを示す。火事の住居址であるが、よく焼けており、炭化材に原形をとどめているもの

はない。覆土下層は漆黒色土、上層は褐色土である。下層と上層の境には30～ 4 cmの花同岩が多

量に入っており、人為的に廃棄・埋められた可能性が強い。17号住居址覆土中に確認した壁はた

たき締められたように堅く、壁高は9～ 14cmを測り、ほぼ垂直の壁面を成す。周溝は南東壁下に

断続的に確認され、壁より12cm前後内側にあり、幅18～ 12cm。 深さ11～ 4 cmを 測る。床面は黄色

粘質土を使った、たたき状のはり床できわめて堅いものである。切り合いのない北東壁側は軟か

く地山により把握した。中央部北側の1.6× 0。 9mの深さを測る穴は、出土遺物より本住居址に伴う

何らかの施設である。カマ ド。主柱穴の確認はできなかった。本住居址中央から西側の床面に焼

土が認められたが、17号住居址カマ ド位置にあたり本住居址に伴うものではない。
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遺物 出土量は比較的多い

が17号住居址の遺物が混入し

ている可能性がある。方形の

穴の周辺に床面密着で土師器

甕・高不があり、漆黒色土下

層から小形甕・高不・不 。内

面黒色の17N・ 高杯、須恵器蓋

不が出土した。他に、炭化 し

た種子がある。

遺物から古墳時代後期後半

と考えられる。 (佐合英治)

第293図 ARY 14号住居址

16号住居址 (第294図 )

遺構 ARYDS52に カマ ド

を検出した。15号住居址を切

る。用地外部分がほとんどで

わずか調査 しただけである。隅丸方形の竪穴住居址と思われ、調査範囲は5.6× 1.2m、 主軸方向は

N60°Wを示す。壁高は検出面から40～ 30cmあ り、ほぼ垂直に掘 り込まれている。地山が黄色砂礫

土のため壁面に石が出ている。周溝は幅20cm・ 深さ8～ 6 cmで、調査範囲内はすべての壁下に認

められた。床面は極めて軟かい。カマ ド南側に穴が 3個ある。カマ ド寄 りの長楕円形の穴ははり

床され、上部に焼土 。遺物があった。ヵマ ドは北西壁中央にあり状態良く残っていた。石芯粘土

カマ ドで袖先端に天丼石を持つ形態である。両袖の芯石は比較的大きな石 を使っている。天丼石

は長径70cmの花岡岩で、焼けてボロボロに風化していた。支脚は長さ20cmの石を直立させている。

遺物 調査面積が狭い割に出土量は多い。カマ ド中に小形甕片が入っていた。土師器不の完形品

も出ている。他に、土師器壺 。甕片がある。

出土遺物から古墳時代後期前半であろう。 (佐々木嘉和 )

17号住居址 (第295図 )

遺構 ARYDR50を 中心に検出され、南東壁以外は14号住居址に上部を切られている。南西壁は

14号住居址と同様溝址 4に切られているがほぼ全体を調査 した。主軸方向はN58°Wを示し、長さ

4mを 測 り、主軸に直交する長さは想定で4。 2m程 と考えられる隅丸方形の竪穴住居址である。壁

高は23～ 19cmを測り、ほぼ垂直の壁面を成す。周溝はカマ ド西側と北東壁中央 。南東壁中央の壁

-348-



N A

生 lτ

′ 
″~~｀｀

＼
′      ヽ′
 |〇ご
IH

トロ
|

「

‘̈
∞
　
Ｎ

1   7 Ｂ
一

1.褐色土

2.粘土 (焼ける)

3.褐色土 (焼土混 り)

4.暗褐色土 (黄色砂土混 り)

5。 漆黒色土 (住居址覆土 )

6。 黄色砂土 (褐色土混 り)

7.焼土 (エ ンジ色濃い )

8.撹乱

第294図 ARY 15号 016号住居址
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直下にあり、幅12cm前後 。深さ7 cmを 測る。床面は北西壁側から南東壁側へ10cm程傾斜しており

軟かい。主柱穴は4本確認した。比較的小さな掘り方で、P4は南に向ってわずか斜めに掘られて

いる。また、 4本 とも掘り方に対して斜めに浅い掘り込み部分があり、柱を抜き取っている可能

性がある。南東壁中央のP5。 P7の間は 3 cm程高くはり床状になっており、P6の周囲は 9 cm前

後低い。P5。 P6は深さ40・ 21cmを測り、全体が入口部施設と考えられる。P70P8は深さ30。

23cmを 測り本住居址に伴うと考えられるが、性格は不明である。カマ ドは北西壁中央からやや北

寄りに位置するが、14号住居址に壊されており、支脚と散乱した焼土を確認するにとどまった。

遺物 床面密着遺物は少なく、14号住居址のはり床中のものも含まれている。土師器甕・不。高

不がある。鉄製品として鉄斧がカマ ド左側から、鎌がカマド手前の床面上から出土した。

遺物等から古墳時代後期前半の住居址である。 (佐合英治 )

2

lm

1.黒色土

2.黒色土 (黄色土混 り)

3.焼土

第295図 ARY 17号住居址

18号住居址 (第 296図 )

遺構 ARYDY52を 中心に検出した。北西壁側%程を調査 し、東側は用地外 となる。主軸に直交

する長さは5。 7mを測る隅丸の竪穴住居址で、主軸方向はN43°Wを示す。壁は北西壁がほぼ垂直を

成し、51cmを 測り、南西壁は北西に比べて緩やかで、47cmを 測る。北隅部は道路および用水路下

のため、調査最終段階で壁下部のみを確認した。床面はほぼ平坦で部分的にたたき状の箇所を認

めるが、地山が砂質のため全体に軟かく、カマド北側では地山が露出する。穴は4本確認したが、

カマ ド左側 と前の穴の上部にはは り床が施 されていた。深さはそれぞれ18・ 6 cmと 浅いものであ

|

一θ
一

，
一　
――

一
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0             1m

l.黒色土

2.黒褐色土

3.黄褐色土

4.黒色土 (黄褐色土

5。 黄色土

6.黄色土 (黒色土混 り)

7.焼土

8.黄色土が全体に焼けている

9. ホ占」ヒ

10.黒褐色土 (黄色土・ 焼土混 り)

Ｃ
一

第296図 ARY 18号住居址
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る。他の穴は覆土等より後世の穴と考えられる。カマ ドは北西壁西隅寄 りに位置し、両袖に自然

石を3個ずつ用いた石芯粘土カマ ドである。それぞれの石は間隔を置いて直立している。焼土は

小さなプロック状に認められ、カマ ド壁が焼け落ちたものと考えられる。

遺物 遺物はカマ ド右側に集中出土し、完形およびほぼ完形品は壁直下に並んでいた。石製品は

カマ ド左側壁寄 りに集中して出土した。土師器甕 。小形甕 。高不・不、須恵器高17N・ 蓋不、石製

紡錘車、自玉 。勾玉・剣形 。有孔円板、用途不明鉄器片がある。

出土遺物から古墳時代後期前半の住居址である。 (佐合英治 )

19号住居址 (第297図 )

遺構 ARYDX50を 中心に検出された。50号住居址を切 り、溝址 3に切られる。北西側は道路下

のため未調査で、北西壁と南西壁を除く住居址範囲の 8割 を調査 した。主柱穴・カマ ド位置など

からの想定規模4.5× 4.8mの隅丸方形の竪穴住居址で、主軸方向はN49°Wを示す。壁は緩やかな

立ち上 りで、北東壁 。南東壁とも34cm前後を測る。床面は50号住居址を切る部分がはり床でやや

軟かく、全体的には凹凸はあるものの比較的堅い床面である。主柱穴は 4本確認したが、各穴の

深さは一定ではない。どの穴にも石が入っており、柱を固定するのに用いたと考えられる。カマ

1.黒褐色土 (焼土混 り)

2.黒色土

3.焼土

4.粘土 (黒色土混 り)

5。 黒色土 (黄色土混 り)

6。 黄色土 (黒褐色焼土混 り)

7.撹 乱

第297図 ARY 19号住居址

-352-―



ドは北西壁に位置するが、袖部前側の2/3を
確認したのみである。焼土はたき口部を中心にかなり

厚 く認められ、永 く使用されたと考えられる。

遺物 出土量は少なく床面密着遺物は細片である。図化できる遺物はカマ ド・覆土下層から出土

した。土師器甕 0甑・鉢 。杯・高杯、土玉・臼玉、祗石、用途不明の鉄片がある。

出土遺物から古墳時代後期後半の住居址である。              (佐 合英治)

20号住居址 (第298・ 299図 )

遺構 ARYCU54を 中心に検出された。住居址の大部分が用地外にかかるため、カマ ドを中心に

北西壁部のみ調査 した。建物址 9に切られているが、検出面では確認できず、全体を床まで下げ

た段階で把握した。主軸に直交する方向の長さは8.3mを 測る隅丸方形の竪穴住居址で、主軸方向

はN58°Wを示す。 壁は建物址 9に切られる部分以外は調査範囲で全面確認し、壁高は57～45cm

を測り、垂直の壁面を成す。周溝はカマ ド部分及び建物址 9に切られる部分以外の壁直下で検出

した。幅は22～ 16cm・ 深さ14～ 9 cmを 測 り、しっかりとしたものである。床面は全面黄色砂土 ま

で掘られ、たたき状になった堅いものである。主柱穴は調査範囲内で認められず、用地外部分に

位置するものと思われる。北隅には 100× 50 cmの 楕円形で深さ67cmを 測る穴があり、完形の土師

器の甕が 2個入っており、貯蔵穴と考えられる。カマ ドは西壁中央南寄 りに位置する石芯粘土カ

マ ドである。両袖の先端にそれぞれ 1個の石を使い、石を使った支脚も残っていた。粘土・煙道

基部等の残存状態は良いが、一部建物址 9に切られている。たき口の焼土も多く、かなり使われ

0        2m
1.耕土

2.黄色砂土

3.黒色土

4.黒褐色土

5。 黒色土 (黄色砂土混り)

6.漆黒色土

7.褐色土

第298図 ARY 20号住居址
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ていた様子が観察された。カマ ド北側のはり床下に焼土を持ち、 5 cm程の凹む部分がみられ、位

置などから古 いカマ ドの痕跡と考えられる。

‐』円ド
　一ヽ。
　
】〇

遺物 わずか

の調査範囲であ

るが、出土量は

多い。床面ない

しその直上がほ

とんどで、貯蔵

穴からは完形の

甕が出土 してい

る。土師器 0甕 。

不・高不、有孔

円板 が 出 土 し

た。

遺物から古墳

時代後期前半に

位 置づ け られ

る。

(山 下誠― )

1.黒褐色土 (焼土・粘土混り)

2.黒褐色土 (黄色砂土)

3.黄色砂土 (黒褐色土混り)

4.黒色土

5.黒色土 (黄色砂土混り)

6.焼土 (粘土・黒褐色土混り)

7. 米占」ヒ

8。 粘土 (焼土混 り)

9。 粘土 (焼土・黒褐色土混り)

10。 粘土 (黒褐色土混り)

H.黒褐色土

12.黒褐色土 (焼土混り)

13.焼土

14.焼土 (黒褐色土混り)

15。 焼土 (黒褐色土・黄色砂土混り)

16.撹舌し

Ｃ
一

建 16P it

D

第299図 ARY 20号住居址カマド

21号住居址 (第300図 )

遺構 ARYCD50を 中心に検出された。26号住居址・建物址14を切っている。検出面に黒色土の

堅 くなった部分 と、15cln前後の礫 と遺物が多く集中する生活面らしい部分がみられ、落ちこみが

はっきりせず、プラン把握には苦労した。主軸に直交する方向は6.2mを 測 り、隅丸長方形と推定

される竪穴住居址で、主軸方向はN79°Eを 示す。壁は26号住居址と重複する部分以外は全面確かめ

られ、壁高は30～ 13mを測る。主柱穴はPlで、それ以外の穴は精査 したにもかかわらず確 認で

きなかった。カマ ドは北東壁東寄 りに位置する粘土カマ ドである。袖石は使われなかったのか、

土層断面観察時にも抜かれた痕跡等はみられなかった。建物址14の 穴の上にカマ ドが構築されて

いて、切 り合い関係の最終的な決め手となった。
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1.粘土 (黒褐色土混り)

2.粘土

3.黒褐色土 (粘土 。焼土混り)

4.黒褐色土

5。 黒褐色土 (黄色砂土混 り)

6.黄色土 (黒褐色土混り)

7.黄色土

8。 焼土

9。 焼土 (粘土・黒褐色土混り)

10。 黒褐色土 (焼土混り)

H.黒色土

12.黒色土 (焼土少し混 り)

13.黒色土 (黄色土混り)

14.黄色土 (黒色土混り)

15。 黄褐色土

16.撹乱

第300図 ARY 21号住居址
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遺物 量は少ない。土師器甕。鉢、須恵器蓋17N。 高不、自玉の他、住居址ほぼ中央部の床面上に

は、編物石が31個散乱していた。

遺物から古墳時代後期後半に位置づけられる。                (山 下誠―)

25号住居址 (第 301図 )

遺構 ARYCC46を 中心に検出された。北西は用地外 となるが、ほぼ全体を調査 した。後世の穴

との重複が著 しく、適格なプラン把握ができず、かなり歪んだものとなった。ほぼ3.8× 4.6mの規

模で、主軸方向はN21°Wを示す隅丸不整方形の竪穴住居址である。覆土中には多量の石が混入し

ており、南壁中央部分には径45cm前後の石が含まれ、集石 となる可能性があるが確証はない。他

の部分の石は径20cm前後 を中心に 5 cm以下のものもあり、住居址壁ぎわは検出面で認められ、

中央部の石は床面に密着している。壁高は17～ 5 cmを 測 り、緩やかな壁面を成す。床面は南側で

きわめて軟かい床面を検出した。北側では検出できず南側より9～ 5 cm低 くなり別遺構の存在も

考えられたが確認できなかった。カマ ドは焼土と遺物の出土状態から、北壁に位置していたと考

えられるが、穴に壊されており原形をとどめていない。数個の石が認められ石芯粘土カマ ドであ

第301図 ARY 25号住居址、土坑 10
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ったと考えられる。

遺物 土師器壺 。甕 。甑、内面黒色の不、須恵器壺 。長頸瓶・蓋が出土した。

穴との切 り合いで新しい遺物も含まれる可能性があるが、主な遺物から古墳時代後期中頃の住

居址 と考えられる。 (佐合英治 )

26号住居址 (第302・ 303図 )

遺構 ARYCA49を 中心に検出した。21号住居址に切られる。方形の竪穴住居llLで、規模は9.5×

9mと 大形であり、主軸方向はN41.5°Wを示す。プランは地山面に黒土が入っており、明瞭に検出で

きた。覆土は大きく3層 に分かれ、上層の黒土がレンズ状に入り、厚い所で40cmあ った。壁高は検出面

から50cmあ り、ほぼ垂直である。周溝は切れる所があるが、ほぼ壁下全周にあり、幅20～ 10cm・

深さ10～ 3 cmと 住居址規模に比して小さい。床面はたたき状で堅 く、主柱穴の外側は壁ぎわの約

50cmを 残し1.4m幅 ではり床されていた。はり床の厚さは20～ 10cmあ り、黒褐色土であった。はり

床部分の外周が最初の竪穴範囲と思われる。カマ ド東側の床面は他の箇所より7～ 5 cm高 くなっ

ている。主柱穴は 4箇所に 2本ずつあり、内側のP2・ P4・ P5。 P7が拡張前の主柱穴で、Pl・

P3・ P6・ P8が拡張後の主柱穴と思われる。平面形は一様ではないが平均して大きく深い。南

壁下のほぼ中央にある2個の穴は、入口部施設と思われる。P8寄 りの穴は、掘 り方平面が隅丸方

形で縁部にL字形に土手があり、深さは80cmあ る。ほぼ中央の穴は深さ75cmである。カマ ドは北西

壁中央にあり、粘土カマ ドと思われるが残存状態が悪く、たき田部の焼土を確認したのみである。

カマ ド右側穴上の壁に黒っぽい土 と焼土の混じる部分があり、拡張前住居址のカマ ド煙道と思

われる。また、カマ ド前の床面が相当に焼けており、最初のカマ ドの火床であろう。P3と P4の

中間に長径50cmの 焼けて風化した花同岩があり、カマ ド用材と思われる。

遺物 出土量は多く、北隅と南隅付近に特に多い。その他全体から出土したが、中央部は少なか

った。完形土器はほとんどないが、須恵器甕 (残存%)がカマ ド右の壁下にあり、石と甕片を台

にして置かれていた。完形の手づ くねがP3と 東壁の中間の壁寄 りで出ている。自玉。土玉が比

較的多く出土したが、特に集中する箇所はなかった。他に、土師器甕 。
iail・ 増・不 。高17N、 杓子形

土製品、須恵器甕 。蓋 。高17N、 ガラス玉、土製紡錘車、砥石・編物石、鉄製品、炭化種子などが

出土している。

出土遺物から古墳時代後期前半であろう。

-357-
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ARY 26号住居址
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1.暗褐色土

2.黄褐色土 (焼土混 り)

3.焼土

4.褐色土 (黄色土混 り)

5。 26住は り床

6。 焼土 (褐色土混 り)

7.褐色土 (黄色土混 り)

8.暗褐色土 (焼土混 り)

9.撹 乱
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第303図 ARY 26号住居址カマド

28号住居址 (第304図 )

遺構 A R Y D P45を 中′らヽに検

出した。溝址18に切られ、攪乱を

受け、用地外にかかる。黄色砂礫

土 (地山)に褐色土のわずかな落

ち込みがあり、遺物も比較的まと

まって出土したので、住居址とし

た。方形の竪穴住居址と思われる

が、明確な遺構 として把握できず、

遺物出土範囲4.7× 3.4mを住居址

とした。床面は確認できなかった

用地外

-359-
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が、高杯が地山上面につぶれて出土し、この面を床面とした。穴はいずれも深さ20～ 10cmと 浅く、

本址に関連するか否かは断定できない。

遺物 遺構の状態の割にはやや多く出土 してお り、土師器甕・甑・不・高不、砥石などが出て

いる。

出土遺物から古墳時代後期前半であろう。                 (佐 木々嘉和)

30号住居址 (第 305図 。306図 )

遺構 ARYDS45を 中心に検出した。29号住居址を切っている。用地外にかかるため約半分調

査した。隅丸不整方形の竪穴住居址で、調査範囲は5× 2.8m、 主軸方向はN32・ Eを 示す。覆土中

には石が多く入っていたが、床面に近 く廃棄時に投入したものであろう。壁高は検出面から40～ 14

cmあ り、壁面は緩 く傾斜 している。幅20cm。 深さ13～ 2 cmの周溝を南壁下に検出した。床面は軟

かく地山の石が露出している。主柱穴は 2本確認したが、平面形はそろっていない。カマ ドは北

東壁にあり、残存状態は良好であった。両袖先端のみに石を持つ石芯カマ ドの形態である。火床

と思われる焼土は支脚の

前にあった。支脚は高さ

15cm、 正面 。側面幅が10

cmの石 を使 っている。

遺物 出土量は多い。

土師器甕・不・高不・堆・

手づ くね、須恵器砲口縁

部、鉄製品など出ている。

出土遺物から古墳時代

後期前半 と思われる。

(佐々木嘉和 )

第305図 ARY 29号・30号住居址
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黒色土

黄色土 (褐色土混 り)

褐色土 (炭 ・焼土混 り)

焼土

第306図 ARY 30号住居址カマド

31号住居址 (第307図 )

遺構 A R Y E K48を 中心に検出した。37号 。40号住居址、溝jIL13に 切られる。隅丸方形の竪穴

住居址で、規模は (5。 8)× 5.8m、 主軸方向はN44°Wを示す。床面から覆土中に直径25～ 15Cmの

石が散乱し、廃棄後長期にわたり投入されたものと思われる。壁高は検出面から20cmあ り、ほぼ

垂直の壁面を成す。周溝は幅15Cm・ 深さ10～ 6 cmを 測り、西隅と北西壁下の一部にある。床面

は堅 く良好であった。主柱穴は位置に若千疑間があるが、深さなどからPl～ P4を それとした。

平面は不整円形で直径50～ 40cmである。Plの西壁側に溝があり、幅20cm弱 ・深さ10cmで しっか

りと掘られており、間仕切 り的な性格が考えられる。カマ ドは北壁中央よりわずか西寄 りにある。

残存状態が悪 く粘土カマ ドと思われるが、煙道を確認したのみである。煙道は37号住居址床下に

ある。隅に火床状の焼土があり、床面より10cm高 いが、性格等不明である。

遺物 出土量は比較的少ない。出土位置は床全面に散在 しており、床面と床直上がほとんどであ

る。土師器甕・甑・鉢 。増・不 。高17N、 須恵器を模倣した醜口縁片、須恵器甕 。高不、臼玉、鉄

製品などが出ている。

出土遺物から古墳時代後期前半と思われる。
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5。 焼土 (黒土混 り)

6.黒色土
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黒色土 (焼土 .炭混 り)
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32号住居址 (第308図 )

遺構 A R Y EE48を 中心に検出された。東側は大きく34号住居址と重複 し、溝址13の 底部が床

面を切っている。南東壁側は用地内を斜めに横断する生活道路のために未調査 となった。南西か

ら北東の長さは7。 9mを測 り、主軸方向はN51°Wを示す大形の隅丸方形の竪穴住居址である。覆土

上層には43～ 10cmの石が入っており、集石状を成す箇所もある。また、焼土と炭が認められ火事

の住居址と考えたが、確証は得られなかった。壁高は41～ 27cmでほぼ垂直であるが、一部は緩や

かな壁面を成す。周溝は西隅のみに確認され、壁より10～ 5 cm離れ、幅 15cm。 深さ 6 cm程 を測る。

床面は凹凸があり、北東壁側から南西壁側へ15cmも 傾斜 し、地山が砂質のため軟かである。主柱

第308図 ARY 32号 034号住居址
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穴は北東側が検出できず確実でないが、Pl・ P2と 考えられる。P3も 深さ46cmを 測り、主柱

穴となる可能性がある。北隅壁には地山を掘 り残した施設がある。床面より22cm高 く、壁に沿っ

て1.6× 0.6mの範囲で黄色土にほぼ四角の自然石を立てて埋めてあり、当初カマ ドではないかと

考えたが、焼土等は認められず、手前側を溝址13に切られており、原形 。性格は不明である。カ

マ ドは後世の穴と溝址13に完全に壊されているが、焼土の状況から北西壁中央やや西寄 りに位置

していたと考えられる:こ の焼土は床面より22cm高 い所から床直上まで認められ、たき口部分の

ものと考えられる。

遺物 完形品はなく、覆土上層から下層まで出土して集中する箇所もない。上師器イヽ形壺・甕・

高不・不がある。

遺物から古墳時代後期後半の住居址である。 (佐合英治 )

33号住居址 (第352図 )

遺構 A R Y E N51を 中心に検出された。表土から検出面まで浅いうえ、桃耕作用溝の攪舌Lを受

けていて、プランを把握するのに苦労した。北・東側を溝址 8・ 9に切られ、南 0東側は用地外

にかかるため、2.8× 1.7mの範囲を調査したのみで、プラン・規模 。主軸方向などは把握できな

かった。隅丸の竪穴住居址である。壁は西 。南壁の一部が確認され、壁高は20～ 10cmを測る。床

面は黄色砂土まで掘られ、わずかに堅くたたき状になっていた。南隅には70× 50cmの楕円形を呈

し深さ43cmを 測る穴があり、貯蔵穴と考えられる。

遺物 わずかに残る床面上から出土した。土師器杯・内面黒色の不、須恵器蓋・高杯が出土し

た。

遺物から古墳時代後期後半に位置づけられる。 (山 下誠― )

34号住居址 (第308図 )

遺構 ARYEF50を 中心に検出した。南東側は生活道路が用地内を横断しているため調査で

きなかった。調査範囲内でも北東壁を除いて大半が32号住居址と重複する。当初本住居址覆土中

に小石が混入した土があり、32号住居址にこの覆土が認められず、本住居址が切っていると考え

たが、後の土層観察でこの覆土が32号住居址中心部のレンズ状堆積の一部とも考えられ、焼土も

32号住居址同様に
`点

々と認められ、本住居址が切られている可能性が強い。全体の半分程を調査

し、南西から北東の長さは5。 7mを 測る隅丸方形の竪穴住居址である。主軸方向は、北西壁にカマ

ドの存在していた可能性があり、N45°Wを示す。北東壁高は38cmを 測り、明瞭に検出したが、32

号住居址と重複する北西及び南西壁は、住居址構築時の掘 り込みにより、範囲を把握した。周溝

は北西壁西寄 りに検出し、はり床を取 り除いた後に確認され、床面からの深さは10cm前後で、幅

-364-



も38cmと 広 く、周溝でない可能性もある。床面は凹凸があり総 じて軟かく、西隅部は住居址構築

時に大きく掘 り凹め、その上を6～ 2 cmは り床 していた。主柱穴 と考えられるPlを確認した

が、周溝と同様にはり床下に検出され、他の主柱穴は確認されず、やや疑間が残る。住居址中

央より西に寄った床面上と北西壁中央部分から中心に向う2箇所に細長 く焼土が認められ、後者

には床面より7 cm程 浮いた状態で炭化材が伴出した。後世の穴と32号住居址に切られている可

能性が強く、原形は全 くとどめていないが、カマ ドはこの位置にあったと考えられる。

遺物 出土遺物には土師器小形壺・甕・甑 。高杯 ◆内面黒色不、須恵器蓋、土玉 。自玉・勾玉、

炭化米があるが、32号住居址との切 り合い関係が不明確であるため、床面に密着した土師器甕、

須恵器蓋不などの数`点
が確実に本住居址のものである。

遺物から古墳時代後期後半の住居址と考えられる。 (佐合英治 )

35号住居址 (第309・ 310図 )

遺構 ARYEJ51を 中心に検出された。南西側で溝址12015と 重複するが、その新旧関係は把

握できなかった。東側は用地外にかかり、全体の%程が調査できたのみである。主軸に直交する

方向の長さは7.4mを 測る隅丸方形の竪穴住居址で、主軸方向はN37°Wを示す。壁は北東側全面と

南西側の一部が確認され、壁高は50～ 20cmを 測り、垂直の壁面を成す。周溝はカマ ド周辺・北西

第309図 ARY 35号住居址
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隅を除くほぼ全面の壁直下にあり、幅16～ 8 cm・ 深さ14～ 6 cmを 測る。床面は全体が黄色砂土ま

で掘られ、堅 くたたき状になり良好で、特にカマ ドの周辺が堅 くふみしめられていた。部分的に

黄色土のはり床がみられ、その下にも堅い床面があったことから、最低 1回は床面が作 り直され

たと考えられる。主柱穴はPlで、他は用地外にかかり調査できなかった。北西隅直下には70×

62cmの 丸味を帯びた五角形を呈 し深さ32cmを 測る穴があり、貯蔵穴と考えられ、底には高不の

不部が落ち込んでいた。Plの南東側には偏平な台石がある。カマ ドは北西壁中央やや西寄 りに

設けられる石芯粘土カマ ドである。両袖の先端にそれぞれ 1個の石を使い、石を使った支脚も残

っていた。右袖石はやや外側に倒れて、袖の粘土はやや内傾させて構築されていた。たき口の焼

土も厚 く、その付近に土器が多く落ち込んでいた。床面上 。覆土には焼土・炭が散乱し、特にカ

マ ドの西側に多くみられ、火事の住居址である。

遺物 調査面積が少ない割には良好な資料が得られた。いずれも床面上ないしその直上からの

出土である。土師器壺・甕・甑・不・高不、須恵器遠片、土製紡錘車、鉄釘の他、カマ ド西側床

面上には編物石が散乱 していた。

遺物から古墳時代後期前半に位置づけられる。 (山 下誠一 )

1.黒褐色土 (焼土 。炭混 り)

2.黒褐色土 (黄色粘土混り)

3.黄色粘土 (焼土混 り)

4.黒褐色土 (焼土・炭・黄色粘土混 り)

5.黒褐色土 (黄色土混り)

6.黄色土 (黒褐色土混 り)

7.黄色砂土

8.焼土

9.焼土 (多 少・土が混 リエンジ色 )

10.焼土 (黒褐色土混 り)

H。 焼土 (黄色土混り)

12.黒褐色土

13.黄色粘土

14.撹乱
0              1m

Ｃ
一

第310図 ARY 35号住居址カマ ド
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36号住居址 (第311・ 312図 )

遺構 ARYEE46を 中心に検出した。41号・42号住居址、溝址12を切る。隅丸方形の竪穴住居

址で、規模は5。 2× 5。 2mを測 り、主軸方向はN54°Wを示す。壁高は検出面から40～ 20cmあ り、緩

い傾斜の壁面である。周溝は西隅壁下に検出したがごく浅い。床面は黄色砂礫土の地山で軟かい。

主柱穴は 3本確認したが北隅は検出できなかった。平面は不整方形で径50～40cmあ る。南東壁下

にある大きな穴は20cmと 浅いが、入口部施設と思われる。床面上に不規則な穴が複数あるが性格

等不明である。カマ ドは北西壁中央の西隅寄 りにあり、残存状態は良好で壁外煙道部も含め大規

模なものである。石芯粘土カマ ドで石を多量に使ってあり、煙道も石組で天丼石を乗せている。

支脚は長さ25cmの石を用いている。芯石の掘 り方が必要以上に深 く、粘土中に遺物が混入してお

り、造り直した可能性もある。

遺物 出土量はあまり多くない。カマ ド内と周辺に多く、カマ ド北側壁下からほぼ完形の小形甕

と高不が出土した。土師器甕・甑・不・高不、須恵器甕・蓋、自玉 。土玉、炭化種子などが出て

いる。

出土遺物から古墳時代後期であろう。 (佐々木嘉和 )

\-r lo

o        2m

第311図 ARY 36号 041号住居址

―-367-

10

′32住



Ｈ
日―‐
〇

バ‘

1.黄色粘土

2.粘土 (赤褐色に焼ける)

3.暗褐色土 (床 の上に使用中に入った土 )

4.ハ リ床

5。 褐色土 (黄色土混り)

6。 黄色土 (地山より粘質 )

7.褐色土

8.焼土 (褐色土が焼けて赤褐色土 )

9。 42住覆土 (褐色土 。暗褐色土混 り)

10。 住居址覆土 (暗褐色土 )

H。 10の撹乱

12.焼土 (黄色砂土の焼け )

13.撹 乱 (暗褐色土・焼土混り)

14.撹乱 (黄色土 )

第312図  ARY 36号 住居址カマ ド

第312図 ARY 36号住居址カマ ド
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37号住居址 (第313・ 314図 )

遺構 A R Y E K46を 中心に検出した。31号 。41号住居址を切っている。耕作の攪乱が地山まで

達 しており検出が難かしく、切 り合い関係が確認できず、31号住居址を先に掘 り上げたため覆土

中にあったはずの壁 ◆床の把握ができなかった。隅丸方形の竪穴住居址で、調査範囲は2.8× 4.3

m、 主軸方向はN41.5°Wを示す。壁高は検出面から40～20cmを 測るが、40号住居址床面からは 5

cmであり、緩傾斜の壁面である。主柱穴は地山面で検出に努めたが確認できなかった。北東壁下

は溝状に 5 cm前後の浅い凹みとなっている。カマ ドは北西壁中央にあり、石芯粘土カマ ドである。

天丼石は長径56cmでカマ ド前の床面に落ちていた。支脚の奥にも石があり、カマ ド釜穴の奥、煙

道部入回の天丼石 と考えられる。両袖の芯石は上下に調整痕が残っており、支脚は長さ19cmの石

を用いている。

遺物 出土量は少ない。カマ ド中に遺物があり支脚の前に土師器不が 2個重なり、土師器甕片も

あった。北東壁下の低 くなった所からガラス玉が 1個出ている。他に、須恵器不・蓋がある。

切 り合い関係及び遺物から古墳時代後期後半であろう。 (佐々木嘉和 )

一
く)co

0            2_

第313図 ARY 37号 040号住居址
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37住カマ ド

≠口 |

|¬

3 1
1.黒褐色土

2.黄色砂質粘土

3.黒色砂土 (焼土混り)

4.黒色土 (黄色砂土混り)

5。 黄色砂土 (黒 色砂土混 り)

6。 焼土

7.黒色砂土

8.黄色砂土

9。 40住床

10。 撹乱 (黒 色砂土 )

5: 
支脚

8

第314図 ARY 37号住居址カマド

39号住居址 (第315・ 316図 )

遺構 ARYE L44を 中心に検出した。40号住居址を切 り、37号住居址・穴に切られる。耕作の

攪舌Lが地山まで達 しており、カマ ドと西壁が残存したのみである。隅丸方形の竪穴住居址と思わ

れ、調査範囲は2.4× 4m、 主軸方向はN57°Wを示す。壁高は検出面から20cmあ るが、残存部は少

ない。床面は軟かく攪舌Lが著しい。両隅の穴は浅 く、カマ ド前の穴は全部住居址より新しい。カ

マ ドは北西壁中央にあるが、残 存状態 は悪い。,石芯粘土ヵマ ドと思われるが、原位置に残存す

lm

第315図 ARY 39号住居址
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る芯石は 1個である。火床部と思われる焼土層は確認できなかった。

遺物 土師器甕片など出ているが、ごくわずかである。

出土遺物から古墳時代後期後半であろう。

10

黒褐色土 (炭 ・焼土混り)

黒褐色土

灰黄色砂土

黒色土 (黄色砂質土混 り)

黄色砂質土 (地山)

粘土

黒色土 (攪乱 )

(佐々木嘉和 )

い

=|
黒褐色土

粘土

黄色砂土

黒褐色土 (黄色土混り)

黒褐色土 (焼土混り)

焼土

撹乱

Ａ

一
・

∪ |∪
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1    7

国
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2

3

4

5

6

7

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

第316図 ARY 39号住居址カマド

40号住居址 (第313。 317図 )

遺構 ARYE L46を 中心に検出した。31号住居址を切 り、37号 。39号住居址、穴に切られる。

耕作の攪舌しが著 しく、検出時に新旧関係が確認できずに31号住居址を先に調査 したために、その

部分の壁は確認できなかった。隅丸方形の竪穴住居址で、規模は6× 6mを測 り、主軸方向はN

0              1m

45.5°Wを示す。壁高は

検出面から30～ 10cmあ

り、やや急に傾斜する

壁面である。床面は堅

く良好であったが残存

部は少ない。主柱穴は

1本確認 したのみで、

掘 り方平面は円形で直

径35cmを 測る。37号住

居址のカマ ド断面図に

穴らしい部分があり、

本住居址の主柱穴の可

能性 もある。 P2は平

10LI OI   LI

|∪      |∪ 国| ェ
|

A                 B

10 OI

第317図 ARY 40号住居址カヤ ド
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安時代の遺構で床面を切っている。カマ ドは39号住居址に壊され、残存状態は悪 く形態不明であ

る。

遺物 出土量は少ない。土師器甕・甑・不・高不、須恵器片などである。P2か らは判読不明な

文字を 1字墨書 した須恵器不のほぼ完形品が出土している。

切り合い・遺物から古墳時代後期後半の住居址であり、P2は須恵器から平安時代であろう。

(佐々木嘉和 )

41号住居址 (第 311図 )

遺構 ARYEFOEG47に 須恵器片が集中して出土し、住居址と把えた。32号・36号住居址、

溝址12に 切られる。北東側に土色差がわずか認められ、壁と推定したが断定はできない。遺物の

下にも床面らしい堅さは認められなかった。須恵器は大甕の破片であり、出土状況などから祭祀

址の可能性もある。

遺物 出土量は多い。須恵器大甕 3個体以上の破片が集中していた。高さ50cm弱 の個体はほぼ完

形で、それより1回 り大きなものは口頸部と胴部半分を欠 く。この 2個体 とは異なる破片力淋目当

量ある。他に、土師器杯片、剣形、弥生時代の扁平片刃磨製石斧が出土した。

遺物から古墳時代後期前半の遺構であろう。               (佐 木々嘉和)

42号住居址 (第318図 )

遺構 A RY E F44を 中心に検出した。36号住居址に切られる。
'溝

址10011・ 12と の切 り合い関

係は確認できなかった。用地外にかかり約半分調査 した。方形の竪穴住居址と思われ、調査範囲

は7.4× 4.4mでぁる。壁面は検出面から20cmあ り、緩傾斜の壁面である。床面は、北側半分の高

い所がたたき状になって堅いが、南側の約15cm低い所は軟かかった。Pl～ P3の穴は深いが他

の穴は20cm以下で浅 く、主柱穴の確定はできなかった。南隅の大きな穴は住居址を切っている。

用地外壁そばの 2個の石は焼けており、火を使 う施設のものであろう。床面の状態からみて、住

居址が切 り合っていた可能性もある。

遺物 調査規模に比較 してやや多い。Pl・ P3の北側壁から鉄製品が多く出土した。土師器

甕・甑・不 。高郊、土製円板、須恵器蓋不・不、鉄鏃・ヤ リガンナ 。鎌 ◆茎片、ガラス玉・琥珀

玉 。自玉などである。

出土遺物から古墳時代後期後半であろう。

-372-
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第318図 ARY 42号住居址

43号住居址 (第319。 320図 )

遺構 ARYDA50を 中心に検出された。路線内のほぼ中央部にあり、全面調査することができ

た。東南隅付近の覆土中には り床状の堅い面がみられ、その後、44号住居址に切られることが

分かり、同住居址の床面であったことが判明した。8× 8.lmを 測る大形の隅丸方形の竪穴住居址

で、主軸方向はN61.5°Wを示す。壁は全面確かめられ、地形が東へ傾斜しているため北西壁が高

く南東壁は低 くなり、壁高は65～ 25cmを 測り、ほぼ垂直の壁面を成す。周溝はカマ ド及び南隅

部を除く全面の壁直下にあり、幅42～ 14cm・ 深さ20～ 5 cmを 測り、しっかりとしたものである。

床面は全面黄色砂土まで掘られ、堅 くたたき状できわめて良好である。部分的にではあるが黄褐

色土をはった箇所も観察できた。主柱穴を結んだ内側とカマ ド周辺及び南東壁の中央部が堅 く、

それ以外の壁ぎわはやや軟かかった。主柱穴はPl～ P4で、それぞれ途中で小さく南北方向

に細長い掘 り方となり、柱に割 り材を使ったのであろう。P5は床から35～ 30cmの 深さを測り、

主柱穴の中間にあり、上屋構造に関連するものと考えられる。南隅付近には土手状縁部を持つP

6があり、直径94cmの 円形で深さ56cmを 測り、貯蔵穴と考えられる。また、この箇所は床から15～ 10

cm程低 くなり、30～ 20cmの 深さを持つ小穴が数個あり、遺物も高不などが多く出土した。室内祭

祀的な意味を持つ箇所になるとも考えられる。住居址中央部にあるP7は 、床面から3 cmと わず

-373-



かに凹み焼土が認められ、火使用施設である。入口部は床面が壁ぎわまで堅 くなっている南東壁

中央部を想定できる。カマ ド南側の壁直下には偏平な台石 とすり石があり、粘土の固まりも残っ

ていた。カマ ドは西壁中央やや南寄 りにある石芯粘土カマ ドである。上面を穴に切られ、左袖の

一部とたき日の焼土が残るが、右袖はほとんど残存しない。両袖の先端にそれぞれ 1個の石を使

い、奥は粘土を使って構築されたと考えられる。左袖石・支脚は本来の位置にあるが、右袖石は

南側に倒れていた。断面観察時に地山をわずかに掘 り下げ支脚を立てたと判断された。カマ ド南

側半分の下部にも周溝がみられ、当初のカマ ドはやや北寄 りに造られていたが、南側に寄って造

り直されたと思われる。

第319図 ARY 43号住居址
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遺物 出土量は多く、出土状態はカマ ド南側と南隅付近を中心に、床面よ

らの出土が多かった。土師器甕・甑・不・高不 。手づ くね、須恵器蓋不・

鋤先・鉄鏃・鉄環、自玉がある。

遺物から古墳時代後期前半に位置づけられる。

0             1m

りやや浮いた覆土中か

高17N、 台石 。すり石、

(山下誠一 )

1日

1.黒色土 (黄 色粘土混り)

2.1に焼土が混る

3.黒色土

4.黒色土 (黄色砂土混 り)

5.黒色土 (焼土混り)

6.5に黄色砂土が混

7.炭 (黒 色土混り)

8.黄色粘土 (焼土混 り)

9.黄色粘土

10。 焼土

H.焼土 (黒色土混 り)

12.焼土 (黄 色粘土混 り)

13.黄褐色砂土

14.撹 乱

第320図 ARY 43号住居址カマド

45号住居址 (第3210322図 )

遺構 A R Y C V50を 中心に検出された。北東壁が44号住居址壁 と接 しているが、ほぼ全体が調

査でき、4.6× 4.4mの 隅丸方形の竪穴住居址で、主軸方向はN37°Wを示す。カマ ド東側の覆土中

1.3mの範囲に40～ 10cmの 自然石が多数混入 し、ほとんどが床面に密着 してお り、住居址廃棄直後

に入ったものと考えられる。壁は比較的緩やかな立ち上が りで、壁高は23～ 10cmを 測る。周溝は

-375-
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カマ ドのある北西壁を除きほぼ全周する。部分的に切られる所もあるが、幅34～ 12cm・ 深さ12～ 5

cmで、南西と北東は壁直下 。南東は壁より20～ 6 cm内側に検出した。床面は平坦で、北西側から

南東側へ15～ 8 cm傾斜し、中央部にきわめて堅いたたき状の箇所を認めたが、壁ぎわは軟かい。

主柱穴は 4本確認したが、P3は他の穴と比べ南隅に寄 り、やや深さも浅い。 P5。 P6・ P7

は深さ42・ 21・ 13cmを 測り、P5。 P6の間には20cmの 凹みがある。P8は 土坑状に 8 cm程掘ら

れた中に深さ15cmの穴をもつ。P5～ P7付近かP8の どちらかが入口部施設と考えられる。ヵ

マ ドは北西壁のほぼ中央にあり、両袖に自然の平石をすき間なく使い、しっかりと造られた石芯

粘土カマ ドである。支脚も自然石をたき口中央部に直立させている。カマ ドがていねいに造られ

ている割に焼土は少ない。袖を作る土中に焼土が認められ、同位置でカマ ドの造 り直しも考えら

れる。

遺物 出土量は少ないが覆土下層と床面上から土師器小形甕 。甑・杯 。高不がある。

出土遺物から古墳時代後期後半の住居址である。              (佐 合英治)
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1.黒色土

2.黒色土 (焼土混り)

3.黒色土 (褐色土混 り)

4 . ホ占 L

5.黒色土 (黄色土混 り)

6.黄色土

7.黄色砂土

8.褐色土

9.褐色土 (焼土混 り)

10.褐色土 (黄色土混 り)

H.黄色土 (焼けている)

12.褐色土 (灰 混 り)

13.撹乱

第322図 ARY 45号住居址カマ ド

47号住居址 (第323図 )

遺構 A R Y BW48を 中心に検出した。48号住居址と重複するが、新旧の確認はできなかった。

道路にかかるためわずか調査 しただけである。隅丸方形の竪穴住居址と思われ、調査範囲は5.4×

2m、 主軸方向はN44°Wを示す。壁高は検出面から40～ 30cmを 測り、緩傾斜の壁面である。床面

は壁下が軟かく、主柱穴から内側は堅 く良好であった。主柱穴は 1本確認し、平面は不整楕円形

で小形である。北壁下床面に焼土があり、近 くにカマ ドの存在が考えられ、主軸方向を推定した。

主柱穴以外の穴は12～ 5 cmと 浅 く性格等不明である。

遺物 出土量は少ない。赤 くて軟かい石が北隅からPlま での間で 7個出土し、つぶすと赤い粉

になった。土師器甕 。甑 。高不、須恵器蓋不、石製紡錘車がある。

出土遺物から古墳時代後期前半であろう。
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Pl-32

1.褐色土

2.褐色土

(黄色土混 り)

黒色土

黒色土

(黄色土混 り)

建 12

■ 1■
高

1.黒色土

2.黄褐色土

3・.黒色土

(黄色土混 り)

第323図 ARY 47号・48号住居址、建物址12、 P忙群

50号住居址 (第324・ 325・ 326図 )

遺構 A RY D Y47を 中心に検出された。19号住居址、溝址 3018に 切られる。道路にかかって

約%調査できなかった。方形の竪穴住居址で、規模は9.3× 9.3mを 測り、主軸方向はN45°Wを示

す。覆土中に石が多量に入っていた(第325図参照)。 大きさは人頭大から10cm位 で西隅から扇状

一
『
語
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第324図 ARY 50059号住居址
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に広がっている。西隅では壁の高さまで入 り、溝址18に切られて低 くなるが 3× 2mの範囲は50

cm以上の厚さがある。覆土中には炭・焼土が混じり火事にあっていると思われる。石の間にも炭・

焼土・遺物が混入しており、火事の際の投入かと思うが、部分的に集中しており疑間が残る。壁

高は検出面から60～ 30cmあ り、ほぼ垂直の壁面である。周溝は北西壁下・南西壁下にあり、幅は

30～ 20cm、 深さは10cm前後である。床面は堅 く高不などの遺物がつぶれ込んでおり、堅いはり床

を2層確認した。下のはり床にも遺物が入っていた。主柱穴は 2本確認し、平面は不整円形で直

径60cmを 測る。床面には大小様々な穴があるが、 Pl・ P2・ P3・ P4。 P5は はり床上面で

検出した穴である。Plと 壁下周溝をつなぐ溝をはり床下から検出したが、性格は不明である。

北隅を方形に区切るL字状の溝がはり床下に検出され、間仕切 り的な性格が考えられるが断定は

できない。カマ ドは北西壁ほぼ中央にあり、左袖が石芯で、右袖が先端にのみ石を持つが、右袖

から芯石を抜いた様子はない。火床である地山の焼土が北側袖の芯石の下にもあり、焼土の入

り方から造 り替えた様子がある。支脚は長さ・奥行15cm。 幅:10cmの 石を用いている。煙道は壁か

ら1.8m突 出しつぶれていたが、焼土が混入していたので確認できた。左側袖に甕がはり付 くよう

につぶれていた。

遺物 出土量は極めて多い。特に土師器高杯が多くはり床面にビッシリつぶれ込んでいた。図

化 したものが40個体あり、破片も多数ある。鉄鏃 3個が出ている。平根 1・ 尖根 2であり、 2個

はP2と P5の中間はり床上から、1個は道路を越えた部分から出ている。P2の西側はり床下

1.黒 色土

2.  〃

(炭混 り)

3.褐色土 (焼土・炭混 り)

4.  〃

5。 焼 土

第325図 ARY 50号住居址礫出土状態
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からガラス玉16個が集中して出土した。勾玉・剣形 。自玉も床面上に散在した。土師器甕はカマ

ドから西隅にかけて出土している。他に、土師器甑・不・堆、須恵器甕 。高不・砲、砥石、炭化

種子などがある。

高杯の出土が非常に多く普通の住居址と異なる性格を持つものと思われ、はり床の状態から長

期間の使用が考えられる。

出土遺物から古墳時代後期前半であろう。 (佐 々木嘉和 )
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1.褐色土 (焼土混り)

2 . 本占」ヒ

3.褐色土 (黄色土混 り)

4.黒色土 (焼土混 り)

5。 黄色砂土

6.焼土 (粘土の焼土 )

7.焼土 (黄色砂土の焼土 )

8.暗褐色土

|‐
|= JI

2

第326図 ARY 50号住居址カマ ド
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52号住居址 (第327・ 328図 )

遺構 ARYAH61・ A162の南東用地境に北西壁を検出し、 8号住居址が南側に隣接 してい

る。南東側はほとんど用地外 となり、北西壁より1.4mの幅を調査 したのみである。北西壁の長さ

は4.9mで、主軸方向はN54.5°Wを示す隅丸の竪穴住居址である。覆土は大きく2層 に分かれ `点
々

と炭が混入している。検出面より30cm前後は黒色土で、その下層20cm程には粘質の黄色土がかな

りの割合で混入しており、人為的に埋められていると考えられる。壁高はカマ ドの南側は耕作の

攪舌しにより上部を削平されて39cm、 北隅で46cmを 測 り、ほぼ垂直の壁面を成す。周溝は西隅を除

いて壁直下に確認され、幅20～ 8 cm。 深さ16～ 6 cmを 測る。床面は黄色砂土で軟かく、北から南

へ 8 cm傾斜している。主柱穴は用地境ぎわに 2本 を確認した。P2は Plと 比べやや楕円の掘 り

方で床面より9 cm程の所に段をもつ。カマ ド右横の穴からは土師器甕の破片が出上し、黒色土の

覆土に焼土が混入しており、カマ ドに関連した穴と考えられる。カマ ドは北西壁中央部からわず

か北に寄った位置にあり、比較的小さな自然石を袖部から煙道まで多数使った石芯粘土カマ ドで

ある。右袖の前側は30cm程 の石を上面に積んで二段になる。左袖も右袖同様に石が二段であった

と考えられる。カマ ドがしっかり作られている割に、焼土はたき口部でプロック状に認めたのみ

である。

遺物 調査範囲が少ない割に出土量は多い。完形およびほぼ完形の土師器長胴甕2個がカマド

右側から不と共に出土した。カマド左袖に接して重なり合うように小形甕・甑・不が、ゃゃ離れ

て球形胴の甕が出土した。他に、坑・不があり、編物石と考えられる棒状礫が西隅から集中して

出土 した。

出土遺物から古墳時代後期後半の住居址である。 (佐合英治 )

響

第327図 ARY 52号住居址、溝址23
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1.黒色土

2.黒色土 (黄色土混 り)

3.黄褐色砂土

4.焼土

5.黄色土 (黒 色土混 り)

6.漆黒土

7.撹乱

lm

第328図 ARY 52号住居址カマド

58号住居址 (第329図 )

遺構 ARYAP56を 中心に南東壁を検出した。北西側ほとんどは用地外 となり、調査範囲はわ

ずかである。検出した壁も東隅を用水路と耕作の攪乱により壊されており、正確な壁の長さは不

明であるが、一辺 5m程 と想定される。確認した壁高は14cmを 測 り、方向はN52°Wを示す。床面

は凹凸があり全体に軟かく、北東側半分 ははり床になっていた。主柱穴等は不明であるが、入

口部施設と考えられる穴を壁下ほぼ中央に検出した。Pl～ P3は深さ37・ 37・ 25cmを 測り、P

2に は上面にはり床が認められた。

遺物 Plの北側縁に接して台石があり、台石 と壁の間から土師器不の完形および、ほぼ完形品

が 3個出土し、P3の覆土中床面と同レベルには高不があった。他に、土師器小形甕 。甕・高不な

どが P3よ り西側の壁に沿って出土 した。

遺物から古墳時代後期前半 と考えられる。

-383-
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第329図 ARY 57号 058号住居址、溝状遺構 1

59号住居址 (第324図 )

遺構 A R Y D Y44を 中心に検出された。溝址18に切られ、用地外にかかるため5.5× 1.5mの範

囲を調査 しただけである。隅丸の竪穴住居址と思われ、壁高は検出面から40～ 30cmあ り、ほぼ垂

直の壁面である。壁下の一部に周溝状の落ち込みがあるが狭 く浅い。床面はたたき状に堅 く良好

である。床面に深さ10cm前後の溝状の掘 り込みがあるが性格等不明である。壁下の穴は深さ33cm

で底近 くに石が入らていた。

遺物 出土量はわずかである。床面に密着して鉄鏃が出ている。逆刺を片側だけに持ちARBK

12で出土したものと同形態である。土師器甕・不など出ている。

出土遺物から古墳時代後期前半であろう。 (佐々木嘉和 )
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④ 奈良時代

44号住居址 (第321・ 330図 )

遺構 A R Y CW51を 中心に検出された。南西壁が45号住居址壁をわずか切っている。北東側は

43号住居址を切るが、新旧関係の把握が不十分なまま掘り下げたため、43号住居址覆土中に造ら

れていたはり床を壊してしまった。主軸方向はN143° Eを示し、長さは3.7mを 測る。主軸に直交

する方向の長さは4.5m程が想定され、隅丸長方形の竪穴住居址である。覆土中に30× 5 cmの 石が

多量に入り、壁ぎわは少なく、中心部の石は床面に密着しているものもある。住居址廃棄後わず

かに時期を置いて混入した石と考えられる。壁高は29～ 7 cmを 測り、緩やかな壁面を成す。周溝

は45号住居址周溝と重複し、南西壁の半分程は不明であるが、壁直下を全周していたと考えられ

る。床面は43号住居址との重複部が不明であるが、他はほぼ平坦で軟かな床面で、一部地山の黄

色砂土により確認した。住居址内で穴を4個確認したが、深さは19～ 9 cmと 浅く、主柱穴と確定

できるものはない。カマ ドは南東壁南隅にあり、小礫を使った雑な造りの石芯粘土カマ ドである。

焼土は袖の部分が壊れ、粘土中と奥壁に近い所に小さなプロック状に認めたのみである。

遺物 出土量は少なく図化できない細片ばかりである。土師器甕・内面黒色不、須恵器小形壺・

甕・不・蓋がある。

出土遺物 と住居址形態から奈良時代の住居址 と考えられる。 (佐合英治 )

| ||

0             1m

1.

2.

3.

4.

5。

6。

7.

8.

9.

10。

11.

12.

13.

暗褐色土

暗褐色土 (粘土混り)

暗褐色土 (や わらか く黒っぽい
)

黒色土 (粘土混 り)

黒色土

粘土

黄色土 (砂土混 り)

粘土 (暗褐色土混 り)

8よ り暗褐色土混 り多い

粘土 (焼土混り)

焼土

黄色土

撹乱

ARY 44号住居址カマ ド
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46号住居址 (第331図 )

遺構 ARYDA46を 中心に検出した。道路にかかるため、2.3× 5.4mと 約%調査 した。隅丸方

形の竪穴住居址で、主軸方向はN136° Eを示す。壁高は検出面から25～ 20cmあ り、緩傾斜の壁面で、

地山の石が露出している。床面は壁と同様に地山の石が露出して軟かい。主柱穴らしい穴はカマ

ド直前にあるが断定はできない。カマ ドは南東壁南隅近 くにある。残存状態は悪 く、石芯粘土カ

マ ドと思われるが、芯石と推定できるものは 2個のみである。焼土はカマ ド内全体に比較的多く

混入していた。

遺物 出土量は少なく、土師器甕底部 0高杯脚部、須恵器甕などの小破片だけである。

時代の決め手になるものはないが、カマ ドの位置等から奈良時代と思われる。

(佐々木嘉和 )

」
■
一

1.褐色土

2.褐色土 (黄色砂混り)

3.黄色砂土

4.黄色土 (焼土、粘土混り)

5。 褐色土 (黄色土混り)

6.褐色土 (焼土混 り)

7.6よ り焼土多い

8.6よ り焼土少ない

9.黄色砂土 (焼土混り)

10。 撹乱

6 971

第331図 ARY 46号住居址
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⑤ 時期不明

8号住居址 (第332図 )

遺構 ARYAE59・ A F60。 A G60の用地境に検出された。南東側はほとんど用地外となり、

北西壁側を幅1.7～ lm調査 した。北西壁の長さは5.6mで、方向はN44° Eを示す隅丸の竪穴住居

址である。壁高は27～ 14cmを 測 り、ほぼ垂直の壁面を成す。北西壁中央から南西壁の直下に幅

30～ 15cm O深 さ22～ 9 clnを 測る周溝がある。床面は全体に軟かく、北隅と北西壁中央部分はそれ

ぞれ13cmと 8 cln凹 み、床面は検出できなかった。北隅の凹みには床面とほぼ同じ高さに、径20～ 6

cmの 自然石が認められた。壁に押し付けられたものと壁から40cm程離れたものの二列に並んでい

て、壁との密着状態から本住居址に伴う施設と考えられるが、南東側が未調査のため範囲・性格

等は不明である。

出土遺物には土師器甕の

細片が数点あるのみで時期

を決定できない住居址であ

る。 (佐合英治 )

2m

第332図 ARY 8号住居址

27号住居址 (第335図 )

遺構 A R Y C N45に 検出した。用地外にかかり1× lmと わずか調査 しただけである。隅丸方

形の竪穴住居址と思われ、壁高は検出面から32cmあ り、やや傾斜を持つ壁面である。床面は軟か

い。

遺物 図化できたものは須恵器甕 1点であり、他に土師器片がわずか出土している。

時代は古墳時代 と思われるが、決定には材料が少ない。 (佐々木嘉和 )

38号住居址 (第333図 )

遺構 A RY E D52にかかってわずか検出した。用地外がほとんどで、西隅を1.6× 0.6m調査し

た。方形の竪穴住居址と思われる。壁高は検出面から70cmあ り、やや緩傾斜の壁面である。覆土

中には炭が多量に混入しており、火事にあっていると推定した。

-387-―



用地外

遺物 土師器片と鉄片の 2点が出土している。

時代は決定材料がなく不明である。 (佐々木嘉和 )

1.耕土

2.耕土 (黄砂混 り)

3.黄色砂土

4.黒色土

5。 漆黒色土

6。 漆黒色土と下層の黄砂土、黒褐色
土などの混った土

7.黒褐色土 (一部褐色土混 り)

8.黒色砂土

9.黄色砂土

10。 暗褐色砂土

H.黒褐色砂土 (炭混 り)

12。 こまかな炭粉にわずかに砂の入った層
13.褐色砂土 (漸移層 )

第333図 ARY 38号住居址、建物址 2

48号住居址 (第323図 )

遺構 A R Y B V46に 検出した。47号住居址と重複するが、新旧は確認できなかった。道路にか

かり2.5× 0.8mと ゎずか調査 した。壁高は検出面から20clnあ る。床面は穴に切られており、凹凸

が著しく軟かである。

遺物 出土量はわずかである。完形の土師器甕が壁を切る穴の覆土中から出土し、住居址覆土中

から円面硯が 1片出ているが、いずれも住居址に付属するか否か断定できない。他に、土師器・須

恵器片が出ている。

時期は不明である。 (佐々木嘉和 )

49号住居址 (第334図 )

遺構 A R Y C 046に 検出した。道路にかかるため1.7× 1.7mと ゎずか調査 しただけである。壁

高は検出面から9～ 3 cmで低い。覆土は暗褐色土が入っていた。床面はたたき状で堅 く良好であ

った。

用
水
路

-388-



遺物 土師器片がわずか出ている。

時代は決定材料がなく不明である。 (佐々木嘉和 )

饒

◎
〇

第334図 ARY 49号住居址、P忙群

53号住居址 (第287図 )

遺構 ARYAC55に 検出した。 6号 09号 051号住居址、溝址25に 切られ、4× lmの調査範囲

で北西壁と床面を確認したのみであるが、竪穴住居址と思われる。壁高は検出面から10～ 6 cmと

低 く、床面は軟かい。

遺物 土器片と石器がわずかに出土したのみである。

時代は弥生時代中期恒川 I期 と思われるが、詳細時期は不明である。

Ｂ
一

Ａ
一9  ヽ

1.黒色土

2.暗褐色土
1.

2.

黒色土

黄色砂土
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57号住居址 (第 329図 )

遺構 ARYAR58を 中心に検出された。中央部を溝状 1に切られ、北西壁側は用地外となる。

床面が検出され、住居址の存在が明らかになったもので、西隅と東隅と考えられる部分を結ぶ対

角線より北側は壁も床も削平されている。南隅から南西壁は用水路に切られ、壁は南西と南東の

一部のみを確認し、壁高さは 5 cln弱 であった。床面は西側の用地境付近がたたき状に堅いほか

は凹凸があり、軟かなはり床である。南東壁の中央と考えられる所から80cln程 内側の床面上に焼

土を認めたが、本住居址との関連は不明である。他に本住居址に伴 うと考えられる施設は何も

確認できなかった。

出土遺物で図化できるものはなく、弥生時代中期甕、土師器甕、灰釉陶器婉、かわらけ系の高

台不、自玉、打製石斧など出土している。時期決定はできない。        (佐 合英治)

3)建物址

規模の大きなものはA区及びD区に集中して検出され、小規模で状況不鮮明なものはA～ E区

全域に分布する。

A区は住居址との切 り合い関係などから、奈良時代に位置づ く3期 4棟の建物址が重複 して検

出された。

D区は大形の建物址 3棟を検出し、近接する位置に溝址があり、相互の関連が考えられる。

A区 とD区の建物址は、約50m距離を置いており、直接の関連は不明であるが、GOAか らA

RYま での約400mの間に100～ 50mの間隔で集中箇所があり、それらが何らかの形で関連してい

ると考えられる。

なお、建物址群の他に、一般水路とは異なり、何らかの区画施設と考えられる溝址が各所にあ

り、建物址と相互に関連し、出土遺物 とともに遺跡群の官衛的性格を強く示している。

(小林正春)

建物址 1(第 335図 )

遺構 ARYCM47を 中心に検出した。24号住居址を切っている。3× 2間 の掘立柱建物址で総柱

と思われるが、東柱 1本は検出できなかった。桁行長4.56mで柱間寸法は1.52m、 梁行長4.36m

で柱間寸法は2.18mを 測る。桁行方向はN47.5° Eを示す。柱掘 り方平面は不整円形で、直径90

～40cmである。底部レベルは一定でなく、上下差は最大30cmである。

遺物 柱穴内よりわずか出土したのみである。

切 り合い関係から弥生時代中期後半以降であるが具体的な時期は決定できない。

(佐々木嘉和)
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第335図 ARY 27号住居址、建物址 1

建物址 2(第 333図 )

遺構 A RY E C52に検出した。用地外。道路・用水路にはさまれ調査範囲が狭 く、確認できた

のは 1× 1間である。用地外・用水路側に広がると思われる。柱間寸法は1.18mと o。 76mでぁる。

柱掘 り方平面形はそろっておらず、深さは検出面から40～ 30clnで ある。

◎

遺物 わずかに土師器のガヽ片が出ている。

時代は不明である。

―
◎

建 1
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建物址 3(第 336図 )

遺構 A R Y D R51を 中心に検出した。14号 015号住居址を切る。黄色砂礫土の地山面に黒色土

の入る柱掘 り方を検出した。 1× 1間のみを確認し、桁行 0梁行共に約 3mでぁる。

遺物 土器のイヽ片がわずか出土している。

時代は不明であるが、住居址との切り合いから古墳時代以降である。 (佐々木嘉和 )
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建物址 4(第 336図 )

遺構 ARYDT51を 中心に検出した。14号・15号住居址を切る。黒色上の入る柱掘 り方を検出

し、1× 1間を確認した。桁行柱間寸法2.29m、 梁行柱間寸法2.08mで ぁる。

遺物 土器の小片がわずか出土している。

時代は不明であるが、住居址との切 り合いから古墳時代以降である。 (佐々木嘉和 )

建物址 5(第 338図 )

遺構 A R Y A H56を 中心に検出された。 3号・54号住居址を切 り、建物址 607の柱掘 り方に

切られるが、すべての柱掘 り方を検出した。4× 3間の側柱のみの掘立柱建物址で、桁行9.71m・

梁行6.04m、 柱間は桁行2.42m・ 梁行2.01mを測 り、桁行方向はN37.5° Eを示す。柱掘 り方は方

形のものもみられるが多くは不整形で、径 1.62～ 1.08m・ 深さ80～ 40cmを 測る。当初土坑とし

て調査 したために、断面観察等によって柱痕等の把握はできず、また、抜き取 り穴の確認はでき

なかったが、柱掘 り方の形がかなり変形しており、柱が抜き取られた可能性も強い。

遺物は周辺の遺構を切るため、弥生時代中期 0古墳時代後期の土器片が柱掘 り方内より出土し

ているが、本址の時期を決定できるものはない。住居址との切 り合い関係によれば、古墳時代後

期以降であり、周辺の遺物出土状況なども考えると奈良時代に位置づけられる可能性が強い。

また、本址以外に建物址 6～ 8が同様形態を示し、ごく限られた範囲に集中して検出され、用

途等の共通性が強いと考えられ、官衛址の一画を占める可能性も強い。 (小林正春 )

建物址 6(第 337図 )

遺構 A R Y A K58を 中心に検出された。建物址 5。 9、 土坑 8を切 り、建物址 7・ 8を切るた

め、それぞれが重複する掘 り方は原形をかなり変 じている。 4× 3間の掘立柱建物址で、桁行9.

22m・ 梁行5。 46m、 柱間は桁行2.3m・ 梁行1.82mを 測り、桁行方向はN65°Wを示す。柱掘 り方は

方形状のものもあるが、ほとんどが楕円形で、径 1.58～ 1.08m・ 深さ100～ 50cmを 測る。建物址 5と

同様に当初土坑 として把え調査を進めたため、状況把握に不十分な
`点

があり、柱痕等の把握はで

きなかった。掘 り方が不整形を成すものがいくつかあり、柱が抜き取られた可能性もある。

遺物により本址の時期決定は不可能であるが、重複する建物址との関係から奈良時代に位置づ

くと考えられる。具体的な性格等不明であるが、重複する建物址同様に官衛の一画を成すと考え

られる。また、建物址 5と は規模 ◆形態にかなり共通′点があり、同様性格の建物址を位置 。方向

を変えて建て替えている可能性もある。

-393-
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建物址 7(第 338図 )

遺構 ARYAJ54を 中心に検出された。 2号 。4号住居址、建物址 5・ 6、 土坑 3を切 り、西

側が用地外のため北西側柱掘 り方の確認はできなかった。3× 2間 と考えられる掘立柱建物址で、

北西側柱掘 り方が不明のため 4× 2間の可能性もある。 3× 2間 と考えると桁行7.8m。 梁行5.02

m、 柱間は桁行2.6m・ 梁行2.51mを測り、桁行方向N40°Wを示す。柱掘 り方は建物址 506に比

べやや小形で円形もしくは楕円形を呈し、径は138～ 85cm・ 深さ120～ 50clnを 測る。柱掘 り方内の

土層観察により、柱痕等の確認はできなかった。

遺物による時期決定はできなぃが、重複する建物址と同様に官衛域の一画を成すと考えられ、

切 り合い関係で最も新しい建物址の 1つ と把えられ、建物址 8と 同時存在の可能性がある。

(小林正春 )

建物址 8(第 339図 )

遺構 A R Y A N49を ほぼ中心に検出された。排土の関係からPl～ P4を 昭和54年 10月 に、P

5～ P10は 昭和55年 3月 との 2回 にわたる調査 となり、昭和54年の調査時に建物址の可能性もあ

るとしながら土坑として処理 した。 P2・ P3が建物址 6と 重複する。 3× 2間の掘立柱建物址

で、10個の柱掘 り方を確認した。桁行8.22cm・ 梁行4.33mを測 り、桁行方向はN65°Wを示す。桁

行の柱間は2.74m、 梁行の柱間は2。 16mでぁる。掘 り方は方形ないし長方形で、1.35× 1.2m～ o.

96× lmを測る。検出面からの深さは97～ 64clnを 測 り、北側の掘 り方に比べ南側のものが深い。

地形は北から南へわずかに傾斜しており、南側の掘 り方が当初から深いものであったといえる。

Pl～ P5の壁は四辺ともほぼ垂直に掘られ、Pl～ P4は平坦な底部であるが、P5は底部南

側がさらに15cln深 く掘られている。P60P7は 長辺壁がほぼ垂直で短辺壁が緩傾斜となり、底

部はP6の南東側が、P7の北西側がそれぞれ 5 cm程低 くなっている。P8は底部中央部がやや

低 く、短辺壁が垂直で、長辺壁が底部近 くで緩やかになる掘 り方である。P9は Pl～ P5と 同

様に四辺ともほぼ垂直に掘られ、南東側底部がやや深 くなる。 P10は ほかの掘 り方に比べ緩やか

な壁で、全体形も不整形で底部中央が凹んでいる。P10P30P40P80P9の 上面覆土中

には径10cln前後の礫が混入しており、Pl下層に炭と小石が、P3の覆土中程に炭がわずか認め

られ、P6の覆土には全体に礫が認められるが、上層より下層に多く混入し、柱を立てる時の埋

め戻しの覆土に入れられていたと考えられる。 P7も ほぼ同様に下層に礫が混入し、たたかれた

ように堅 く締まっていた。 P10は 上層覆土中のみに小石が認められた。また、プラン検出時に建

物址内部のP4～ P9の内側に、掘 り方覆土中に含まれる石 とほぼ同じ大きさの礫が敷かれてい

るように検出されたが、P4付近はまばらで、建物址に直接結び付 くかは不明である。柱痕と考

えられる部分が平面で認められる柱掘 り方はP6～ P10で、土層断面に柱痕が確認できるものに

P20P70P9・ P10、 底部に柱位置を示す凹地があるものはP5～ P7である。いくつかの
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要素を検討して、P70P9・ P10の 柱位置はほぼ確定できた。柱は丸材で直径30～ 25cmと 考え

られる。土層が舌しれているものや上面全体を礫に被われている柱掘 り方もあることから、柱は抜

き取られていると考えられる。          `

出土遺物はきわめて少なく、遺物から時期を決定することはできないが、周辺の遺構・建物址

等から奈良時代 と考えられる。                       、 (佐合英治)

建物址 9(第 337図 )

遺構 ARYAL57付 近で検出された。建物址 6・ 8に切られる。2× 2間の掘立柱建物址であ

る。桁行2.69m e梁行2.56mで、柱間はそれぞれ1.34m。 1.28mを 測り、桁行方向はN30° Eを 示

す。柱穴掘 り方は建物址 8に切られる北東隅のものを除き7本確認でき、73～ 48cmの 円ないし不

整円形を呈し、深さ29～ 13cmを測る。

時期を決定できる遺物の出土はなく、切 り合い関係から奈良時代に位置づけられる。

(山 下誠― )

建物址10(第 340図 )

遺構 ARYDH49を 中心に検出された。J卜土の関係からP5～ P16は 昭和53年 に、Pl～ P4

は昭和55年 にと2回 に分けての調査 となった。P5～ P16は 柱掘 り方としての把握が遅れ、土坑

として処理したため、建物址として細部の観察ができない結果となった。Pl～ P4は溝址19に

切 られ、P12は 溝址1を 切 り、P7～ 9は建物址18と 重複するが、全体を把握することができた。

5× 3間の掘立柱建物址で、桁行 10。 7m・ 梁行5。 15mを 測 り、桁行方向はN45° Eを示す。方形な

いし円形の柱掘 り方を16個検出した。掘 り方は1.1× 1。 lm～ 0.64× 0.76mを 測る。桁行の柱間は

2.14m、 梁行の柱間は1.71mを 測る。検出面からの深さは68～ 36cmを 測リー定でないも柱掘 り方

壁はいずれも垂直に近い掘 り込みで、底部は丸味を持つものが多い。柱痕位置が確実な掘 り方は

Plで、黄色土と黒色土がプロック状にたたきじめられた層を覆土下層に検出したさいに、建物

址の内側となる掘 り方壁に接して確認した。Plと 同じように建物址の内側の壁に接して丸い凹

みがあるものにP2・ P7・ P10・ P13があり、P30P14・ P16は 部分的に傾斜 した底部であ

る。いずれも柱位置を示す可能性がある。柱は丸材で直径25cm前後の大さであったと推定される。

図化できない土師器 0須恵器の細片が覆土中より出土している。遺物から時期決定はできない

が、周辺の遺構 との関連から奈良時代 と考えられる。
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建物址H(第 336図 )

遺構 ARYDT50を 中心に検出した。15号住居址を切る。1× 1間 を確認し、桁行柱間寸法2.63

m。 梁行柱間寸法2.34mで ぁる。

遺物 わずかの土器片が出土している。

時期は不明であるが、住居址との切 り合い関係から弥生時代中期以降のものである。

(佐々木嘉和 )

建物址12(第336図 )

遺構 A R Y BW50を 中心に検出された。26号住居址を切 り、市道にかかる。

を確認 した。 (1)× (1)間 で桁行・梁行の規模等の確認はできない。約1.54

ある。柱穴の深さは北隅が60cmで、他の 2個が25cmである。

遺構 土師器片がごくわずか出土 しているが、時期の決定はできない。

L字形に柱穴 3個

。1.31mの柱間で

(佐々木嘉和 )

建物址13(第 341図 )

遺構 A R Y A T59・ 60周辺に検出された。土坑。溝に切られ、複数の穴と重複するが新旧の確

認はできない。北東側に隣接して覆土や検出状況の似る柱掘 り方を4本確認したが、大半が用地

外のため建物址として断定はできない。 3× 2間の掘立柱建物址で、桁行3.3m O梁行2.8mを 測

り、桁行方向はN29°Wを示す。桁行柱間は1.lm・ 梁行柱間は1.4mで ぁる。掘 り方は若千歪む も

のもあるがほぼ円形で小さく、64× 62cm～ 48× 46cmで、深さは57～ 28cmを 測る。北東側の建物址

は 2本の穴が本建物址と切 り合って検出され、土層の観察から本建物址を切っていることを確認

した。規模等は不明であるが、同一方向を示していると考えられ、検出した柱掘 り方は84× 72cm

～58× 58cm、 深さ27～ 19cmを測る。掘 り方壁は両建物址とも垂直を成すものと緩やかな部分を持

つものとがある。覆土は黒色土が中心で、平面的にも土層断面の観察からも柱痕は確認できなか

った。

遺物は出土せず、形態・周辺遺構の関連からも時期の決定はできない。 (佐合英治 )

建物址14(第 342図 )

遺構 ARYCE50を 中心に検出された。西側は21号住居址カマ ド下に柱掘り方 1本が位置す

るためカマ ド調査後ようやく全体を把握した。21号住居址・溝址6に切られている。 3× 2間の

掘立柱建物址である。桁行方向はN32°Wを示す。桁行3.28m・ 梁行2.82mを 測り、柱間は桁行で

1.o9m、 梁行で1。 41mで ぁる。南側の梁の中間の穴は精査したが、検出できなかった。柱掘り方
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1.黒色土

2.黒色土(黄色土混 り)

3.暗褐色土

4.暗褐色土(黒 色土混 り)

5.黄色土

自「 341図  ARY 建物址 13、 溝址21、 P忙群
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は62～ 37cmの不整円形を呈し、深さは

西側で46～ 37cm、 東側は21号住居址の

床面から28～ 20cmを 測る。梁の中間の

穴は深さ20cmと 他に比べてやや浅い。

穴の覆土は黒色土ないし黄色土が混る

黒色土である。

時期を決定する遺物の出土はない。

切 り合い関係から古墳後期後半以前に

位置づけられる。 (山下誠一 )

0    ~~~~~｀
~ノ

~「

,1「

｀ヽ一′/一―――、、_ノ√
~~~~■

__ノ″~~~~

第342図 ARY 建物址14

建物址15(第 343図 )

遺構 ARYDL52を 中心に検出された。穴を当初は土坑群 として調査を進め、全面掘 り上げた

後に掘立柱建物址の柱掘 り方と確認した。建物址10。 18と 重複するが、新旧関係の把握ができな

かった。東側は用地外にかかり、規模を確定することはできないが、 4× 3な いし5× 3間 と推

定される掘立柱建物址である。梁行は6.76mで 、柱間は桁行1.7m・ 梁行 2.25mを 測り、桁行方

向はN52°Wを示す。他の建物址の穴と重複 しない穴の掘 り方は円形を呈 し、1.07～ 0.8mの 規模

で、深さ50～ 40clnを 測る。P3～ P6は建物址18と P30P4は 建物址10と 重複する。

時期を決定できる遺物の出土はないが、遺構の状況から奈良時代に位置づけられる。

(山 下誠― )

建物址16(第 344図 )

遺構 A R Y C V54を 北西側部分 として 4本の柱掘 り方が検出された。20号住居址を切るが、上

層から穴を把握することはでき,な かった。南東側は用地外にかかるため、規模の確認はできない

が、桁行方向はN46° EないしN44°Wを示す掘立柱建物址である。柱間は1.8mを 測る。柱掘 り方

は1.44～ 1.16mを 測 り、大形の楕円形を呈し、20号住居址の検出面から90～80cmの 深さを測る。

P3・ P4に は10cln前後の礫が多く入っていた。土層観察により柱痕の可能性ある部分も認めら

れたが断定はできない。

―◎
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第343図 ARY 建物址15、 土坑13・ 14・ 15

遺物は20号住居址と同一時期の土器片のみで、時期を決定できるものはない。遺構の状況・住

居址との切 り合い関係から奈良時代に位置づけられる。             (山 下誠―)

1.黒色土

2.黒褐色土(黄色砂土混り)

3.黒褐色土

4.黒褐色土(褐色土混り)

5.黄色砂土

第344図 ARY 建物址16
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建物址17(第 345図 )

遺構 A R Y C H47を 中心に検出された。1× 1間の掘立柱建物址で、桁行4.060梁行3.48mを

測り、桁行方向はN42° Eを示す。穴の掘り方は96～ 66clnの楕円形を呈し、深さは60～ 42clnを 測る。

いずれも周辺に散在する他の穴と重複し、それらとの新旧関係は不明である。

時期を決定する遺物は得られなかったが、規模等からみて古墳時代以前と考えられる。なお、

周辺に散在する穴は本址と同様の時期が考えられるが、それ
°
ぞれの関連は不明で性格も判断でき

ない。 (山 下誠一 )

餡
シＣσ

Ｇ
一

1.黒色土

2.黒褐色土

3.黄褐色土

4.黒色土(黄色土混 り)

5.黒褐色土(黄色土混 り)

6.褐色土

7.褐色土(黄色土混 り)

8.黄色土(黒 色土混 り)

第345図 ARY 建物址17、 Pit群

建物址18(第 346図 )

遺構 ARYDL50を 中心に検出された。建物址10・ 15と 同様に当初は土坑群として調査を進め

たために、建物址相互の新旧関係の把握ができなかった。11号住居址と溝址 1を切る。 4× 3間

の掘立柱建物址で、桁行9。 22m・ 梁行5。 9mを測り、桁行方向はN43° Eを 示す。柱間は桁行で2.3

m、 梁行で1.93mを 測る。他の建物址と重複しない穴の掘 り方は、1.4～ 0。 76mの丸味を帯びた方

■ 7 6  」旦L

い
E 514・
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形ないしは楕円形を呈し、深さは80～ 32clnを 測る。P9～

重複している。Plと P13の間の穴を検出できなかった。

層等により柱痕の位置等の把握はできなかった。

P12は 建物址15と 、P9は建物址10と

当初土坑として把えたこともあり、土

１
０

第346図 ARY 建物址 18
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遺物は縄文土器から土師器までの破片が出土したが、時期を決定できるものはない。

遺構の状況から奈良時代に位置づけられる。                 (山 下誠一)

建物址19(第355図 )

遺構 ARYDL45を 中心に検出した。溝址18と 重複するが新旧関係は確認できなかった。用地

外にかかり、直列 4本の柱穴を確認したのみである。柱間の延長は5.5mぁ り、柱間ごとの寸法は、

両端が1.48m、 中間が2.65mで広い。柱穴平面形は統一性がないが短径80cm以 上あり大きい。用

地外方向に延びる可能性がある。

時期を決定する材料はないが、近接して所在する一連の大きな掘 り方を持つ掘立柱建物址に連

なるものの可能性が強く、奈良時代であろう。               (佐 々木嘉和)

4)溝址・ 溝状遺構

溝址 1(第 347図 )

遺構 ARYDL50を 中心に検出し、用地内を東西に斜めに横断する溝址である。溝址 2を切り、

建物址10018に 切られる。確認した長さは約14m・ 幅 lm前後で、深さは検出面から20～ 10cmで

ある。東方で方向を変えるが、長い部分の方向はN68° Eである。壁は比較的緩 く底に続き、底・

壁に水の流れた痕跡は認められなかった。断面観察点EF付近から建物址18の柱穴までの間に、

石が多く入っていた。

遺物 覆土中から土師器片がわずか出土している。

時期は切 り合い関係と遺物から古墳時代の遺構であろう。          (佐 々木嘉和)

溝址 2(第347図 )

遺構 ARYDM50が 中心で、用地内をほぼ直角に横切る溝址である。溝址 1、 建物址 15。 18に

切 られる。確認 した長さは約 9m。 幅70～ 50cln・ 深さは検出面から15～ 10cmで ある。方向はN55°

Wを示す。壁は比較的緩 く底に至る。底部 0覆土中に水の流れていた痕跡はない。

遺物 土師器・須恵器など出土 しているがいづれも小破片である。

時期は決め手になるものがないが、切 り合い関係から古墳時代以前である。 (佐 々木嘉和)
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l.暗褐色土

2.暗褐色土(黄色土混 り)

第347図 ARY 溝址 1・ 2

溝址 3(第 348図 )

遺構 ARYDV50を 中心に検出した。19号 050号・59号住居址を切 り、溝址18に切られる。道

路にかかるため中央部 3mが調査できなかった。用地内をほぼ直角に横断する溝址である。調査

した長さは13m・ 幅2.2m。 深さは検出面から50～ 30cmである。方向はN53° Wを 示す。覆土最下

部に細かな黒褐色土の層・その上に砂層が比較的厚 く入 り、上部は石が入っている。石は検出面

と同レベルに、直径30～ 10cmの ものが沢山入っていた。溝埋没時の最末期に人為的に入れられた

可能性がある。水の流れていた事は確実であるが、幅が広 く単なる灌概用とは思われず、何らか

の区画施設的性格が考えられる。

遺物 出土量は少ないが覆土の全層から出ている。土師器甕・不・高不
|、

勾玉などが出ている。

時期は切 り合い関係と遺物から古墳時代後期と思われる。          (佐 々木嘉和)
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第348図 ARY 溝址 3

暗褐色土

黒褐色土

黄褐色砂土

暗褐色土(黄色土混 り)

黄色土(褐 色土混 り)

0      1m

l.黄色砂質土

2.暗褐色土

3.暗褐色土(黄色土混 り)

4.撹 乱

2m

溝址 4(第 349図 )

遺構 A R Y DQ50を 中心に検出 した。14

号 017号住居址を切っている。確認した長さは

9.5m。 幅 1～ 0.8m・ 深さは検出面から40cmで、

方向はN47.5° Wを示す。用地内を斜めに縦断

する道路にかかり、その北西側に延長部は認め

られず、道路下で終わると判断される。道路に

沿って溝址18があり、関連があるものと思われ

るが、溝址18南東側壁も道路下で確認はできな

かった。水の流れた痕跡はない。覆土上部に石

が入っており埋没時に入れたものと思われる。

溝址18と の関連も考えれば、区画施設の可能性

が強い。

遺物 土師器甕片などわずか出土している。

時期は切 り合い関係から古墳時代終末から奈

(佐 々木嘉和 )

Ｂ
一

17住

第349図 ARY 溝址 4

良時代 と思われる。
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溝址 5(第 350図 )

遺構 ARYC区 をほぼ東西に横断する。24号

住居址を切 り、建物址16に切られる。溝址 6と の

切 り合い関係は確認できなかった。確認した部分

は12mでぁるが、中程に検出できなかった箇所が

あり、延長は30mでぁる。幅80～ 30cln、 深さは検

出面から10～ 4 cmと 浅 く、凹凸が著 しい。方向は

N67・ Eを 示す。底部は極めて堅 く、所々に直径

10～ 5 clnの 穴があった。底部が堅 く浅い事から道

路址の可能性もある。

遺物 ごくわずか出土したのみである。

切 り合い関係から弥生時代中期以降であるが具

体的な時期は決定 できない。 (佐々木嘉和 )

溝址 6(第 351図 )

遺構 ARYC区 を南北に横断する。22号住居

址 0建物址14を切 り、溝址 7に切られる。溝址 5

との切 り合い関係は確認できなかった。中間に検

出できなかった所があるが、長さ28mを 確認した。

幅80～ 50cln、 深さは検出面から30～ 5 clnである。

溝の方向は曲がっているがほぼ南北である。覆土

中に水の流れた痕跡はなく、性格は不明である。

遺物 土師器片がわずか出土している。

住居址との切 り合い関係により弥生時代以降で

あるが具体的時期は決定できない。

2m

鐸;3501コ  ARY
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第351図 ARY 溝址 607

1.黒色土

2.黒色土(黄色土混り)

3.黒褐色土

4.黄色土(黒色土混 り)

5,黄色土
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溝址 7(第 351図 )

遺構 ARYCE～ CHで用地内を斜めに横断 し、21号 住居址。建物址14・ 溝址 6と 重複する。

長さは16mを確認し、幅70～ 50cm、 深さは20cm前後を測る。方向はほぼN87° Wを 示す。溝址 6と

共通′点が多く、単なる水路とは考えにくい。覆土の様子から人為的に埋めもどしたと推測され、

何らかの区画施設と判断される。

遺物 弥生時代土器片と土師器片がわずか出土しているが、実測可能なものはない。

溝址 6と 同様に古墳時代以降の遺構である。                (佐 々木嘉和)

溝址 8(第 352図 )

遺構 ARYE P44か らE N51に かけて検出された。表土から検出面までが浅いうえに、桃の耕

作による攪舌Lを 受け断続的に15m程検出し、方向はほぼN46°Wを示す。E N51付近では、33号住

居址を切っていた。北側は調査の土盛 り下に、南東側は用地外にかかって調査できなかった。幅

1.32～ 0。 96mで、深さ30～ 10cmを 測り、西側はやや浅 くなる。断面形は不定形であるがU字形を

基本としている。土層は上層に暗褐色土が入 り、下層は褐色の砂利が入る。砂利の中には10cm前

後の礫が混入していた。

遺物 出土量は少ない。ほとんどが破片で流れ込みによる角がとれたものが多い。弥生時代中期

から平安時代のものまでが出土している。土師器甕・高不・内面黒色の不、須恵器甕、灰釉陶器

坑がある。灰釉陶器の出土から平安時代後期以降が最終段階となる。

溝の性格は規格性のない掘 り込みや土層から、雨水の流入によって掘られた溝と考えられる。

(山下誠一 )

溝址 9(第 352図 )

遺構 ARYE P48か らE051の本遺跡北端部、地形的にも北側へ約10m落 ちる台地肩部に検

出された。桃の耕作によって上層を切られ、33号住居址を切っている。南東側は用地外にかかり

調査できなかった。北西側は用地内であるが、調査の土盛 り下のため調査を断念した。調査範囲

の長さは約 8mで、幅2.2m前後・深さ60cm程を測 り、方向はN38°Wを示す。断面は逆台形を呈

し、急な立ち上がりを示すが、北東壁の一部に段がついている部分もみられた。土層は上面に褐

色土その下に黒褐色土が入る。両層の境から黒褐色土層には30cm前後の石が多く混じる。土層か

らみれば、一気に埋まったと考えられる。

遺物 石の間からの出土が多いが、調査範囲が狭いので、量的には少ない。土師器甕、須恵器甕・

高台不・糸切 り不がある。

昭和57年度に実施 した第一次恒川遺跡群範囲確認調査で、この溝の延長が120m北西側まで延
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びることが確認された (小林1983)。 また、方向 。土層などに類似`点
がみられるARY溝址19・ GO

B溝址11な どとの関連が考えられる。位置及び確認調査による規模 。出土遺物から、官衛域の北

端を画する施設といえる。なお、調査時点の諸状況により、用地内でかなりの部分が未調査で、

未調査部分に重要な資料があったことも予想され、官衛域北端施設という性格から、より慎重な

調査 を行 なうべ きであった。

遺物から時期は奈良時代後半が最終段階 と考えられる。 (山下誠一 )

|ぶ
▽CR 用

　
地
　
外

Ｑ
◎

Ｄ
一

Ｃ
一

耕土

暗褐色土(黄色土混 り)

黒褐色土(礫、砂混 り)

0        2m

褐色土

暗褐色土

褐色 砂和l

黒色土 (黄 色土混 り)33住の覆土

第352図 ARY 33号住居址、溝址 809

溝址10(第353図 )

遺構 ARYEHOE 142に検出された。南西側はわずか42号住居址を切って用地外へ延びてい

る。北東側は耕作の攪舌しにより消滅し、それより北東では確認できなかった。確認した長さは3.

7mで、幅50～ 28cm・ 深さ12cm前後を測り、北東から南西へ16cm傾斜 している。壁と底部の境はは

っきりせず、底部から壁まで緩やかに立ち上がっている。覆土は黄色砂土混 りの褐色土一層と考

えられるもので一気に埋まっている。
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プラン検出時に灰釉陶器片が一片出土 したのみで、時期 。性格の判断はできない。

(佐合英治 )

溝址H(第 353図 )

遺構 ARYEG42～ E J43に 溝址10と 並んで検出された。南西側は42号住居址を切ると考え

られるが、42号住居址覆土中には本溝址の検出はできなかった。北東側は耕作による攪乱を受け

ており、それより北東では本溝址は確認できなかった。確認した北東端から5.8mで、幅85clllを 測

る。壁は緩やかな立ち上がりを成し、底部は凹凸がある。確認した北東端から2.3m程南西に寄っ

た所の底部は60cmの 間が壇状に高 くなる。検出面よりの深さは30～ 17cmを 測るが、南西側と北東

側底部のレベル差はほとんどなく、水を流すためのものとは異なる性格を持ち、人為的に掘られ

たと考えられる。覆土は黄色砂土混り褐色土が中心で、一時期に埋まったと考えられる。

遺物は出土せず周辺の遺構との関連も不明で、時期等の決定はできない。 (佐合英治 )

溝址12(第353図 )

遺構 ARYE 144か ら南西と南東へ L字形に検出された。南東の端は土坑に切られ、かつ道路

下へ延びている。道路側から3。 4m程は32号 。34号・35号住居址検出時に壁を壊 してしまい、かろ

うじて底部のみを確認した。南東溝の調査範囲内の中程で溝址13と 交差し、それを切る。南西溝

は36号住居址を切ると考えられるが覆土中には検出できず、住居址を越えた箇所でも確認できな

かった。南西溝は確認した長さ5。 7m・ 幅1.2m前後・深さ19～ 13cmを 測り、壁は垂直に近い角度

で立ち上がる。底部は凹凸が多少あり、南東壁側は北西壁側より25～ 1lcm深 く掘 り込まれている。

南東溝の確認した長さは10.6m。 幅80cm O深 さ20～ 9 cmを 測り、壁は垂直を成していたと考えら

れる。底部はほぼ平坦で、北西から南東へ22cln傾斜している。覆土は褐色土混り黒土と褐色土で、

一気に埋まっている可能性が高いが、南東方向溝には砂層を部分的に認める所があり、ほぼ埋没

しわずかに凹みの残る部分を水が流れたと考えられる。

遺物には土師器細片があるが、時期・性格等の決定はできない。 (佐合英治 )

溝址13(第353図 )

遺構 ARYE F46か ら北東と南東に延び、L字形に検出された。31号 032号住居址 、溝址12を

切る。 L字に曲がる部分 と南東方向・北東方向それぞれ4.5mは 32号住居址覆土中にあり、壁は検

出できなかったが、底部は床面を切っており確認することができた。南東溝端は用地内を横断する

道路下のため未調査 となった。北東方向溝は31号住居址を切 り、端部は土坑や穴に切られ、その
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先は遺構そのものの確認ができなかった:調査範囲の長さは北東溝12.7m・ 南東溝4mで、32号

住居址内で確認した本溝址の幅は85～ 36cln、 深さは床面より28～ 8 cmを 測り、底部は凹凸である。

北東溝は幅1.3～ lmで、31号住居址と切り合う部分の南東壁側は北西壁側に比べ18～ 10cm段 を作

ったように全体が高く、検出面からこの面まで18cm前後・底部まで26clnを 測る。32号住居址北東

壁から溝址12ま での 2mは切り合いもなく良く遺構が残っており、壁はほぼ垂直に立ち上がり、

底部は平坦である。北東方向溝底部は北東から南西へ 8 cln傾斜している。覆土はほぼ一層で、一

時期に埋まったものと考えられる。

A  ミ10 B E  ミ12   F

G   ミ13  H
Ｄ
一

Ｃ
一

0      1m

l.暗褐色土

2.褐色土(黄色砂土混 り)

3.黄色砂土(褐 色土混 り)

4.撹 乱

37t通

ミ11

424ヒ

0     2m

黒色土(褐色土混 り)

黒色土(黄色土混 り)

褐色土

1.

2.

3.
354L

34住

鵬
地
外

41住

36任 l

第353図 ARY 溝址 10・ H・ 12013014・ 22

‐………… …………………………… …十
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直角にL字状に曲がっており人為的に掘られた溝と考えられるが、出土遺物は土師器と弥生時

代中期土器の細片のみで、時期 。性格は不明である。              (佐 合英治)

溝址14(第353図 )

遺構 溝址nの北東端に直交する溝址で、交差部分は耕作の攪舌しを受け新旧関係は不明で、それ

より北西側ではプランの検出はできなかった。南東側は31号住居址・溝址12と 切り合うと考えら

れるが、遺溝を検出できる層が傾斜しているため自然に消滅し、溝址12と の新旧関係も不明であ

る。幅・深さ。覆土の状態は溝址11と ほぼ同じで、同一の溝址となる可能性がある。確認した長

さは2.9m。 幅82cm・ 検出面からの深さ北西端で20cmを 測る。底部は丸味を持っており、壁は緩や

かに立ち上がっている。

本溝址に伴うと考えられる遺物は出土せず、時期・性格等は不明である。 (佐合英治 )

溝址15(第354図 )

遺構 ARYAP69～ AU58に検出した。用地内をほぼ東から西へ横断し、両端とも用地外へ延び

ており、溝址16の上面の褐色土層中にある。西用地境では 2本認められ、4m程東で合流し一本の

溝址となる。調査した長さは23.4mで、幅は西用地境の南側溝が1.2m。 北側が3.9m。 合流地点で

1.6m・ 用地ほぼ中央部で1.7m。 東側用地境で0.8mを 測る。検出面からの深さは15～ 10cmである

が、地形の傾斜に伴って西から東へ50cm低 くなっている。水の浸食により壁・底部とも場所によ

りかなりの凹凸がある。覆土は褐色土と砂利や大小さまざまな石が混入しており、自然の溝と考

えられる。

遺物 出土量は多いが多時期にわたる。弥生時代中期壺・甕、土師器壺・甕、須恵器甕・17N・ 蓋、

山茶婉の皿・坑、用途不明の鉄製品がある。

遺構が検出された土層から中世以降と考えられる。 (佐合英治 )

溝址16(第354図 )

遺構 ARYAP68の 東用地境からA T58の 西用地境まで用地を横断し、溝址15の 下層に検出

され、用地の両側へ延びている。調査範囲の中央部より南東寄りで溝址17と 交差し、これを切っ

ている。調査 した長さは21.8mで、幅は西端30cm。 中央56cm。 東端60clnで、壁高は30～ 14cmを測

り、緩やかな掘 り込みで丸味を持つ底部となる。底は西端から東端へ74cm傾斜 している。東側用

地境近 くで枝別れし、底部が本線より25cm前後高 くなる。別れた溝は東に行 くにつれ浅 くなり消

滅する。覆土は黒色土が主体で、それに褐色土と黄色土が混じる3層から成っているが、水が流
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れていた溝の堆積 とは異なり、人為的に埋めている可能性がある。

出土遺物は少なく時期・性格等の決定はできないが、溝址15と の切 り合い関係から中世以前で

ある。 (佐合英治 )

溝址17(第354図)                                 '

遺構 ARYAQ63か らAQ67ま で、ほぼ東西に検出された。調査範囲の中程から西側は 2本に

分かれ(南西方向にやや向きを変え、溝址16に切られており、55号住居址と重複するが、住居址

を越えて本溝址は確認できず、新旧関係も不明である。東の端は底部が徐々に浅 くなり消滅する

が、遺構を検出可能な土層が東へ傾斜するためで、さらに東べ延びていたと考えられる。調査範

囲の長さは8。 75m、 幅は1.1～ 0。 5m、 2本に分れた北側溝は長さ5.5m、 幅は0。 7～ 0。 4mを 測る。

深さはかなり凹凸があるが全体 としては、西から東へ13cm傾斜している。覆土は黒色土と黄色土

混り黒色土の 2層で、ほぼ一気に埋まったと考えられる。水が流れていた痕跡は認められず、壁

・底部の状態から人為的に掘られた可能性の強い溝址である。

遺物 土師器・須恵器の破片と石器がある。出土量が少ないため断定はできないが、奈良時代と

考えられる。                                  (佐 合英治)

溝址18(第355図 )

遺構 A R Y D R46を 中心に検出した。28号 。29号・50号・59号住居址、溝址 3を切る。建物址

19と 重複するが新旧関係は確認できなかった。道路にかかり東南側の壁はわずか確認しただけで

ある。道路沿いのほぼ直線部分を31m、 曲がって用地外壁まで 7mを確認した。幅は1.5～ 0。 9m、

深さは検出面から60～ 30clnで、壁は急傾斜に掘 り込まれている。31mの部分の方向はN51° Eを 示

す。覆土中に水の流れた痕跡はなかった。調査範囲南西端で直角に折れ曲ると思われるが、道

路を越えて確認はできなかった。その地点から南西側の3m先には溝址19がほぼ直角に走ってお

り、関連性が考えられる。直線部分のほぼ中間あたりで溝址 4が分かれると思われるが確認はで

きなかった。全体の形状・地形に対する位置などから、なんらかの区画施設の可能性が強い。

遺物 土師器・須恵器片がわずか出土している。

時期は切 り合い関係・遺物から古墳時代終末から奈良時代 と思われる。

直線部分の31mは 約100尺 に当り、区画施設の一単位の可能性がある。

-418-
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溝 18土層

B    C

1.褐色土(黒 色土混 り)

2.黒色土(褐色土混 り)

3.黒色土

4.黒色土(黄色土混 り)

5.黄色土

6.撹 乱

第355図 ARY 建物址 19、 溝址 18

1.黒褐色土

2.黒褐色土(黄色砂利混 り)

3.黒色土

4.暗褐色土

5.黄色土(暗褐色混 り)lm
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溝址19(第356図 )

遺構 ほぼ用地内を横断する形でARYDE47か らD C53に かけて検出された。13号住居址・建

物址10を切っている。西側は道路に、東側は用地外にかかり調査できなかった。調査の長さは約

15mで、幅2.0～ 1.8m・ 深さ65～50cmを 測り、方向はN44.5°Wを示す。断面は逆台形を呈し、壁

は急な立ち上がりを成す。覆土は上面に褐色土が入 り、その下は黒色土となる。両層の境から黒

色土上面にかけての溝中央部を中心にして、30～ 10cmの石が多く混じり、特にグリット50よ り西

側が多かった。
.底

部のレベルは西から東へ地形に沿って低 くなっている。

遺物 ほとんど出土しなかった。しかし、A E49の黒色土面からは、円面硯の破片が出土した。

須恵器甕・不等がある。GOB溝址11・ ARY溝 址 9と 同様に官衛域の区画を意図したものと考

えられ、遺物から奈良時代に位置づけられる。 (山下誠一 )

溝19 溝19

椰
ヽ
献

Ｅ
一

Ｄ
一

o     lm
4

1.暗褐色土

2.褐色土

3.黒色土

4.黄色砂土 (黒 色土混 り)

A 小竪穴 5 B

褐色土

褐色土 (黄褐色土混 り)

黄褐色土

暗褐色土

第356図 ARY 溝址 19、 小竪穴 5

溝址20(第 357図 )

遺構 43号住居址の東側、A R Y C V52付 近にかけて検出された。最 も長い西側のものを溝址20

とし、他の 2本は名称を付さなかったが、一連のものの可能性がある。北側で溝址 19と 重複する
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が、その新旧関係はつかめなかった。溝址20は 溝址19か ら南へ12mを確認し、幅66～ 46cm・ 深さ

20～ 10cmを 測り、断面はU字形でほぼ直線的に続き、C V52付近で検出できなくなる。この東側

のD A45で用地外にかかる幅50～ 40cm・ 深さ25～ 20cm・ 断面U字形の溝を約 4m、 ほぼ真南の方

向に検出した。D B53か らC X53ま で溝址20と ほぼ平行する幅80～ 30cm。 深さ15cm前後を測り、断

面は同じくU字形の溝を7m検出した。

いずれも遺物の出土はなく、時期 。性格を決定づける材料は得られなかった。  (山下誠一)

用 地 外 A          B

C

第357図 溝址20

溝址21(第 341図 )

遺構 ARYAR61か ら北東に検出した。北東端は道路で未調査、溝址 16と 交差 し、切 られてい

る。確認 した長さは5。 5m。 幅50～ 16cm・ 深さ10～ 4 cmを 測 り、底部は北東から南西へ10cm傾斜 し

ている。

遺物 弥生時代中期の甕の細片が 2点出土 したのみで、時期。性格等を位置づけられるものでは

ない。                                      (佐 合英治)

溝址22(第 353図 )

遺構 32号住居址調査中にE D49の 床面近 くに住居址の覆土と異なる黒色土を認め、この部分

が床面まで達する溝址となった。32号住居址南西壁に溝の痕跡は認められず、住居址内で終わっ

ている可能性が高い。34号住居址床面および、覆土中には本溝址を確認することはできなかった

が、34号住居址北東壁を切ってさらに北東へ延び、溝址12に上部を切られ、35号住居址を切って

いると考えられるが、これより北東側は確認できなかった。調査 したのは32号住居址床面から深

さ 7 cm。 幅30～ 18cm。 長さ70cmと 、34号 。35号住居址の間で深さ30cm・ 幅56cm。 長さ1.4mである。

壁はほぼ垂直を成し、底部は丸味を持ったもので、北東から南西へ 8 cm傾斜している。

本溝址に伴う遺物は不明で、時期・性格等は判断できない。

Ｄ

一
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溝址23(第 327図 )

遺構 A R Y A G59か らA160に かけて、長さ5m程検出された。建物址 6に 切られる。幅

66～ 34cm。 深さ19～ 7 cmを 測り、断面は横に広い逆台形を呈し、方向はN38.5° Eを 示す。

遺物はほとんど出土せず、溝址の性格等は把握できなかった。時期は切り合いから奈良時代以

前と考えられる。 (山下誠一 )

溝址24(第 358図 )

遺構 建物址 8の内側A N58か らA060に かけて北東・

南西に検出された。建物址 8の Plと 建物址に伴うと考

えた石の範囲と一部重複 し、Plと の新旧関係は不明で

あるが石の範囲で溝に切られた痕跡は認められず、建物

址 8よ りは古い可能性がある。調査 した長さは 5m程で

北東端は曲りながら止まっている。幅は70～ 40cmと 場所

により異なる。検出面よりの深さは18～ 8 cmを 測り、底

部は北東へ 8 cm傾斜している。壁は比較的緩やかな掘 り

込みで底部は平坦である。

遺物は何も出土せず、時期 。性格等は確定できない。
第358図 ARY 溝址24、 Pit

(佐合英治)

溝址25(第 287図 )

遺構 ARYAC55に 検出した。53号住居址を切 り、6号住居址に切られる。長さは1.2m確認

し、幅は60cm・ 深さは20cm前 後である。調査面積が少なく、性格・時期等は不明である。

(佐々木嘉和 )

溝状遺構 1(第 329図 )

遺構 57号住居址調査中にA R58を 主体 として検出した遺構で、57号住居址中央部を切 り、北西

側は用地外 となり未調査である。確認した長さは3.lm・ 幅2.4mを 測る。覆土上層は漆黒色土で

底部より15～ 10cmの下層には粘質の黄色土が混入し、下層上面はたたかれたように堅 く締まって

いる。壁は全体 として緩傾斜であるが、南西壁にやや急傾斜の部分がある。底部はほぼ平坦であ

るがたたきなどは認められなかった。南東壁部には壁の中程から掘 り込まれる穴があり、深さは

底部から12cmを 測る。また同壁から幅70cm・ 深さ11～ 6 cmで溝状に1。 2m程張り出す部分があり、

この西側壁に沿って直径20～ 12clnの 自然石が並べられたように 9個入っていた。東壁側は西側と

◎
◎
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比べ深 く掘られており、穴状になる所もあり、深さは37clnを 測る。張 り出し部分 0各穴内の覆土

は上層覆土である漆黒色土が入り、本址に付属する施設の可能性がある。

遺物遺物議色土中から弥生時代中期甕、土師器甕、須恵器蓋が出土するがいずれも細片で、本址

の性格や時期を決定することはできない。 (佐合英治 )

5)方形周溝墓

方形周溝墓 1(第359図 )

遺構 ARYAN64を 中心に検出された。55号住居址を北西側溝が切 り、南東側%程は用地外 と

なり未調査である。規模は北西溝の長さ9m、 周溝内法7.2mを 測る。これに直交する長さもほぼ

同じと考えられる方形周溝墓である。北西側の溝幅は1。 1～ 0。 9mで、深さは41～ 21cmを 測 り、隅

部分の両壁 と内側の壁は急角度で立ち上がるが、外側壁は緩やかで、底部は丸味をもち北隅から

西隅へ傾斜する。北東側溝は5。 lm確認し、幅1.4～ 1。 lm・ 深さ56～ 34clnで、底部は北隅から東隅

へ傾斜する。外側壁の用地境部分に底部 より9 cmと 31clnを 測る段状施設を持つが性格は不明で

ある。 2つの段の中間に底部から10clnの 深さを測る穴を確認したが、後世の穴と考えられる。こ

の部分を除き壁は両側ともに比較的急角度で立ち上がり、底部は平坦である。南西側の溝は6.9m

調査でき、幅は1.3～ lmを測り、内外壁とも垂直に近い面を成す。底部は調査範囲の中程から南

側が急に深 く、凹凸のある底部となり、検出面より83～ 66cmを 測る。西隅側は平坦で37cmを 測る。

覆土は漆黒色土および黒色土で、溝が埋まる最終段階では水が湛水していたと考えられる。北東

側溝・南西側溝の覆土上層から中層に径40～ 5 cmの石を検出したが、北西側溝には認められず、

性格等は不明である。調査 した溝の内側に主体部等の関連施設の確認はできなかった。

遺物 弥生時代中期の壺 0甕の細片、刀子がある。刀子の出土位置は高 く、土器は周辺からの

流れ込みも考えられ、出土遺物から時期の決定はできないが、切 り合い関係から弥生時代中期恒

川Ⅱ期以降である。 (佐合英治 )
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6)土 坑

ARYの 土坑は 1～ 15ま であり、A区に土坑 1～ 9、 C区 に土坑10、 D区に土坑11～ 15が ぁる。

遺構図は土坑 6を 除いて、すべて他遺構に含まれている。 (土坑 6は付図 2を 参照)

土坑と穴の区別は検出時に調査者の判断によったので明確にはなっておらず、大小様々である。

それぞれの記述は割愛したので一覧表のみであり、その記述については、TANoKURの 土坑

の項を参照 して頂 きたい。 (佐々木嘉和 )

7)集 石

集石 1(第360図 )

遺構 A R Y C A52に 検出され、

集石 2

1.褐色土

0         2m

第360図 ARY 集石 102

26号住居址に切 られる。直径約 2mの環状に石があり、掘 り方

の覆土中には入っていなかった。断面調査の時掘 り足 り

ず、石をはずしてほぼ中心部に穴を検出した。第361図

B o CttP i t群 の内の断面図でEFを付 した穴が、集

石 1と 重なり、集石 1の掘 り方であろう。石の上面から

底部まで約70cmを 測る。

こ   遺物 出土量はわずかであるが、石下より弥生時代後

期恒川Ⅳ期の高不などが出土しており、該期の遺構 と思

われる。               (佐 々木嘉和)

集石 2(第 360図 )

遺構 ARYCB52付 近に石の集中する所を検出し、

26号住居址に切られる。集石 1に 比べ比較的大きな石が

集中している。石の厚さは約20clnで あり、石をはずして、

第361図 BoCttP i t群 で26号住居址の東隅に切られる

穴を検出した。石のない部分に内側の穴が位置し石の上

面から約50cmを 測るが、集石 2を切っている可能性があ

る。外側の比較的大きな穴が集石 2の掘 り方と思われ、
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石の上面から30cmの 深さを測る。

遺物 石鏃 1点 と石器片、土器片が出土しているがわずかである。時期も不明であるが、26号住

居址 (古墳時代後期)よ りは古い。                     (佐 々木嘉和)

集石 3(第 361図 )

遺構 ARYCB45に 検出された。西側は用地

外 となり、完掘できなかった。検出面よりわずか

上面に、20～ 10cmの 50個程の石が1.6× 0.7mの 範

囲に散 らばっていた。下層は、長軸1.7mを測る楕

円形を呈 し、深さ35cmの 土坑になる。集石の中に

はほぼ完形の土師器の甕がつぶれて入っていた

が、調査途中に盗難にあい、詳細は分からなくな

った。

遺物 ほぼ完形の甕の他は、土師器、須恵器の破

片が出土 している。甕が残っていれば時期の確定

が可能であったが、それもできず一応古墳時代後

期に位置づけてお く。

遺構の性格 として、墓である可能性が強いが断

定はできない。          (山 下誠一 )

用
地
外
　
一

lm

1.黒色土

2.黒色土(黄色土混 り)

3.暗褐色土

第361図 ARY 集石 3

8)Pit群

ARY地籍で検出されたPi tは 、270個以上に達する。検出削平中に湮滅したものは含めていな

い。実測図をとったものは、他遺構と一緒に図化したが、一部入っていないものもあり第362図・

全体図 (付図 2)を参照して頂きたい。規模は大小様々であり、検出中に建物址・土坑にしなか

ったもの全部をPi t とした。

遺物 覆土に混入していないものもあったが、ほとんどに小破片の混入をみた。図化できたもの

もわずかあり、遺物編で記載したいと思っている。

引用文献

小林正春 1983  『恒川遺跡群 昭和57年度範囲確認調査概報』

、あ鳶
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新井原遺跡

本遺跡の遺構分布状況は、時期を変えて若千の差があるが、南大島川に開析された舌状台地先

端部という規制された立地条件の中で互いに重複をもって把えられる。

縄文時代中期は基本的に台地先端部全体に分布するが、台地端部の傾斜が始まる付近に住居址

分布の限界があり、主体は台地上の平坦部にある。

調査実施前から新井原11・ 12号古墳が現存し、古墳の密集する地域 として注目されていた。

ARBKllが台地の最先端部に、ARBK12が台地頂部に位置する他、調査の結果11号 012号古墳の

中間にARBK13の周溝が、12号古墳の北側道路下にARBK14の周溝が確認された。また、12号古

墳と14号古墳の中間に同時代の馬の墓が検出され、古墳のみでなく各種の墓地を造営した墓域と

しての位置づけが明確である。

なお、本遺跡が墓域として位置づけられるのは、弥生時代終末ないし古墳時代前期に台地先端

へ方形周溝墓を造った段階である。

平安時代においては、小規模な集落が台地先端部に形成され、かつ、火葬墓が傾斜地から台地

上にまで分布し、古墳をはじめとする墓域と強い関連が考えられるものである。  (小 林正春)

1)住居址

① 縄文時代

2号住居址 (第363図 )

遺構 ARBBQ51を 中心に検出された。溝址 1 0 ARBK13に 切られる。 (5)× 5.7mの不整円形

の竪穴住居址であり、主軸方向はN35°Wを示す。壁高は検出面から40cmあ り、ほぼ垂直の壁面で

ある。周溝は部分的に認められ、幅・深さともに10cm未満である。奥壁から30cm程内側にも同様

の溝があり、何 らかの施設があったと思われる。床面は北側の約半分が残 り、堅 く良好であった。

柱穴は 6本確認 した。平面は楕円形でほぼそろっているが、深さは様々である。炉址は中央から

やや北西壁寄 りにあり石組炉 と推測されるが、石はほとんど抜かれている。焼土の範囲から lm四

方前後の規模 と思われ、深さは50clnを 測る。石は元位置を保つものは 1個 で、炉址の中に転落 し

たもの 1個が認められた。

遺物 出土量は少ない。床面上に散在 し、石皿がPlの西側の壁との間から出土 した。深鉢、打製
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石斧が出ている。

遺物から縄文時代中期に位置づけられる。

|

2号住炉

褐色土

赤褐色土

赤褐色土(焼土混 り)

黄色砂質土(褐 色土混 り)

黄色砂質土

焼土

B        c

o         2m

馬の墓 1

(佐々木嘉和 )

暗褐色土

褐色土

褐色土(黄色砂土混 り)

1.

2.

3.

ARB 2号住居址、馬の墓 1
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3号住居址 (第364図 )

遺構 ARBK13の墳丘基部面のB U53を 中心に検出されたざ南西側は用地外となり未調査で、北

壁の一部が集石13と 接する。直径6.3mの円形の竪穴住居址と推測される。主軸方向は炉址の位置

が不明確のため判断できない。壁高は32～ 10cmを 測り、ほぼ垂直の壁面を成す。周溝は北壁側の

一部が壁より13cm程離れている他は壁直下に認められ、全周している可能性が強い。幅28～ 8

cm・ 深さ22～ 9 cmを 測る。床面は平坦であるが北から南へ17cln程傾斜 している。P2と 焼土を結ぶ

線より北側は比較的堅い床面で、南側は地山が露出して軟かい。主柱穴はP2～P4の 3本が考えら

れ、全体の主柱穴本数は不明である。P20P4の壁ぎわには、深さ31・ 1 6cmを 測る補助的な穴

も見られる。P4の西側に直径20cm程の丸石 と20cln程の棒状の石の上に径20cmの 平らで四角な石

をのせた施設があり、性格等は不明であるが床面と壁に密着しており、本住居址に伴うも
｀
のであ

る。炉址本体は確認できなかったが、住居址中心部よりやや南寄 りの用地境床面上に、焼土が 2

m程の厚さで確認され、この東側に炉址の存在が予測される。

遺物 完形品はないが出土量は多く、P2と 焼土を結ぶ線の南側の覆土中層から下層にかけて

集中して 出土する。深鉢がほとんどで、他に土偶脚部片、石器がある。

住居址形態・出土遺物から縄文時代中期後半に位置づけられる。 (佐合英治 )

4号住居址 (第365図 )

遺構 ARBBP53が 中心である。土坑 607・ 8010に 切られ、用地外にかかってわずか調査し

た。円形の竪穴住居址と推測したが、切り合いが著しいので断定はできず、その他の状況もほと

んど不明である。壁はわずか残っており、検出面から15cmあ る。床面はほとんど残らず、土坑の

ない箇所の状態も軟かく、住居址床面を示すか否か断定はできない。

第364図 ARB 3号 住居址、集石 13
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遺物 土器深鉢片、石器がわずか出土している。

遺物から縄文時代中期後半と考えられる。 (佐々木嘉和 )

A 土坑 8 B
1.

2.

黒褐色土

褐色土

lm

第365図 ARB 4号住居址、土坑 6070809010011

5号住居址 (第366図 )

遺構 ARBBV47を 中心に検出された。住居址の中心を方形周溝墓 1に切られ、北西側半分が用

地外となる。上面が削平され耕作による攪舌Lも あり、正確な平面形の把握はできなかったが、円

形もしくは歪んだ隅丸方形の竪穴住居址と考えられる。主軸方向は不明で、壁高は12～ 3 clnを 測

り、緩やかな壁面を成す。床面は穴の切 り合いが多いが、ほぼ平坦で、P3の周辺が堅 く、他は軟

かい。火事の住居址であり、床面全体に焼土が認められ、特に中心部の床面は良く焼けている。

また、床面より6 cm程上部にも住居址中央を中心に広範囲に焼土が認められ、部分的にはり床状

の堅い面を成す箇所もある。住居址内で多数の穴が検出されたが、本址に伴 うと考えられる穴は

Pl～ P4で、主柱穴となる可能性が高い。Pl～P3は それぞれ深さ78・ 76066cmで径60cmを 測る。

P20P3は 内側部分が一部二段構造になっており、P3の底部には石が認められた。P4は径25

cln・ 深さ42cmと 他の穴に比べて小さなもので、北側わきに石を伴ったマウンド状の施設があり、全

体 として深さ29clnを 測る土坑状の落ち込みとなり、入口部施設となる可能性がある。炉址本体は

確認できなかったが、方形周溝墓西隅に切られた住居址の中心部分に火を受けたと考えられる石

が認められ、焼土の状態からもそれと判断される。
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遺物 出土量は比較的多いが完形品はない。床面に密着しての土器は少なく、多く

上に認められ、住居址全体に散布する。縄文時代の無文の甕 。深鉢などがある。

出土遺物・住居址形態などから縄文時代中期終末に位置づけられる。

が床面の焼土

(佐合英治)

1.暗褐色土

2.褐色土

3.黒色土

4.黄色土

5.黒色土

(黄 色土混 り)

第366図 ARB 5号住居址

6号住居址 (第367図 )

遺構 ARBBR48を 中心に検出された。馬の墓 1・ 火葬墓 2に切られる。直径約 5mの不整円形

の竪穴住居址で、主軸方向はN35°Wを示す。地表から検出面までが浅 く、上部がかなり削平され、

壁は約半分残っていたのみで、検出面から18～ 5 cmと 浅い。床面は比較的堅 く良好であった。柱

穴はPl～P6を考えたがP3・ P4が浅 く、この部分が不明確のため断定はできないが、5～ 6本

の主柱穴と考えられる。炉址は中央やや北西寄 りにあり、石組炉で残存状態は良好であった。規

模は約 lm四方で、花同岩の河原石を使っており、熱によるヒビ割れがすべてに認められた。石の

上部から底部まで40cmを 測る。北隅に石を他の炉石から離して埋めてあり、副炉的なものと考え

られる。他の炉石同様に熱のためボロボロになっていた。

遺物 出土量は遺構の残存状態に比較して多い。すべて床面直上の出土であり、石器が多い。完

形の無文小形深鉢がある。

遺物から縄文時代中期終末に位置づけられる。 (佐々木嘉和 )

8号住居址 (第368図 )

遺構 ARBBY48を 中心に検出された。上面から多 くの遺物が出土したが、 7号住居址・方形周
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第367図 ARB 6号 住居址

-434-

P2--51



溝墓 1・ ARBK13周溝に切られている他に、上層が黄褐砂土が入る攪乱を受けているため、やや

プラン確認に手間どった。6。 1× 6。 2mの丸味を帯びた隅丸方形の竪穴住居址で、主軸方向はN30° E

を示す。壁は 7号住居址 。溝址 3・ 方形周溝墓 1に切られる部分を除き、全面確かめられた。壁

高 は50～ 20cmを 測

り、垂直の壁面を成

す。周溝は壁直下に

あり、東側に一部断

絶がみられる他は、

ほぼ全面確認で き

た。幅22～ 6 cm。 深

さ15～ 5 cmを 浪Jる 。

また、東・西側では、

壁から30～ 10cm内側

に、はり床された周

溝 が み ら れ、幅

16～ 10cm・ 深さ15～ 3

cmを 測る。主柱穴は

新旧の 7本が確かめ

られた。Pl～ P4が

新、P5～ P7が旧の

主柱穴である。それぞ

れ隅の方向へ70cmく

らい移動しているが、

P3だけは新旧の違

いがはっきり確認で

きず、ほぼ同位置で

建て直されたと考え

られ、新旧いずれも

4本主柱穴の住居址

である。Pl～P4に

は柱の位置以外に、

P5～P7は全面に

黄色土のはり床がみ

られた。P8は 壁外

方周 1

1.

2.

褐色土

褐色土(焼土混 り)

炭 (焼土混 り).

炭(褐 色土混 り)

焼土

3

4.

5。

50Cm

-

第368図 ARB 8号 住居址
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に位置し、プラン検出面から深さ62cmを 測り、補助の柱穴と考えられる。P9は床から23cmの 深さ

を測り、壁面はたたき状に堅 く、床面と同じ状態になっていた。炉址は住居址中央部やや北寄 り

に位置し、1.4× 1。 2mの丸味を帯びた方形を呈し、底まで50clnを 測る。石はほとんど抜かれるが、

西側に 1個小礫が残 り、底に割れた破片が落ち込み、石組炉であったと判断できる。炉址掘 り方

の途中には、石を設置するための段がつけられる。底の焼土はあまり多くない。主柱穴 。周溝の

状態から建て替えの住居址である。古いプランは隅丸方形で、4.6× 5.5mの新しいものより小形の

規模が推定される。

遺物 覆土中からの出土がほとんどで、床面遺物はみられない。完形品はなく、大半が小破片で

ある。遺物は縄文時代中期後半の土器、打製石斧 0横刃型石器・敲打器・凹石・石錘・打製石鏃 0

石錐などがある。

住居址形態・遺物から縄文時代時代中期後半に位置づけられる。 (山 下誠一 )

9号住居址 (第 369図 )

遺構 ARBB047を 中心に検出された。火葬墓 50耕作の攪乱に切られ、用地外にかかる。台地

の南西向斜面の上端にあり、地山の上に耕土が20cmの っているだけで、上部がほとんど削平され、

壁は全 く残っていなかった。周溝・柱穴から推定し、径5。 6mぐ らいの不整円形の竪穴住居址 であ

る。主軸方向はN66°Eを 示す。周溝は一部確認し、幅20～ 10cm・深さ15～ 8 cmで 、二重になる所 が

ある。床面は確認できなかった。主柱穴と断定できるものはないが、周溝ぎわの深いものは主柱

穴の可能性がある。P4と つながっている北側の穴上部に深鉢が埋めてあったが、いわゆる埋甕 と

は位置及び形態が異なる。住居址中央やや北東寄 りに1× 0.6mの 範囲で焼土があり、炉址と推 定

した。断面調査によつて焼土混りの層を約20cmの 厚さで確認し、炉址の底部付近のみが残存した

ものと考えられ、形態等は全 く不明である。

遺物 地表から最終掘 り下げ面まで20clnと 住居址覆土はほとんどなく、床面も削平されている

ため、出土遺物は穴内の深鉢だけである。

遺物から縄文時代中期終末に位置づけられる。 (佐々木嘉和 )

10号住居址 (付図 2)

遺構 ARBK12の 周溝調査中にARBCB46に 検出した。西側は用地外、南側東側はK12の周溝に

切られ、北側は古墳の盛土部分で、床面の確認もできず、規模・主柱穴等はすべて不明であるが、

縄文時代中期の鉢の破片が集中して出土し、高さ12clnを 測る壁の一部を確認した。

出土した遺物は破片であるが、遺物から縄文時代中期後半と考えられる。    (佐 合英治)
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5.褐色土

(黄色土混 り)

第369図 ARB 9号住居址

H号住居址 (第370図 )

遺構 ARBDF52に かかって検出した。ARBK12周溝と集石19に切られ、用地外にかかるため、

調査範囲は3.8× 2mと わずかで、不整円形の竪穴住居址の一部を確認した。炉址の位置から主軸

方向はほぼN100° Eを 示す。壁は長さ約 lmが残ったのみで検出面から 7 cmを 測り、上部はほとん

ど削平されている。幅20cln前後で深さ10～ 2 clnの 周溝を確認し、住居址の一部を把握できた。床

面は炉址の北側が堅 く、南側が軟かい。穴を2個検出したが柱穴と断定できるものではない。炉

址の残存状態1ま 悪 く、K12周 溝に切られて約半分残存した。石組炉と考えられ、石 1個が炉中にあ

った。中央の凹んだ部分は良く焼けていたが、回りの一段高い掘 り方部分は焼けておらず、石が

入っていたためと推定した。炉石は住居址廃棄時に抜き取られたと思われる。

遺物 土器・石器がわずか出土している。ほとんどが炉址の覆土中からである。

遺物から縄文時代中期後半に位置づけられる。                (佐 々木嘉和)

12号住居址 (第 371・ 372図 )

遺構 ARBCU41を 中心に検出された。土坑21022と 切り合うが新旧関係は確認できなかった。
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第371図 ARB 12号住居址、土坑21022
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国道に約%かかった。不整

円形の竪穴住居址で、径は

約 4mである。主軸方向は

N62.5°Eを 示す。覆土上部

に直径20～ 10cmの石が入っ

ており、埋没の最終段階に

投棄 されたもの と推測 し

た。壁 高 は検 出面 か ら

30～ 20cmあ り、やや緩傾斜

の壁面である。周溝は壁下

に断続的に検 出され、幅

20～ 10cm・ 深さ40～ 20cmを

０ ５〇

一

1.褐色土

2.褐色土(赤味かかる)

3.暗褐色土

4.黒褐色土

5.黒色土

6.焼土

7.黄色土(赤 味かかる)

8.黒色土(黄色土混 り)

12号住居址炉址鐸;3721コ  ARB

測る。床面は堅 く良好であった。主柱穴はPl～ P3を 確認 し、未調査部を含め 5～ 4本が想定さ

れる。 3本の平面は不整円形で径30cm前後である。炉址は石組炉で中央からやや北寄 りにあり、

規模は85× 75cmで、深さは石の上面から35cmあ る。大 きな石 4個 をほぼ方形に置き、その空間を

小礫で埋めている。南側 3個の石は偏平な面を上にして用い、たき口部を意識 していると考えら

れる。焼土の量は少なかった。

遺物 出土量は多く、床面から約10cm前後上の覆土中からの出土が多かった。土器深鉢・小形深

鉢 、土製円板、打製石斧などがある。

遺物から縄文時代中期後半に位置づけられる。 (佐 々木嘉和 )

13号住居址 (第 373図 )

遺構 C区の西端で国道と国鉄用地に挟まれて発掘用地が三角形となる部分に検出され、北側・

南側は未調査である。北 4員1用 地境 ぎわと西 1員1は ARBK12の 周溝等に切 られてぃる。東側の一

部に壁が認められ、高さ13cmの ほぼ垂直面を成す。後に、幅25cm・ 深さ15～ 16cmを 測る周溝状の溝

を認めたが、直線的で南側用地境の所で壁と交差し、本住居址の形態把握材料 とはならなかった。

褐色土層に掘 り込まれていた住居址で、本址に前後する複数の穴と複雑に重複 し、プラン・規模

等は不明である。床面も穴の切 り合いのため凹凸が著しく、きわめて軟かいが、19～ 6 clnの 厚さ

のはり床を認めた箇所もある。はり床検出の際 確認した穴はPl～ P9で、深さはそれぞれ670

63・ 53085・ 64・ 57・ 24・ 35。 71cmを 測る。このうちP7は、はり床を除くと消滅した。覆土は黒

色土または褐色土の単一層で、Pl～P5には直径25～ 10cmの石が混入し、Plは石の数も多く火

を受けて風化している。Pl・ P3・ P8・ P9か らは深鉢の破片が出土し、P3か らの出土量は多

く本住居址に伴 うと考えられ、P3・ P4。 P5か らは炭化した種子が出土している。P6の覆土中
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からは使用痕のあるチャー ト片が出土した。P90P10の北側に焼土が認められたが、本住居址に

伴うものかは不明である。P10～ 14は 、はり床を除いた後に確認した穴で、地山からの深さはそれ

ぞれ53034・ 24・ 28・ 30cmを 測り、土坑的性格も考えられいずれも覆土は黒褐色上の単一層であ

る。P13は 、はり床の検出できなかった箇所の穴であるが、覆土と当初プランがはっきりしなかっ

たことから本址より古い穴と考えた。 P15・ P16は住居址検出と同時に検出され本址を切ってお

り、深さは97 0 88cmを 測る。住居内で確認した穴で番号を付さなかったものは、はり床検出時に

確認した穴で、本址に伴 うか後世のものか不明の穴である。

遺物 深鉢を中心に出土量は比較的多いが完形品はない。混入品もあるが、縄文時代中期後半に

位 置づ けられる。 (佐合英治 )

13住 の周溝 ?

o         2m 第373図 ARB 13号住、土坑17023

-440-



② 平安時代

1号住居址 (第374図 )

遺構 ARB CA 52を 中 心 に検 出 さ れ た。

ARBK13を 切 り、畑造成時及び石垣の床掘 りによ

り東側の一部を壊されている。部分的に不明瞭で

はあるが3.5m四方の竪穴住居址である。壁は北西

側のみ確認でき、その部分の壁高は40cmを 測る。

床面は砂地のためあまり良好 とはいえないが、部

分的に堅い箇所があり、一部に焼土も散舌Lし てい

る。覆土中に若千の石が混入していたが性格等不

明である。中央部やや南西寄 りに径40cm・ 深さ15

cm程の穴がある他は、カマ ド・柱穴などの諸施設

は認められなかった。

遺物 出土量は小形の住居址の割に多い。ほと

んどが床面上の出土で、土師器甕・ 17N、 灰釉陶器

皿、鉄製ピン、赤色顔料原材などがある。遺物か

ら平安時代後半に位置づけられる。 (小林正春)

0        2m

鐸:3741コ  ARB 1号住居址

7号住居址 (第375図 )

遺構 ARBCA47を 中ノ己に検出された。上面に漆

黒色土が入るだめプラン検出は容易であつた。

同址AR B K13周 溝の上面 と8号住居址の西側

の一部を切っている。西壁は用地外のため調査で

きなかった。短軸方向は 3.6mを 測る隅丸長方形

の竪穴住居址で、長軸方向はN50°Wを示す。壁は

用地外にかかる北西壁を除き全面確認できた。地

山の黄色砂土の部分は南壁 しかみられないが、

K13周 溝の埋土や 8号住居址の覆土中にも、はう

きりと壁を確認でき、壁高は55～ 25cmを 測る。床

面は南側一部に黄色砂土まで掘られる部分がある

が、大部分がK13周 溝の埋土上で、北西側%く らい

I世の石lllの

三二
K(マ i3周 溝

ワ  0。 s。

-441-

第375図 ARB 7号住居址



を除いて堅 くきわめて良好である。中央床面上には30cm前後の石が住居址長軸方向に沿って意図

的に並べてあった。カマ ド・主柱穴その他の住居址付属施設等はみられない。

遺物 土師器、須恵器、灰釉陶器、鉄器があり、床面ないしその直上からの出土がほとんどであ

る。土師器甕、内面黒色皿、須恵器糸切 り17N、 灰釉陶器婉、帯金具 。用途不明鉄製品がある。

遺物から平安時代後半に位置づけられる。

住居址形態などから、通常の竪穴住居址とするよりも墓域の中に設けられた祭祀的な竪穴と考

えられる。                                     (山 下誠― )

2)溝 址

溝址 1(付図 2)

遺構 ARBCA51か らBD50ま でARBKll・ 13の墳丘裾部に検出された。A51よ り北東側は未調

査で、確認した北東側は 1号住居址西壁側、周溝肩部と切 り合 う部分で、幅1.4m。 深さ15cm。 長

さ5mである。これより南西15m程の間は周溝と切 り合っており、周溝覆土と異なる黒色土が認め

られたが、幅・深さは確認できなかった。しかし、このことから古墳周溝を切る溝址と考えられる。

AQ51付近では 2号住居址を切っており、住居址を越えると斜面を下 り始め、溝の断面形はV字を

成す。さらに南西へ墳丘の谷間に沿って延びており、周溝と交差し、BD50の所で墳丘裾 と区別が

つかなくなる。台地と墳丘の裾には石垣が造られており、石垣下部に本址は認められない。溝と

しての形態を確認できる南西の端BD50は 2本 の溝の存在が考えられ、深さは30cm程を測る。調査

した溝幅・深さともに古墳周溝との切 り合いや台地傾斜地に検出され、壁上が不明のところが多

く、断定できない。確認した幅は 2～ lmで、北東端から南西端、まで47mを測 り、5。 3mの 高低差

がある。覆土は台地上が黒色土一層で斜面では最下層に砂利を認め、底部は水の侵食による凹凸

がある。

遺物 土師器甕 。高杯、須恵器甕、灰釉陶器 小瓶、青磁碗、天目茶坑などが出土した。

古墳周溝・縄文時代住居址・平安時代土坑 。時期不明集石等が部分的に重複 しているうえに、

溝という性格上遺物には混入品があり、出土遺物から時期は断定できないが、覆土・切 り合い関

係 。検出状況から中世の自然溝と考えられる。 (佐合英治 )

溝址 2(第 376図 )

遺構 ARBD054を 中心に検出された。国道にかかり、長さ約 5mを調査 した。幅45～ 35cm・ 深

さ35～ 5 clnを 測る。台地端に位置し地山中の花同岩が露出している。台地周縁部を区切る施設と
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考えられる。

遺物 覆土中から須恵器片が 1個出ている。

遺物から古墳時代以降と思われるが、時期の決定はできない。

Ｂ
一

Ａ
一

0        50Cm

-

2m

01ω

1.褐色土

2.褐色土(黄色砂土混 り)

第376図 ARB 溝址 2

溝址 3(第 377図 )

遺構 ARBD152を 中心に北西。南東方向に用地を横断 してお り、両側 とも用地外へ延びている。

調査 した長さは13m、 幅は北西端1.7m O南 東端2.5mで、検出面からの深さは125～ 85cmを 測る。

中央部分は集石 19に切 られてお り、幅50cm前後・深さ30cm程の溝下部 を確認 した。底部は凹凸が

あり北西から南東へ1.07m傾斜 している。壁は底部からほぼ垂直に50～ 25cm立 ち上が り、その後緩

傾斜 となる。ほぼ垂直に落ち込む下部は蛇行 してお り、堆積 している覆土も砂 を中心 としたもの

で、水が急激に流れて侵食されてできたと考えられる。上部は人為的に掘 られていると考えられ、

覆土は黒色土で、長径 1.2～ 0.6mの 大 きな石 と30～ 5 cmの礫が多量に混入 してお り、溝 として必要

がなくなり廃棄 し、埋められたと考えられる。

遺物は何 も出土せず、時期・性格等は不明である。 (佐合英治 )

(佐 々木嘉和 )

贅＼
｀
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溝址 3
集石19

暗褐色土

褐色土(黄色砂土混 り)

褐色土(礫混り)

黄色砂利(褐色土混 り)

1.耕土

2.黒色土(黄色砂土混 り)

3.黒色土

4.黄色砂質土

5.黄色砂質土(黒 色土混 り)

6.褐色砂質土

7.砂
8.撹乱(集石 )

第377図 ARB 溝址 3、 集石19
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3)方形周溝墓

方形周溝墓 1(第 378図 )

遺構 ARBBV49を 中心に検出された。当初は北・西側の溝が確認され、溝址と考えて掘 り進め

が、調査の進展に伴い南・東側にも溝が巡ることが確認でき、方形周溝墓であると判明した。

5号・ 8号住居址を切 り、ARBK13、 溝址 1に切られる他、一部攪乱も受けている。9。 8× 8.2m

を測る方形周溝墓で、主軸はN65°Eを 示す。溝は西 0北側で良好に検出できた。幅1.3× 1.Om・ 深

さ70～ 65cmを 測り、断面U字形を呈する。東側の溝はほとんど確認できず、南溝はほぼ中央部が約

2.2m途切れている。上面がK13の 周溝に切られているが、本来の姿も溝が途切れていたと推測で

1.漆黒色土(砂利・炭混 り)

2.黒褐色土 (砂利・炭混 り)

3.褐色土 (砂利・炭混 り)

4.黄色砂質土

第378図 ARB 方形周溝墓 1
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き、土橋部の存在が考えられる。主体部は精査 したにもかかわらず、はっきりしなかった。中央

部やや北東寄 りに、 1.4× 0.8mの方形を呈し、深さ10cmの皿状に凹む黒色土の落ち込みを認めた

が、遺物の出土はなく、主体部と断定はできない。

遺物 出土量は少ない。北溝上層に土師器甕の胴部が出土した。しかし、小破片に壊れて図化

はできなかった。

遺物から古墳時代前期恒川Ⅶ～Ⅷ期に位置づけられる。            (山 下誠一)

4)土坑・火葬墓・馬の墓

土坑

ARBで土坑 としたものは、1～ 23ま である。B区に集中箇所があるが、他には特に集中する所は

ない。規模は大小様々あり、平面は不整楕円形・方形が大半を占める。一覧表の断面形記号はTANe

KUR土坑の項を参照されたい。

時期は縄文時代 以降と思われ、切 り合い関係・遺物からほぼ推定できたのを表に入れた。記述

は特徴あるものにとどめた。

土坑 6・ 7・ 8090100H(第 365図 )

遺構 6～ 11は B区に集中しており、4号住居址を切っている。重複が著 しく、上面が削平され

ているため、適確な把握ができなかった。平面形。深さともに統一性はないが、灰釉陶器・土師器

など平安時代の遺物が入っており、土坑墓群である可能性が高い。

遺物 灰釉陶器椀、土師器不が出ている。いずれの土坑から出土したものもほとんど時期差は認

められず、平安時代後期の近接した時期の遺構 と考えられる。         (佐 々木嘉和)

土坑16(第 380図 )

遺構 ARBDM55に 検出された、耕作の攪乱に半分切られ調査面積はわずかである。深さは検出

面から20clnと 浅い。覆土中に炭 0人骨が混入しており火葬墓の可能性がある。

遺物は帯金具 (餃具)が出土している。平安時代の遺構 と思われる。      (佐 々木嘉和)
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土坑5

1.

2.
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1.褐色土

2.暗褐色土

3.褐色土(黄色砂質土混 り)

ド. 13

1:近世の撹乱炭混 り

2.黒色土(漆黒に近い
)

3.黒色土(黄色砂土混 り)

4.黄色砂土(黒色土少し混り)

5.黄色砂土(③より黒色土多い
)

6.黄色砂土(⑤より黒色土多い
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黄色土

撹乱
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第379図 ARB 土坑 1・ 2030405
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土坑14｀

1.漆黒土

2.黒色土

3.褐色土
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1.褐色土(炭、灰混 り)
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第380図 ARB 土坑14015016018019020、 P忙群

土坑18(第 380・ 381図 )

遺構 ARBCW45046、 CX45 046に検出された。 12号古墳の最下層褐色土を掘 り下げ検出し

た。平面は不整方形で、最深部は検出面からlmあ る。黄色砂土 (地 山)に掘 り込まれており、覆土

Ｑ
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Ｏ

）

%θ ο

②
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1.黒色土(褐色土混 り) 6.
2.黒褐色±       7.
3.黄色砂質±      8.
4.黒色±        9.
5.黄色砂質土(褐 色土混 り)

黄色砂質土(褐色土が 5よ

黒色土(黄色砂質土混 り)

褐色土(黄色砂質土混 り)

褐色土

り少い
)

0               1

第381図 ARB 土坑18土層図

に地山の土が入り、いわゆるロームマウンド状になる箇所がある。

遺物は入っておらず、縄文時代中期後半土器の包含層より下であり、それより古い遺構である。

(佐々木嘉和 )

火葬墓

ARBで火葬墓 としたものは 2～ 5ま である。火葬墓 1は 以前に耕作中に発見された灰釉陶器の

蔵骨器を有するものをあてた。火葬墓 2～ 5は 6× 6mの範囲にまとまっている。

火葬墓 2(第 382図 )

遺構 ARBK13の墳丘の造られた台地の西側BQ49に 6号住居址を切って検出された。地形の関

係から上部は削平されており、西側半分は溝状に耕作の攪舌しを受けている。調査できたのは底部

に近い所と考えられ、南北80m。 東西60cmを 測る歪んだ楕円形である。掘 り方壁は比較的緩傾斜

を成し、検出面より20～ 10cmを測る。底部は凹凸が激しく、小さな穴状になる所もある。覆土は

漆黒色土がプロック状に認められ、骨片が混じっている。火葬は別の場所で行なわれ、本遺構は

埋葬のためだけに使われたと考えられる。

遺物 灰釉の瓶子片が底部密着で出土しており、平安時代後半に位置づけられる。 (佐合英治)
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火葬墓 3(第 382図 )

ARBK13の西側用地境のBS46に検出され、火葬墓 2が南側 6mの所にある。北西の壁がわずか

用地外となり、地形の関係から上部壁は削平され、調査できたのは底部に近い部分である。南北

にやや長い楕円形で、55× 40cmを 測る。掘 り方壁は緩傾斜を成し、検出面から17cmを 測り、丸味

を持った底部へと達する。覆土は漆黒色土がブロック状で、上層に炭といっしょに骨が認められ

た。骨の量は比較的多いが細片で、火葬にされた場所は別にあったと考えられる。

骨以外の出土はないが、覆土や形態 。立地などから、他の火葬墓 とほぼ同時期の平安時代後半

のものと考えられる。 (佐合英治 )

火葬墓 4(第 382図 )

遺構 ARBBS48に検出された。6号住居址を切る。図の一点鎖線は炭・焼骨の散布範囲である。

平面は不整円形で、直径約50cm。 深さは焼骨散布面から15cmで ある。覆土中と南側に石があった。

火葬墓 3

―

2

一　

　

一

1.

2.

3.

4.

灰

黒色土(黄色土混 り)

黄色土

黒色土(炭混 り)

火葬墓 5

1. 炭

2.黒褐色土

3.黒褐色土(漆黒土混 り)

4.褐色土

1.黒色土(炭混 り)

2.黄色砂質土(炭混 り)

第382図 ARB 火葬墓 2030
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焼骨の量は比較的多く、漆黒色土に混じって覆土中央にあった。焼土は周囲に検出されず、火葬

骨を埋めた墓 と推測される。

遺物 焼骨以外には 6号住居址遺物と思われる縄文式土器片がわずか出ているのみである。

時期は確認できないが、本遺跡内の他の火葬墓から灰釉瓶子の破片が出土しており、平安時代

の遺構と推測される。 (佐々木嘉和)

火葬墓 5(第 382図 )

遺構 ARBBP47に検出された。 9号住居址を切る。平面は55× 45Cmの 不整方形で、深さは検出

面から20cmを 測る。覆土中に焼骨は少なかったが、炭は比較的多く混入していた。周囲に焼土は

なく、火葬骨を埋めた墓 と推測される。

遺物 焼骨 と灰釉陶器瓶子片が出ている。

遺物から平安時代 と推定 した。 (佐々木嘉和 )

馬の墓 1(第 363図 )

遺構 ARBBQ49に 検出され、6号住居址を切る。褐色土の落ち込みを検出したが、土色から近

世の攪乱と推測し、規模をとらえずに掘 り始めた。北東側壁がわからず掘 り広げ、20cm四 方厚さ

6 cmの偏平な石を確認し、その下の底部近 くに馬の歯の出土をみた。この時点では近世の馬の墓

と推測し、図 。写真等の記録をせずに歯などを取りはずしてしまった。後に馬の墓 2の発見によ

り、古墳時代の遺構においても遺骸が残る事 を確認 し、本址も馬の墓 2と 同時期の可能性があ

ると考えるに至った。2.1× 1.4mの 隅丸長方形の土壌で、深さは検出面から50clnを 測る。長軸方向

はN42°Eを 示す。壁はほぼ垂直に掘 り込まれ、底も平坦である。、歯は東隅にあり、背を北西にし

て埋葬 したと推定でき、頭部の上に石を置いたものであろう。

遺物 出土量はわずかである。馬の歯と6号住居址の遺物と推測される土器片、打製石斧であ

る。

馬の墓 2と 同時期の可能性があ り、とすれば古墳時代に位置づけられる。 (佐 々木嘉和 )

馬の墓 2(第 383図 )

遺構 ARBDK52に 検出された。1.8× 1。 lmの不整方形で、深さは検出面から60cmを 測る。長軸

方向はN34.5°Eを 示す。壁はほぼ垂直に掘 り込まれ、断面は箱形である。馬の歯は南西壁ぎわで底

から約10cm上にあった。足の骨は、歯から少し中央よりと北東壁ぎわの 2箇所に少しずつ残って
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0     骨  2m

第383図

1.漆黒色土

2.褐色土

3.褐色土(黄色土が少し混る)

4.褐色土(黄色土・漆黒土も少し混る)

5.黄色砂質土(褐色土混 り)

ARB 馬の墓 2

いた。前肢はくの字形に

曲がっているのが確認で

き、後肢は北東壁に寄 り

かかっている部分があり

ほぼ床面に着いていた。

頭部を西隅に背を北西側

に埋葬 した と推測で き

る。歯および頭骨の一部

と前後肢の骨を検出した

が、他の骨は検出できな

かった。しかし、確認し

た骨の回り0本来胴体のあったと考えられる西壁側には、他の覆土と異なる黒色土の分布を認め、

馬体の腐朽 した痕跡と考えられる。

遺物 検出時に覆土上面から杏葉が出土し、西隅付近の壁上端より30cm迄の深さから轡 と面繋

の金具類が集中出土した。頭部 と歯の大部分はそこより10cln下 にあり、上顎の前歯数本が轡に近

い所にあった。面繋を装着したまま埋葬したと推測できる。また、北東端の杏葉出土地′点に近接

して湾曲した鉄製品があり、尻繋も付けられていた可能性もある。馬体が腐朽 して沈む時に、面

繋も金属を残して腐食し上部に残り、轡が前歯を引き残したものであろう。金具類は鉄地金銅張

で、保存状態は良好である。轡の鏡板はF字形で引き手が表側に着いている。杏葉は剣菱形を呈し

ている。面繋の飾金具は餃具2個を含めて16個出土した。

轡・杏葉の形式は古墳時代 5世紀後半に盛行するものであり、埋葬された時期の断定はできな

いが、近接するARBK12被葬品との関連を示唆するものである。         (小 林正春)

5)集 石

集石

ARB地籍で集石としたものは集石.1～
集石22ま である。当地籍の地山上部には石が混入しておら

ず、検出面に石の集中した所は集石とし調査した。規模 。平面形・石の量など様々である。遺物

はほとんど入っておらず、いずれも近世において,古墳葺石等を集めたと考えられるものである。

表の断面形記号はTAN・ KUR土坑の項を参照されたい。記述は特徴あるものにとどめた。
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A区集石 (付図 2)

遺構 新井原11号古墳の南西川、南大島川の旧河川敷の窪地の北東側、AR～ 51052に かけて検

出された。切 り合いはみられず単独で検出されたが、東側は用地外にかかり調査できなかった。

南北方向10mを 測る集石である。地表から70～ 60clnの石を主体 として、厚さ50～ 40cmに わたって石

が集まっていた。石の間は、かなりのすきまが認められる。掘 り上げると下は集石の範囲と同一

の土坑となる。

集石の性格は耕作時に出土した石を集め、じゃまにならない深さまで穴を掘って埋めたものと

考えられる。近世陶磁器片が出土しており、江戸時代終末以降に位置づけられる。

(山下誠― )

集石 70809(第 385図 )

遺構 ARBKllの墳頂に位置する。石と石を割った破片が入っており、石の加工層をまとめて入

れたと推測した。Kllに大きな石があったという話が残っており、それとの関連が推定される。集

石 8か らは須恵器片が 1片出ている。近世遺構 と思われる。 (佐々木嘉和 )

集石10・ H(第 385図 )

遺構 ARBll号古墳の墳丘斜面中程に位置する。斜面に段が付き長く石が入っており、覆土は

黒褐色であった。古墳に伴う遺構かと思われるが、断定はできない。

(佐々木嘉和 )

集石16(第386図 )

遺構 ARBK12の墳丘残存部の西、CQ39に検出した。南側は国鉄用地となり、北側半分のみの

調査である。墳丘盛土の褐色土層を掘り凹めており、確認した最大幅は3。 2mで、深さは30cmを測

る。壁は北側がほぼ垂直で、東側と西側が緩傾斜面を成す。石は覆土上部のみに認められ、径30～ 5

cmの 自然石である。石を排除すると、黒色土混り黄色粘土のたたき状の平坦面が検出され、この

面までの深さは10cm程 を測る。この層を除いた本址の当初掘り込みの底部は凹凸があり、中央部

が高く壁に向かって10cm傾斜している。中心より北東へ lmの所に規模45× 30cm・深さ35cmを測る

穴があり、覆土はたたき層と同じ土で堅くしまっていた。上部集石と下部は別遺構の可能性がある。

遺物 出土した遺物には、縄文時代中期深鉢、円筒埴輪片などがある。みな上部石中からの出土

で本遺構に直接伴う遺物ではないと考えられる。
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時期はARBK12の墳丘盛土を掘 り込んでいることから、古墳時代前期終末以降と考えられる。

(佐合英治)

集石19(第377図 )

遺構 ARBK12周溝の北東側、ARBDH53を 中心に検出された。溝址 4の上層を切 り、南側でわ

ずかに11号住居址を切っている。6.2× 5。 4mの不整 楕円形の集石で、下層は6.4× 6mの不整形を

呈し、深さ lmを測る掘 り込みを持つ。30cmく らいの厚さで石が入 り、空間部もある。その下に40cm

前後やわらかい褐色土が入る。集石の上面ではARB基本土層の 2層 の黄色砂土を切っている。

遺物 出土量は少なく煙管の雁首、近世陶磁器片が出土している。

遺構の性格は、耕作によって大量に掘 り出されたARBK13の葺石を、耕作のじゃまにならない

深さに入れるため、穴を掘って埋めたと考えられ、遺物・土層から江戸時代終末以降のものであ

る。
(山 下誠一)

集石 1

搾 番
―
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2.

ib 2
暗褐色土

黄色砂土
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ぬ

暗褐色土

黄褐色砂土
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第384図 ARB 集石 1・ 2
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黄色土
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黒色土 (撹 乱 )
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ィJヽ 結

本調査にかかわる遺構の状況は以上のとおりである。それらは調査範囲内に限定してみても、

時期的及び地域的にいくつかのまとまりをもって把えられるが、それぞれの具体的様相を明らか

にするには、伴出した遺物等含め総合的な検討を経なければならないことはいうまでもないが、

各期における遺構分布から読み取れる諸状況を概述して、本編にかかわる小結としたい。

縄文時代

1)早 期

ARYを 中心に遺構 。遺物が検出されたことは前章までに述べたとおりである。出土遺物の詳

細は次編によるが、時期的には該期のうち最終段階のものが主体 となる。ARYに検出された該

期遺構 として、小竪穴と「ユニット」とした遺物集中範囲があるが、近年他地域において本遺跡

と同時期のみではなく、より古い段階から竪穴住居址の存在が確認されており、本遺跡の遺物出

土状況・立地条件など考えれば、その存在する可能性は極めて高いといえる。そして、その中心

地域を想定すれば調査範囲の東側一帯に存在する可能性が高いといえる。

2)中 期

該期遺構 としては、一連の遺跡群からはずれるバイパス用地北端のARBに該期後半から終末

にかけての集落址を確認し、調査範囲内西側にその広がりのあるかなり規模の大きな集落の存在

が予想される。

また、恒川遺跡群のTANか らKURに かけては該期の遺構そのものは検出されなかったが、

中葉から後半にかけての遺物が出上し、縄文時代中期遺跡の立地する事実もあり、遺跡群のいず

れかに集落の中心が存在することが考えられる。

該期遺跡は当地方全域に集落の分布することが知られているが、それらの中で恒川遺跡群及び

ARBと もに最低位段丘上に立地するものの 1つ といえ、高位段丘上に主眼を置いて集落論を展

開することの多かった今までのあり方に一石を投じるものといえる。

3)後期・ 晩期

該期に属する確実な遺構は、調査範囲内で確認できなかったが、GOBを 中心に晩期遺物が相

当量出土しており、当然晩期集落の中心部が同一段丘上のいずれかに立地していると考えられる。

Ⅳ
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また、後期資料はごくわずかみられるだけであり、遺跡群内における状況判断は困難であるが、

今次調査前にGOBか ら該期資料が出土しており、早期以降は安定した地形を成した段丘面であ

り、前後の時代 との関連から、先述の晩期同様に段丘面上のいずれかに集落の存在が予想される。

2 弥生時代

1)中 期

縄文時代晩期資料が比較的多出しているが、後続する弥生時代中期前半 (含弥生時代前期)の

資料は、それと思われる土器片がわずかにあるのみで、確実に本遺跡群内で遺構の存在が認めら

れるのは中期後半の段階からである。この空白期間をどう考えるかは、継続性の高いという恒川

遺跡群の性格から大きな問題の 1つ といえる。今次調査に限ってこの時期のことは具体的に論ず

ることはできず、遺跡群全体を、さらに周辺の諸遺跡をも含めた広い視野に立っての検討が必要

な時期が、弥生時代中期前半であるといえる。

中期後半の段階は遺跡群の調査範囲内全域にわたり竪穴住居址が分布する。TANか らARY

まで若千の濃淡はあるが、ほとんど同様の分布状況で検出された。線での調査ではあるが、遺跡

群のある台地上全体に集落の広がりを考えるに十分である。もちろん、段丘面全体すなわち遺跡

群全体の調査を実施 したわけではなく、全体像について具体的に示すことは不可能であるが、基

本的にはTANか らARYに かけての段丘面上全体が、連続して居住空間として用いられたとい

える。

今次調査による住居址数は極端に多いといえるものではないが、その広がりを考えた上での集

落規模は県内でも屈指のものといえる。

時期的には後期に移行する直前までの恒川 I～ Ⅲ期の 3段階に細分可能で、それらが重複する

部分 もあるが、調査範囲内において時期毎にある程度のまとまりを持って把えられる。逆にいえ

ば小時期での住居址分布をみると、居住空間内に一定の空白部分を有するといえる。このことは、

居住空間として段丘面全体が利用されてはいるが、個々の住居が無意に散在 しているのではなく、

なんらかの意図、さらには規制された中でそれぞれの場所にあると考えられる。

今次調査が、遺跡群としては中心からややはずれ、段丘面の先端寄 り部分であり、段丘面全体

の利用状況把握は困難であるが、基本的には、先述のとおり居住空間としての姿が強く示され、

当然本遺跡群の立脚した生産基盤を他のいずれかに求めなければならないが、農業生産が時代の

特性である本時代において、住居址間の空白部も、集落もしくは各住居における副次的生産の行な

われた場所である可能性も指摘できる。なお、本遺跡群の主たる生産基盤は、下段の天竜川氾濫

原及び段丘崖下にみられる湧水による湿地帯を管理 したものと考えられる。
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2)後 期

前時代の中期後半の住居址分布状況に比べ大きな相異`点
が認められる。

本時期内は恒川Ⅳ～Ⅵ期の 3時期に細分可能であり、前半期は従来の当地方土器編年上の座光

寺原式期に、後半期及び終末期が中島式期にあたる。

前半期の今次調査により検出した遺構数はごくわずかである。その遺構分布状況として、TA

NoKURに は該期 と考えられるが断定の難しい方形周溝墓があり、住居址は認められない。GO

Bか らARYに かけ 2軒の住居址と方形周溝墓が点在した。

前半期の遺跡群全体に散在する住居址分布の状況と比べ、しいて挙げればGOBか らARYに

かけて共通したあり方といえるが、きわめて希薄なものであり、むしろTAN・ KURの調査範

囲内に住居址の存在 しないことの方が時代の特性を示すといえる。すなわち、遺跡群内既出資料

や今次調査により出土した断片的な資料から、遺跡群内に本時期集落の存在を否定することはで

きず、むしろかなり大規模な集落の存在が予測される中で、広範な段丘上全体を居住空間とした

前時期のあり方から、段丘上の特定地域に居住空間を限定した可能性が強い。

前時期では、基本的に居住空間として一元的に利用した段丘面上が、本時期には複数の性格を

有する空間として位置づけられる。その利用形態を即断することはできないが、方形周溝墓のあ

り方からみて、居住空間に隣接した墓域的性格の指摘ができるが、むしろ、その主体は、前時期

に引き続き主たる生産基盤を水田経営に置きながらも、かなり依存度の高い従的な生産空間が居

住空間に隣接してあったと考えられる。

後半期の遺構分布は、前半期の規制lさ れた住居址分布の姿がよリー層明瞭となる。調査範囲内

で住居址の検出されたのはTANに 限定され、TANに隣接 したKURに溝址がある他は調査範

囲内のいずれからも土器片すら出土しない状況であった。

TANに は 5軒の住居址が、西端の凹地に沿うように検出され、その北及び南側にその分布域

が広がると予測され、東側段丘面上には住居址を造らない空間を意識した住居址配置である。

前段階において形成されつつあった規制lさ れた土地利用の姿が確立され、居住空間とそれに隣

接 した生産空間の位置づけが明瞭になったものと考えられる。

最終末の段階は、従来の考え方では弥生時代に位置づけられるが、土器には土師器的様相がみ

られるようになり、古墳時代初頭に置く方が妥当とも考えられる時期である。

本段階の住居址は、GOA及 びGOBの A区のみに検出された。前段階のTANに限定された

居住空間がそっくり移動した状況である。TAN西側に凹地を控えた恒川V期段階同様に、G0

Aの西方に湿地帯を控えた共通する立地条件中に居住空間を置いての移動である。段丘上の土地

利用形態、さらには基本的な生活形態も共通したものと考えられる。そして、その状況は次時期

の古墳時代前期前半まで継続するといえる。
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3 古墳時代

1)前 期

弥生時代後期終末に連続し、古墳時代後期に移行する直前までの 4時期に細分でき、恒川Ⅶ～X

期 とする。そのうち遺構分布状況から1亘 川Ⅶ～Ⅸ期 とX期には立地形態に差があり、区分 して把

えられる。

恒川Ⅶ～Ⅸ期の遺構はGOA・ GOBA区 にほぼ限定され、弥生時代後期終末恒川Ⅵ期の遺構

分布状況に共通する。恒川Ⅵ期からの継続性が高 く、生活形態も同様であったと考えられる。ま

た、この段階の最終末に古墳とも考えられる施設を、従来の居住空間内の一画に構築しており、

空間の利用形態そのものを変更させている。

恒川X期は、古墳時代後期直前の段階で、前段階まで連続した居住空間であったGOA・ GO

Bには若千の遺物出土をみる程度で、住居址の分布する箇所はKURの段丘上に移動する。住居

址の分布状況はKURの ほぼ全域に散在 し、弥生時代中期のあり方に似る。しかし、本遺跡群全

体でみればKURの みに分布 し、遺跡群全体における居住空間は限定されたものといえる。

該期全体を通 じ、当地方他遺跡の調査によって得られた資料は断片的なものばかりで、全般に

わたっての整理は不可能であり、今次調査により、当地方の該期研究のための基本的、かつ、か

なり整理された資料が提供されたといえる。

2)後 期

古墳時代後期の遺構は、今次調査において最も数が多く、遺跡群全域に分布する。該期の遺構

については、詳細な検討が不十分ではあるが、遺構オロ互の切 り合い関係及び出土遺物等からみて

3～ 4小期に細分できる。

各期の住居址分布は、いずれも適当な間隔を置いて散在 しており、一定の規制により住居構築

がなされたと考えられる。

TANoKUR及 びGOB～ ARYに かけて各期のものがあり、小期毎の状況は検討不足のィ点

もあるが、該期前半から中程までは遺跡群内全域に分布 し、最終段階の奈良時代直前に位置づけ

られる遺構はGOB～ ARYに ほぼ限定して認められ、該期全体が一様ではない。最終段階の遺

構のあり方は、より政治的な規制力功口わったことも考えられる。

遺跡群の北側に分布する高岡 1号古墳をはじめとする50基近い古墳と強い関連が考えられ、住

居址個々について直接の関連を論ずることはできないが、出土遺物中には古墳副葬品的なものも

多く、古墳被葬者も含めた人々の生活の場であったといえる。

弥生時代中期後半以降同一段丘面上において、継続した集落を成していることは折りに触れて
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記述したが、地理的な環境は変るはずがなく、大集落の形成された要因と

る土木技術・単位当たり収量増を計る農業技術の導入など、生活の安定 0

らの大きな波があったと考えられる。

して、可耕地拡大を計

充実をなしうる外部か

4 奈良時代

恒川遺跡群を最 も特徴づける時代であり、掘立柱建物址・竪穴住居址 。溝址などがTAN～ A

RYにかけての遺跡群全域に分布する。分布状態は、掘立柱建物址が、TAN～ ARYの 間に 6

箇所の群で把えられ、それらがある程度の間隔をもって位置する。建物址群の中間地帯は、竪穴

住居址 。溝址などが分布 し、広範囲にわた リー定の目的を持った空間利用が考えられる。

それぞれの群がどのような形で関連するかの判断は難しいが、出土遺物の内容なども総合すれ

ば、遺跡群の全体像 として官衛的性格が強く示される。

調査前の予想として、古代伊那郡衛址もしくは定額の寂光寺の存否が問われた遺跡群であり、

調査結果によれば前者の可能性が強いといえる。

平安時代

遺構分布の主体は竪穴住居址で、そのほとんどがTANoKURに あり、GOB～ ARBに わ

ずか検出された。時期的には大半が後半に位置づけられるもので、前半期のものはわずかである。

TAN・ KURに 20軒 を越える竪穴住居址を検出し、道路址・掘立柱建物址などの住居址以外

の施設にも該期 と考えられるものがあり、出土遺物の内容からみても、恒川遺跡群の中心的位置

づけが可能といえる。基本的には居住地域 と判断されるが、前時代の官衛的性格を継続した、そ

の崩壊後の集落と考えられる。

ARBは 、恒川遺跡群 とは地理的に区切られ、各時代の墓域であることは先述したが、本時代

においても火葬墓等の埋葬施設があり、恒川遺跡群の墓域が継続したことを示す。また、遺跡内

に 2軒の住居址があり、墓域内の小集落として特殊性の強いものといえる。

該期遺構は遺跡群全体をみてもあまり多くはないが、竪穴住居址 。土坑・溝址などが散在する。

GOAの土坑上部には建物址のあった可能性があり、GOBの溝址との関連、出土遺物などか

ら居館址的な性格も考えられる。また、KURに竪穴住居址が検出され、遺跡群全体から該期遺

物の出土していることなどから一般的な集落の存在も否定できない。          ・

世中
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7ま と め

今次調査における時期別の状況については個々に触れたが、遺跡群の中核をなす弥生時代中期

後半から平安時代にかけて遺跡群内において、中心となる場所及び状況の変遷がみられる。

弥生時代中期後半―一―一遺跡群内全域に遺構が散在し、中心地域の特定はできない。

弥生時代後期前半一――一位置は不明であるが、調査範囲外のいずれかに特定の中心地域が

存在すると予測される。

弥生時代後期後半一―一―TANが 中心地域となり居住地域は限定される。

弥生時代後期終末期一一―GOA・ GOBA区 に限定された居住地域を形成する。

古墳時代前期前半一―一―前時期に引き続き、GOA・ GOBA区 に限定され、その後半段

階に古墳的施設を構築し、放棄する。

古墳時代前期後半一一――該期最終段階に至 り、GOAか らKURに 中心地域が移動し、次

時期の古墳時代後期集落形成の端緒となる。

古墳時代後期一一―一―一遺跡群全域が大規模な集落となり、中心地域の特定は困難となる

が、終末期にはGOB～ ARYに 中心的傾向がみられる。

奈良時代―一一―一―一一遺跡群全域に官衛的遺構があり、TANoKUR・ GOBに居住

平安時代

空間的性格がある。

TANoKURに ほぼ限定された集落を構成し、中心地域を成す。

今次調査により検出された遺構・遺物は多様であり、明らかになった事実も多いが、それによ

り生じた問題`点 は倍 してあり、今後究明すべき課題は、さらに大きく、多いが、それらの 1つ 1

つを解明することにより、遺跡そのものはもちろん、伊那谷のさらには長野県の歴史解明に大き

な役害Jを 果すものといえる。 (小林正春 )
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柱穴掘り直径(an)

考備

桁  行 梁 行 最大 最小

１

２

３

４

５

６

一

一

一

8

9

10

11

12

13

92

93

94

95

10

103

96

96

96

92

97

98

99

100

101

2× 2

3× 2

4× 2

5× (3)

(2)× 一

(2× 1)

3× 3

3× 3

2× 3

3× 3

4× (3)

2× 2

(2)× 一

4× (2)

(1)× 3

2.11

1.20

1.80

2.25～ 1.54

(1.95)

(1.94)

1.73

1.52

1.94

1.50

1.27

2.20

(2.50)

(2.24)

1.68

1.80

1.36

2.50

1.80～ 1.54

(1.72)

1.28

1.30

1.24

1.20

1.32

2.20

(2.73)

1.80

4.22

3.60

7.28

8 55

(3.90)

(3.80)

5.20

4.58

3.88

4.48

5.10

4.42

(5)

(8.62)

4.94

3.61

2.72

5.02

3.86

3.90

3.74

3.62

(3.80)

4.42

N20°E

N44°E

N89.5°E

N375°E

(N40°W)

(N75°W)

N10°E

N10・E

N12.5°E

N36.8°E

N40° E

(N51°W)

(N90° E)

(N82°W)

N22.5°E

40

34

52

32

38

16

69

75

74

41

54

56

82

62

46

礎石4個、総柱

総柱

根石 あ り

掘 り方3本のみ

奈良時代

奈良時代

奈良時代

雨落の溝あ り

総柱

掘 り3本のみ

総社

第9表 GOA 建物一覧表

建
物

址

ＮＱ

構

ＮＱ

遺

図

柱 間

桁×梁

柱間寸法 (m)
欄所(m) 染F(m) 桁行方向

脚 り直径m
備 考

桁 行 梁 行 最大 最小

1

2

3

4× 3

(1)× 3

(2× 1)

1.54

1.22

2.04

1.70

1.20

(1.80)

6.20

4.08

5.10

3.50

N40°W
N38°W
N40°W

101

180

120

56

114

70

柱痕8本あり

2本の柱を1つの掘り方内に

第10表 GOB建物址一覧表

建

物

址

ｍ

構

ＮＱ

遺

図

柱  間

桁 ×梁

柱間寸法 (m)
桁行(m) 期ほ(m) 桁行方向

柱穴掘り直径(口 )

考備

桁 行 梁 行 最大 n/1、

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

209

210

211

212

213

214

215

216

214

217

191

218

219

220

221

223

222

3× 2

3× 3

2× 2

2× 2

3× 一

(3× 2)

3× (2)

2× 2

(2× 1)

(2× 1)

6× (2)

4× (1)

4× 2

5× 一

1.65

1.40

1.50

1.78

1.70

1.48

1.17・  1.28

1.50

1.56・  1.20

1.62

1.26～ 0.68

2.37

2.10

2.54～ 1.31

1.90

1.36

1.50

1.66

1.31

1.24

1.32

0.84

1.83

1.41

2.50

2.70

4.94

4.20

3.00

3.57

5.12

(4.46)

3.60

3.00

2.77

3.25

5.80

4.12

5.00

4.00

9.50

8.42

9.10

3.80

3.92

3.00

3.32

(2.63)

(2.56)

2.64

(1.83)

2.82

2.15

4.20

3.40

2.50

5.40

N47.5°W
N40°E

N40・E

N43.5°W

(N47.5° E)

N38.5°W
N40°W
N53・E

N34°W
N60°W
N4rW
N27E

N31° E

N44・E

N30°E

N63°W
N74°W

160

128

112

90

125

98

112

90

60

70

69

108

170

112

105

84

78

70

77

52

70

62

24

53

28

74

96

62

掘 り方円形

内側にも柱穴あり

建7に関係する柱穴と思われる

礎石 (土台石)を 持つ建物

〃       中世

奈良時代～平安時代

柵lLL?奈良時代～平安時代
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建
物
址
ｍ

構

ＮＱ

遺

図

柱 間

桁×梁

柱間寸法 (m)
桁行(m) 鶏ほ(m) 桁行方向

柱穴掘り直径(m)

備 考
桁  行 梁 行 最大 n/1、

18

19

20

21

22

23

24

222

160

224

224

225

176

172

2× 一

(3× 1)

2× 1

3× 3

3× 3

(3)× 2

2× 一

1.95

1.80

1.19

1.75。  1.44

1.60

1.88～ 1.55

2.14

1.40

1 50

1.50。  1.14

1.30

2.60

3.90

4 00

3.38

4 78

5.00

(5.20)

4.28

1.50

4 30

4.10

5.20

N62°W
N133.50° E

N40°W
N52°E

N34°E

N40°E

(N635°W)

120

120

72

82

104

74

138

93

64

46

47

63

48

86

第Htt AMD建物址一覧表

建
物

址

ＮＱ

構

ｍ

遺

図

柱 間

桁 ×梁

柱間寸法 (m)
桁行(m) 駒庁(m) 桁行方向

澪穴掘り直径(an)

備 考
桁  行 梁 行 最大 最小

1

2

3

4

5

268

263

268

252

269

2× 2

3× 3

3× (1)

(1× 1)

2× 2

1.79

1.66

1.16

2.25

1.76

1.60

1.36

1.48

1.88

1.68

3.58

5.06

3 50

3.52

3.22

4.10

一
　

３８

N50°W
N48° E

N46.5°W

(N41°W)

N45°W

５５

６０

６２

６２

５８

古墳時代後期以降

第12表 ARY 建物址一覧表

建

物

址

Ｍ

構

ＮＱ

遺

図

柱  間

桁 ×梁

柱間寸法 (m)
桁行(m) 期ほ(m) 桁行方向

柱穴掘り直径(m)

備 考
桁  行 梁 行 最大 n/1ヽ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

335

333

336

336

338

337

338

339

337

340

336

323

341

342

343

344

345

346

355

3× 2

(1× 1)

(1× 1)

(1× 1)

4× 3

4× 3

(3)× 2

3× 2

2× 2

5× 3

(1× 1)

3× 2

3× 2

(4)× 3

(3)× 一

(1× 1)

4× 3

(4)× 一

1.52

1.18

2.42

2.30

2.60

2.74

1.34

2.14

(1.54)

1.10

1.09

1.70

1.80

2.30

(2.65・ 1.48)

2.18

0.76

2.01

1 82

2.51

2.16

1.28

1.71

(1.31)

1 40

1.41

2.25

一　

　

・

９

　

一

4.56

3.09

2.29

9.71

9.22

7.80

8.22

2.69

10.70

(2.63)

3.30

3.28

(3.40)

(5.50)

(4.06)

9.22

(5.5)

4 36

2.90

2.08

6.04

5.46

5.02

4.33

2.56

5 15

(2.34)

2.80

2.82

6 76

(3.48)

5.90

N47.5°E

(N46・E)

(N33°W)

(N67°E)

N37.5°E

N65°W
N40°W
N65°W
N30° E

N45°E

(N54°W)

(N33°W)

N29°W
N32°W
N52°W

(N46° E)

(N42・E)

N43° E

(N36.5° E)

76

50

50

50

162

158

138

135

73

110

53

60

64

62

107

144

96

154

104

50

30

42

35

108

108

85

96

48

76

40

25

46

37

80

116

66

68

76

総柱であろう

総柱 ?

東に同規模建物址あり

弥生時代～古墳時代
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第13表 TAN・ KUR 土坑一覧表

土
　

坑

Ｍ

構

ＮＱ

遺

図
位置(グ リット) 平 面 形 断面形

規模 (調査)

長径×短径(m)
深 さ (cm) 考備

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

117

118

118

118

113

119

119

119

86

86

14

117

86

40

120

120

120

120

114

121

27

27

27

TANBL52

TANBS53

TANBS50

TANBT51

TANBG50

KURAF47

KURAF48

KURAF47

KURAM46

KURAK47

TANBY54

KURAL50

KURAL49

KURA049

KURAB47

KURAA47
KURAK47

KURAK48

KURCE50

KURCH52

KURCL46

KURCL47

KURCM46

形

形

形

形

形

形

形

形

形

形

形

形

形

形

形

形

形

形

形

形

形

形

形

円

角

　

方

円

方

方

角

円

台

方

方

円

方

方

方

円

方

方

方

方

方

方

〓
一
　

　

　

　

長

三

楕

　

長

長

楕

長

長

長

楕

　

　

長

整

整

　

整

楕

整

丸

整

整

整

整

整

整

整

整

整

整

整

整

整

整

整

整

不

不

円

不

長

不

隅

不

不

不

不

不

不

不

不

不

不

不

不

不

不

不

不

Ａ

Ａ

Ｅ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

1.3× 1.1

1.5× 1.2

0.7

0.65× 0.6

1.65× 0.9

2.4× 2.0

(3.4× 2.2)

(1.8× 1.3)

1.8× 1.4

1.9× 1.2

2.1× (1.2)

2.1× 1.5

2.6× 1.5

2.1× 1.3

2.7× 2.0

1.7× 1.3

(2.5)X2

(1.5)× 1.4

1.8× (1.5)

(1.8XO.85

1.6× 1.6

2.0× 1.8

1.5Xl.2

10

4

51

50

40

60

80

70

90

35

50

10

30

15

25

40

40

50

50

20

20

20

35

古墳時代後期

平安時代終末

不明

平安時代 ?

X期

古墳時代後期

中世

平安時代

古墳時代後期

中世

中世

古墳時代

古墳時代～平安時代

Ⅵ期

平安時代

平安時代後期

古墳時代後期

第14表 GOA 土坑一覧表

土

坑
Ｍ

構

Ｍ

遺

図
位置(グ リット) 平 面 形 断面形

規模 (調査)

長径×短径(m)
深 さ (all) 備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

４７

　

４７

　

４８

　

４９

　

４９

　

４９

３６

　

４９

　

４９

　

４９

図

１

５０

５０

　

５０

　

４．
　

５０

　

５０

５０

１

１

１

１

１

１

１

１

１

１

付

１

１

１

１

１

１

１

AQ55

AQ51

AV52

AX49

AV49

AV48

AS54

AV47

AV47

AW47

AJ47

BA54

BE55

BF55

BD57

BE54

BC56

BE57

不 整

整

整

円

円

円

形

不 形

不 形

不 整 円 形

不 整 長 方 形

不 整 円 形

不 整 楕 円 形

不 整 円 形

不 整 楕 円 形

不 整 方 形

不 整 長 方 形

不 整 長 方 形

不 整 長 方 形

不 整 長 方 形

不 整 精 円 形

長   方   形

不 整

整

円

円

形

不 形

Ｂ

Ｅ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｅ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｄ

Ｂ

1.5

1.2× (1)

1.3

1.7

1.9× 1.4

0.9

1.5× 1.1

0.6

1.3Xl.1

0,7× 0.6

2.5× 1.08

2.5× 1.8

2.0× 1.0

1.7× 1.2

2.2× 1.1

1.8× 1.5

0.8× 0.7

1.5× 1.4

60

60

70

70

70

60

70

30

30

20

6

7

20

8

20

10

25

50

鉄・釘・焼土・炭あり

中世、明染付磁器皿他

炭化米・鉄片

中世、土壊墓、鉄器・永楽通宝・焼骨

中世

平安時代 ?植物遺体・炭化米・土師器片

近世、陶磁器片
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土

坑
ｍ

構

ｍ

遺

図
位置(グ リット) 平 面 形 断面形

規模 (調査)

長径×短径(m)
深 さ (cm) 備 考

BF54

BA54

長   方   形

不 整 楕 円 形

E

E

0.9× 0.6

1.4× 1.0

第15表 GOB 土坑一覧表

土
一
坑
ｍ

構

ＮＱ

遺

図
位置(グ リット) 平 面 形 断面形

規模 (調査)

長径×短径(m)
深 さ (cm) 考備

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

237

159

237

237

214

236

160

160

160

160

160

238

161

224

239

239

222

239

238

238

234

238

198

229

AF47

BH52

BJ51

AW53

BC51

BN50

CP42

CQ43

CR43

CT43

CQ45

CY43

CC48

CC43

CE45。 46、 CF45

CE46。 CF46

CM44

CE45

CV44

CW43

BC53

CW44

CD42

BA49

不 整 構 円 形

不 整 長 方 形

不 整 方 形

長 楕 円 形

不 整 方 形

長   方   形

長   方   形

不 整 楕 円 形

長   方   形

不 整 方 形

長 方 形 (竪 穴 )

不 整 方 形

不 整 長 方 形

不 整 長 方 形

不 整 方 形

不 整 方 形

不 整 方 形

不 整 楕 円 形

形

形

形

形

形

明

方

円

円

円

方

不

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｅ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ｂ

Ｅ

Ｄ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

2.5× 1.1

1.6× 1.2

1.0× 0.9

1.5X(1)

1.4

1.2× 0.8

1.3× 1.2

1.9× 1.5

1.4× 1.2

2.0× 1.5

(3.0)× 1.5

1.5× 1.3

(4.0)× 1.6

1.7× 1.5

1.5× 0.85

2.0× 1.0

2.0× (1.6)

1.4× 1.4

17

1.5× 1.5

1.5× (1)

0.5× 0.36

(1.7× 1.4)

2.5× 1.6

50

40。 60

40

20

150

40

50

50

35

30

30

35

40～ 30

20

50

90

40

74～ 48

80

25

50

40

30

焼けた石 。炭化種子

中世

中世

中世

中世

集石墓壌

石組の土坑

骨出土、墓址

第16表 ARY 土坑一覧表

土

坑
NQ

構

ｍ

遺

図
位置 (グ リッ ト) 平 面 形 断面形

規模 (調査)

長径×短径(m)
深さ (m) 備 考

観　観　観　畑　３３７
硼
２
３３７　３３７　３３７

AJ57

A155

A155

AF53

AK59

AE57

AK58

AJ61

AK60

不 整 方 形

不 整 長 方 形

不 整 楕 円 形

不 整 円 形

不 整 長 方 形

不 整 長 方 形

不 整 楕 円 形

不 整 楕 円 形

不 整 長 方 形

C

B

B

B

B

C

B

D

B

0.8× 0.8

1.1× 0.8

(0.9)× 1.0

0.8× 0.75

1.1× 0.8

1.3× 0.3

0.9× 0.6

1.3× 0.9

1.0× 0.7

28

25

31

61

40

57

34
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土

坑
ｍ

構

Ｍ

遺

図
位置 (グ リッ ト) 平 面 形 断面形

規模 (調査)

長径×短径(m)
深 さ (m) 備 考

10

11

12

13

14

15

301

346

340

343

343

343

CA46

DM49

DK48

DK52

DK52

DK52

切 合 い 不 整

不 整 長 楕 円 形

不 整 楕 円 形

用地外にかかり不明

円 形

不 整 楕 円 形

Ｅ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ａ

2.5× 1.2

0.85× 0.4

(0.7)× 0,7

1.1× (0.4)

1.1

(0.5)× 0.7

34

43

63

30

40

12

第17表 ARB 土坑一覧表

土

一坑
Ｍ

構

ｍ

遺

図
位置 (グ リッ ト) 平 面 形 断面形

規模 (調査)

長径×短径(m)
深 さ (cln) 考備

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

３７９
　
３７９
　
３７９
　
３７９
　
３７９
　
３６５
　
３６５
　
３６５
　
３６５
　
３６５
　
３６５
　
３７９
　
３７９
　
鰤
　
鰤
　
鋤
　
３７３
鰤
３８．
鰤
　
脚
　
３７‐
　
３７．
　
３７３

BH49

BH48

BJ51

BH50・ 51、

B150。 51・ 21

B050

B050

B053

BP52

BQ52

BQ53

BP52

DL54

DH55

DN53

DL52

DM55

CR40
CW45。 46
C X45。 46

CW45

CV45

CT42

CU42

CR40

形

明

明

方

不

不

長 楕 円 形

不 整 楕 円 形

長   方   形

不 整 長 楕 円 形

不 整 長 楕 円 形

不 整 長 方 形

不 整 長 方 形

不 整 方 形

不 整 方 形

不 整 方 形

不 整 方 形

不 整 方 形

不 整 方 形

不 整 方 形

不 整 長 方 形

不 整 方 形

不 整 三 角 形

不 整 楕 円 形

不 整 楕 円 形

不 整 長 方 形

Ａ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｄ

Ｅ

Ｂ

Ａ

Ｃ

Ａ

1.6× 0.75

2.OXl.3

1.7× 1.65

2.4Xl.4

2.87× 1.0

2.1× 1.0

1.9× 1.0

1.7× 1.1

1.0× 0.7

1.2× (0.5)

わずか

1.8× 1.3

1.2× 1.1

1.2XO.8

1.5× 1.25

0.5× (0.4)

2.0× 1.15

3.6× 2.9

1.1× 1.0

1.2X(0.4)

(1.8Xl.3)

(1.2× 1.1)

1.8× 0.8

30

20

40

40

30

27

40

18

50

不明

40

30

30

30

20

20縄文時
代
100

80

46

14

38

22

覆土中に礫入る

底部凹凸あり

平安時代、土壌墓

平安時代、土壌墓

平安時代、土壌墓

平安時代、土壌墓

平安時代、土墳墓

平安時代、溝1に切られる

平安時代 ?覆土が漆黒

平安時代 ?覆土が漆黒

平安時代 ?

平安時代、火葬墓

縄文時代中期後半以前

礫が4個人る

第 18表  TANOKUR ′jヽ竪 穴 一 覧 表

小

堅
穴

Ｍ

構

ｍ

遺

図
位置 (グ リッ ト) 平 面 形 断面形

規模 (調査)

長径×短径(m)
深 さ (all) 備 考

1

2

3

122

116

123

KURAC52・ 53

KURCA50

TANAW54

形
形
形

形

円
方
方

方

整
整
整
整

不
不
不
不

Ａ
　
Ａ
　
Ｅ

1.6

2.6× 1.7

4.0× (3.5)

18

15

60

中世

平安時代
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第19表 GOA ′jヽ竪穴一覧表

小

堅
穴

ｍ

構

Ｍ

遺

図
位置 (グ リッ ト) 平 面 形 断面形

規模 (調査 )

長径 ×短径 (m)
深 さ (cm) 備 考

136

136

AR58

AS58

不 整 精 円 形

不 整 円 形

C

C

1.6× 1.2

1.4

平安時代～中世、灰釉。陶器片

平安時代～中世

第20表 GOB ′jヽ竪穴一覧表

第22表 ARY ′
Jヽ竪穴一覧表

第23表 TANeKUR 集石一覧表

小

堅

穴

ｍ

構

Ｍ

遺

図
位置(グ リット) 平 面 形 断面形

規模 (調査)

長径×短径(m)
深 さ (cal) 備 考

1

2

3

222

224

225

CN42

CB45

CL42

形

形

形

方

方

方

長

長

長

整

整

整

不

不

不

Ａ
　
Ａ
　
Ａ

3.5× 2.0

3.1× 2.7

38× 1.7

15

10

30～ 10

古墳時代後期後半

第21表 AMD ′
Jヽ竪穴一覧表

小

堅
穴

Ｍ

構

ｍ

遺

図
位置 (グ リッ ト) 平 面 形 断面形

規模 (調査)

長径×短径(m)
深 さ (cm) 備 考

1

2

263

271

B041・ BP41

BD30

不 整 楕 円 形

隅 丸 方 形

Ａ

　

Ａ

2.9× 2.2

2.0× 1.7

38

50～ 40 古墳時代後期～奈良時代

小

堅

穴

Ｍ

構

ＮＱ

遺

図
位 置 (グ リッ ト) 平 面 形 断面形

規模 (調査)

長径×短径(m)
深 さ (cIIl) 備 考

1

2

3

4

5

6

7

274

274

274

274

274

274

274

C150

C150

CL51

CN53

DD47

CR54

CC51

不 整 長 方 形

不 整 長 方 形

不 整 長 方 形

不 整 楕 円 形

丸味を帯びた台形

不 整 楕 円 形

不 整 長 方 形

A

A
B

C
C

B

C

(1.4)× 1.0

1.4× 0.9

1.0× 0.8

0.95× 0.65

1.9× 1.6

(1.6)× 1.1

(1.4× 0.8)

２０

３０

３０

７７

７８

２０

１１０

縄文時代早期末

縄文時代早期末

縄文時代早期末

縄文時代早期末

縄文時代早期末

縄文時代早期末

縄文時代早期末

集

石
ｍ

構

Ｍ

遺

図
位置(グ リット) 平 面 形 断面形

規模 (調査)

長径×短径(m)
深 さ (all) 備 考

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

３４

”

“

“

２９

３０

３０

３０

”

KURAW52

KURAW52
KURAX52

石列にあり

KURBC52

KURBE55

KURBG52

KURBH52

KURAX47

不 整 円 形

不 整 楕 円 形

不 整 台 形

長 方 形

不 整 方 形

不 整 方 形

不 整 長 方 形

不 整 長 方 形

不 整 楕 円 形

不明

不明

不明

不明

C

不明

B

不明

不明

0.5× 0.4

0.6× 0.4

0.5× 0.4

1.3× 0.3

1.5× 1.4

1.0× 0.4

0.6× 0.3

2.0× 1.2

0.5× 0.3

17

22

18

20

25

15

15

30

10

明

明

明

明

不

不

不

不
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小
堅

穴

Ｍ

構

Ｍ

遺

図
位置 (グ リッ ト) 平 面 形 断面形

規模 (調査)

長径 X短径(m)
深 さ (cln) 備 考

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

130

130

130

130

130

131

131

131

132

132

132

132

132

133

27

TANAW47
KURAF50

KURAC50

KURAH49

KURA152

KURAP49

KURAN50

KURAM49

KURBU47

KURBS48

KURCF47

KURCF48

KURCH46

LURCP46

KURCL47

不 整 長 楕 円 形

(不 整 台 形 )

(不 整 方 形 )

不 整 三 角 形

不 整 台 形

不 整 方 形

不 整 円 形

不 整 長 方 形

不 整 円 形

(不 整 楕 円 形 )

不 整 楕 円 形

不 整 長 方 形

不 整 長 方 形

不 整 楕 円 形

不 整 方 形

利
Ｂ
Ａ
利
利
Ｂ
Ａ
利
利
Ｅ
利
利
利
Ｂ
Ｂ

2.0× 1.0

1.0× 0.4

1.0× 0.8

0.6× 0.5

1.0× 0.6

1.1× 1.0

0.9

1.9× 0.4

0.5

1.0× 0.6

0.8× 0.6

(1.6)× 0.6

1.8× 1.4

(1.6)Xl.3

1.6× 1.4

30

15

20

20

15

25

25

20

8

20

12

30

30

30

30

栗石の可能性がある

第24表 GOA 集石一覧表

基

石
ｍ

構

Ｍ

遺

図
位置 (グ リッ ト) 平 面 形 断面形

規模 (調査 )

長径 ×短径 (m)
深 さ (cm) 備 考

1

2

AP54

AQ51

(不 整 円 形 )

(不 整 円 形 )

Ａ

　

Ｄ

1.4

1.8

第25表 AMD 集石一覧表

第26表 ARY 集石一覧表

集

一石
ｍ

構

ｍ

遺

図
位置 (グ リッ ト) 平 面 形 断面形

規模 (調査 )

長径 ×短径 (m)
深 さ (cln) 備 考

1 272 BP44 楕 円 形 C 1.1× 0.9

集

石
Ｍ

構

Ｍ

遺

図
位置 (グ リッ ト) 平 面 形 断面形

規模 (調査)

長径×短径(m)
深 さ (clll) 備 考

1

2

3

360

360

361

CA52

CB52

CB45

環 状

不 整 長 方 形

楕   円   形

Ａ
　
Ａ
　
Ａ

2.0

3.0× 2.2

1.6× 0.7

Ⅳ期、高不

古墳時代後期、土壌墓 ?

第27表 ARB 集石一覧表

集

石
Ｍ

構

ＮＱ

遺

図
位置 (グ リッ ト) 平 面 形 断面形

規模 (調査)

長径×短径(m)
深 さ (m) 備 考

1

2

3

4

5

３８４
３８４
鍛
鍛
鍛

BK50

B148

BK51

BF50

BD51

不 定

不 整 楕 円 形

不 整 方 形

不 定

不 整 方 形

Ｂ
Ｃ
Ａ
利
Ｂ

2.OXl.0

(0.6)× 0.5

1.65× 1.2

5.0× 3.0

1.1× 0.9
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果

一石

Ｍ

構

ｍ

遺

図
位置(グ リット) 平 面 形 断面形

規模 (調査)

長径×短径(m)
深 さ (cln) 備 考

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

躍
獅
獅
鰤
晰
鰤
鶴
鶴
鋼
椰
鍛
鋼
鰤
３７７
３７９
椰
鰤

BD51

BF52

BF52

BF53

BE52

BD52

BS52

BV52

BY48

BY49

CQ39

CR41

CS41

DH53

DL54

DH48

D150

不 整 方 形

不 整 方 形

不 整 長 方 形

不 整 長 方 形

不 整 長 方 形

不 整 方 形

不 整 長 方 形

不 整 長 方 形

不 整 円 形

不 整 楕 円 形

不 整 円 形

不 整 長 方 形

不 整 長 方 形

不 整 楕 円 形

不 整 円 形

不 整 長 方 形

不 整 楕 円 形

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

利

Ｃ

Ｅ

Ａ

利

利

Ｃ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

利

Ｂ

Ａ

1.1× 1.0

0.6× (0.4)

1.OXO.55

(0.9)× 0.5

2.6× 0.8

1.2× 0.8

1.6× 1.0

1.9Xl.1

0.3

0.5× 0.3

3.2× 1.6

2.0× 1.0

2.2× 1.3

6.2× 5.4

0.9× 0.8

1.6× 0.9

(1.2)× 1.1

40

22

45

30

30

40

40

30

10

15

30

100

60

70

10

60

礫上面の
み
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付図 3 恒川遺跡群集落変遷図

弥生時代中期

弥生時代後期から古墳時代前期

古墳時代後期

奈良時代及び官衛的遺構

響

◇ ……・I期

△ ……・II期

△ ……・III期

▽ ……・Ⅳ期

◆ ……・V期
o。 ……Ⅵ期

▼ ……・Ⅶ期

口 ¨̈ Ẅll期

o・ ……Ⅸ期

□ …… X期

0……円面硯

○……蹄脚円面硯

口。……瓦転用硯

□ …… GOB帯 金具分布

□ …… GOA湿 地帯奈良時代土器分布

数字のみ……住居址

建   ……建物址

ェ   ……工房址

ミ   ……溝 l■

溝状  ……溝状遺構

方周  ……方形周溝墓

ド   ……土坑

小   ……小竪穴

火   ……火葬墓

道路址 ……道路址

o                                     100m

建9    建 11

′

沙

②

平安時代及び中世



付図4 恒川遺跡群 弥生時代中期後半(Inl‖ I～ 画期)土器編年図表
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付図5 恒り|1遺跡群 弥生時代後期後半から古墳時代前期 (恒川 V期～X期 )土器編年図表 (|)
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TAN KUR 5住 -4・ 27 7住 -3 8住 -1 16住 -42 23住 -14・ 36 39 90住 -20、 COA 2住 -2・ 15 4住 -30・ 35・ 41 5住-21 34 ミ1(下層)-7A区包含層-6 10・ 16 32

GOB 4住 -38 10住-13 17 23 25・ 30 15住-11 33 16住 -8・ 28 ″住-9 ミ15(5層)-5 ミ15(4層 )-12 18・ 19 22 24・ 29 37 40 ミ15(3層 )-26 31





付図7 恒川遺跡群 弥生時代後期後半から古墳時代前期 (恒川 V～ X期 )土器編年図表 (3)
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